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第二章　断罪された悪役令嬢は、


悪女となって独善を貫き通す






悪役令嬢は夢を見る


悪役令嬢は断罪された場に立つ


王弟殿下は溜息をつく


悪役令嬢は現実と向き合う


悪役令嬢はお茶会を開く


伯爵令嬢はお姉様に憧れる


悪役令嬢はやり過ぎる


王弟殿下は思い悩む


悪役令嬢は意識改革をおこなう


王太子殿下は視察へ向かう


行政官は光を仰ぎ見る


王太子殿下は黙考する


王弟殿下の側近は綺麗に笑う


悪役令嬢は女子会を楽しむ


男爵令息は公爵令息へ火花を散らす


悪役令嬢は新たな出会いを得る


王太子殿下は回顧する


悪役令嬢は画策する


王弟殿下は事実を受け入れる


悪役令嬢はおめかしする


王弟殿下の側近は思いを儚く散らす


悪役令嬢は決断する


悪役令嬢は再起に天を仰ぐ






悪役令嬢とお姉様たちとの新たな関係






あとがき


「完璧悪女」キャラクター設定集


電子版特典SS　悪役令嬢と男性陣は花を愛でる







    
  
  




イラスト　えびすし


デザイン　Veia（ヴェイア）







    
  
  




悪役令嬢は夢を見る


片膝をついた影が絨毯へ落ちる。


窓から降り注ぐ光が、宙を舞うダストを煌めかせていた。


相手の目差しに肌を焼かれ、クラウディアは僅かに身じろぐ。


しかし、なぜか見下ろした先にあるはずの顔が見えない。


ともすれば衣擦れの音さえ聞こえそうな距離なのに、靄もやがかかっている。


胸に満ちるのも、ときめきではなく、もの悲しい切なさだった。


「お断りいたします」


涙が溢れそうになって、唇を固くむすぶ。


自分でもわからない感情の波に、視界が歪んだ。


──ごめんなさい。


謝罪は声にならなくて。


青年の肌が褐色であることを認識した瞬間、目が覚めた。






「夢……？」


耳の裏に心臓があるみたいだった。


動悸どうきが治まらず喘あえぎながら身を起こす。


全身が汗でじっとりしていた。


「どういう意味なのかしら」


内容を上手く咀嚼できず困惑する。


シルヴェスターの一度目のプロポーズを断ったのは、まだ記憶に新しい。


夢は反省を風化させるな、という啓示けいじだろうか。


ただどうにも腑に落ちない。


最後に見えた肌色はシルヴェスターのものではなかった。思えば、体格にも違和感が残る。


頭を過るのは娼婦時代、身請けを申し出てくれた青年だ。


（でも彼は彼で、わたくしに片膝をついたことなんてないし）


気心が知れていたのもあるが、いつも陽気で、仰々しさとは無縁の人物だった。


夢に整合性を求めるほうが間違っているのかもしれない、と軽く頭を振ったところで、ヘレンの声が届く。


「クラウディア様、起きておられますか？」


「ええ、起きているわ」


呼びかけに答えながら、頬に張り付いた髪を払った。


「失礼いたします。朝の支度を……どうかされましたか？」


いつもと違う雰囲気を察したのか、ヘレンが気遣わしげに眉尻を落とす。


クラウディアは余計な心配をかけまいと微笑んだ。


「何でもないわ。少し夢見が悪かっただけよ」


「では顔を洗ってサッパリしましょう」


ヘレンが押してきたワゴンの上には、洗顔用のお湯とタオルがあった。


提案を喜んで受け入れ、寝汗も簡単に拭いてもらう。


朝から風呂に入ることはほとんどなく、支度は自室で全て済んだ。


「クラウディア様の肌は、さながら雪のように澄んでおられますね」


丁寧にクラウディアの背中を拭いながら、ヘレンはほう、と熱のこもった息を吐く。


ベッドの上で晒された白い肌は新たな潤いで艶つやめき、黒髪を束ねたことで現れた項は、黒と白の対比も相まって色気を漂わせていた。


柔肌のきめ細かさを目の当たりにし、ヘレンの力加減がより一層優しくなる。







    
  
  




「ヘレンたちが手入れをしてくれるおかげよ」


クラウディア自身も美容に力を入れているけれど、アロママッサージなど侍女たちに手伝ってもらうことも多い。


これでようやくシルヴェスターの隣に並べるのだから、思い人の美貌びぼうが恐ろしくなる。


相手はこの国の王太子殿下だ、それこそプロの手によって磨かれているだろう。


だとしても。


「美容においては、公爵家が劣っているとも思えないのよね」


それこそ娼婦時代の知識を考えれば、クラウディアだってプロと遜色そんしょくない。


思わず口を出た呟きに、ヘレンも頷く。


「わたしもクラウディア様のお役に立てればと情報を集めていますけど、王城に勤める侍女の話では、さほど特別なことはしていないようです」


むしろ魅力的なボディーラインを保つための運動など、クラウディアのほうが先んじているという。


第一に、シルヴェスターが肌の手入れを気にしているとも思えなかった。


「それであの白磁はくじのような肌なの？　シルのポテンシャルって、どうなっているのよ……」


絹糸のような銀髪と、太陽を抱く黄金の瞳が脳裏に浮かぶ。


少年の頃はビスクドールのように愛らしく、青年となった今では色香を伴い見る者を魅了する彼は、生きる芸術だ。


王族の中ではシルヴェスターの姿絵が群を抜いて高値で取引されるほどだった。


しかも絵より実物のほうが良いというオマケ付きである。


姿絵は一般的に美化されて描かれるので、実物が絵に勝ることはほとんどない。


「クラウディア様も負けていません！　化粧水が手に入れば、さらなる高みへと至れますっ」


「ありがとう、ヘレン。ブライアンに期待するわ」


ブライアンの実家であるエバンズ商会は、娼婦時代のクラウディアに一番合う美容品を取り扱っていた。


美容品の効果は、どうしても個人の体質に左右されてしまう。


肌が乾燥しがちな人もいれば、脂質が多い人もいるからだ。


みんなが使っているからといって、それが自分に合うとは限らない。


「先日の報告では、そろそろ輸送路を確保できそうなのよね」


面識を得てからというもの、律儀にブライアンは商品の状況をクラウディアに報告していた。


あくまで報告に留まり、公爵家の力を借りようとしないところに好感が持てる。


エバンズ商会としても、独自で開拓したほうが利益になるからだろうけれど。


「わたしもクラウディア様が懇意こんいにされるものが、どういった品なのか楽しみです。本日はご予定通り、紳士服店へ行かれるということでよろしいですか？」


「ええ、品物を受け取りに行くだけだから、時間はかからないわ」


「持って来させることもできますけど……」


「それだとお兄様に勘付かれてしまうでしょう？」


品物は、ヴァージルへの卒業祝いだった。


王城で催される学園の卒業パーティーに合わせて用意したものだ。


この時期にクラウディアが紳士服店の者を呼んだとなれば、理由は火を見るより明らかだろう。


「おっしゃる通りです、配慮に欠けました。ヴァージル様も、クラウディア様の一挙一動に敏感でおられますからね」


異母妹フェルミナの件があったからか、王太子殿下の婚約者という内定をもらったからか、その両方か。


最近常に見守られている感覚があった。


「では、本日のお召しものは──」


ヘレンが言い切る前に、別の侍女が姿を見せる。


クラウディアに断りを入れた侍女がヘレンに耳打ちすると、動揺で目を泳がせながらヘレンは頭を下げた。


「申し訳ございません、少し外してもよろしいですか？」


「何かあったの？」


「大したことではないんですけど、その、個人的なことで……」


「こちらは手が足りているから大丈夫よ。気にしないで行ってらっしゃい」


ありがとうございます、と答えるなり、ヘレンは部屋をあとにする。


何をおいてもクラウディアを優先する彼女にしては、珍しいことだった。


気になるけれど、個人的なことを詮索するのも野暮やぼだ。


出かける前には戻ってきたヘレンを、クラウディアは何事もなかったように笑顔で迎えた。






「ようこそおいでくださいました。ご足労をおかけし、まことに恐縮です」


「わたくしの都合ですもの、お気になさらないで」


季節は初冬。


肌寒くなってきたにもかかわらず、店前に停めた馬車から降りるなり、紳士服店のオーナーに出迎えられる。


オーナーは、片眼鏡モノクルが目を引く白髪の老紳士だった。


穏やかな人柄が雰囲気に表れ、自然とクラウディアも和む。


「この寒い中、ずっと外で待ってらしたの？」


「リンジー公爵令嬢にお会いできると思うと、年甲斐としがいもなく気が急いてしまいまして……ちょうど頭に上った熱が冷めてきた頃合いにございます」


「まぁ！　でも寒さは体に毒よ。次からは中で待ってらして」


「お心遣い、痛み入ります」


慇懃いんぎんでいて、好々爺然こうこうやぜんとしたオーナーの立ち振る舞いは、店を利用する機会があまりないことを惜しく感じさせるくらい好ましかった。


前を歩くオーナーに応接室へ案内されながら、店内を眺める。


婦人向けの店では内装の鮮やかさが目立つが、紳士向けの店となると、また趣おもむきが違った。


柱や棚だけでなく、床にも深い暗褐色あんかっしょくの木材が使われているからか、色彩は落ち着いていて重厚感がある。


だからといって重苦しさはなく、信頼感だけが残るよう設えられたインテリアデザインは秀逸しゅういつだ。


普段の買い物は屋敷に商人を呼んで済ますことが多いだけに、店の趣向を味わえるのが楽しい。


つい毛の長い絨毯からそれて、ヒールで床板を小突きたくなる。


「磨かれた床の上を歩いたら、きっと小気味良い音がするでしょうね」


「クラウディア様？」


「そんなはしたない真似はしないから安心して」


「お気持ちは、とてもよくわかります」


神妙しんみょうに頷くヘレンと、顔を見合わせてくすりと笑う。


それだけ、敷かれた絨毯の防音性能は高かった。


屋敷でなら、きっと二人で音を鳴らしていただろう。さすがに外ではできない。


（あら……？）


何となく視線を巡らせた先で、店員と話している男性客が目にとまる。


知った顔ではないけれど、佇まいや風貌に馴染みがあった。


逆行前に身請けを申し出てくれた青年──今朝、夢で見た彼に似ている。


（正式な名前は、わからないままだったわね）


娼館では愛称で呼び合っていた。場所柄、珍しいことではない。


結局、身請けについて返事を出す前に、彼とは死に別れてしまった。


青年は隣国、バーリ王国の上級貴族だった。


彼を連想させるくらい客の身なりは良く、会話の合間に見せるボディーランゲージも上品だ。


けれど年齢と顔立ちから、別人であることは確かだった。


（上級貴族が王都に滞在している話は聞かないし……それならパーティーで会ってるはずよね）


耳に入っているのは、バーリ王国の王弟おうていの動きくらいだ。


現在、王弟はハーランド王家の直轄領である港町に滞在しているという。


王都にも訪問する予定だが、まだ王都入りしたとは聞いていない。


それこそ隣国王族の来訪ともなれば、クラウディアも悠長に買い物などしていられないだろう。


（面識がないってことは、職業外交官かしら）


他にも挙がる候補を消去法で消していき、残った答えがそれだった。


外交官には貴族や軍人が任命されがちだが、交渉術など特殊な技能を必要とするため、最近では職業外交官も目立つようになってきている。彼らは身分こそ低いものの、特権を持つため、扱いはデリケートだ。


それでも公爵令嬢クラウディアが出席するパーティーに招待されるのは、身分差があって難しかった。


動した視線の先で、男性客の袖に光るものを見つける。


（チェーン付きのカフリンクスね。やはり家紋はないタイプみたい）


男性向けのアクセサリーとしてシャツの袖につけるカフリンクスは、主に貴族社会で愛用されている。特にチェーン付きのものは手伝いがなければとめるのが難しいため、侍従がいる身分であることを暗に示していた。


貴族の場合は家紋を象り、一目で家名がわかる作りになっている。


職業外交官も貴族と並んで交渉の席に着くため上質な装いを心がけているが、彼らが家紋をつけることはない。


当たりが付いたところで、オーナーには少し待ってもらい挨拶へ向かった。


男性客しかいない売り場に華やかなクラウディアが姿を見せれば、相手もすぐ彼女に気付いた。


「ご歓談中、失礼いたします。わたくし、クラウディア・リンジーと申します。バーリ王国の方とお見受けしたのですけれど、あっていますかしら？」


「これはこれは……！　完璧な淑女と名高いリンジー公爵令嬢にお声がけいただけるとは、望外ぼうがいの喜び！　お恥ずかしながら、てっきり妖精が店内に迷い込んだのかと勘違いしておりました。いかにも、わたくしめはバーリ王国の外交官を務めさせていただいております。何かご用がおありですか？」


おどけながら、照れた様子で笑顔を見せる男性に嫌みはない。


生来のものか、技巧か、初対面にもかかわらず相手を硬くさせない手腕に人知れず舌を巻く。


次いで彼から香ったアロマに、悲しい思い出が蘇った。


（もしかして、娼館帰りなのかしら？）


娼婦時代、同じアロマを愛用していた娼婦がいた。


──勤務時間外の昼下がり。窓から入る日差しが、眠気を誘うほど暖かかったのを覚えている。


娼館の遊戯室ゆうぎしつで、クラウディアはヘレンや先輩娼婦たちとお喋りに興じていた。


その最中、件くだんの娼婦は自ら命を絶った。


死が身近だった頃の記憶。


人生の苦みが顔に出そうになって、慌てて意識を切り替える。


「用というほどではないのですけれど、ご挨拶がしたくて。王太子殿下のご誕生、おめでとうございます」


今年に入って、バーリ王国では第一子となる王太子が誕生した。


子宝に恵まれなかった国王にとっては待ちに待った慶事けいじで、国は今も祝賀しゅくがに沸いているという。


半面、新たな問題も生まれようとしているみたいだが──。


「ありがとうございます。わたくしめのような、しがない外交官にも直接ご祝辞をお贈りいただけるとは、光栄の至りにございます。もしや、これだけのためにお声がけくださったのですか？」


「あなたを見て、懐かしい方を思いだしましたの。バーリ王国では、人と出会ったら、必ず挨拶をなさるのでしょう？」


「我が国の文化をよくご存じでおられる……！　次に私的な場でバーリ人とお会いになるときは、気軽に『オウラー』とお声がけください。リンジー公爵令嬢のお美しい声で挨拶されれば、相手はたちまち天にも昇る心地になりましょう」


「『オウラー』が挨拶の言葉ですのね、わかったわ」


実のところ、挨拶については知っていた。娼婦時代は、青年と顔を合わせるたびに言ったものだ。


「いやはや、リンジー公爵令嬢におかれましては、挨拶がなくとも一目見た瞬間から相手は心を奪われるでしょうが」


「お上手ですこと。あなたのような大人の男性からすれば、わたくしなんてひな鳥と同じでしょうに」


「まさかまさか！　若くはあらせられますが、リンジー公爵令嬢の魅力を前に、幼さを覚える者などおりますまい！　ぜひリンジー公爵令嬢の気品にあやからせていただきたい者がいたのですが……ちょうど席を外していて勿体なく存じます」


「残念ですわ。教えていただいたご挨拶を試す機会でしたのに」


公爵令嬢である今は、公的な場でしかバーリ人と会うことがない。


「オウラー」はあくまで日常で使う挨拶のため、パーティーなどには不向きだった。


外交官と別れたあとは、つつがなく品物を受け取り、オーナーに見送られる。


そして馬車へ乗るため踏み台に足をかけたとき。


背中に視線を感じて振り返る。


挨拶した外交官が、見送りにやって来たのかと思った。


しかし振り返った先に誰も認められず小首を傾げる。


「クラウディア様、どうかされましたか？」


「いいえ、気のせいだったみたい」


そう答えながらも、訝いぶかしみながら席に着く。


馬車の窓から再び店前を確認しても、いるのは会釈するオーナーだけだった。






屋敷に帰ると、兄のヴァージルがエントランスで待ち構えていた。


咄嗟とっさにヘレンがクラウディアから外套がいとうを受け取り、手にしていた品物を隠す。


「お兄様、どうされたの？」


「急ぎ話したいことがあってな。外は寒かっただろう？　すぐに温かいものを用意させよう」


居間へ移動すれば、父親の姿もあって驚く。


まだ明るい時間に仕事を切り上げてきたのかと思うと、話の重大さが窺うかがえた。


ソファーに腰を下ろせば、すぐさま湯気ゆげの立つ紅茶が用意されるものの、侍女はそのまま退室していく。


空気を読んだヘレンも辞し、部屋には三人だけが残った。


クラウディアが人心地つくのを待って、ヴァージルが口を開く。


「ディーも、バーリ王国の王弟が、王家の直轄領に滞在されているのは知ってるだろ？　今日届いた便りで、先日出立され、王都に向かわれているのがわかった。そしてこのまま学園へ留学されることになった」


話の続きを父親が引き継ぐ。


「王弟もクラウディアと同い年だ。留学自体は不思議ではないが、いかんせん急に話が決まった。公には、卒業パーティーで発表される」


「それは……」


頭の中で考えが錯綜した。


喜ばしいことなのか、すぐに判断がつかなかったからだ。


戸惑うクラウディアに、ヴァージルが頷く。


「言いたいことはわかる。俺も、バーリ国王の厄介払いだと考えているからな」


「ヴァージル、口を慎つつしめ」


「考えを素直に述べるために、場所を屋敷に移したんでしょう？　父上はどうお考えなんですか」


「私とて同じ考えだが……言い方があるだろう」


「家族間で婉曲えんきょくした表現を使ってどうするんです」


父親はさておき、クラウディアとヴァージルは気心が知れている。


会話に遠慮はいらなかった。


「長年、王弟であるラウル殿下が王位継承権第一位でしたものね……」


ラウルは、バーリ国王の年の離れた弟にあたる。


国王が子宝に恵まれなかったため、彼は幼少期から王位継承権第一位を冠していた。


それが今年、王太子が生まれたことで継承権が二位に下がった。


とはいえ、長きにわたり次代の王として扱われてきた彼を推す声も大きい。


バーリ王国では王太子と共に、覇権争いという新たな問題が生まれていた。


考えをまとめるクラウディアに、ヴァージルが頷く。


「表立って王弟が動く気配は今のところない。しかし国王としてはこれ以上、国内で王弟に基盤をつくらせたくないんだろう」


「だから厄介払い、ですのね」


我が子が生まれるなり、お前は用済みだと国外へ捨てるような所業に眉根が寄る。


王弟も良い気はしないはずだ。


「国王として早々に方針を示すことは大事だ。だが、やり方がまずかった。現に国内でも祝福の声を押しのけて、不満が上がっているみたいだからな」


バーリ王国は、ハーランド王国とは違った形で横の繋がりが強い。


縁故えんこ主義とも言われるほど、血縁関係を大事にするのだ。


王弟が反旗を翻したのならいざ知らず、動きを見せてもいないのに国外へ追放するような国王のやり方は、他国以上に自国で受け入れられていないという。


「考えれば、不満が出ると予想できる気もしますけど」


「王太子の誕生で、国王の目が曇っているのかもしれない。俺たちも動向を注視する必要があるだろう。そこで、ディーにも気を付けてもらいたいんだ」


「わかりましたわ」


王弟が留学するなら、自然と同じクラスになる。


クラウディアが接する機会も増えるだろう。


それとなく事情を探れるなら、それに越したことはない。


「シルもいるし、無理をする必要はない。ただ……」


急に口が重くなったヴァージルに首を傾げる。


何か問題でもあるのだろうか。


学園の卒業を間近に控えたヴァージルは、父親と一緒に仕事へ赴くことも多くなり、彼に入る情報量は格段に増している。


クラウディアも社交界デビューし、顔が広いほうではあるものの、学生の身分では知り得ることに限界があった。


「ディー、シルとはしばらく会えなくなるかもしれない」


「……どういうことですの？」


視線を落とすヴァージルの表情は暗い。


いつになく重い雰囲気が漂う。


父親に視線を移しても状況は変わらず、嫌な予感がクラウディアの胸を占めた。


平静を保てなくなり、声が震える。


「シルに何かあったのですか!?」


「悪い、こんな言い方だと不安になるよな。シル自身に問題や危険はない」


「シル自身には、ですか？」


「そうだ。王弟が王家直轄領の港町にいただろう？」


「はい、ハーランド王国にとって、玄関口ともいえる港町ですわよね」


クラウディアが住むハーランド王国とバーリ王国は南北で隣り合い、北にハーランド王国、南にバーリ王国があった。


地続きではあるものの国境地帯には巨大な山脈がそびえ、陸路で移動するには時間がかかる。


両国とも国の東側が海に面していることもあり、二国間では船を利用するのが当たり前になっていた。


王家の直轄領である港町は、海を挟んだ東諸国にとっても玄関口であり、流通の拠点だ。


「そこで問題が起こった」


「まさか王弟の滞在中にですか？」


「いや、王弟が王都へ向けて出立してからのようだが……すまない、まだ正確な情報が掴めていないんだ。ただこの件で、シルが動くことになった。卒業パーティーには出席するが、そのあとの学園の長期休暇を利用して旅立つ予定だ」


折角の休暇中にシルヴェスターとは会えなくなる。


長い黒髪が頬を撫でたことで、無意識の内に俯いていたのを知った。


今までは逢瀬おうせに間が空いても気にならなかったのに、会えなくなると知った途端、寂しさに胸が押し潰されそうになる。


パチパチと爆ぜる暖炉の火だけが、穏やかに時を重ねていた。






「いたっ」


「クラウディア様、大丈夫ですか!?」


「ええ、少し針で突いただけだから気にしないで」


シルヴェスターが旅立つと聞いた場で、父親に刺繍を贈ってはどうかと勧められた。


出来映えが良かったのを覚えてくれていたらしい。


早速、自室へ帰って新しくハンカチに刺繍をはじめたものの、針の進みに迷いが出る。


旅先でも自分のことを思いだしてほしくて、黒い花と青い鳥の絵柄にしたのが原因だった。


「パンジーにしたのは狙い過ぎかしら？」


花言葉は、「もの思い」「わたしを思って」だ。


シルヴェスターが花言葉に詳しいかはわからないが、文通をしていた頃、毎回花が添えられていたので知っている気もする。


「男性には直球過ぎるくらいがちょうどいいと思います。それに青い鳥には『幸福』の意味がありますから」


「そう？　自己主張が激しいと笑われないかしら……」


やはり無難に王家の紋章が良かったのではないかと手が止まる。もしくは公爵家の紋章にするか。


シルヴェスターが相手だと、娼婦時代の自信も泡と消えた。


悩んでいると、手元に影が落ちる。


何だろうと顔を上げれば、ヘレンが真剣な表情で目の前に立っていた。


「クラウディア様、よろしいですか？」


そのまま前のめりで両肩に手を置かれ、宣言される。


「クラウディア様が手がけられたハンカチを受け取って、喜ばない人はいません。もしいるなら、それは人ではありません！」


「へ、ヘレン？」


「仮に相手をけなす内容だったとしても、贈られた側は意識してもらえているんだと感激するでしょう」


「でも相手はシルよ？」


「殿下は彫像のように美しくあらせられますが、『人』です。それも思春期真っ只中の男性です。これに関して身分は関係ありません！　絶対にお喜びになられます！　笑おうものなら、リンジー公爵家を敵に回したも同然……！」


しまいには自分が一番槍やりとなってシルヴェスターに立ち向かうとまで言われ、クラウディアは慌てる。


下手をすれば、その発言だけでも国家反逆罪だ。


「わ、わかったわ！　この図案で完成させるわね！」


「クラウディア様が心を込めて刺繍されるのです。自信をお持ちください」


「そうね……旅立たれると聞いて、気分が落ち込んでいるのかもしれないわ」


「港町までは距離がありますが、新学期までには戻って来られるんでしょう？　少しの辛抱です」


ヘレンの言う通りだった。


永遠に別れるわけではないし、シルヴェスターにしてみれば領地の視察に赴くだけの話。


リンジー公爵家だって領地で休暇を過ごすときもあるのを鑑みれば、落ち込むほどのことじゃない。


今回の長期休暇は王弟が滞在するため、公爵家は王都を離れられそうにないが。


他国の王族がいるのだ。公爵家に限らず、相応の身分がある上級貴族は、接待要員として駆り出される可能性があった。


「でも、いつになく寂しく感じてしまうのよね」


「それが恋というものです」


「ヘレンにも覚えがある？」


「ありますよ。ここ最近は全くないですけど」


「あら、もっと休みがあったほうがいいかしら？」


「わたしの場合は、クラウディア様から離れるのが一番寂しいですっ」


ぎゅっと抱き締められ、それじゃあいつ恋をするの、とどちらともなく笑いが漏れる。


ヘレンがいれば寂しさは紛れそうだった。






夜、ベッドで一人になると周囲が無音になったように感じられた。


実際は暖炉の音だったり、窓越しに聞こえる風の音だったり、何かしら生じてはいるのだけど。


部屋は夜間も暖められ、寒さとは無縁だ。


その心地良い暖かさが、いつかの遊戯室を思いださせた。


日中、紳士服店で会った外交官の香りに触発されたのかもしれない。


時に香りは、記憶と密接に結びつく。


外交官から香ったアロマは、クラウディアにとって同僚だった娼婦を示すものだった。


「助けられた命だったのよね……」


今でなら、という注釈は付くが。


彼女は、自ら毒を飲んで亡くなった。


あとになって、それは隣国よりもたらされた毒で、解毒も身近なものでできると知った。


教えてくれたのは、身請けを申し出てくれたあの青年だった。


芋づる式に、紳士服店で会った外交官が頭に浮かぶ。


「もしかして内偵のようなことをしていたのかしら」


娼婦の中にはハニートラップだったり、政府の裏の仕事を受ける者もいた。


彼女もそうだったのだろうか。


隣国の客から得た情報を、政府に流していたのだろうか。


けれど外交官の相手が彼女だという確証はない。


当時の彼女の年齢を考えても、今娼館で働いているかは微妙だ。


それに。


「助けられたとして、助けることが正解なの……？」


娼館での生活が恵まれているなどと、冗談でも言えない。


高給取りで贅沢ができていたクラウディアさえ、ふとした瞬間に叫びたくなるときがあった。


それでも流行り病に倒れるまで生きられたのは、ヘレンや先輩娼婦たちが支えてくれたのと、罪の意識があったからだ。


経緯はどうであれ、前のクラウディアは罪を犯した。


娼館で人生を学ぶまで、正真正銘、愚かだった。


娼館は、その罪を償う場だった。


だから生きられた。生きる必要があった。


しかし娼館で働く全ての女性が、罪を犯したわけじゃない。


ほとんどの人は、他に頼る場所がない弱者だ。


死を覚悟した人の意思を曲げ、劣悪な環境で生き続けろということが正しいのか、と問われれば──違う、と答える。


「でも見殺しにはしたくないなんて、ただのわがままよね」


かといって「死」が正解とも思えず、唸うなりながら寝返りを打つ。


本人の意思を無視した行動は、善意の押し付けでしかない。


いくら悩んでも、答えが出る気配はなく。


この日、クラウディアはあまり眠れなかった。







悪役令嬢は断罪された場に立つ


「ごきげんよう。黒髪なんて地味だと思ってましたけど、クラウディア様を見ていると認識が覆されますわね。その銀の髪飾り、よく似合ってましてよ」


扇で口元を隠しながら近付いてくるルイーゼに、にこりと笑う。


ヴァージルの卒業パーティーに花を添えられるよう、着飾ってきた姿を褒められるのは嬉しい。逆行前と違って、宝石を使った装飾は少なめだけれど。


今日はアップにした髪を、真珠があしらわれた銀のコームで彩っていた。


ドレスも青みがかった白色で、いつになく黒髪との対比が目立つ。


「ごきげんよう。ルイーゼ様の水色のドレスも素敵だわ。澄んだ水辺に陽光が降り注いでいるようで」


ルイーゼは愛用者が多いドレスの形──肩のあたりが小さく全体的に裾広がりになる──に、肩口を丸く膨らませたパフスリーブの袖を合わせていた。


それが凜としたルイーゼの姿勢を崩さない程度に、可愛らしさを演出している。


ドレスに彼女のクセのない金髪が落ちる様子は、木漏れ日そのものだ。


素直に褒めると、照れたのか目元を朱に染めたルイーゼの視線が泳ぐ。


「あ、ありがとうございます。そ、その、あなただって素敵なんですからねっ」


なぜか語気を強めて言われ、笑みが漏れた。


「ルイーゼ様も、褒められ慣れているでしょうに」


「社交辞令なら慣れていますけど、あなたの場合、本気だから対処に困るのよ」


「本気で褒めてはダメなのかしら？」


「えぇっと……もういいですっ」


小首を傾げると、反論するのがバカらしくなったのかルイーゼが観念する。


談笑しながらもクラウディアは不思議な気持ちで胸がいっぱいだった。


（ここで、前は断罪されたのよね）


天井を見上げれば、シャンデリアの輝きが目に眩しい。


周囲は自分も含め、華やかな人たちで溢れている。


入場後に別かれたためヴァージルは近くにいないけれど、記憶にある光景がフラッシュバックした。


不満を声高に訴えるクラウディアの前に、新しい人物が現れる。現在のクラウディアだ。


──愚かだった自分。


──愚かでも、正しい道を歩めるとわかった自分。


それぞれの幻影が交差し、一つになる。


明晰夢を見ているような心地だった。


これが現実で間違いないのに、違う世界に立っているような気分になる。


どこかぼんやりとした意識の中、ルイーゼから視線を送られて我に返る。


促されたほうへ顔を向けると、自分より頭一つ分ほど小さな令嬢と目が合った。


令嬢教育の賜物か、頭に名前が浮かぶより早く挨拶が口をついて出る。


「シャーロット様、ごきげんよう」


「く、クラウディア様、ごきげんよう」


ピンク色の髪に飴あめ色の瞳を持つ彼女の容姿は、砂糖菓子のように甘い。


加えて、それが些事に思えるほど際立つ部分があった。


緊張しているのか、カーテシーはたどたどしい。その胸元で、大きな果実──というよりは、ボールが揺れる。


生地でぎゅうぎゅうに押し潰された胸は、とても窮屈そうだった。


（もっと似合うデザインがあるでしょうに）


クラウディアにとって、体型も社交界で生き残るための武器の一つだ。


鎖骨を隠すボートネックは上品なデザインであるものの、その観点でいえば完全にシャーロットの武器を殺していた。


あえて締め付けることで大きさを強調するやり方もある。だが彼女の場合は、押し潰されてただただ胸のラインが歪になっていた。


正直に言って、残念でならない。


「今日はシャーロット様も招待されていたのね」


「だ、大事な発表があるとのことで、招待されたんですの」


クラウディアより一つ年下の彼女は、まだ学園に入学していない。


シルヴェスターの婚約者候補ということもあり、特別に招かれたのだろう。


大事な発表とは、王弟の留学の件だ。


新入生であっても同時期に学園へ通うことになるため、主要な貴族の招待は頷けた。


「ではシャーロット様も楽しんでらしてね」


「はい、失礼いたします……」


シャーロットはルイーゼにも挨拶してから、この場をあとにする。


着いて早々、年上の婚約者候補にも会ったので、これで婚約者候補への挨拶は一通り済んだ。


それにしても、とクラウディアはシャーロットの態度を振り返る。


まるで蛇へびに睨にらまれた蛙かえるのようだった。


「わたくし、恐がられるようなことをしたかしら？」


「クラウディア様がというより、貴族派としての負い目があるんでしょう。貴族派とは、学園で色々ありましたから」


「でもシャーロット様のロジャー伯爵家は、貴族派の中でも穏健おんけん派だと伺ってますわ」


異母妹であるフェルミナと結託していた貴族派の令嬢は、言うなれば過激派だ。


同じ派閥でも立ち位置が違う。だからシルヴェスターの婚約者候補にも選ばれた。


「あなたがそう思っていることを、シャーロット様は知らないんじゃなくて？」


「……おっしゃる通りですわ」


未だにパーティーとなれば、クラウディアの周囲は王族派で固められる。


学園では貴族派の生徒とも話すが、その学園に彼女はまだ入学していない。


機会がない以上、シャーロットにクラウディアの考えは伝わらないだろう。


「でもあの態度なら、何かしでかす心配もないでしょう。気にする必要ありませんわよ」


「だからといって、可愛い女の子に怯えられ続けるのもこたえるわ」


「わたしは苦手です。彼女、あざとく見えて仕方ないもの」


ルイーゼは、シャーロットの間延びした口調が気に入らないらしい。


一方クラウディアは、体型に合っていないドレスや緊張で硬くなった挨拶に、あざとさよりも不器用さを感じていた。


「ルイーゼ様は、はつらつとした方がお好きなのかしら」


「芯の通っている方が好ましいと思います。……そろそろ発表の時間ですわね」


揃って会場に設けられた壇上へ視線を移す。


そこには卒業パーティーの進行を務める司会の姿があった。


人の目が壇上に集まるにつれ、自然とパーティーの喧騒も収まっていく。


ただ、みんな発表の内容が気になるのか、囁き声だけはなくならなかった。


シルヴェスターが姿を見せると一斉に招待客が頭を下げる。婚約者に内定しているクラウディアも例に洩れない。


顔を上げたときには、シルヴェスターの隣に人影があった。


彼が王弟だろう。


焦点が合うと、愕然がくぜんとした呟きがこぼれる。


「うそでしょ……」


幸い、隣にいるルイーゼに聞かれることはなかった。


クラウディアの視線の先にいたのは、娼婦時代、身請けを申し出てくれた青年だった。


年相応に若くはあるものの、ダークブラウンの髪に褐色の肌、そして人を甘く誘う桃花眼とうかがんは見間違えようがない。


全身から色気が溢れ、軟派なようでいて瞳だけはビターチョコレートのように理性を刺激してくるところも記憶にあるままだった。







    
  
  








『これで一晩過ごしたことにしてくれ』


客として、はじめてクラウディアの元を訪れた彼は、札束を渡すなり一人カウチで眠った。


次も、その次も同じだった。


回数を重ねるにつれ、軟派な見た目とは裏腹に、女性が苦手だと知った。


ただ対面を保つためだけに、彼は高級娼婦であるクラウディアを買っていたのだ。


それでも一緒に過ごす時間が長くなれば、自然と会話が増える。


『ディーは美人だし可愛いしで、欠点が見つからなくて困る』


『そういうウルは男前な上に可愛くて、一緒にいると時間を忘れてしまうから困るわ』


『……』


『ちょっと、照れないでよ』


いつしか愛称で呼び合うようになり、ただカウチで寝るだけだった彼は、次第に起きているようになった。


『オウラー、なぁ、オレとバーリ王国へ行かないか』


『オウラー、顔を見せるなり、何なの？』


身請けの話は、普段の会話と変わらない調子で持ちかけられた。


──嬉しかった。


クラウディアも、ウルとは相性の良さを感じていたから。


それでも、すぐに答えは出せなかった。


クラウディアにとって娼館にいることは罪の償いだった。


娼婦として稼げる間に、娼館を去るのは許されない気がした。






（本当に、あの『ウル』なの？　王弟だなんて聞いてないわよ!?）


娼館では客の詮索は御法度ごはっとだが、噂は流れる。


客が王族ともなれば、何かしら情報が入って然るべきだ。


あえて伏せられていたのかもしれないけれど。


（何かしら事情があった？　それか、もしかして……王族ではなくなっていたの？）


現在、王弟は王太子の誕生によって微妙な立場にある。


王太子の基盤を盤石にするため、争いを避ける意味でも、娼館で会った頃には臣籍降下しんせきこうかしていてもおかしくはない。


しかし王弟がそこまでする必要もないように思えた。


既に国王によって国外へ出されている身の上だ。


国王が、王太子への王位継承を確固たるものにしている以上、王弟が王族を抜ける必要性を感じられない。


「王族」というネームバリューは、国内、国外双方に通用し、外交のカードにもなる。


バーリ王国としても、臣下に下るとはいえ貴重な王族を手放したくはないだろう。


（今となっては確かめようがないわね。でも今後、動きがあるなら見逃せないわ）


懐かしい顔に感情が揺さぶられるけれど、クラウディアには今の人生がある。


いつまでも娼婦時代を引きずってはいられない。


壇上での発表が終わると、今度は個人間でシルヴェスターから王弟を紹介される。


気付いたら、兄のヴァージルも合流していた。


「ラウル、こちらが私の婚約者候補であるクラウディア・リンジー公爵令嬢とルイーゼ・サヴィル侯爵令嬢だ。そしてクラウディア嬢、ルイーゼ嬢、先ほど壇上でも紹介があったラウル殿下だ」


紹介されるままに挨拶を交わすと、早速ラウルが人好きする笑顔を見せる。


「シルヴェスターとは子どもの頃からの付き合いだが、ハーランド王国は酷こくなことを強しいるな。これほど美しいご令嬢方から婚約者を一人に絞るなんて、オレには到底無理だぞ」


（女性が苦手なクセに、よく言うわね）


彼なりのリップサービスだと理解しているものの、心の中では早く退散したいと思われているのを知っているだけに、手を抓りたい衝動にかられる。


初対面であることを自分に言い聞かせながら、改めて至近距離で見るラウルは中々に刺激が強かった。


バーリ王国ではゆるやかな服装が好まれるため、正装であっても首元のボタンは外されることが多い。


筋肉質な胸が僅かに覗く姿は、目に毒だった。


それが下品に映らないよう着こなしている姿に感嘆する。


（歩くフェロモンは、伊達だてじゃないわ）


先輩娼婦が、たまたまラウルを見かけたときに付けたあだ名だ。


色気に関してはシルヴェスターも負けていないが、二人は系統が違った。


ハーランド王国では細部にまでこだわった意匠が好まれるのもあって、ラウルとは対照的に、シルヴェスターの第一ボタンはしっかりとめられている。


（例えるならシルは白百合で、ラウルはバラかしら）


白百合は上品に見えて、近付くと強い芳香ほうこうに晒される。


片やバラは、ガーデニングでも好まれる通り、見た目にも華やかで香りも申し分がない。


そんな二人が立ち並ぶと、相乗効果なのか色香で頭がくらくらしてきた。


にこやかな表情を保ちながらも、それとなく視線を外す。


その先で、ラウルの背後にいる人物が気になった。


学園に留学するのはラウルだけではなく、王弟派の令息や令嬢たちも一緒だ。


彼らは一定の距離を保ちつつ、ラウルの後ろに控えていた。


中でも目を引いたのが、肌の白さが印象的な青髪の青年だった。


装いは他の令息たちと変わらないものの、すらっとした肢体に、どこか違和感を覚える。


温暖な気候のバーリ王国では褐色の肌が一般的で、色白が目立つからだろうか。


クラウディアの視線を追ったラウルが、おや、と笑みを深める。


「クラウディア嬢は、レステーアみたいなのがお好みかな？」


「ほう、それは興味深い」


続くシルヴェスターの黄金の瞳には、剣呑けんのんな光が宿った。


そういう意味で気になったのではないけれど、ここで否定しては相手に悪い。


シルヴェスターの視線を受けて冷や汗が背中に流れるも、何事もないように微笑む。


「レステーア様とおっしゃるのね。とても綺麗なお顔立ちだから、見惚みとれてしまいました」


事実、レステーアの容姿は整っていた。


全体的に線が細く、柔和な表情と淡い碧眼へきがんが合わさって繊細なイメージが勝つ。


クラウディアが和やかに答えると、レステーアはお辞儀をし、一歩前へ出た。


「レステーア・デガーニと申します。お心遣いありがとうございます。リンジー公爵令嬢が感じられた違和感は、正解ですよ」


レステーアに対し感じていたものを、当人に言い当てられて軽く目を見張る。







    
  
  




クラウディアの視線をラウルは完全に勘違いしていたというのに。


（不躾だったかしら？）


レステーアが気を悪くしていないのが救いだった。むしろとても機嫌良さそうに見える。


淡い碧眼を細め、花が綻ぶような笑みに周囲の令嬢たちが色めき立った。


問題は、何が、どう正解なのか。


訊ねる前に、違和感の正体が判明する。


──腰のラインだ。


レステーアが近付いてくれたことで鮮明になった。


ただ立っている状態だと上着で隠れてしまうが、動くと服のシワから見えてくるものがある。


男女の違いは色々あれど、肉付き以外でわかりやすいのは骨盤の形だった。


男性は幅が狭く、女性は広い。


正確には骨盤に繋がる太ももの骨にも違いがあって、男性は直線的、女性は曲線的に体のアウトラインが変わってくる。


それは腰のくびれや、ズボンの形になって現れた。


普段から魅力的なくびれを作ろうと努力し、観察しているクラウディアだからこその気付きだった。


特に娼婦時代の経験から、クラウディアは男女の体に精通している。


レステーアは令息ではなく、令嬢だったのだ。


女性がパーティーで、パンツスタイルを選ぶことはまずない。


だから服装で青年だと思い込んでいた。


その実際との齟齬そごが、違和感の正体だった。


合点のいったクラウディアに、レステーアは優しく微笑みかける。


「ぼくの男装を見破ったのは、ハーランド王国ではあなたがはじめてです。とても良い目をお持ちですね」


レステーアの言葉に、周囲が大きくざわめく。


バーリ王国側では、よく見抜いたな、という驚きが。


そしてハーランド王国側では、レステーアが女性であることに驚きが広がった。


一際近くで上がった声にクラウディアが顔を向けると、トリスタンがいた。


（あら、いつの間に仲良くなったのかしら？）


トリスタンはいつも通りシルヴェスターの後ろに控えているものの、すぐ隣にはルイーゼの姿があった。


二人とも驚きを隠せないまま顔を見合わせている。


仲睦まじい二人の様子に、頭の中にある相関図を更新する。


（そういえばヘレンも、お兄様の好みを把握していたわね）


卒業記念の贈りものを選んでいるときも、その前からもヘレンは淀みなく相談にのってくれた。


クラウディアと同じくらい、ヴァージルの好みを把握しているからこそできることだ。


雇い主である公爵家の人間の好みを調べていたところで、不思議はないけれど。


ちなみにパーティー直前に贈ったブローチは、とても喜ばれた。


それはもう砂糖も溶けてしまいそうな表情を返されて、どこが氷の貴公子なのかと周囲に問い質ただしたくなったほどだ。


相関図の更新を続けていると、視線を感じて顔を戻す。


ラウルが目を大きく開けてクラウディアを見つめていた。


ビターチョコレートの瞳が、驚きに染められている。


「これは凄い！　バーリ王国でも初見で気付いた人間は、片手で数えられるのに！」


「お恥ずかしいです。わざわざ指摘することではありませんわよね」


バーリ王国側の反応を見れば、これがレステーアの普通だとわかる。


珍しくはあるものの、見逃すのが正解だったのではないだろうか。


余計なことをしたのではと不安に駆られる。


しかしそんな心情は、ラウルに指先を持ち上げられたことで霧散した。


「先回りして白状したのはレステーアなのに、クラウディア嬢は奥ゆかしいな。それでいてバラのように華々しいキミが、どんなダンスを踊るのか興味が湧いた。どうかオレと一曲踊ってもらえないだろうか」


奇くしくもバラに例えたラウルから同じように例えられて、触れた指先が熱を持つ。


立場にかかわらず、社交のためのダンスに制限はない。


相手が隣国の王弟ともなれば、シルヴェスターですら止めようがなかった。


「喜んで、お相手を務めさせていただきます」


定型句を返して、ダンスホールへ向かう。


平静を装いながらも、予想外のことに心臓は暴れ回っていた。


てっきりラウルは、誰ともダンスを踊らないと思っていたからだ。


（女性が、それもわたくしのような外見が苦手じゃなかったの!?）


社交の建前にしても、あの場にはルイーゼだっていた。


体型や雰囲気を考えれば、ルイーゼのほうが好ましく映ったはずだ。


（公爵令嬢の身分が重んじられたのかしら？）


さりげなくラウルを窺う。


彼が何を考えているのか知りたかった。


けれど見えた横顔に思い出が重なり、懐かしさに切なさが入り交じる。


こんな形で再会するとは、夢にも思わなくて。


答えることなく死に別れたのが、申し訳なくて。


（落ち着きなさい、彼は知らないことよ）


涙が浮かびそうになるのを何とか堪える。


今できるのは、失礼にならない程度に早くダンスを切り上げることだ。


それがラウルのためになると、クラウディアはよく知っていた。






「お兄様ったら、いつまで待たせる気かしら？」


馬車の中で独りごちる。


王弟が留学するという、ハーランド王国の貴族にとっては衝撃的な発表があったものの、卒業パーティーは滞りなく終わった。


一度はクラウディアと馬車まで来たヴァージルは、忘れものがあると会場へ引き返していった。


「誰かに捕まっているのでしょうけど」


公爵家の嫡男。


社交界でも氷の貴公子と謳われる人気の兄を思えば、引き留める人がいてもおかしくはない。


おかしくはないが、クラウディアが溜息をこぼすぐらいには時間がかかっていた。


一人でいると、どうしてもラウルの顔が頭にちらつく。


考えても詮せんなきことだとわかっているのに。


「わたくしに出会うまでに何があったの……？」


王族ではなく、上級貴族だと言っていた彼。


そもそも王族に連なる者が、娼婦を身請けできるとは思えない。


ならば、やはり出会った頃には臣籍降下していたのだろう。


一貴族に下ったあとなら、平民を娶めとる抜け道はある。


よく耳にするのが、相手を縁深い貴族の養子にし、表面上の身分を整える方法だ。　


実際ラウルからも、バーリ王国の貴族との養子縁組みを提案されていた。


愛人としてではなく正妻として求められていることを、クラウディアはそこで知った。


「責任感が強いにもほどがあるわ」


身請けは、娼館に大金さえ支払えばいい。


もちろん娼婦が納得しているのが前提だけれど、クラウディアは正妻の座なんて望んではいなかった。


「見かけはどこまでも軟派なのにね」


今のラウルはどうだろう。


娼婦時代より、若い彼は。


少なくとも接する中で、不快感はなかった。


他人行儀なのは当たり前だ。


けどそれも親密になる前の──カウチで一人寝ていた──記憶を刺激するぐらいには、違いがない。


「また仲良くなれるかしら？」


「誰と仲良くなるつもりだ？」


今度は友人として付き合えたらと、何気なく呟いた言葉に返事があって体が固まる。


馬車の出入り口から姿を現したのは、待っていた兄ではなく──。


「君はすぐに人の垣根を越えてしまうから困る」


銀糸の髪が麗しい、思い人だった。


「シル!?　ここにいてよろしいの？」


婚約者の内定はあっても、表向きはまだ婚約者候補に過ぎない。


二人っきりでいるところを誰かに見られるのは、都合が悪かった。


それに紹介を兼ねた王弟への案内は、もういいのだろうか。


「時間はかかったが人払いは済んでいる。バーリ王国の者たちも、それぞれ用意された部屋へ帰った」


平然と答えながら、シルヴェスターはクラウディアの隣に腰を下ろす。


彼が御者に合図を送ると、馬車は動き出した。


「もしかして待ち時間が長かったのは」


「ああ、私の都合だ。ヴァージルとは話がついてるから、安心していい」


「安心していいのかしら……？」


視線を下ろせば、当然のように手が握られていた。


このぐらいなら淑女としても許容範囲だけれど。


意識すると、頬が熱くなる。


まだまだ初心うぶさが抜けない我が身が悔しい。


クラウディアの視線に気付いたシルヴェスターは、軽く手を持ち上げると甲にキスを落とした。


「私は君に愛を伝えたいだけだ」


言いながらプロポーズのときのように、指の一本一本に愛を贈られる。


リップ音が聞こえると、全身に血が駆け巡った。


直視していられず、窓へ顔をそらす。


（二度目のプロポーズは、わたくしの部屋だったのよね）


ふと啓示のような夢を見たのが思いだされた。夢の場所は室内だった。


断ってしまった一度目は野外で、二度目はシルヴェスターから愛されていることを知り、今までにない感動にのまれたのを考えると、場所や心境があべこべになっている。


（そもそも夢の相手はラウル様だったわ）


再会して確信が持てた。


夢で片膝をついていた相手は彼で間違いないと。


だとしたら、やはり夢は啓示でも何でもないのだろうか。


「何を考えている？」


軽く指を引かれ、シルヴェスターへ視線だけ送る。


「その、以前のことを。シルは、わたくしの指が好きなの？」


「指も好きだが、他の場所はキスを許してくれないだろう？」


「当たり前です！」


完璧な淑女になると決めてから、過度な触れ合いは禁じていた。


まだ未成熟な自分たちが、燃え上がった感情の炎を上手く処理できると思えないからだ。


現に今だって、指先へのキスだけで体が熱っぽい。


「頑かたくなだな。顔をそらさずともよいだろうに」


顎を軽く持たれて、顔の向きを正される。


目が合うなり言葉が途切れた。


鼻先が当たって、慌てて両手でシルヴェスターの口を塞ぐ。


「ダメ……っ」


「君は、そんな表情を、しておきながら、拒むのか」


どんな表情かは、クラウディアにはわからない。


けれどシルヴェスターのは、わかる。


小刻みに呼吸を挟んだ彼は眉根を寄せ、最後は辛そうに重たい息を吐いた。


「今すぐ君を抱きたい」







    
  
  




「直球にもほどがありますわよ!?」


婚約者に内定してからというもの、シルヴェスターは欲情を隠さなくなった。


ただ本人も反省はしているらしく、すぐに非を認める。


「すまない、他に胸の内を伝える良い表現が浮かばなかった」


クラウディアの予想通り、体に灯った炎を上手く処理できないのか、珍しくシルヴェスターが乱暴に髪をかき上げる。


手からこぼれた銀髪が淫靡な光を散らしていた。


その合間から黄金の瞳が覗く。


もし第三者がこの場にいれば、シルヴェスターへ自ら体を差し出していただろう。


苦々しい姿すら絵になる思い人に、クラウディアから提案できることは限られた。


「とりあえず前の席へ移動されては？」


「嫌だ」


二人きりになると、いつも似たようなやり取りをしている気がする。


「しばらく会えなくなるというのに、離れたくない」


飾らない言葉は、本音の吐露とろだった。


ふと、顔を出した現実に、クラウディアも寂しさが募る。


「領地に行かれるのですよね」


「聞いている通りだ。短期滞在の予定だが、いかんせん往復に時間がかかる」


滞在時間より移動時間のほうが長いのは、シルヴェスターにとっても負担のようだ。


「頻繁に会えているわけでもありませんのに、急に心細く感じてしまいますわ」


「君もそうなのか？　私だけではなかったのだな……」


目に見えて安堵するシルヴェスターの姿に、首を傾げる。


自分だけが寂しいと思っていたのだろうか。


「わたくしだって寂しいですわ」


「うむ、今日の君はラウルに釘付けだったから、落ち込んでいるのは私だけかと」


「あれは……！」


相変わらず、シルヴェスターの勘の良さには肝を冷やされる。


どこまで心を読まれただろうか。


娼婦時代があったことを、シルヴェスターは知らない。


それでも核心を衝いてくるのが、シルヴェスターだった。


「焦らなくていい、接待に徹してくれていたのだろう？　レステーア嬢のことも、よく見抜いた」


事前にシルヴェスターには、令嬢だと紹介されていたという。


浮気心はないとわかってくれていて、一先ずほっとする。


「シルの視線が厳しく感じられたのは、気のせいだったのね」


「嫉妬しっとはしたが？」


「……」


「理解することで感情が制御できれば、私も困らないのだが」


苦笑しながら、肩に落ちた髪の一房を撫でられる。


シルヴェスターの言う通り、感情ほど扱いづらいものはない。


自分のことなのにままならなくて、クラウディアもどれだけベッドでバタバタしたことか。


共感できたからこそ、優しい接触を拒めなかった。


そして髪の流れを追う指が二の腕へ至り、皮膚の薄い部分を指先で刺激されて体が反応しかけたとき。


「ディアは、ラウルと面識があるのか？」


爆弾を落とされて、悲鳴を上げそうになる。


どうして相手への視線だけで、そこまで勘付けるのか。


どうして毎回、的確に気がそれた瞬間を狙えるのか訊きたい。


「あ、ありませんわっ」


「ふむ、そのわりには保つ距離を心得ているようだったが」


「そのように見えまして？」


「初対面の相手なら、君はまず観察してパーソナルスペースを測ろうとするだろう？　ラウルに対しては、それがなかった」


よく見ている。


だが今のクラウディアに、気を配られていることを喜ぶ余裕はなかった。


レステーアには良い目を持っていると褒められたけれど、シルヴェスターに比べたら自分なんてまだまだだ。


（失敗したわ……）


懐古かいこに浸ってしまったことを後悔する。


もっと細心の注意を払うべきだった。


幸いシルヴェスターは、ラウルとの仲を疑っているわけじゃない。


焦りで手に汗が滲にじむものの、まだ救いはあると口を開く。


「バーリ王国の王族を前に、緊張していたのかもしれませんわ。思い返してみれば、壁をつくり過ぎた気もします」


ラウルに対してはそれが正解だが、他人にはわからないことだ。


普段のクラウディアを知っているシルヴェスターだからこそ、壁があったことにも気付いているだろう。


そこに望みを託した。


「君にしては珍しいが、緊張することもあるか」


僅かに首を傾げながらも、頷いてくれて安堵する。


穏やかな表情から心情は窺えないけれど。


（一方的に決め付けないのが、シルの良いところよね）


甘いところがあれば詰められるが、筋が通っていれば矛ほこを収めてくれる。


難を逃れられたと信じ、今度はクラウディアから問いかけた。


「シルはラウル殿下と面識があるのよね？」


デビュタント前のクラウディアが、ラウルと会う機会はなかった。


しかし幼少期から公務に就いていたシルヴェスターは違う。


「はじめて会ったのは六年ほど前になるか……直轄領の港町で顔を合わせた。感情を表に出さないよう、徹底的に教育されたのもそのときだ」


当時のラウルは王位継承権第一位で、互いが次代の王と目されていた。


ハーランド王家としては、弱みを見せないよう心血を注いだという。


「ラウル殿下は気さくなお人柄だと聞いていますけど、その通りかしら？」


「合っている。こちらは無難な笑みを貼り付けているというのに、ラウルは構わずいつも陽気に話しかけてくる。表情を取り繕わない姿に、自由な奴だと思ったものだ」


今は到底自由とは言えないが、とシルヴェスターは続ける。


「自然に懐へ入ってくる気質は、君と似ているかもしれない。快活に見せて、食えないと悟らせるところも含めてな」


語れたラウルの印象は、クラウディアが抱いているものと同じだった。


食えないと感じるのは、飄々ひょうひょうとしながらも目が理知的だからだ。


人間性は変わっていないらしい。


「一つ忠告するなら、レステーア嬢との関係に気を配ったほうがいいだろう」


「何かあったのですか？」


「君をダンスに誘ったときや、ダンス終わり、節々でラウルはレステーア嬢に視線をやっていた」


「反応を見ていたのかしら？」


それだけ聞くと、レステーアに気があるように思える。


嫉妬する素振りでも見せてくれたら、脈有りだ。


（だからルイーゼ様より、派手なわたくしが選ばれたの？）


女性が苦手なラウルにとって、レステーアほど付き合いやすい相手はいないだろう。


けれどシルヴェスターは首を横に振る。


「そのような雰囲気ではなかったな。小さな子どもを見守る親、とでも言えばいいか……例えるのが難しいが」


「わかりました、留意しておきます」


勘の鋭いシルヴェスターが気に留めるぐらいだ、何かあるのだろう。


試しに記憶を掘り起こしてみれば、娼婦時代、ラウルからレステーアの話を聞いたことがなかった。


（身近にあれだけ特徴的な人がいたら、普通は話題に上るわよね？）


レステーアには、男装の麗人れいじんという表現がぴったり当てはまる。


素性を知らない令嬢なら、恋に落ちてしまうかもしれない。


（いえ、知っていても落ちそうね）


演劇の世界では、女性が男役を演じることもある。


そしてその俳優は、決まって女性客から支持された。


容姿が麗しいのもさることながら、女性の機微きびに聡さといからだろうか。


（話されなかった理由が、失恋だったらいいのだけど）


ラウルには良くなくても。


しかしシルヴェスターの反応を見る限り、そんな安穏とした理由ではなさそうだった。


窓から屋敷の外灯が見えたところで、クラウディアは大事なことを思いだす。


「シル、渡したいものがあるの……！」


今日は卒業パーティーということもあって、二人の時間がつくれるかわからなかったけれど、念のために完成したハンカチを持ってきていた。


刺繍の図柄が見えるようリボンでラッピングされたハンカチを、シルヴェスターに手渡す。


「旅に出られると聞いて用意しました。は、ハンカチなら何枚あっても困らないでしょう？」


ヘレンには太鼓判を捺おされたが、やっぱりまだ図柄に不安があった。


自信のなさが声音に出てしまう。


（どうしよう、直視できないわ……）


シルヴェスターなら、きっと喜んでくれる。


そう思いつつも、反応を見る勇気が出ない。


いったん下がった視線が上を向いたのは、シルヴェスターがお礼を言ってくれたからだった。


「ありがとう、大切にする」


「っ……」


見上げて、息が止まる。


心臓も止まったかもしれない。


微笑むシルヴェスターが、あまりにも可憐で、美しくて。


子どもがはじめて砂糖菓子を口にしたような、それでいて大人が芳醇なお酒を嗜たしなむような、「好き」が溢れる表情に、束の間、目眩めまいを覚える。


これほど純粋さと色香が合わさった喜びを、クラウディアは知らなかった。


ときめきで胸が苦しい。


「毎日欠かさず眺めよう」


言いながら、シルヴェスターは刺繍されたパンジーを撫でる。


その指使いは、髪を撫でる仕草を連想させた。


次いでハンカチを持ち上げて刺繍へ口付けられると、クラウディアは全身が真っ赤になるのを自覚した。







王弟殿下は溜息をつく


部屋を満たすコーヒーの香りに一息つく。


自国から持ってきた豆は、上手く酸化を免れたようだ。


ハーランド王国では紅茶が主流で、あまりコーヒーが出回っていない。そのため、長期滞在用に大量の豆を一緒に持ってきていた。


鼻腔びこうをくすぐる果実由来の爽やかさを堪能しながら、部屋に残った側近に視線をやる。


「オマエは自重を覚えたらどうだ？」


「シルヴェスター殿下は、寛容かんような方でしたね」


他国でも男装を貫くレステーアには、天井を仰ぎたくなる。


正装であるなら問題ないと、シルヴェスターが認めてくれたからいいものの。


きっかけを与えた覚えがあるだけに、ラウルは責任を感じていた。


（オレが、女が苦手なのを知ってからだもんなぁ）


今日紹介されたリンジー公爵令嬢のような、グラマラスなタイプは特に苦手だ。


思春期を迎えた頃、ラウルの周囲には女性しかいなかった。


発育が良かったせいもあるだろう。おかげで人一倍早く大人になることを強いられた。


加えて桃花眼の目元が人を誘うらしく、軟派なイメージが先行していた。


（寝床に知らない女が裸でいたのは、今でもトラウマだ……）


王位継承第一位の座も、大いに影響した。


ラウルと既成事実をつくりたがる女性は後を絶たず、思春期の彼に影を落としていった。


色んなタイプがいたけれど、最初に裸を見た女性が豊満な体付きだったため、そのまま苦手意識にすり込まれた。


立場を考えて、苦手なことはずっとひた隠しにしてきた。


はじめてバレた相手が、レステーアだった。


（それまではコイツも、シンプルなドレスを着ていたんだから信じられない）


男装の麗人としての印象が強くなり過ぎて、以前の姿が思いだせないほどだ。


最初は私的な場所でだけだった男装は、活動範囲を広げ、今では他国にまで及んでいる。


（絶対レステーアの趣味だろ）


むしろラウルは本国でも止めた。


バーリ王国であっても、パーティーでドレスを着ない女性はいない。


案の定、レステーアは好奇の目に晒されることになったが、本人はどこ吹く風だった。


元々、頭の回転が速過ぎるがために、孤立しがちだったからかもしれない。


（逆に男装してからのほうが女友達は増えたみたいだが、本当に女友達なのか……？）


不思議なもので、最初は避けられていたレステーアも、男性グループと行動を共にすることで女性に囲まれるようになった。


今ではラウルといい勝負をするほどの人気だ。


一人掛けのソファーから胡乱げに男装の麗人を見ていると、にっこり微笑まれる。


ちっとも嬉しくない。


長い付き合いで、レステーアの人間性は把握していた。


（ためらいもなく笑顔で人を刺すタイプだからな、コイツは）


どれだけ綺麗な笑顔を向けられても、気が休まらなかった。


「クラウディア嬢は興味深い方でしたね。ラウルは苦手なタイプでしょう？」


「そうだな……」


言うまでもなく、一番苦手なタイプだ。


気の強そうな顔に、自信に満ち溢れた体。


でも最初に目を引かれたのは、緩やかなクセのある長い黒髪だった。


ラウルも髪にクセがあるので、共通項が気に留まったのかもしれない。


そして青みがかった白いドレス。


黒と白の対比に負けない、ボディーライン。


苦手だ。


──苦手なのに、美しかった。


黙っていてくれたら、どれほど完璧だろうと最初は思った。


口を開けば、ここでも媚びた甘い声を聞かせられるのかと憂鬱ゆううつになった。


けれど、それは余計な心配で終わる。


「まさかダンスに誘われるとは、ぼくも思いませんでした」


「オマエが失礼をしたからだろうが」


「彼女は気にしていませんでしたよ」


レステーアには悪癖があった。


相手の思考を読んで、答えを先回りするのだ。


考えを読まれたほうは良い気がしないどころか、普通は気味悪がられる。


だがクラウディアは違った。


逆に謝ってきたぐらいだ。


彼女はちゃんとレステーアの立場を考えて、何も指摘しなかったのに。


あの場の落ち度は、レステーアにあった。


だから詫びを兼ねてダンスに誘った。


パーティーで唯一、他国の王族に誘われたとなれば、彼女の自尊心も満たされるだろうと考えたからだ。


「クラウディア嬢に興味がありますか？」


「バカを言え。それに彼女はシルヴェスターの婚約者候補だろうが」


すぐに否定するも、レステーアは綺麗に微笑むばかりだ。


思考を読まれているようで気に入らない。


クセが強い一方で、有能だから始末に負えなかった。


ラウルがエスコートすれば大抵の女性はしな垂れかかってくる。


少しでも女体の感触を伝え、性欲を刺激しようとするのだ。


それが逆効果であることをクラウディアは知っているみたいだった。


ラウルが不快にならない距離、接触を心得ていた。


気付いたら早々にダンスが終わっていて、戸惑ったほどだ。


かといってレステーアを放置すれば何をしでかすかわからないため、ラウルは気持ちを切り替えるしかなかった。


「ぼくは興味がありますよ」


「どういう意味だ？」


「彼女は目が良い。それに感知能力も高い。気位の高い公爵令嬢とは、とても思えません」


「完璧な淑女と評判らしいぞ」


だからしっかりラウルとも距離を保ったのだろうか。


「クラウディア嬢なら納得の評価ですね。ぼくは感動しています。彼女は本当に素晴らしいですよ、ラウル」


「オマエを気味悪がらないしな」


「そうなんです！　視線の動きや表情で、相手に考えを読まれることがわかっているんですよ！　きっと彼女自身が、鋭い観察眼をお持ちだからでしょう」


何とはなしに水を向けただけだった。


レステーアから、かつてない熱量が返ってきて目を見張る。


「加えて、あの感知能力には興奮しますよ！　公爵令嬢ともなれば、逆に見られることに慣れて、人の視線には鈍くなるというのに」


言われてみれば、蝶よ花よと育てられたにしては機微に聡い。


ハーランド王国の他の令嬢と比べても、クラウディアの能力は突出しているように見えた。


単に生来のものかもしれないが。


「クラウディア嬢に感銘かんめいを受けたのはわかった。だが、余計なことはするなよ？　オマエにだって監視の目は付いてるんだぞ」


主人を置いて、早々に王都へ出発した側近を睨む。


そのときは国王が付けた護衛も一緒だったので、下手なことはできないだろうと出発を許可した。


結果、レステーアは五日ほど先に着き、外交官と情報をすり合わせていたというけれど。


「わかっています。監視役に護衛を選ぶなんて、目を盗んで何か企てろと言わんばかりですよね」


「企てたが最後、サーベルの錆さびにされるぞ」


（兄上は、世継ぎが生まれてから人が変わった……）


最近では疑心暗鬼になっているのではと疑うほどだ。


今までラウルが国王の意に反したことはないというのに。


──ラウルは、平和主義者だった。


争いを何よりも忌避きひする。


ラウルのように地位の高いものが争えば、決まってわりを食うのは弱者だからだ。


当人たちだけの話では収まらなくなる。


だから王位継承権が二位に下がり、留学を言い渡されても素直に受け入れた。


「問答無用でラウルを国外へ出して非難を浴びたから、早く問題を起こしてほしいんでしょうね」


兄である国王からは表向きには従順を、裏では反旗を翻すことを望まれている。


さっさと反旗を翻して処分させろというのだ。


さすがのラウルも、裏の意に沿う気はない。


「王太子殿下が成長されれば、国王も落ち着きを取り戻されるさ」


「だと良いですけどね」


留学という形でラウルが国から追い出されたことで、レステーアを筆頭とした王弟派の貴族は国王へ対し大きな反感を抱いている。


ラウルとしては彼らが暴走しないよう、神経を尖らせるしかなかった。







悪役令嬢は現実と向き合う


明け方、いつもより早く目が覚めた。


二度寝する気分になれず、窓際に立つ。


日が昇りはじめているのを見て、何となく外を眺めたくなった。


けれど外気温との差から窓に結露ができていて、視界が悪い。


雨に濡れたような陰鬱さに、心が引きずられる。


「まさか暴動だなんて……」


卒業パーティーの帰り道。


馬車を降りる直前に、シルヴェスターから直轄領の視察理由を聞かされた。


それまで甘い雰囲気に包まれていただけに衝撃は凄まじかった。


おかげでシルヴェスターが王都を発った今でも、動揺が抜け切れていない。


震える瞼を閉じれば、すぐに馬車での光景が蘇る。


可憐で美しいと思ったシルヴェスターは、理由を話すとき、沈痛な面持ちを隠さなかった。






『ディアに伝えるかは最後まで迷った。けれど伝えておくべきだと判断した。あとで知ることになれば、きっと君は怒るだろう？』


打ち明けられた内容に驚きつつも、問いかけには頷いた。


どうして教えてくれなかったのだと、怒る自分が容易に想像できたから。


でも、だからといって心配しないわけじゃない。


『危険はないのですね？』


『大丈夫だ。ことは既に収束している上、戦争へ行くわけではないからな』


暴動といっても、正確には暴動を企む集会があったのだという。


地元当局の働きで集会現場は押さえられ、暴動は未然に防がれた。


本来なら報告だけで済まされる事案だ。


だが、今回は場所が悪かった。


王家直轄領の、それもバーリ王国の王弟が滞在していた港町で起きたとなれば、看過できることではない。


『新しく赴任した行政官と地元住人との軋轢あつれきが主な原因らしい』


歴史ある貴族の多くが領地を持っている。


上級貴族ほど広大な土地を有しているが、そのほとんどは領地の運営を代理人に任せていた。


当主は王都での政治で忙しいためだ。


もちろん自ら領地を治めている貴族もいるが、大半は親戚が手を挙げた。


王家の場合は、能力のある行政官を置いている。


直轄領への赴任は出世コースとされ、後に王都へ戻った行政官は、内政の中枢に関わることになった。


そこが他の貴族と違うものの、代理人──行政官──と地元住人の軋轢は、どこにでもある問題だ。


『だが、煽動せんどうされていた可能性も否めない』


『工作があったというのですか……!?』


『報告を読む限りではな。だから早々に私が動くことになった。父上は勉強してこいと、気楽なものだったよ』


『ですが第三者による工作の可能性もあるのでしょう？』


『それもよく聞く話だろう？　ディアも散々、妹君に工作されていたではないか』


『規模が違い過ぎます！』


学園内で収まる内輪もめと、領地で起こる問題では。


最終的には内輪もめで済まなくなったものの、主犯格は生徒だった。


『これが私の普通だ』


何気なく返された言葉に愕然とする。


声音があまりに穏やかで。


以前、フェルミナを消そうかと提案されたときのことが脳裏に蘇った。


シルヴェスターの「普通」。


そこに含まれる言葉の重みに、胸が締め付けられる。


『これからはディアの普通にもなる。……また怖がらせてしまったか？』


また、が何を指しているのかは明白だった。


シルヴェスターも、フェルミナの件でクラウディアが怖がったのを覚えているのだろう。


クラウディアは髪が絡むのも気にせず、大きく首を振った。


シルヴェスターの手を握り、宣言する。


『いいえっ、怖くはありません！　まだ立場を理解できていなかった自分に驚いたのです。腹立たしくもありますわ』


シルヴェスターはハーランド王国の王太子で、国王となる身だ。


そしてクラウディアは婚約が内定し、将来の王太子妃、王妃となる身だった。


公爵令嬢という上級貴族に与しながらも、あくまで臣下だった立場から、臣下を従える立場になる。


頭ではわかっていたはずなのに、心はまだ公爵令嬢のままだった自分が恥ずかしい。


何より、シルヴェスターが最後まで悩んでいた理由がわかり、申し訳なかった。


（わたくしを怖がらせたくなかったのね）


立場が抱えるものを怖がって、距離を置かれると危惧きぐしたのかもしれない。


そんなことはありえないのに。


『ただ、やっぱり心配です。剣を抜くようなことは、ありませんわよね？』


『安心してくれていい。トリスタン以外にも相応の護衛を連れていく。現地で私と接触できるのは行政官ぐらいだ』


『トリスタン様も同行されるのね』


ふとルイーゼが頭を過った。


彼女は知っているのだろうか。


『ああ、トリスタンにとっても良い経験になるだろう』


シルヴェスターが現地に赴けば、王家が領民に気を配っていることを示せる。


それだけで地元住人は安心し、次の暴動の芽を摘めるという。


だから気に病むことではない、と握っていないほうの手で頬を撫でられた。


近付いてくる気配に、今度は人差し指で唇を押し返す。


『それとこれとは別です』


『……しばらく会えなくなるというのに』


『ハンカチで辛抱してくださいませ』


馬車を降りるときには、二人とも笑顔が戻っていた。






瞼を開けると、すっかり空が明るくなっている。


「わたくしも何か貰えば良かったわ」


見ればシルヴェスターの笑顔が思いだせるものを。


どれだけ部屋が暖められていても、窓際には冷気が漂っていた。


それを吸い込み、思考を研ぎ澄ます。


「いつまでも寂しさに浸っていたら……笑うどころか、シルは喜びそうね」


自分のことだけを考えてくれていたのかと。


しかし現実は甘くない。


「できることからはじめましょう」


将来、胸を張ってシルヴェスターの隣に立てるように。


朝日を浴びたおかげか、陰鬱な気分は一掃されていた。


今は光を反射する結露の水滴が輝いて見える。


「まずはお茶会の準備ね」


シルヴェスターが王都を離れている間、王弟への接待として、婚約者候補たちがその穴を埋めることになった。


それぞれ候補者たちの屋敷でお茶会を開き、コーヒーが主流のバーリ王国の人たちにも、紅茶に馴染んでもらおうというのだ。


王弟は計四回、お茶会に参加することになる。


問題は、開催する順番だった。


王弟の好みに関する情報はあっても、実際に何が喜ばれるかわからないため、誰もが一番手を避けると思われた。


だが関係者を集めた会議で、それは覆される。


クラウディアから意見を聞いたリンジー公爵が、真っ先に名乗り出たからだ。






「コーヒー専門のカフェがあるなんて知りませんでしたわ」


「わたくしも最近知りましたの。お店のオーナーはバーリ王国出身の方で、外交官が通われるほど、本場の味が楽しめるそうですわ」


ルイーゼと二人、店内がほど良く見渡せるカウンター席に腰を下ろす。


カウンターから見て奥の壁際にはテーブル席が、手前には立ち飲み用の背の高い丸テーブルが並んでいた。


（仕事の合間に来ている人も多そうね）


職人と思しき人や、パリッとしたスーツを着た人など職種は様々だが、予想以上に立ち飲み席が埋まっている。


そんな中、店の中心ともいえるカウンターに華やかな令嬢が二人もいれば注目を集めてしまうけれど、今日の目的は市場調査のため、視野が広いほうが良かった。


加えてカウンター席なら、オーナーともお喋りできる。


念のため、店の落ち着いた雰囲気を壊さないよう服装には気を使っていた。


クラウディアは深緑色のワンピースを、ルイーゼはベージュのワンピースをメインカラーに、派手な色合いは避けている。


「クラウディア様から前もって服装の指定があって助かりました。いつもの感覚で利用したら、悪目立ちもいいところでしたわね」


「お役に立てて良かったですわ。前情報で紳士服店と趣が似た、シックなお店だと伺っておりましたの。店の利用客も男性が主流のようですわ」


娼婦時代、店にはラウルと何度か来たことがあった。


十年ほど先の──といったら不思議な感じがするが──記憶と比べて変わらない様子に感銘を受ける。


オーナーも若く見えるはずなのに、相変わらずの白髪に白髭と、褐色の肌にはたくさんのシワを刻んでいた。


どうもオーナーだけは、ずっと時が止まっているようだ。


元船乗りだけあって、どっしりとした体格からは威圧感を覚えるものの、若い令嬢たちを前に表情は優しくとろけている。


他の男性客もお近付きになりたそうだったが、二人が連れている侍女と護衛に睨まれてすごすごと退散した。


（ヘレンはゆっくり休んでいるかしら）


今日もヘレンの当番だったけれど、最近目の下にクマができているので無理矢理休ませた。


クラウディアの命令にヘレンは絶望の表情を浮かべたが、寝不足である自覚はあったらしく、最後には何かミスをする前にと受け入れた。


（悩みがあるっていう風でもなかったから、これまでの疲れが一気に出たのかしらね……）


心配ではあるものの、今は目の前のことに意識を切り替える。


顔を上げれば楽しそうに腕を組むオーナーと目が合った。


出身国の王弟が訪れるくらいだ。


オーナーは上級貴族相手にも物怖じしない。


それでいて気さくな人柄は嫌みがなく、親切な対応には笑みがこぼれた。


「お二人とも、コーヒーははじめてかな？」


「わたしは、はじめてです」


「わたくしは何度か。中煎りのものがいいですわ」


「おっ、よく知ってるなぁ！」


ルイーゼが首を傾げるのを見て、焙煎ばいせんについて説明する。


全部ラウルからの受け売りとは言えない。


「紅茶も茶葉の扱いによって種類が分かれるでしょう？　コーヒーも焙煎の度合いによって風味が変わりますの」


「風味は豆の産地でも変わるがな。バーリ王国では深煎りが好まれるよ」


手を動かしながらオーナーが補足してくれる。


ルイーゼは目の前で淹れられるコーヒーに興味津々だった。


（ルイーゼ様が乗り気で良かったわ）


横目で様子を窺いながら、サイドメニューにあるお菓子を注文していく。


カフェにルイーゼを誘ったのは、情報を共有するためだった。


お茶会の開催順は、一番にクラウディアのリンジー公爵家、二番にルイーゼのサヴィル侯爵家と続く。


婚約者候補たちも各お茶会に出席するので、後半の二人は先の二家が開催したお茶会の反応を見て修正を加えられた。


都合、四回開催されるお茶会だが、クラウディアとしては他家と競うのではなく、協力し合いたかった。


何せハーランド王国の貴族が、バーリ王国の貴族をもてなす、という構図なのだから。


（といっても、素直に協力し合える間柄じゃないのよね）


婚約者候補として、シルヴェスターの婚約者の座を争うライバル同士。


協力を提案したところで、何か裏があるのではと疑心を招くのがオチだ。


内定の件はルイーゼも知らない。ただ彼女の場合、シルヴェスターの気持ちがどこにあるのかを理解していた。


一方的にクラウディアが情報を提供することもできるが、それでは情報源を怪しまれてしまう。


そこで思いついたのが、ルイーゼをこの店に誘うことだった。


先ほどのように詳細についてはオーナーから説明してもらえば、クラウディアは持っている情報の出所を偽れる。


あとの二人は、開催したお茶会で知ってもらえばいい。


コーヒーとお菓子を楽しみつつ、ルイーゼとの情報共有は順調に進んだ。


「お菓子は甘みの強いものが好まれるなんて驚きです」


「コーヒーの苦みやコクが強い分、濃厚な味付けを好まれるようですわ」


ラウルは深煎りのコーヒーを好み、甘味も大好きだった。


お酒が似合う風貌からか、塩辛いものばかり出されるのをグチっていた記憶がある。


（甘いマスクに甘いお菓子の組み合わせだと、女性のほうが胸焼けしてしまうのかしら？）


手っ取り早く酔わせて、寝所に連れ込む算段だったとは思いたくない。ラウルが可哀想過ぎる。


「とても勉強になりましたわ。今日は誘っていただいて、ありがとうございます」


「気分転換にもなったかしら？」


ルイーゼは質問の意図がわからなかったらしく、ええ、と頷きながらも目を瞬かせる。


「トリスタン様も、シルヴェスター様と一緒に旅立ってしまわれたでしょう？　寂しく思われているのではないかしら？」


「えっ!?　あ……そう、ですわね……」


合点がいったルイーゼは、みるみるうちに目元を染めると両頬に手を置いた。


翠色の瞳がちらりと、上目遣いでクラウディアを窺う。


「ふしだらだとお思いよね？」


「ふし……はい？」


聞き間違いかと、今度はクラウディアが目を瞬かせる番だった。


ルイーゼの人となりと、彼女の口から出た単語が結びつかない。


「殿下に思いを寄せておきながら、望みがないとわかるなり、別の殿方に目を向けるなんて……」


それのどこが「ふしだら」なのか。


元娼婦だった自分の価値観が間違っているのか一瞬不安になるものの、そんなわけがないと思い直す。


「ルイーゼ様の姿勢は前向きだとは評せても、ふしだらとは言いませんわ」


同時に二人と関係を持っていたら別だけれど。


厳格なルイーゼに限って、それはありえない。


にもかかわらず、さらにルイーゼはまくし立てる。


「あの、でもまだ気になる程度というか……いえ、トリスタン様はとても素敵な方なんですけど！　少なくとも殿下の婚約者候補でいる間は、友人として付き合えたらと思っているぐらいで！」


「そ、そうですのね……」


いつにない勢いに、クラウディアのほうが押し負けた。


しかし、それではトリスタンが気の毒に思える。


卒業パーティーで見た光景が蘇った。


（あの雰囲気から察するに、トリスタン様もルイーゼ様に気があるはずだわ）


シルヴェスターの婚約者候補だと考えると二の足を踏むかもしれないが、トリスタンは婚約が内定していることを知っている。


いっそ自分もルイーゼに打ち明けるべきか、クラウディアは悩んだ。


「あ！　もちろん、殿下のお気持ちがクラウディア様にあることは知っています。だから婚約者候補だと居直るつもりはありませんわよ！」


「え、ええ。なら、トリスタン様と距離を縮めても、大丈夫だと思うのですけれど」


主従揃って「待て」を言われるとか、何の冗談だろうか。


「わたしなりのケジメです。クラウディア様だって一線を越えられていないでしょう？」


「それでもわたくしの気持ちはシルヴェスター様に届いていますわ。ルイーゼ様は、まだその段階ではないのよね？」


「はい……あの、相談にのっていただけるかしら？」


「わたくしでよければ、いくらでも」


その後、クラウディアはお茶会の準備も忘れて、たくさんのアドバイスを送ることになった。


けれど。


（これだけルイーゼ様を悩ませるなんて、トリスタン様は何をやっているのかしら？）


それが全てトリスタンを援護するものだったかは、わからない。







悪役令嬢はお茶会を開く


他国の王族をもてなすお茶会ということで、屋敷では老年の執事と侍女長のマーサが、先頭に立って張り切っていた。


執事は公爵家の威光を見せ付けられると、マーサに至っては、お嬢様の素晴らしさを広める良い機会です、と言ってはばからない。


お茶会当日も、早朝から屋敷は慌ただしい雰囲気に包まれていた。


「今日は冷え込むわね」


まだ寒さが残る会場で吐く息は白い。


お茶会がはじまるのは昼前だが、クラウディアも早くに目が覚めてしまい、会場となる広間を見回っていた。


つま先が冷気に触れ、底冷えを実感する。


少しでも寒さが紛れればとヘレンが体を寄せた。


「侍女長の指示で、膝掛けは多めに用意されています。他に気になる点はございますか？」


「いいえ、大丈夫よ。ヘレンも付き合わせてしまって悪いわね」


「何をおっしゃいます！　クラウディア様のお傍で控えるのが、わたしの本望です」


「どのみち、会場の手伝いに呼ばれるし？」


「このヘレン、どこまでもお供いたします！」


わざと仰々しく答えるヘレンに笑いが漏れる。


雑用を任せられるより、クラウディアの傍にいたほうが居心地が良いのは確かなようだった。


「昼には暖かくなってくれたらいいのだけど」


窓から空を見上げる。


天気は悪くなさそうだが、季節柄、無理な相談だろう。


この分では庭の花々を楽しむ余裕はなさそうだ。


「お客様はお庭からこちらへ入られるということでよろしいですか？」


「ええ、庭師の方々が揃えてくださった、冬に咲く花をみなさんにも楽しんでいただきたくて」


広間は庭に面し、外から直接出入りできる構造になっていた。


窓からも庭を楽しめる位置ではあるものの、今日の冷え込みを考えると、結露ができて誰も窓には近付きたがらないに違いない。


「でも出入りは制限したほうがよさそうだわ。バーリ王国の一団だけに変更しましょう」


外気が入れば、折角暖まった部屋が冷えてしまう。


マーサを呼んで変更を伝えれば、彼女も同じことを考えていた。


「そのほうがよろしいでしょう。できればソファーも一人掛けのものより、複数人で座れたほうが良いかと愚考いたします」


密着していなくても、人が集まるだけで暖かみは増す。


しかしクラウディアは、あえて一人掛けのソファーを用意していた。


「マーサの言いたいことはわかるわ。でもソファーはこのままでお願い。考えがあるの」


「かしこまりました」


「無理を言うわね」


「クラウディア様のお考えとあれば、異存はございません」


普段のお茶会を鑑みれば、今回の設営はだいぶ型破りなものに見えるだろう。


ハーランド王国では、会食と同じ形式でお茶を楽しむのが一般的だった。


長く大きいテーブルを用意し、そこへ椅子を並べて場を整える。


お茶会は既知の親交を深めるためのもので、各人が挨拶回りなど立ち歩きしないからだ。


特にガーデンパーティーをしにくい冬は、この傾向が強い。


そのため、あえてクラウディアは本来のやり方を踏襲しなかった。


（卒業パーティーで紹介されたとはいえ、バーリ王国の方々とは初対面に近いもの）


知己ちきと言えるほどの間柄じゃない。


ラウルに関しては、一方的に知っているとしても。


「あとはマーサに任せておけば大丈夫そうね。そろそろわたくしも自分の準備をしないといけないかしら？」


「入浴の準備は整っております」


ヘレンに促されて目を向ければ、広間の入口でクラウディア担当の侍女たちが待機していた。


普段なら朝は入浴しないのだが、今日に限っては違うようだ。


（昨夜も入念に磨かれたわよね……？）


クラウディアの想定以上に、身支度には時間がかかりそうだった。






「リンジー公爵家の庭は素晴らしいな！　寒さを忘れて見入ってしまいそうになる」


シンビジウムの鮮やかな黄色を目にして、ラウルは感嘆した。


他にも淡いピンク色のシクラメンなど、冬であっても公爵家の庭は彩りに満ちている。


これも全て庭師の努力の賜物で、霜に弱い鉢植えなどは日が暮れると屋根のある場所へ移動させられた。


人目のない場所で、せっせと重い鉢植えを運ぶ彼らこそ、陰の立役者だ。


「お褒めにあずかり光栄です。春先まで咲くものも多いですから、また暖かくなりましたら時間をかけてご案内させていただきますわ」


「クラウディア嬢を独占できるなら、今からでもお願いしたいがわがままは言えないな」


「そうですよ。ラウルと違って、リンジー公爵令嬢は繊細なんですから気を使ってください」


ダークブラウンの隣で、青い色がさらりと揺れる。


二人とも温暖なバーリ王国の出身だが、こうして冬空の下で並ぶと、季節に合った色合いに思えた。


特にレステーアは、その肌の白さから冬の妖精だと言われても違和感がない。貴公子然としている彼女を、妖精に例える人はいないかもしれないが。


長身の二人が並ぶと、クラウディアは自然と見上げる形になる。


「バーリ王国の方は、寒さには慣れておられないでしょう？　今日はいつもより冷えますから、温かい飲みもので体を癒やしてくださいませ」


王都は国の中部に位置するため、北部に比べれば寒さはマシだ。


だとしても山脈を挟んでさらに南に住む者からすれば厳しいに違いない。


雪は降っていないものの、凍った水面が解ける気配はなかった。


一団を会場に案内すると、挨拶ラッシュがはじまる。


シルヴェスターの婚約者候補を含む、他の招待客たちは既に揃っていた。


クラウディア自身も、バーリ王国の一団が到着する前に挨拶を終えている。


ここにきて招待客たちは、クラウディアがどういう意図で会場を設営したのか理解した。


この場は、既知の親交を深める従来のものではなく、新しい知己を得る場なのだと。


だからお茶会であっても、立食パーティーに近い形式が取られているのだと。


──招待を受けたハーランド王国の令息令嬢たちは、広間に入るなり、見慣れた長いテーブルがないことに驚いた。


代わりに置かれているのは、立食用の背の高い丸テーブルだ。


ソファーもあるが全て一人掛け用で、十人未満が輪になって話せるよう、複数のグループに分かれて設置されていた。


すぐに招待客たちは、いかにして王弟へ近付こうか算段することになる。


王弟が座るソファーのグループに入れるかが、運命の分かれ道だった。


バーリ王国の一団が到着したあとは、それと並行してクラウディアの意図を酌み、王弟の前で挨拶の列を作る。


片や手持ち無沙汰になったバーリ王国の令息令嬢たちは、挨拶が一段落するまで気ままに飲食をはじめた。


従来のお茶会では一同に席へ着くため、こうはいかない。


てっきり机を囲んで堅苦しい時間を過ごすと思っていた彼らは大いに喜んだ。


さらには紅茶に馴染むのが主旨であるのに、コーヒーも用意されている。それも飲み慣れた深煎りだ。


「折角の機会ですから、わたくしたちもコーヒーを嗜めたらと思いまして」


別途、飲みやすい中煎りも用意されていた。


クラウディアの答えを聞いたバーリ王国側は感銘を受け、抵抗なく紅茶とコーヒーの違いを楽しむ。


ハーランド王国側もそれに倣い、双方の紅茶談義、コーヒー談義に花が咲くまで時間はかからなかった。


「あははっ、これほど楽しいお茶会はいつぶりだろう」


一人掛けのソファーでラウルが目を細める。このときばかりはビターチョコレートを連想させる瞳も艶を増し、甘くなっているように見えた。


彼の視線の先では所属する国に関係なく、話が──ときには熱く──盛り上がっていた。


共通の話題があるのは双方にとってとても心強かった。何せ長年愛用しているだけに、知識も豊富だ。


また飲食に関しては、性別で経験が偏ることがない。


自然と男女混合のグループが出来上がっていた。


「気に入っていただけたなら、これほど嬉しいことはありませんわ」


「ああ、感動しているくらいだ。オレと一緒に来てはくれたが、みんな慣れない土地に不安があった。それが今や大きく口を開けて、バカみたいに笑ってるんだからな！」


「ラウルも今しがた、バカみたいに口を開けてましたもんね」


「オマエはすぐそうやって人のあげ足を取るから疎まれるんだぞ」


「物怖じせず、殿下に進言できるなんて素敵だ、と言われますけど？」


「なんだ、そのご令嬢に限った反応は。ここはいいから、オマエも好きにしろ」


「ご安心ください。好きでクラウディア嬢の隣にいますから」


「安心できるか!?」


ラウルとレステーアに挟まれる形でソファーに座ったクラウディアは、自分の頭上で交わされる会話の気さくさに笑みを漏らす。


シルヴェスターとトリスタンとは違った主従関係が面白かった。


常にシルヴェスターから一歩下がるトリスタンに対し、レステーアは真っ向からラウルへぶつかっていく。


（これだけ仲が良いのに）


娼婦時代、どうしてレステーアは話題に上らなかったのだろうか。


話を聞く限り、付き合いも長そうだ。


「お二人は遠慮がないのですね」


「レステーアがなさ過ぎるんだ。クラウディア嬢も、同性だからと気を抜かないでくれ」


「ぼくは誰かさんと違って、ご令嬢とはいつも真摯しんしに付き合っています」


「まるでオレが遊んでいるみたいじゃないか」


「誰かさんがラウルだとは一言も言ってませんよ。語るに落ちましたね」


「この……！　ほら、向こうのご令嬢がオマエに熱視線を送ってるぞ。とっとと期待に応えてこい」


「わかりやすい追い立て、ありがとうございます。すみません、とても名残惜しいですが、主君の命により席を外させていただきます」


一礼してレステーアは席を立つ。


生意気な受け答えをするレステーアだが、ラウルと気心が知れているからこそ許されているのは説明されなくてもわかった。


ただそれだけではなく、会話のあとにはレステーアの態度を許すラウルの懐の深さが印象に残る。


（シルとは違ったカリスマだわ）


レステーアも指摘していたが、ラウルは感情のままに口を開けて笑う。


楽しそうな彼を見ていると、こちらまで楽しくなってくるほどだ。


シルヴェスターと一緒にいるときは背筋が伸びる感覚があるけれど、ラウルの場合は肩から不要な力が抜けた。


（二人きりのときはシルも……いえ、今は考えないでおきましょう）


うっかりハンカチを受け取ったときの笑顔を思いだしそうになり、軽く頭を振って浮かんだ光景を消した。


不自然にならない──髪を払う──程度だったにもかかわらず、ラウルの注意を引いてしまったのか、上げた視線の先で目が合う。


そして一瞬、思考が止まった。


いつもは無意識に苦みさえ感じてしまう瞳が、とても甘かったから。


（どうして？）


覚えのある親愛の情を向けられて戸惑う。


まだ会って二回目だ。


娼婦時代だって、会話が弾むようになるまで時間がかかったというのに。


（わたくしのようなタイプは苦手なはずでしょう？）


反射的に笑みを浮かべたものの、頭の中は混乱していた。


もしかしたら今のラウルは、それほど女性が苦手ではないのかもしれない。


それか女好きを演じるのが、想像以上に上手いのか。


答えが出ないクラウディアに対し、ラウルは屈託なく笑う。


「用意された菓子類も口に合うものばかりだ。クラウディア嬢が選んでくれたのか？」


「はい、深煎りを飲まれる方が好まれるものを調べました」


全てラウルの好みに合わせることはしなかった。


身近にスパイでもいるのかと疑われたらことだ。


カフェのオーナーに訊いて、メニューはバーリ王国で一般的なものに限定した。


「紅茶に合わせるには濃いと思うが、こちらに寄せてくれたんだな」


「紅茶も種類が多岐にわたります。今日に合わせて甘みの強いお菓子に合う銘柄を探すのも楽しかったですわ」


「そうか。ハーランド王国でも我が国の菓子が流行ると嬉しい」


何気ない会話。


天気の話のように内容も軽い。


けれどラウルは、ふいに視線を泳がせた。


（クセは一緒なのね）


この瞬間、やはりラウルは女性が苦手なのだと、クラウディアは確信した。


どれだけ女性と密に接していても心では距離を置いてきたからか、いざ正面から向き合うとラウルは照れる。


落ち着いて話すのが下手で、身請けを切り出されたときも唐突だった。


「クラウディア……と呼んでもいいか？　オレのこともラウルでいい。レステーアだって気軽に呼ぶし、国のヤツらも敬称では呼ばない。ハーランド王国ではシルヴェスターもそうだ。だから気にしなくていい」


一息で告げられ、色々とつっこみたい気持ちを抑えるのに苦労する。


（だから、わたくし相手に照れてどうするのよ!?）


いつもの気怠げにさえ見える余裕は、どこへ忘れてきたのか。


とりあえず無難に微笑みを浮かべる。


シルヴェスターが穏やかな笑みを保つ理由がわかった気がした。これだと角が立たない。


（ソファーのおかげで、気が大きくなっているのかもしれないわね）


一人掛けのソファーは誰でもない、ラウルのために用意したものだった。


全て一人掛けで統一したのは、複数人で座れるソファーがあると、ラウルは体面を気にしてそちらを選択するからだ。


娼館ならともかく、一人掛けのソファーにまで侍る貴族のご令嬢はいない。


物理的な距離が確保されて、安心している可能性はあった。


「幸甚の至りに存じます。では、ラウル様と呼ばせていただきますわ」


「あー、接し方も、もっと楽にしてくれていい。オレも、連れてきたヤツらも、堅苦しいのは疲れるんだ。それにクラウディアには感謝している」


「大層なことは何もしておりませんけれど……」


「会話のとっかかりをつくってくれただろう？　おかげで次のお茶会も、肩肘張らずに参加できそうだ。ハーランド王国のマナーを学ぶにあたっては、みんなピリピリしてたからな」


「みなさん名だたる家の方ですから、心配はいらないと思いますわ」


むしろこちらが気を使う。


ラウルに付き添ってきた令息令嬢たちは、全員王弟派の有力貴族だった。


身分こそ下級貴族でも家名には聞き覚えがあったり、国境沿いを守る辺境伯家の者までいれば、いかに国王が反感を買ったのかが窺える。


「だが、オウラーでは済まないだろ？」


「ふふっ、そうですわね」


それはバーリ王国でも同じだと思うが、肩をすくめるラウルのおどけ方が可笑しい。


視界の隅では、空いたレステーアの席に誰が座るか攻防がおこなわれているものの、まだ決着はつきそうになかった。


「ご歓談中、失礼いたします。クラウディア嬢、お庭を拝見してきてもいいでしょうか？」


レステーアへ顔を向けると、後ろに馴染みの令嬢たちの姿があった。


「訪問時の話をしたら、興味を持たれたようで」


「構いませんわ。案内を付けますわね。今日は日差しがあっても寒いですから、無理はなさらないでください」


馴染みの令嬢たちには、勝手知ったる庭だろうけれど。


既に彼女たちとは「冬のお茶会」もしているし、デビュタント前からの付き合いだ。


十中八九、レステーアとお近付きになりたいだけだった。


（もうファンができているのね）


そこへは触れず、楽しんできてと令嬢たちを見送る。


この寒さの中、外へ出てでもレステーアを独占したいという彼女たちの気概きがいを褒めたい。


こうした動きも従来のお茶会では難しく、クラウディアは改めて自分の選択が間違っていなかったことに頷いた。


しかし、それでも問題は起こる。


穏やかな様子ではない年下の婚約者候補の姿が目に入った。一緒にいるのはバーリ王国の令息だ。


ラウルから了解を得て、席を立つ。


──真っ赤な顔に、今にも泣き出しそうな目。


何より異常なのは、バーリ王国の令息に、シャーロットが腕を掴まれていることだった。


あまりにも無礼だ。


そこに違和感が残る。


（マナーを学ぶ以前の問題よ？）


社交の場で女性を乱暴に扱うなんて、国にかかわらず厳禁である。


尚且つ令息は、明らかにシャーロットの目立つ胸へ視線を注いでいた。


どうやら「令息だけ」のグループに、シャーロットを連れていこうとしているようだ。


（ハッキリとお断りすればいいのだけど……怖くて声も出せないのかしら？）


シャーロットはずっと胸元をストールで隠している。


ならばなぜ卒業パーティーとは違い、谷間が見える服を選んだのか訊きたいけれど。


あざとい、とルイーゼはシャーロットを評したものの、やはりクラウディアには不器用さが目立って見えた。


彼女の様子が、お客にサービスを強要される新人娼婦と重なって仕方ない。


クラウディアだって、いくら相手が客でも腕を掴まれるのは嫌だった。


怖いのだ。


自分では勝てない力を目の当たりにさせられるのは。


中には女性を怯えさせて楽しむ悪質な客だっていた。娼館の方針で、最後には出禁になったけれど。


（新人や、気の弱い子は文句を言えないもの）


相手もそういう子を狙うから、どうしても発見は遅れる。


嫌な記憶を振り払うべく、クラウディアは持っていた扇を握り締めた。


シャーロットたちへ近付き、存在を知らしめるよう、音を立てて扇を開く。


繊細な刺繍で表現されたバラが姿を現せば、彼らの視線はクラウディアへ集中した。







    
  
  




この会場の主へと。


先にルイーゼと会っていれば、扇がお揃いであることに気付いただろう。


今日クラウディアが手にしている扇は、カフェで相談にのったお礼にと、ルイーゼから贈られたものだった。


刺繍の柄は違えど、持ち手部分の蝶貝ちょうがい細工が同じだ。


だからだろうか、扇を手にすると、毅然きぜんとしたルイーゼの姿勢が我が身に蘇る。


クラウディアは悠然とゆるやかに扇をあおいだ。


「シャーロット様はこちらにいらしたのね。いつまで待っても空いた席に来られないから、迎えに来てしまいましたわ」


空いた席、といってレステーアが抜けた席を示す。


もちろんこれは二人に介入する方便だ。


「あら、お邪魔だったかしら？」


そしてわざとらしく、シャーロットを掴む令息の手を見た。


令息はクラウディアの視線を受けて、慌てて手を離す。


「これは、シャーロット嬢をエスコートしようとしただけです」


（無礼なのは理解しているのね）


言い訳をするところからも、自覚があるのは窺えた。


だったら最初からするなと言いたい。


クラウディアの心情を慮ることなく、令息は溜息をつきながら続ける。


「最初に誘ってきたのはシャーロット嬢ですよ。だったらと、友人へ紹介しようとしたのに、急に駄々だだをこねられてまいっていたんです」


二人の間にどんなやり取りがあったかはわからない。


けれどクラウディアは最初から、シャーロットの味方をしようと決めていた。


たとえ彼女に非があったとしても、やって良いことと悪いことがある。力業なんてもってのほかだ。


一歩進んでシャーロットを背中に庇う。


すると様子を見ていたヘレンが、彼女を客室へと促した。


ラウルも異変を察し、腰を浮かしかけたので目で制す。大ごとにはするのは避けたい。


「そうでしたの。でも彼女がシルヴェスター殿下の婚約者候補であることは、あなたもご存じよね？」


卒業パーティーでシルヴェスターから紹介を受けたのは、クラウディアやルイーゼだけじゃない。


紹介されていなくても、王太子の婚約者候補なんて、他国の貴族ならば真っ先に頭に入れておくべき人物だ。


国内情勢を憂慮し、王弟についてきた彼らが知らないはずがなかった。


「もちろん知っています。ですがシャーロット嬢は、他の男を誘うようなご令嬢ですよ？」


「それが免罪符めんざいふになるとお思いなら、考え違いも甚はなはだしいですわ」


令息の言いように嫌悪が滲む。


シャーロットが婚約者候補として相応しくないと指摘するのは、王家の判断が間違っていると言うようなものだ。


明らかに失言である。


それでいて、クラウディアに対する令息の態度は丁寧だった。


（意味がわからないわ）


令嬢の腕を掴むぐらい乱暴な人間なのかと思いきや、激高するでもなく理性的に接せられる。


話す内容は問題だが。


「あなたはハーランド王家の決定に異議があるとおっしゃいますのね」


「えっ、あ、いや……ただ、彼女はそういう女性だと、お伝えしたかっただけです。失言をお許しください」


やっぱりわからないわ、と頭を下げる令息を見ながら、クラウディアは眉根を寄せる。


シャーロットとのことを見咎みとがめられたときは慌てて手を離しておきながら、今の彼は落ち着いていた。


普通、悪さが見つかったときは、気まずさから早くこの場を立ち去りたくなるはずだ。


しかし令息からは、そんな焦燥は見受けられない。


単に肝が据わっているだけなのか、ちぐはぐな彼の印象に首を傾げそうになったとき。


庭へ通じるドアが開いて、視線を向ける。


目が合うと、レステーアは状況を理解したのか一目散に駆け付けた。


「申し訳ありません！　ご令嬢の扱いには気を付けるよう、度々注意していたんですが……罰は何なりとお申し付けください」


「いえ、どうやら誤解があったようですので、次から気を付けていただければ結構ですわ」


謝ってもらおうにも、既にシャーロットは会場をあとにしている。


それに令息とは顔を合わせたがらないかもしれない。


レステーアの登場で令息が完全に非を認めたのもあって、この話はここまでとなった。


（何がどうなっているの……？）


その後、トラブルは起きなかったものの、クラウディアには煮え切らない思いが残った。






「クラウディアお姉様ぁああっ」


「はい？」


お茶会が終わり、シャーロットの様子を見に客室を訪れれば、部屋に入るなり体当たりを食らう。


たたらを踏んでしまうけれど、すぐにヘレンが背中を支えてくれた。


「ず、ずみまぜんっ、あたしのせいで、お茶会がぁ……っ」


「大丈夫だから、落ち着いて」


ひっくひっくと嗚咽を繰り返すシャーロットを宥める。


会場から離れた安心感で、箍たがが外れているようだった。


ソファーへ誘導し、隣り合って一緒に腰を下ろす。


「すみません、あたし、あたし……っ、何か言わなくちゃって、思ったんですけど、声が、出なくて」


「大丈夫よ、そういうときだってあるわ。問題にはならなかったから安心して」


背中を撫でてあやしながら、経緯を訊ねる。


ぽつぽつと語られた内容は、クラウディアが予想していたものと相違なかった。


「コーヒーもおいしいですねって、お話ししてただけなんですの。なのに急に腕を掴まれて、あたし、どうしたらいいかわからなくて……何かバーリ王国の方に失礼を……」


「失礼だったのは相手のほうよ。シャーロット様は何も悪くないわ」


（これじゃあ、本当にただの言いがかりだわ。近くにいた人に確認する必要はあるでしょうけど）


周囲にいた招待客を頭に浮かべる。


婚約者候補という立場は、所属する派閥にかかわらず目を引いた。


野次馬根性で、会話を盗み聞きしていた人は少なからずいるだろう。


「ご友人と一緒じゃなかったの？」


「一緒だったんですけど、気付いたら一人になってて……あたし、誘ってなんかいません！　でも……」


「でも？」


「勘違い、されやすくて……胸が大きいから」


シャーロットは、ぎゅっとストールを握って胸を隠す。


彼女にとって、それがコンプレックスであることが痛いほど伝わってきた。







伯爵令嬢はお姉様に憧れる


「シャーロット！　どうしてお母様の言うことが聞けないの!?」


甲高い母親の声に肩がビクつく。


卒業パーティーへ出かける前は誤魔化せたものの、帰ってきたところでボートネックのドレスに着替えたことがバレてしまった。


「で、殿下は、慎ましい方を好まれると聞いたんですの！」


用意していた言い訳を口にするも、母親の怒りは治まらない。


「何度言えばわかるの!?　殿方はね、口では貞淑を求めながら、結局は大きな胸が好きなのよ！」


背中を丸める娘とは対照的に、ずいっと母親は大きな胸を見せ付ける。


シャーロットの巨乳は、母親譲りだった。


しかし考え方までは倣ならえない。


「リンジー公爵令嬢を見れば一目瞭然でしょう！　あの美貌とスタイルだから、殿下のお隣で立っていられるんです！」


「でもっ」


反論は、両肩に手を置かれたことで封じられる。


「シャーロット、あなたは恵まれているのよ？　リンジー公爵令嬢と対峙すれば威圧されるだろうけど、自信を持ちなさい。あなたには彼女より優れている点があるの」


そんなものはない、と大声で叫びたかった。


けれど母親に萎縮いしゅくしてしまった心が邪魔をする。


優しく頭を撫でられても、シャーロットは全く癒やされない。


不快感だけが、ヘドロとなって腹の底に沈殿していった。


「くりっとした目は、殿方の庇護欲をかき立てるわ。淡いピンク髪は、いつもあなたを明るく彩るし、低い身長も殿方には可愛く映るのよ？　そしてこの誰にも負けない大きな胸！　胸に惹かれない殿方はいないわ！　これぞきまぐれな神様からの贈りものよ！」


もう母親の言葉は耳に入らない。


シャーロットはどうすれば早く自室へ帰れるか、それだけを考えた。






「殿方、殿方、お母様はそればっかり……」


ソファーに座り、お気に入りのクッションを抱える。


誰にどう見られているかは、シャーロットもよく理解していた。


シャーロットが姿を現せば、同世代に限らず、大人の男性まで性的な目を向けてくる。


それを察した女性からは、憎しみを向けられる。


もう何度、男好きだと噂されただろうか。


嫌な記憶が思いだされ、目に涙が浮かんだ。


「こんなの、全然、贈りものじゃない……っ」


何を着ても不格好になるし、歩くだけで揶揄やゆされる。


お茶会で笑われたことも数え切れない。


理不尽だ。


ただ胸が大きいだけで、どうしてこんな思いをしなきゃいけないのか。


童顔な顔も大嫌いだった。


「せめて、クラウディアお姉様ぐらい大人びてたらなぁ」


本棚に隠してあった絵姿を手に取る。


描かれているのは、緩やかなクセのある黒髪を靡なびかせる一人の美しい女性だった。


家には内緒で、画家に頼んで描いてもらったものだ。


好きな人の風貌ふうぼうを伝えて絵に起こす令嬢は、シャーロットに限らない。


特にクラウディアは要望が多いらしく、画家も描き慣れていた。


「今日の白いドレスも、とっても素敵だった……挨拶、変に思われなかったかなぁ」


「クラウディアお姉様」とは、シャーロットが勝手に呼んでいるだけで、交流が盛んなわけじゃない。


卒業パーティーでは絵ではない本物を目の前にして、緊張してしまった。


「お母親は、まるでわかってないんですの」


威圧されるんじゃない、凜とした美しさに魅了されるのだ。


はじめて顔を合わせたときの、青い瞳が忘れられなかった。


深い海のような青色には、慈愛が満ちていて。


良くも悪くも誰もが反応するシャーロットの胸には、一切触れられなかった。


話すときはじっと顔を見られて、照れたのを覚えている。


このとき、ようやく「胸の大きな令嬢」という記号ではなく、シャーロットという個人を見てもらえた気がした。


「クラウディアお姉様が聡明なのは、周知の事実なのに」


シャーロットが入学する学園で新入生代表を務めたのは、みんな知っている。


大成功に終わった学園祭というイベントが、クラウディアの案だったことも。


婚約者候補になると平等におこなわれるお妃教育でも、抜きん出ていることはシャーロットの耳にも届いていた。


実力があるから殿下に認められているのだ。


けれど評価基準を見た目にしか持たない母親は、それを受け入れない。


大きい胸だけで殿下を虜とりこにできると、本気で信じている。


母親の胸が大好きな父親も同じ考えだから、始末に負えなかった。






バーリ王国の王弟をもてなすためのお茶会は、婚約者候補たちにとって資質を証明する機会となった。


中でも一番手を名乗り出たリンジー公爵家は否応なく注目されている。クラウディア本人もやる気に満ちているらしい。


異国文化に自信がなく、完全に尻込みしてしまっている自分とは大違いだ。


（流石クラウディアお姉様ですの）


シャーロットは尊敬を募らせるばかりだが、母親は早くも打算を巡らせていた。


リンジー公爵家主催のお茶会当日ともなると、出立前に何度も言い含められる。


「今日はなんとしてでも、王弟殿下の気を引いてくるんですよ！」


前回は王太子殿下の気を引けと言われただけに、うんざりだった。


シャーロットのロジャー伯爵家は貴族派に与し、現在微妙な立場であることは理解している。


だから卒業パーティー前の念押しは、国内での立場を守るために仕方ないと納得できた。


しかしバーリ王国の王族が相手では、話が変わってくるのではないだろうか。


そもそもシャーロットは外国へ嫁ぎたくなんかない。


どこまでも自分の意思を無視する母親に気持ちが塞いでいく。


「でも、お母様」


「嫁ぎ先の選択肢は多いほうが良いに決まっているでしょう？　それに王弟殿下は女好きで有名な方です。あなたの魅力を存分に発揮してらっしゃい！　着替えることは許しませんよ！」


母親の指示で用意された、胸元が開いたワンピースに泣きたくなる。


これじゃあ男好きと噂されても文句は言えない。


気落ちするシャーロットに助け船を出してくれたのは、悩みを知ってくれている侍女だった。


馬車に乗り込む際、そっとストールを手渡される。


「お気を強くお持ちください。シャーロット様が可愛いのは事実ですから！」


「ありがとう……」


励ましに勇気付けられてストールを握る。


けれど現実は、シャーロットの心をいとも容易く打ち砕いた。


「どうかシャーロット様を友人にも紹介させてください」


「え、あの、待ってくださいっ」


従来とは違ったお茶会。


立食パーティーに近い形式でおこなわれたおかげで、会場は大いに盛り上がっていた。


クラウディアの手腕に感銘を受けつつ、シャーロットも紅茶、コーヒー談義を楽しんだ。


それだけだった、はずなのに。


庭へ通じるドアが開かれた音に、気を取られたのが悪かったのか。


バーリ王国の令息に腕を掴まれて、頭が真っ白になる。


「あの、困ります……っ」


「どうしてですか？　友人に紹介するだけですよ」


父親以外の男性に腕を掴まれるなんて、はじめての経験だった。


振りほどけない力強さに、恐怖で心臓が縮む。


令息の視線が胸に注がれているのも不安を煽あおった。


バーリ王国では、普通のことなんだろうか。


勉強した慣習にはなかった──自分が不勉強なだけ？


強く断ったら失礼になる？


わからない、だってよく知らない人だもの。


ねぇ、誰か教えて。


辺りを見回しても、返ってくるのは好奇の視線ばかりで。


一緒にいたはずの友達は、いつの間にか離れて別の人と話している。


（お願い、誰か……っ）


絶望で、目の前が真っ暗になる。


完全にパニックに陥っていた。


ただ怖かった。


よく知らない男性に、腕を掴まれているのが。


どうして自分ばかり、こんな目に遭うのか。


過去のガーデンパーティーで、腰を抱かれて茂みに連れ込まれそうになった記憶が蘇る。


そのときは、すんでのところで友達が気付いてくれた。


今回は気付いてくれない。


「さぁ、行きましょう」


いや！


叫んでも声が出ない。


目で訴えても、誰も助けてくれない。


どうして、どうして、どうして。


胸が大きいだけで、蔑さげすまれるの。


（あたしだって、こんな胸欲しくなかった……！）


涙で視界が歪む。


心臓が今にも破裂しそうで、周囲の音も聞こえない。


動悸がうるさかった。


なのに。


空気が歓喜に震えたのを感じ、視線を向ける。


「シャーロット様はこちらにいらしたのね。いつまで待っても空いた席に来られないから、迎えに来てしまいましたわ」


その瞬間、世界が色を取り戻した。


たおやかに扇があおがれる。


繊細なバラの刺繍が、彼女を表していた。


手元では蝶貝細工が虹色にきらめき、見るものに光を与える。


それはシャーロットにとって、他ならぬ希望の光だった。







悪役令嬢はやり過ぎる


お茶会を終え、シャーロットの様子を見に客室へ立ち寄ったクラウディアは、彼女が抱える問題と直面していた。


並んで腰を下ろしたソファーで、シャーロットが自身のコンプレックスについてとつとつと語る間、彼女の背中を撫で続ける。


ボディータッチに癒やし効果があるのを、経験上学んでいたからだ。


案外、娼婦に癒やしを求める客は多い。


そんなときは頭や背中を撫でてあやすと必ず喜ばれた。長身で大柄な客ほど効果が大きかったのは蛇足だが。


（シャーロット様には、成功体験がないのね）


大きな胸にまつわる嫌な記憶しかないから、それがコンプレックスになる。


難しいのは、彼女の母親が言うように男性の興味を引いても、シャーロットには成功体験にならないことだ。


誰よりも味方であってほしい母親が、そのことに気付いていないのも辛い。


「胸のせいで男性にはいやらしい目で見られるし、女性には嫌われるし、もう全然良いことがないんですの」


シャーロットはすっかり肩を落としてしまっている。


丸まった背中には、悲しみが満ちていた。


コンプレックスのせいで胸だけじゃなく、自分にまで自信が持てなくなっているのだ。


「悩ましいわね」


一朝一夕で解決できる問題ではない。


それでもクラウディアは、シャーロットの悩みに付き合うことを決めた。


彼女は何も悪くないのに、このままでは男性恐怖症にだってなりかねない。


「これは慰めにならないかもしれないけれど、シャーロット様は認識が偏ってしまっているところがあるわ」


「認識がですか？」


「ええ、先に紅茶を飲んで温まりましょうか。喉だって渇いているでしょう？」


落ち着いて話ができそうだったので、ヘレンに新しく紅茶を淹れてもらう。


爽やかな茶葉の香りに、二人揃ってほう、と息をついた。


ヘレンの淹れてくれる紅茶は、いつもおいしい。


「まず、男性全員が大きな胸を好きではないということね。シャーロット様のお母様には悪いけれど、お尻が好きな人もいれば、足にしか魅力を感じない人だっているわ」


そして胸に興味のない人は、自らシャーロットへ近付いてはいかない。


すると寄ってくるのは大きな胸が好きな人だけになる。


結果、邪な男性ばかりが視界に映って、シャーロットはその他の男性を認識できず、視野狭窄しやきょうさくに陥っていた。


これは同じ体型の母親にも言えることだろう。


「社交界デビューすれば出会いが増えるわ。このことを意識しておけば、胸に興味のない男性も見つけられるはずよ」


（紳士的な男性が親戚にいれば、適度に視野も広がったのでしょうけど）


残念ながら話を聞く限り、シャーロットの身近には即物的な人間しかいなさそうだった。


加えて、嫌なことほど記憶に残りやすい。


すぐに認識を改めるのが難しいことは、クラウディアもわかっていた。


けれど考えるきっかけは必要だ。


シャーロットが頷くのを見て、話を続ける。


「次は女性についてね。ほとんどの女性はあなたを嫌っているのではなくて、羨ましがっているのよ。今、シャーロット様は、小さな胸の人を見たら羨ましく思うでしょう？」


飴色の瞳を覗き込めば、シャーロットは力強く答えた。


「はい、羨ましいですの」


「それと同じで、胸が小さい人は、あなたが羨ましくて仕方がないのよ。わたくしだって、シャーロット様の容姿に憧れるわ」


「か、完璧なクラウディア様がですか!?」


「ふふ、完璧な人間なんていないわ。わたくしなんて、このつり目のせいで怖がられることが多いもの」


大きくて可愛いらしいシャーロット様のような目が良かったと続ければ、彼女は顔を真っ赤にして首を振った。


「違います！　みんな怖がっているんじゃなくて、クラウディア様の美貌に緊張してるだけですの！」


力説してくれるシャーロットの頭を撫でる。


彼女がとても好意的に見てくれているのが嬉しかった。


フェルミナなら、きっと涙ながらにクラウディアへの恐怖を訴えただろう。


「シャーロット様はわたくしを励ましてくださるのね」


「当然です！」


「だったら、わたくしがシャーロット様を励ましたい気持ちも、同じだとわかってくださるかしら？」


「同じ……」


「羨ましいと、憧れるのもね。結局は無いものねだりなのだけど。揶揄したり蔑んでくる人がいないとは言わないわ。でもほとんどの人は、あなたが嫌いなのではなくて、羨ましがっているのよ」


「そうでしょうか？　あたしはクラウディア様みたいに綺麗じゃないし……っ!?」


俯くシャーロットの顎に、人差し指を添える。


顔を上向かせると、その大きな目をじっと見つめた。


「あなたは綺麗よ、シャーロット。わたくしが保証するわ」


「く、クラウディア様……」


それにとても可愛いわ、と微笑む。


呼び捨てにしたのは、断言することでシャーロットの記憶に言葉を刻むためだ。


胸のせいで自信をなくしている彼女には、それが必要だと思った。


顎を持ち上げていた手で頬を撫で、ピンク色の髪を耳にかける。


耳の輪郭に指を這わすと、シャーロットはびくりと体を震わせて、飴色の瞳を潤ませた。


「柔らかな頬が、りんごのように真っ赤になるのも愛らしいわ。他にもたくさん素敵なところはあるけれど、今日はもう時間がないわね。後日またお誘いしても良いかしら？」


「は、はいぃっ」


「次に会うときは、シャーロット様が少しでも胸を気にしないでいられるよう、対策を考えましょう」


「えっ、あの、相談にのってくださるんですか!?」


「ええ、もちろん。シャーロット様が悲しむ顔を、もう見たくありませんもの」


「は、はひゅ……っ」


今一度、上気した頬を撫でれば、シャーロットから空気が抜けた。


侍女に付き添われ、フラつく足で帰るのを見送る。


「大丈夫かしら？」


「クラウディア様、やり過ぎです」


「あら……？」


どうやら娼婦時代の感覚で、触り過ぎていたらしい。


初心な令嬢には刺激が強すぎるとヘレンに指摘され、クラウディアは素直に反省した。






その日の夜、クラウディアは再びラウルの訪問を受けて慌てた。


身嗜みだしなみを整えて、応接間へと急ぐ。


部屋に入る前、ヘレンにはコーヒーと甘味の用意を頼んだ。


「すみません、お待たせいたしましたわ」


「いや、こちらこそ悪い。今日のことをどうしても謝っておきたかったんだ」


レステーアから件の令息の報告を受け、居ても立ってもいられなくなったのだという。


ラウルの隣に座るレステーアからも頭を下げられた。


「クラウディアには、あれだけもてなしてもらったというのに……問題を起こして悪かった」


「ラウル様がお気になさることではありませんわ。それにわたくしは当事者ではありませんから」


「ああ、シャーロット嬢はどんな様子だ？　まずは文面で謝罪させようと思うんだが」


「それがよろしいかと思います。まだ彼に対する恐怖心が残っているでしょうから」


「オレにできることがあれば何でも言ってくれ。普段は冷静なヤツなんだが、どうもシャーロット嬢を前に舞い上がったらしくてな……だとしても、ご令嬢を怖がらせるなんて言語道断だ」


ラウルは苦虫をかみつぶしたような顔になる。


女性が苦手であっても、令息の対応は彼の倫理観が許さないらしい。


「これだけラウル様が気に掛けてくださっているのですもの、シャーロット様が心を安らかにされる日は、きっと近いですわ」


「そうであることを願う。全く……」


「今はこれ以上どうすることもできませんわ。コーヒーを用意させましたから、ぜひ飲んでいってくださいませ」


テーブルの上に、コーヒーと糖度の高い焼き菓子が並ぶ。


クリームをクッキーで挟んだそれは、ラウルの好物だった。


「ははっ、クラウディアは、オレの欲しいものがよくわかるな」


「わたくしも心労が溜まると、甘いものが食べたくなりますから」


「なるほど、似たところがあるんだな。……もしかして男が苦手だったりするか？」


「いいえ？」


まさかそういう結論に至るとは思わず、目を瞬く。


訊いてきたラウルも、極論過ぎたかと苦笑した。


「オレは女が苦手なんだ」


突然の告白だった。


ラウルらしいといえば、らしいけれど。


（こんなにも早く打ち明けられるなんて）


口が裂けても、知っています、とは言えない。


「こうして口に出したのはクラウディアで二人目だ。一人目はレステーアなんだが、クラウディアまで男装しなくていいからな」


「クラウディア嬢もきっとお似合いになられますよ」


「やめろ、仲間を増やそうとするな」


茶化すレステーアをラウルが睨む。


会話に入ってきたのは、レステーアなりに場を和ませたかったからだろう。


女好きという体面を守っているラウルにとって、この告白が意味するところは大きい。


（それだけ気を許してくれたのでしょうけど）


嬉しく思う半面、進展の速さが心配になった。


──ダークブラウンの柔らかな髪、妖艶な桃花眼に誘われて、社交界の華たちはラウルに集まる。


体格の良さを際立たせる褐色の肌も、惹かれる理由の一つだろう。


ラウルは苦手意識などおくびにも出さず、令嬢たちに気さくな笑顔を向ける。


けれど瞳の奥は、常に理性的だった。


その有様がビターチョコレートのようだと、クラウディアなんかは思うのだ。


娼婦時代、仲が良くなる前の、ほろ苦さが印象に残っている。


だというのに、今やもうラウルの瞳は甘い。


「どうしてかクラウディアは平気なんだ。きっと性的な目でオレを見ないからだろう。それはそれで男としての魅力がないのかと心配になるけどな」


「ラウル様は魅力的ですわ」


「今は言葉通りに受け取っておくよ」


「まぁ、本心ですのに！　どうして打ち明ける気になったか、お訊ねしてもよろしいかしら？」


そうだな、とラウルはコーヒーに口を付けて、間を置いた。


考えをまとめているようだ。


「クラウディアなら言い触らす心配はないと確信が持てた、というよりは、隠しているのが嫌になったんだ」


「嫌に、ですか？」


「クラウディアには知っていてほしかった、というべきか……」


「他の令嬢と親しく接していても、勘違いしないでほしいと正直に言ったらどうですか？」


「オマエなっ」


頬を上気させ、ラウルが声を荒げる。


対するレステーアは、ちらりと舌を覗かせた。


「おっと、まだ無自覚でしたか」


「勝手なことを言うな！　あーもうっ、クラウディア！」


「はい!?」


強い語気で呼ばれて、反射的に肩が跳ねた。


がしがしと頭を掻きながら、ラウルは床を見て、壁を見て、コーヒーを見てから告げる。


「そういうことだ！」


「はい……？」


空気を読んで、とりあえず頷いておいた。


元々ラウルを知っているクラウディアが勘違いすることはないけれど、わざわざ言い含められるということは。


（好意があると、判断していいのかしら？）


急展開に頭がついていかない。


クラウディアの質問に、意図はなかった。


単に理由が気になっただけだ。


（まだどれくらいの思いかはわからないし……）


早合点してはダメだと、自分を戒める。


クラウディアがシルヴェスターの婚約者候補であることは、ラウルも知っているのだから。


それでも驚きで大きくなった心拍は中々治まってくれなかった。


クラウディア以上に、ラウルがぎこちなくなっていたのは気のせいだと思いたい。


見送りの際、ふと考えが浮かんで、レステーアを呼び止める。


「不躾で申し訳ないのですけれど」


シャーロットの件で、彼女が協力してくれるなら心強かった。


かいつまんで事情を話せば、レステーアは快く頷いてくれる。


それどころかクラウディアの手を取ると、甲に口付けまで落とした。


「クラウディア嬢のお役に立てるなら、これに勝る喜びはありません」


添えられた綺麗な笑みに、他の令嬢ならば頬を染めたかもしれない。


しかしクラウディアにとっては挨拶でしかなく、何事もなく微笑み返す。


（シル以外なら大丈夫なのよね）


初心な体が反応するのは思い人に限られた。


レステーアのことは素敵だと思うが、それ以上の感情が湧くことはない。


ぺしりとレステーアの後頭部を叩いて、ラウルが話に入ってくる。


「オレは必要ないのか？」


「あ、ラウル様は大丈夫です」


「そうか……」


目に見えてしょんぼりしないでほしい。


苦手なことを打ち明けたからか、ラウルからは壁がなくなっていた。


その気安さにクラウディアもつられて、つい手を伸ばしたくなってしまう。


娼館で頭を撫で回して怒られたのが懐かしかった。






「クラウディア様、今日はよろしくお願いいたしますっ」


「こちらこそ、よろしくね」


元気良く挨拶する姿は、新人の侍女を彷彿とさせた。


飴色の瞳と目を合わせて可愛いと告げれば、早くも頭から湯気が出そうなほどシャーロットは真っ赤になる。


「は、はみっ……く、クラウディア様もお綺麗でしゅの……！」


呂律ろれつすら怪しい。


（ヘレンに言われた通り、やり過ぎたみたいだわ）


改めて反省しながら、シャーロットを応接間へ通す。


自室でも良かったのだが、今日は他にも人が来るため、そちらを選んだ。


「レステーア様もお呼びしたけど、無理はしていないかしら？」


最初レステーアには、シャーロットのことを伏せていた。


他人のコンプレックスを勝手に喋るわけにはいかない。


それでもレステーアは協力を快諾してくれ、シャーロットにも話を通したら、この場に呼んでほしいと言われたのだ。


件の令息からは、既に直接謝罪してもらったと聞いているものの、バーリ王国へ対してわだかまりはないのだろうか。


「見るからに反省されていて、とても丁寧に謝ってくださいました。同席されたレステーア様のお話で、悪い方ではないとわかったんですの。それに……」


おかげでクラウディア様が相談にのってくださることになりましたから、とシャーロットは満面の笑みを見せる。


対面してソファーに座ると、彼女の表情がよく見えた。


恥じらいながら、上目遣いを向けられる。


「あたし、ずっとクラウディア様に憧れてて。お茶会で助けてくださったときは、もう胸がいっぱいで……あのときは、ありがとうございました！　真っ先にお礼を言うべきなのに、あたしったら自分のことばかりで、一番改めないといけないのは自分だって気付いたんですの」


「シャーロット様は何も悪くないわ。考えるきっかけになれたなら嬉しいけれど、わたくしはお話を聞いただけよ」


「いいえ、クラウディア様はこうして時間までつくってくださいました。あたしなんかのために……」


少しは心境の変化があったようで安心する。


でもまだ自信は持てないみたいだ。


「なんか、なんて言わないで。わたくしはシャーロット様だから、この場を設けたのよ」


「本当にありがとうございます！　あの……ご迷惑じゃなかったら、シャーロットと呼び捨てにしてもらえますか？」


「構わないわ」


「本当ですかっ!?」


「え、ええ」


食い気味に反応されて、ぎこちない頷きになってしまった。


どうやら前回の呼び捨てが気に入られたらしい。


「あ、あの、重ねて、お願いがあるんです」


「何かしら？」


「く、クラウディアお姉様とお呼びしてもよろしいでしょうか!?」


お茶会の日、客室でクラウディアお姉様と呼ばれたのを思いだす。


あのときのシャーロットは混乱していたけど、普段から心の中ではそう呼ばれているのかもしれない。


「ええ、いいわよ」


「あ、あ、ありがとうございます！　あたし、これだけで生きていけますの……っ」


「大袈裟ね」


お姉様、というフレーズに、ちらりと異母妹が脳裏を過る。


今後シャーロットが呼んでくれるなら、まだ頭に残っている彼女の声も薄れるだろうか。


クラウディアを美人系と評するなら、シャーロットは可愛い系だ。


その点では、フェルミナと似ている。


けれど向けられる感情は、真逆といえるほどかけ離れていた。


「クラウディア様、お客様がお見えです」


ヘレンからレステーアの来訪を聞き、案内を頼む。


気持ちを切り替えるのに、ちょうど良いタイミングだった。


「さぁ、対策会議といきましょうか」







王弟殿下は思い悩む


「レステーア、どういうつもりだ」


「どういう、とは？」


自室に帰るなり、側近を睨み付けた。


質問の意図がわかっているはずなのに、聞き返されるのが忌々しい。


淡い碧眼を細めて、綺麗な笑みを向けられるのも。


「からかってるのか？　相手はシルヴェスターの婚約者候補だぞ」


「初恋って、こんなに初々しいものなんですね」


「おいっ！」


クラウディアを悪く思っていないのは事実だ。


一番苦手なタイプにもかかわらず、彼女が甘えた声でラウルを呼ぶことはなかった。


それだけで好感が持てた。


同時に、保たれた距離に寂しさを感じてしまった。


でも、恋心とは違う。


違うはずだ。


「まだ数えるほどしか会ってないんだ。クラウディアも驚いたに違いない」


「そうですね、こんなに早く名前で呼ばれるようになるなんて、ぼくもびっくりです」


「もてなしに報いただけだ」


お茶会の開催にあたり、クラウディアはコーヒー専門のカフェへまで足を伸ばしたという。


自らコーヒーを飲み、オーナーからバーリ人の嗜好について教わった話は、他ならぬオーナーから聞いた。


全て親任せにして、ドレスだけ着たがる令嬢とは雲泥の差だ。


「クラウディア嬢は素敵な方ですよ、ラウル。あなたの選択は間違っていません」


「選んだわけじゃない」


「あ、恋に落ちたんでしたか」


「今すぐオマエの口を縫い合わせてやろうか？」


「ラウルは刺繍が得意ですもんね。そういえば、クラウディア嬢もお得意のようですよ」


刺繍は淑女の嗜みと言われるが、ラウルは縁があって習得していた。


腕前を披露したことはないものの、親しい者の間では有名だ。


「それを言うなら、ご令嬢のほとんどは得意だろう」


「口先だけじゃなく、実際にです。リンジー公爵も自慢にされていて、シルヴェスター殿下も気に入っておられるとか」


「婚約者はクラウディアで決まりか」


「まだわかりませんが、その線が濃厚でしょうね」


家格や評判を鑑みても、クラウディア以外が選ばれる可能性は低いだろう。


シルヴェスターがどう思っているかはわからないが、ヤツは昔から感情が読めない。考えるだけ無駄だった。


「気落ちしないでください。決まっていない以上、まだラウルにも勝ち目はありますよ」


「やめろ。第一、リンジー公爵家には何の利点もないだろうが」


王太子が生まれる前ならいざ知らず、今のラウルは国王にとって邪魔者でしかない。


いくら王族という身分があっても、公爵家が嫁に出したいと思える相手でないことは明らかだ。


「利点はあるでしょう。リンジー公爵家は広大な農園を所有していますが、その領地は海に面していません。海路に融通が利く王族の力は欲しいはずです」


「だったら、ますますシルヴェスターとの婚姻が進みそうだな」


「諦めるんですか？」


「それ以前の話だと言ってるんだ。オマエはクラウディアに、火中の栗を拾わせたいのか」


「……クラウディア嬢を守りたいんですね」


「この話は終わりだ。クラウディアに協力するのはいいが、決して茶化すなよ」


「クラウディア嬢は聡明な方です。ラウルのようには、からかえませんよ」


「おいっ、誰か針と糸を持ってこい！」


口の減らない側近だ。


ラウルが用意された針に糸を通すと、わかりやすくレステーアは退散する。


そのまま布を手に取って、ラウルは刺繍をはじめた。


（恋に落ちた、か）


レステーアに何と言われても、気持ちに答えが出せなかった。


ただ不思議と、青い瞳には安らぎを覚えた。


クラウディアの傍は居心地が良い。


お茶会の会場に並べられた、一人掛けのソファーを思いだす。


あれほど心から楽しめたお茶会は、今までになかった。


女性が苦手だとバレているのか勘ぐったぐらいだ。


（けど打ち明けたときは驚いてたな。無意識の内に感じ取ってたのか）


人が意識できることは、自分が思う以上に少ない。


レステーアもクラウディアの感知能力の高さを褒めていた。


人の機微に聡いのも、視線に敏感なのも、無意識下で拾う情報が意識にのりやすいからだろう。


観察眼が優れてるとも言えるが。


（有能な女性だ）


見た目も麗しく、社交界では完璧な淑女と評されている。


仮に、彼女への好意が親愛ではなく、恋なのだとしても。


（巻き込むわけにはいかない）


どれだけラウルが否定しても、未だ王位にと推す声は消えない。


王太子派が危機を感じ、画策する動きを見せるほどだ。


何とか穏便に済ませられないかとラウルは動いているが、下手をすれば血を見ることになる。


（せめて、この出会いに感謝しよう）


おかげでクラウディアのような女性もいると知れた。


知っていれば、今後また別の機会が得られるかもしれない。


重ねて、自分に言い聞かせる。


不安定な現状を忘れるな、と。


「もし……もし、もっと早くに出会えていたら」


この気持ちに名前を付けられただろうか。


関係に、希望を持てただろうか。


自分の身の上を呪ったのは、ラウルにとって、これがはじめてだった。







悪役令嬢は意識改革をおこなう


「本日はお招きいただき、ありがとうございます」


「こちらこそ、ご協力に感謝いたしますわ」


レステーアを応接間で迎え、早速本題に入る。


議題は、大きな胸に対するシャーロットのコンプレックスについて。


まずシャーロットが、レステーアを上目に窺いながら質問を投げかける。


「レステーア様は、その……胸に興味がないんですよね？」


「はい、ありません。ご令嬢の善し悪しは、胸で決まるものではありませんから」


「そうですよね……！　クラウディアお姉様の言った通り、興味のない方もおられるんですの！」


シャーロットは笑顔を見せて喜ぶものの、クラウディアはその反応に違和感を覚える。


思い返してみれば、レステーアにどう協力してもらうのか、詳細は伝えていなかった。


「ねぇシャーロット、もしかしてあなたはレステーア様が男装の麗人だと知らないのかしら？」


「へ……？」


クラウディアが看破した場に、シャーロットはいなかった。


それでも噂になっていそうだけれど、あえてレステーアを女性だとは言わず、令嬢方が夢を見ている可能性も否めない。


「男装の麗人……ということは、男性じゃ、ないんですの？」


シャーロットの大きい目が、こぼれ落ちそうだった。


愕然とする彼女に、レステーアは微笑む。


「えっ、だって胸もぺたんこですよ!?」


「シャーロットは、女性が男役を演じる演劇を観たことはない？」


「は、初耳です」


なら、すぐに理解できなくても仕方ないわね、と頷く。


「その場合、俳優は胸を布で押さえて膨らみを隠すのよ。レステーア様には、布の巻き方をご教授いただくの」


馴染みの劇団に声をかけても良かったが、彼らが演じるのは舞台の上に限る。


それより私生活でも男装を続けるレステーアのほうが、実用的な方法を知っているように思えた。


「じゃあ、あたしの胸もぺたんこにできるんですの!?」


「残念ながら平らにするのは無理だと思うわ。とりあえず移動しましょうか」


興奮気味のシャーロットを落ち着かせながら、応接間を出る。


あまり期待させてしまっては申し訳ない。


シャーロットの胸の大きさでは結果は芳かんばしくないと、クラウディアには予想できていた。


向かったのはダンスホールだ。


部屋が広い分、どうしても足元が冷えるけれど、ここには全身が映る大きな鏡があった。


鏡に気付いたレステーアが目を見張る。


「これは……！　さすがリンジー公爵家ですね、これほど大きな鏡を用意できるなんて凄いです」


「わああっ、全員が映るんですか!?　わああ……！」


シャーロットに至っては、鏡の前で飛びはねている。


無理もない。


クラウディアも娼館で鏡の価値を知って、開いた口が塞がらなかったのだから。


鏡の製作には手間暇がかかる。


大きくなればなるほど、美しい鏡面を保つのは難しい。


そして一番の問題は、出来上がった鏡の運搬方法だった。割れやすい鏡を、振動の大きな馬車で運ぶのは無理が過ぎる。


おかげで巨大な鏡の所有は、権威の象徴となっていた。


「どうやって王都まで運搬したか、クラウディア嬢はご存じですか？」


「人足を雇ったと聞いています。人足には、警備もつけて……途方もない話ですわ」


クラウディアが生まれる、ずっとずっと前の話。


ハーランド王家の姫がリンジー公爵家に降嫁する際、当時の当主が贈りものとして用意したのが、この鏡だった。


人の手によってゆっくり運ばれたため納期には間に合わなかったらしいが、新妻となった姫は泣いて喜んだという。


「古いものですが、今でも使えます。さぁシャーロット、こちらへ来てくださる？」


「はい……！」


鏡の正面にシャーロットを立たせ、彼女の両肩に手をのせる。


「胸を隠したい気持ちの表れでしょうけど、猫背になるとぽっちゃりして見えるし逆効果よ」


言いながら肩を開き、姿勢を正させた。


「でもクラウディアお姉様、これだと胸を強調してるように見えませんか？」


「気分的にはそうかもしれないわね。けれど鏡を見て？　胸だけじゃなく全身をね」


「全身……」


「ここへ連れてきたのは、あなたに全体像を把握させるためよ。いい？　胸だけでシャーロットを判断する人は、ほぼいないわ」


巨乳が好きな人も。


胸が大きいだけだと蔑む人も。


シャーロットの姿勢を見て、人となりを判断する。


「どうしても大きい胸には目が行ってしまうわ。口撃するときも、目立つ場所を狙うでしょう。けどね、考えてみて？　シャーロットは、わたくしのつり目だけを見て、怖い人だとは判断しなかったでしょう？」


「はい！　お姉様は美人な上、頭もスタイルも良くて、あたしの憧れですから！」


「ふふ、ありがとう。結局のところ、欠点も自分の一部でしかないのよ。だから鏡を見て、全体像を頭に叩き込んで」


そしてこれから言うことを覚えておいて、と言い含める。


「わたくしのつり目のように、シャーロットも大きい胸とは生涯付き合っていかないといけないわ。これから試そうとしている対策は、あくまで欠点と付き合いやすくするためのものよ」


体の一部である以上、なくすことはできない。


ならば嫌いでいるより、好きになれるよう努力したほうが建設的だ。


「シャーロットが将来、自分に自信が持てるように、今日は大きい胸を認めるための第一歩にするの」


「はい！」


「良い返事ね。じゃあ、布を巻く方法から試していきましょうか」


「では、ぼくが実際どうしているのかお見せしますね」


上着を脱いだレステーアは、そのままシャツのボタンに手をかける。


一つ目のボタンが外されると、シャーロットがきゃっと小さく声を漏らした。


「レステーア様も女性よ？」


「は、はい……でも、その、人が服を脱ぐところを見たことがなくて」


頬を染めるシャーロットに、クラウディアは雷に打たれたような衝撃を受けた。


娼婦だった記憶のあるクラウディアにとって、人の着替え──それも同性の──で恥じらうという発想がなかったのだ。


（こ、これが普通のご令嬢の反応なのね……考えてみれば、経験がないのだから当然だわ）


クラウディアも逆行してから、人の肌を見た記憶がない。


レステーアがためらいもなく脱いだので、すぐには気付けなかった。


かといって今更恥じらうのも不自然だ。


（女性だから大丈夫、ということにしておきましょう！）


令嬢らしくなかったかと焦ったものの、シャーロットはレステーアに釘付けだった。


この場にシルヴェスターがいなかったのが救いだ。


（いっそお風呂にヘレンを誘って、女性の裸は見慣れているという事実をつくろうかしら）


そんなことを考えている内に、レステーアがボタンを外し終える。


露わになった上半身は、ほとんどが布で覆われていて色気も何もない。


レステーアが恥ずかしがらないわけである。


（あら、腹筋は割れてるのね）


鍛えているらしく、レステーアのお腹回りには脂肪が存在していなかった。


ここまで贅肉を落としている女性は、クラウディアから見ても稀だ。


「このように布を重ねて巻きます。ぼくは胸が小さいので厚みを押さえられますけど、クラウディア嬢やシャーロット嬢ほどの大きさになると、厳しそうですね」


シャーロットに脱げとは言えないので、服の上からレステーアに布を巻いてもらう。


クラウディアもヘレンを呼んで、それに倣った。


「ふう、やっぱり圧迫されますわね」


「コルセットを胸につけているようなものですから。一応ぼくなりに色々試して、長時間巻いていても苦しくない巻き方にはしています」


「ちょっと苦しいですけど、元に比べたらだいぶ高さがなくなってますのっ」


谷間を布で隠せるのもあって、シャーロットの反応は上々だ。


けれどクラウディアは眉根を寄せる。


「美しくないわ」


レステーアも同意見だったらしく、苦笑を浮かべた。


「クラウディア嬢で、ちょうどラウルくらいの胸の厚さでしょうか」


男装するならともかく、これでドレスは着られない。


元が大きい分、布で胸を押し潰すと、どうしてもアウトラインが歪になってしまうのだ。


卒業パーティーで、シャーロットが着ていたドレスが思いだされる。


「だ、ダメですの？」


「ダメとは言わないわ。でも鏡で前後左右、全体像を確認してから判断するのよ」


まだ正面しか見ていなかったシャーロットは、横を向いて声を詰まらせた。


「うぅ、美しくないですの……」


「着る服にもよるでしょうけど、まずドレスは似合わないわね」


でも何かの際に役立つかもしれないと、巻き方は覚えておく。


布を外し、人心地ついたところで、次の手だ。


「デザイナーは到着しているかしら？」


「お呼びしてまいります」


侍女に確認し、デザイナーが来るまでの間、クラウディアは考えを説明する。


「物理的な方法は、布を巻くぐらいしか思いつかなかったの。次はデザイナーに協力してもらいながら、錯視を試しましょう」


「へぇ、面白そうですね」


レステーアの出番は終わってしまったけれど、興味がありそうなので引き続き付き合ってもらう。


頷くレステーアの隣で、シャーロットは小さく手を挙げた。


「あの、クラウディアお姉様……さくし？　って何ですの？」


「目の錯覚のことよ。服のデザインに錯視を取り入れて、胸を小さく見せられるか検討するの」


デザイナーが姿を見せたので、普段クラウディアが服のデザインを任せている人だと紹介しつつ、錯視についても例を見せる。


同じ長さの直線を二本描き、両端に底辺のない三角形を加えたものだ。


それぞれ三角形の頂点を直線の両端におき、一本は両端の底辺が線の内へ向くように、一本は底辺が線の外を向くよう左右対称に描かれている。


「どう？　同じ長さの直線だけど、三角形が外を向いているほうが、長く見えるでしょう？」


「えええっ、本当です！　不思議です！」


「服でいえば、横向きのストライプ柄は、縦向きと比べて体の横幅が広く感じられるわ」


柄だけではなく、色でも見える印象は大きく変わる。


白は膨張色、黒は収縮色といった具合に。


クラウディアは膨張色を着るとき、必ず髪を下ろすようにしていた。自身の黒髪で背景を作ることで、体のラインを際立たせるためだ。


「きっとロジャー伯爵家では、お母様の意向で胸が目立つデザインで服が作られているでしょうから、逆に胸が目立たないデザインを考えましょう」


デザイナーも初の試みに気合いを入れている。


今まで胸を大きく見せたい令嬢はいても、小さく見せたい令嬢はいなかったらしい。


余談だが、娼婦時代のクラウディアは、収縮色である濃い色味のドレスでスレンダーに見せ、脱ぐと実はボリュームがあるというギャップを演出したりしていた。


デザイナーには布をはじめとした服飾素材を持ってきてもらっていたので、その場で簡単に合わせていく。


「凄いですっ、感動ですの！　色やラインの有無だけで、こんなに印象って変わるんですね！」


用意されたデザインから選ぶしかなかったシャーロットにとって、新しいデザインを作るという発想はなかった。


デザイナーと二人三脚で、試行錯誤を重ねていく。


目をキラキラと輝かせるシャーロットに、もう背中を丸めていた頃の面影はない。


手持ち無沙汰になったレステーアが、そっと耳打ちしてくる。


「シャーロット嬢が羨ましいです」


悩みが解消される様子を目の当たりにしたからか、レステーアは珍しく嫉妬のようなものを滲ませていた。


「正解がわかっていたのに、どうしてぼくに協力を仰がれたんですか？」


「正解を決めるのはシャーロットだもの。それに考えれば、色んな方法があることを教えたかったの」


答えが一つとは限らない。


視野狭窄に陥っていたシャーロットの視界を、クラウディアは広げたかった。


その点で、レステーアは価値観を広げる意味でも助けになってくれた。


「自分で考えさせないで、クラウディア嬢が答えを用意したわけは？」


「考え方を知らない人間に、答えを求められるかしら？」


シャーロットは決して、頭が悪いわけじゃない。


シルヴェスターの婚約者候補に選ばれるぐらいには下地がある。


しかし勉強ができるからといって、新しい発想を生み出せるかは別問題だ。


特にコンプレックスに関しては、嫌な記憶のせいで認識が偏ってしまっていた。


外見の情報は着る服で上書きできることを、シャーロットはまず知る必要があった。


「ほら、今ではもう自分で考えているわ」


時折クラウディアに意見は求めるものの、既にシャーロットは鏡を使ってデザイナーの提案を検討し、判断を下している。


正面からだけでなく、体の向きを変えてクルクル動いている様は可愛らしい。


「それに今日はシャーロットにとって、第一歩でしかないのよ」


たとえ気に入るデザインが見つかったとしても、彼女の母親はそれを受け入れないだろう。


家族と、自分の心とどう向き合っていくのか。


シャーロットの闘いはこれからだ。


「コンプレックスの解消は、自分にしかできないわ。けれど知識が多ければ多いほど、視野が広ければ広いほど、問題と向き合いやすくなると思うの。わたくしは、その方法を示しただけですわ」


「なるほど、クラウディア嬢の考え方がわかった気がします。……そこで折り入って相談があるんですが、このあとでお時間を頂戴できますか？」


「他に予定はありませんから、大丈夫ですわ」


「ありがとうございます。ラウルのことで、お話ししたいことがあるんです」


ラウル、と聞いてレステーアを見上げる。


──淡い碧眼には、決意が込められていた。


その後シャーロットはデザイナーと意気投合して、これからも服のデザインに関わっていくことを決めた。


母親については、地道に説得するとのこと。


そこでクラウディアは一つ助言する。


「シャーロットは嫌かもしれないけれど」


服のデザインで胸を小さく見せられても、本当に小さくなるわけじゃない。


シャーロットより背の高い男性が近付けば彼女を見下ろすことになり、錯視も効果を発揮しないだろう。


「お母様にはギャップを狙ったデザインだと、これなら恥ずかしさを覚えることなく、胸を強調できると言い張るの」


娼婦時代、クラウディアが使っていた手の一つだ。


遠目では小さく見せて、近距離で大きさに驚かせる。


効果は実証済みだった。


実際にシャーロットがドレスを着てパーティーへ参加すれば、それを体験する人は増えるだろう。


しかし胸にコンプレックスを持っているシャーロットには、嬉しくない話だ。


「実は上から見られた場合の対処を、デザイナーさんとも悩んでいたんですの。あたしは身長が低いので。けど、そういう効果があるなら、あえて対処しないのも有りですの！」


「シャーロットはそれでよろしくて？」


「はい！　全てが一度で解決できるなんて思っていませんの。クラウディアお姉様から教わったように色んな方法を試して、胸との付き合い方を考えていきますの！」


シャーロットなりに得るものがあったようで、彼女の笑顔を見られてほっとする。


「応援するわ」


「クラウディアお姉様に応援していただけるなら百人力ですの！」


一日でも早く彼女がコンプレックスを解消できる日を祈りながら、帰りをレステーアと共に見送った。


そのまま自室へは戻らず、応接間へ移動する。


歩きながらも、改めてレステーアは感謝を口にした。


「お時間をいただき、ありがとうございます」


「いいのよ、ラウル様のことなら、わたくしも放っておくのは忍びないですから」


「前回は茶化してすみませんでした」


「気にしていませんわ。レステーア様なりにお考えあってのことでしょう？」


そう言っていただけると助かります、とレステーアは肩から力を抜く。


応接間へ着くと、レステーアに合わせてコーヒーがテーブルに並べられた。


クラウディアはコーヒーも好きだった。ただしミルクは多めに入れる。


レステーアは砂糖だけのブラックだ。


足を広げて座り、前傾姿勢で手を組む姿は、男性にしか見えない。


「相談というより、これはお願いに近いんですが」


「何でしょう？」


「クラウディア嬢に、ラウルを癒やしてもらいたいんです」


「癒やし、ですか？」


口で言うほど簡単なことではない。


ここは娼館ではないのだから。


「もちろん、無理を言うつもりはありません。クラウディア嬢が、シルヴェスター殿下の婚約者候補として最有力なのも知っています。その上で、お願いしたいんです」


「具体的には、どうすればよろしいのかしら？」


「話を聞いて、こんな風に一緒にコーヒーを飲んでやってください。ラウルには今、それが必要です」


そこまで精神的に追い詰められているのかと目を見開く。


お茶会でも、そのあとでも、切迫している様子は窺えなかった。


クラウディアの反応に、レステーアは苦笑をこぼす。


「あの人は、すぐ自分のことを棚上げにするんです。不慣れな土地に不安を抱いているのは、何もぼくたちバーリ王国の令息や令嬢に限ったことではありません。ラウル自身もです」


「おっしゃる通りだわ……」


言われるまで考えもしなかった自分に驚く。


外交慣れしている印象があったけれど、彼は今、自国から追い出されている身だ。


不安でないはずがない。


（どうしてラウル様は大丈夫だと、思ってしまったのかしら）


「気付けなくとも無理はありません。本人が顧みていないんですから。自分の中にある不安や心配事など、負の感情を彼は無視するんです」


なぜだかわかりますか、と訊かれて首を振る。


「為政者となるためです。ラウルは物心がついてからずっと、上に立つものが自信のない姿を見せてはならないと教育されてきました」


あぁ、だから。


女性が苦手なのも隠しているのかと腑に落ちる。


女嫌いは恥じゃない。


にもかかわらず頑なに──娼館に通ってまで──体面を守ろうとしたのは、彼にとってそれが負の感情であるからだった。


認めて表に出すのは、為政者として相応しくないと考えているのだ。


感情を隠すという点ではシルヴェスターも同じだけれど、ラウルの場合は、根本的に生まれた感情を認めないという。


生まれているのに。


「それは、とても心に負担を強いるやり方だと思いますわ」


「ラウルにとっては、もうそれが普通になっています。ぼくは、いつか蓄積したものが決壊するんじゃないかと心配なんです」


「だからわたくしに癒やしを？」


頷いたレステーアは、眩しそうに碧眼を細めた。


視線の先にいるのはクラウディアだ。


「あなたは凄い。適度にラウルと距離を保つことで、彼を安心させた。ぼくは彼の苦手を知ったとき、見た目を変える方法しか思いつきませんでした。まぁ男装については、好きでやっているところもあるんですが」


固定観念に縛られるのが嫌なのだと、レステーアは言う。


「女らしく、男らしくっていう考え方が性に合わないんです。別に刺繍が苦手だからって、言い訳してるんじゃありませんよ？」


後半、おどける姿に笑いが漏れた。


レステーアは空気が重くならないよう、調整するのが上手い。


「はい。固定観念については、シャーロットにも通じるところがありますわね」


「胸が大きい女性は男好き、ですか。バカバカしいにもほどがあります。ぼくが男装する理由はそんなところです。それに女としてではなく、男としてラウルを支えたいんです」


側近としてラウルの一番近くにいる女性だ。


婚姻の話が挙がっていても不思議じゃない。


けれどレステーアは家庭ではなく、仕事でラウルを支えたいのだという。


「今となっては他のご令嬢も含めて、ラウルとの婚姻はありえなくなりましたけど」


「どういうことですか？」


「国王陛下がお認めになられません。シルヴェスター殿下のように、ラウルにも婚約者候補が何人か挙がっていました。ですが王太子の誕生に伴い、全て白紙に戻されました」


あまりの内容に、目が回る。


思わずクラウディアは、額を手で支えた。


「それは……ラウル様の婚姻は、一切認められないということですか？」


ハーランド王国もバーリ王国も、貴族の婚姻には国王の承認がいる。


下級貴族に関しては書類上の手続きで済むことも多いが、上級貴族ともなれば話は別だ。


「公言はされていませんが、その通りです。臣籍降下し、毒にも薬にもならない──いえ、毒にしかならない相手なら、お認めになるでしょうけどね」


毒、というフレーズに、娼婦時代の身請け話に納得がいった。


元公爵令嬢の娼婦など、ラウルにとって毒にしかならない。


正妻でもバーリ王国で話が通ったのは、そのためだったのだ。


「このままでは一生独身を強いられるのですか？」


「ラウル自身が貫くかもしれません。何せ女性が苦手ですから」


肩をすくめ、手を振ってレステーアは重くなった空気を払うが、さすがに笑えなくなっていた。


そんな中でも、レステーアは羨望の目差しをクラウディアへ向ける。


淡い碧眼が艶めく熱量に、居心地の悪さを覚えた。


ラウルの嗜好を掌握しているクラウディアにしてみれば、褒められるほどのことじゃない。


「けれどあなたは、クラウディア嬢、あなただけは違うんです。あなただけは唯一、女性としてラウルを癒やせます。あっ、変な意味に取らないでくださいね!?」


「もちろんです。というより、変な意味とはどういったことでしょう？」


「イジワルですね。クラウディア嬢は、シャーロット嬢より大人の知識があるとお見受けしたんですけど」


「ちょっと男性の興味の引き方について、知識があるだけです」


あれがちょっとですか、とレステーアは笑うけれど、クラウディアは取り合わない。


シャーロットへの助言を、しっかり聞かれていたらしい。


「あぁ、でも、その知識でラウルを弄んでもらうのもいいかもしれません。いい息抜きになりそうです」


「謹んでお断りいたします」


シルヴェスターの耳にでも入ったら目も当てられない。


それにクラウディアには、シルヴェスターと交わした誓いがあった。


男性との接触は許されない。


「ダメですか。では、お茶には付き合っていただけますか？　女子寮でなら、クラウディア嬢も安心ですよね？」


「女子寮ですか？」


「いつまでも大人数で王城に居座っているわけにもいかないので、大使館の近くに男子寮と女子寮を借りたんです。警備の兼ね合いで、ラウルだけは大使館で暮らしていますけど」


バーリ王国から留学する令息令嬢の数は限られるものの、彼らの世話人を含めると同行者の数は二桁を超える。


留学中、その数が王城にずっと留まるには無理があった。


新しく借りた女子寮でのお茶会ならどうかと誘われる。


クラウディアが開催したのと逆パターンだ。


バーリ王国の令嬢たちのお茶会に、ラウルと、ハーランド王国からはクラウディアだけが招かれる。


「大使館でお茶会をとなると、バーリ王国の威厳を保つため、ラウル主催の大規模な催しにせざるをえません。けれどぼく主催で女子寮を使う分には、私的に催すことができます」


あくまで小規模なお茶会に留めたいと、レステーアは言う。


ラウルの心労のためにも、招待客は限定したいと。


「私的といっても隠れてするわけじゃないですよ？　バーリ王国側のご令嬢は全員参加しますし。クラウディア嬢だけだと角が立つでしょうから、他の婚約者候補の方も順番にお誘いします」


日付は違えど、四人同時に招待状を送れば開催は周知できる。


レステーアとしても試験的におこなうので、これで様子を見たいらしい。


とりあえず一度、ラウルとクラウディアが話せる機会を設けたいようだ。


「ハーランド王国側のお茶会の返礼も含めて、クラウディア嬢だけに限らなければ、変な噂は立ちません。最初からラウルの参加を伝えておけば、ハーランド王国も政治的に判断してくださるでしょう」


ラウルは女好きとして知られているものの、現在の立場で問題を起こせばどうなるかは明らかだ。


そしてラウルが人道的であることは、ハーランド王国も把握していた。


「加えて、ぼくたちは国王陛下の監視下にあります。好き勝手できないのは、ご存じですよね？」


「ラウル様のお立場については聞き及んでいます」


「こうして今日、ぼくがクラウディア嬢とお会いしたのも、国王陛下への報告書に書かれるでしょう。それぐらい国王陛下は、ぼくたちが問題を起こすのを待ち望んでおられます」


バーリ王国では、国王への反感が募っている。


それを沈静化させるには、ラウルに問題があることを証明するしかない。


「幸い国民が味方してくれているおかげで、今のところ確固たる証拠がない限り、国王陛下はラウルを罰せません。こんな状況下ですから、ぼくたちも周囲に怪しまれるようなことはできないんですよ。ラウルも一つの家門と懇意にすることを、よしとしていません」


だからレステーアも、お茶会を複数回開催する必要があった。


開催は早くても、シルヴェスターの婚約者候補たちのお茶会が終わってから。


少人数のテーブル席を複数設ける形で予定しているという。


「さらに四回、お茶会が開催されるとなると、かえってラウル様の負担になりませんか？」


「同行しているご令嬢たちとは気心が知れているので大丈夫です。全く負担がないとは言えませんけど、クラウディア嬢と会える機会が増えて、嬉しくないはずがありませんから」


「でしたら普通に、ご招待いただければよろしかったのに」


招待状が届けば、外交上、無視はできない。


リンジー公爵家としても応じる可能性が高かった。


「クラウディア嬢が一番特別なんだと、伝えておきたかったんです。ラウルの話も聞いてやってほしいですし。そうだ、侍女のヘレンさんでしたか？　彼女も招待させていただきます。さすがにこちらの人間しかいない場所はご不安でしょう？」


「ご配慮感謝いたします」


侍女の同伴が許されたのは、お茶会中、護衛騎士は別室で控えることになるからだろう。


リンジー公爵家のお茶会でも、バーリ王国側の護衛騎士は別室で待機していた。


だからといって一人だけで参加するのは、レステーアの言う通り不安が残る。そのための配慮だ。


（こちら側のお茶会が終わったあとなら、シルも帰ってきているでしょうし……）


現在引っかかりを覚えていることと合わせて相談できる。


ラウルのことは心配だ。


でもレステーアの話だけを聞いて判断するのは、危うく感じられた。


政治的な配慮で、お茶会には参加することになるだろう。


ハーランド王国側に、ラウルを蔑ろにする考えはないのだ。あったら婚約者候補たちでお茶会など開催しない。


けれど、情報のすり合わせは必要だった。







王太子殿下は視察へ向かう


クラウディアには心配ないと言いつつも、シルヴェスターは一つ隠していることがあった。


暴動を扇動したと思われる工作員が、未だ捕まっていない点だ。


しかし安全が保証されているのは嘘じゃない。


馬車で移動中の今も隣にはトリスタンが、正面には行政官が座り、馬車の周りは護衛騎士によって守りが固められていた。


「いつも眺めているハンカチって、もしかしなくてもクラウディア嬢お手製のものですか？」


「ああ、出立前に贈られた。トリスタンはルイーゼ嬢から贈られていないのか？」


「はっ!?　え!?」


あれだけ親密な雰囲気をつくっておきながら、周囲にバレていないと思っている幼馴染みを嘲る。


トリスタンは、耳を自身の赤毛と同化させた。


「ディアも察しているぞ」


「いや、えーと、ルイーゼ嬢とは、まだそんな関係じゃないんです」


「私とディアのことなら、ルイーゼ嬢も知っているだろう？　何を遠慮している？」


「遠慮しているというか、えーと……」


「油断していると、第三者にかっ攫われるぞ。私の婚約者候補であるとはいえ、心は自由なのだからな」


「うぐっ」


婚約者候補の期間中は、他の男も手を出せないと思ったら大間違いだ。


（相手が男とも限らないのが、頭の痛いところだが）


仲睦まじい婚約者と婚約者候補の姿を思いだす。


やはり誓いには、女性との接触も入れるべきだったと後悔ばかりが募った。


ハンカチに刺繍された黒のパンジーと青い鳥を見て、シルヴェスターは気持ちを落ち着かせる。


（私を思って、とは可愛らしい一面だな）


目を閉じれば、いつだって緩やかなクセのある黒髪と青い瞳が浮かんでくるというのに。


──キツい目元が、和らぐ瞬間が好きだった。


イタズラに誘うような目差しも、胸を熱くさせられる。


続けてたおやかな白い肢体に意識が行きそうになったところで、軽く頭を振った。


今はそれどころではない。


正面に座る男を見る。


最近、直轄領に配属されたばかりの行政官ダニエル・イートンは、高身長の面長で、目の下のクマが特徴的だった。


肌は色白を通り越して青白く、痩身と相まって見るからに不健康そうだ。


けれど実際は健康体で能力も高いというのだから、人は外見で判断できない。


暴動が未遂で終わったのも、彼の功績によるところが大きかった。


「まだ工作員の足取りは掴めないままか」


「申し訳ありません。新参者という情報を基にローラー作戦をおこなっていますが、結果は芳しくありません」


「痛いところを衝かれたな」


聞き込みの結果、煽動をおこなったとみられる工作員は、王都からやって来た港町の年老いた住民の孫を名乗る新参者だった。


王弟滞在という厳戒態勢の中でも、身内だから転居を許されたと。


そして事実、港町の年老いた住民には、王都に息子夫婦と孫がいた。


特徴も一致しており、祖母にあたる住民でさえ偽物と見抜けず同居を許していたという。


王都へ照会をおこない、やっと孫は王都から出ていないとわかったのだ。


「港町ブレナークでは商才さえあれば裕福な暮らしができますが、昔ながらの漁師など、蓄えのない住民の王都への憧れは尽きません」


王家直轄領である港町ブレナークは他国との流通拠点であり、決して貧しい土地ではない。


しかしそれゆえに商人の出入りが激しく、他の領地と比べて王都のきらびやかな情報が次々と入ってくる。


潮風厳しい田舎より、都会に若者が憧れるのはどうしようもなかった。


そんな若者の大半は王都へ移住するも、夢破れて出戻ってくる。


上手く王都で定住できたとしても、日々の生活でかつかつになり帰省する余裕はない。


今回工作員が隠れ蓑として選んだのは、そういう家だった。


「普段、手紙でしか家族の近況をやり取りしていなければ、騙されても仕方ありません。事前に対象となる家庭の情報は集められているでしょうから」


「こればかりは防ぎようがないか……」


「王都住まいの家族へ、予算を付けて帰省を促すのはどうですか？」


顔を合わせていれば騙されることもないだろうと、トリスタンは言う。


シルヴェスターは、そんな幼馴染みの頭を軽く小突いた。


「現在、王都在住の住民の多くが地方から出てきている。提案するからには、莫大になるであろう予算の捻出先も考えているのだろうな？　しかも子どもは成長する。帰省は定期的に促す必要があるぞ」


「えーと……すみません、考えてませんでした」


「着眼点は悪くない。予算の面で実現はできないがな。どうすれば遠方に住む親類が騙されずに済むかは、引き続き検討していこう」


工作員が入り込む余地は、可能な限りなくしたい。


問題はそれだけではないのだ。


「侵入ルートもまだ不明か」


「王弟殿下の滞在にあたり、陸海共に関所という関所は厳戒態勢を敷いています。特に王家直轄領は役人の意識も高く、賄賂は通用しません。商人たちも細心の注意を払っている状況下で、侵入ルートが最大の謎です」


工作員が商人を装ったり、物資に紛れ込むのはよくある話だ。


有らぬ疑いをかけられて商売を止められぬよう、商人は役人以上にピリピリしていた。


「隠れて出入りできるなら、もう逃げられていそうだな」


「だとしても色白なら、すぐに見つかっても良さそうですけどね」


トリスタンが憮然と呟く。


工作員の上手いところは、ハーランド王国の中でも焼けた肌色が多い港町に、さも王都生まれだと言わんばかりの色白で現れたことだ。


悪目立ちしそうだが、雑多な町に紛れてしまえば、肌の色を気にする人はいない。


それでもいざ焦点を当てて捜せば、見つけやすい条件のはずだった。


「色白でなくなっているのかもしれぬ」


絵の具でも何でもいい。


服から出ている部分さえ色を塗れば、肌の色は変えられる。


念のため、と行政官が補足する。


「ローラー作戦では主に、新参者──見慣れない住人がいないかで調査をおこなっています。肌の色には固執していません」


「うむ。しかし腑に落ちぬ……なぜこのタイミングで新しい工作員を送ってきた？」


立案者の意図がわからなかった。


シルヴェスターの疑問に、行政官が答える。


「タイミングとしては悪くありません。むしろ暴動を起こせるなら、これほど宣伝力のある機会はないでしょう」


他国の王族が滞在中という厳戒態勢にもかかわらず、王家直轄領で暴動が起きる。


これほどセンセーショナルなことはない。


王家の権威を失墜させたい者にとって、得がたい好機だ。


「現に失敗している通り、分の悪い賭けだがな」


厳戒態勢は伊達ではないのだ。


けれど入念に準備されていたら、もう少しことは上手く進んでいたかもしれない。


「工作員は、短くとも数年は潜伏させるのが常套手段だろう？」


普通に生活させ、長い年月をかけて住民から信頼を得る。


現に、王都での情報収集はそうやっておこなわれているはずだ。


今回の工作員は上手く入り込んだものの、住民たちの疑念を拭い去ることはできなかった。


だから行政官は情報を得て、暴動を未然に防げたのである。


トリスタンが頭をひねる。


「ラウル殿下の留学は急に決まったことです。潜伏させる期間がなかったんじゃ？」


「留学は急でも、訪問は前々から予定されていた。留学も話には出ていたからな。期間がなかったのなら、決行しなければ良かったのだ」


にもかかわらず、リスクの高い作戦はおこなわれた。


（行動することに意味があったのか？　失敗は既定路線だった？）


逃げ道が確保されているなら、あり得る話だ。


王家直轄領で何かあれば、必ず王家の耳に入る。


シルヴェスターたちの手を煩わせたかっただけかもしれない。


何にしても許せる話ではないが。


（甘く見られたものだ）


失敗が前提だったとしても、ハーランド王国の、それも王家直轄領で勝手ができると思われているのだから。


気を抜くと眉間にシワが寄りそうになる。


窓から外を眺めると、ちょうど目的地に着いたようだった。


港町ブレナークでも内陸に位置する、この場所の名はグラスター。


ハーランド王国はじまりの地であり、シルヴェスターとラウルがはじめて顔を合わせた地でもある。


港からは距離があるため、潮のにおいも、波の音も聞こえない。


建国当初からの歴史を誇るだけあって、通りの石畳も、高くそびえる鐘塔も、目に入る建物は全て年代物だ。


ハーランド王家はここで名乗りを上げ、発展と共に、現在の王都へと居住を移した。


グラスターはこの歴史背景と地理の利便性から、バーリ王国を含む東側諸国との会合でもよく使われている。


ラウルとの顔合わせでは、シルヴェスターは当時王太子だった父に連れられて、ラウルは兄に連れられて訪問していた。


シルヴェスターたちはここで一般的な外装の馬車に乗り換え、視察の準備に入る。


住民に、王太子がいるのを悟らせないためだ。


随行する護衛騎士も最小限に減らす。


代わりに視察場所である市場では、地元の警ら隊が目を光らせていた。


トリスタンが最終確認をおこなう。


「視察は全て馬車からで、降りるのは広場でだけですよ」


視察のあとは、広場で演説することが決まっていた。


ただ可能な限り普段の生活を見たいため、演説については伏せられている。


会場の設営はおこなわれているので、近々催しがあることは住民たちにも伝わっているだろうが。


再度馬車に揺られ、市場へ向かう。


まだ夕暮れ前だけあって、外は明るい。


市場も混雑は落ち着いているものの、人通りが絶えなかった。


行政官が状況を説明する。


「暴動を未然に防げたことで、企てがあったことすら当事者以外の住民たちは知りません」


馬車から見える風景は、平和そのものだった。


人々の顔には笑みが浮かび、足元は活気で土埃が立っている。


しかし水面下では、簡単に煽動されてしまうほど住民たちは不満を抱えていた。


「よりによって王都で仕立てた服で、役場へ挨拶回りをするとはな」


「まさかそれだけで不信感を抱かれるとは思わず……申し訳ありません」


シルヴェスターの指摘で、ただでさえ青白い行政官の顔が死人のようになる。彼なりに猛省していることが、その血色の悪さから窺えた。


行政官の言い分もわからないでもない。


むしろ彼にしてみれば、身なりを整えて礼節を尽くしたぐらいだ。


誰が、服に金をかけて鼻持ちならないという理由で、暴動が起こると予想できるだろうか。


住民の訴えはもちろん違う。


けれど発端は、そこだった。


新しい行政官は王都かぶれで、点数稼ぎのためだけに赴任し、町のためを考えていないと悪評が広まったのだ。


それを工作員に利用された。


「貴族や金持ちの商人を相手にするなら、間違いではないのだがな」


彼らは身なりで相手を評価する。


だが役場で働いているのは地元住民だ。


他の領民と比べて裕福であっても、彼らに王都で服を仕立てる余裕はない。


さらに行政官の風貌が悪く作用した。


目の下にクマがある不健康な顔は、とても善人には見えない。


悪徳行政官の烙印が押されるまで、時間はかからなかった。


「人は見た目で、相手の人となりを判断する。特に初対面では、それしか判断材料がないからな。そなたも立場ある身だ。人心掌握の技術を学べ」


どれだけ固定観念を否定したところで、他者の考えは変わらない。


それを逆手にとって利用するのが、人の心を掴む技術だ。


今、行政官は地元住民が愛用する、素朴な麻のシャツを着ている。


シャツに限らず、身に着けているもの全てが地元で買えるものだった。


これだけでも地元に馴染む努力をしていると印象付けられる。


ちなみにシルヴェスターの服装はいつも通りだ。


行政官とは違い、王族はどこへ行っても王族であることを求められるため、常に同じ姿勢を保つことが大事だった。


「酒が飲めなくても酒場へ行き、理由を付けて酒を奢ってやれ。できた溝は少しずつ埋めていくしかない」


単に酒を奢るだけでは傲慢に映る。


しかし理由があれば、懐が深いと受けとめられた。


これは軍の高官がよく使う手だ。


本来なら、近しい者から助言される事柄だろう。


けれど事務能力に長けたこの行政官は、人付き合いが苦手なようだった。


「肝に銘じます。重ねて不勉強で恐縮ですが、事前に流した悪徳領主の噂には、どのような作用があるのでしょうか？」


「強いて言うなら心証の操作だな」


シルヴェスターの視察が決まったと同時に、港町ブレナークにはある噂が流された。


領民に圧政を敷く領主が税を搾取し、指より大きい宝石をつけ、豚のように肥え太っているという内容だ。


行政官とは、真逆の悪人像を広めようというのである。


「だがこれは目に見えて効力を発揮するものではない」


あくまで噂の一つでしかないからだ。


噂を聞いただけで行政官と結び付ける者は、ほぼいないだろう。


ましてや人物像が違うからといって、行政官が悪人ではないと考えるのは皆無に等しかった。


「単体ではただの噂に過ぎぬ。そこが肝心なのだがな」


「関連するものと組み合わせることで、効果があるということですか？」


「その通りだ。といっても組み合わせるのは噂を聞いた者たちで、我々ではない」


人の手に委ねる分、結果を予想するのは難しい。


ただ間接的に誘導することはできた。


シルヴェスターはそれを演説でおこなう予定だ。


計画を聞き、行政官は神妙に頷く。


行政官が顔を上げたのに合わせて、ゴーン、ゴーンと鐘の音が聞こえた。


市場では買い物に来た青年が、大きな音につられて鐘塔を見上げている。


連鎖的にシルヴェスターとトリスタンも、馬車の中から鐘を目で追った。


グラスターで一番の高さを誇る鐘塔は、港町ブレナーク全体へ音を響かせる。


「あの鐘も建国当時からあるのだったな」


「はい、今のは夕刻を告げる鐘で、遊びに出ていた子どもたちは、これを聞いて家へ帰ります」


行政官の説明通り、走って家路につく子どもの姿が見える。


外で働いている大人たちは片付けに入り、家では夕食の準備がはじまるのだという。


古くからある鐘は、住民たちの生活に根付いていた。


シルヴェスターにとっては、広場へ向かう時間を告げるものだ。


「工作員は新参者だったな？」


「はい」


脈絡なく投げかけられたシルヴェスターの質問に、行政官は首を傾げながら答える。


しかし質問の意図を理解すると、すぐさま部下に檄を飛ばした。


「あの男を直ちに連行しろ！」


あの男とは、シルヴェスターたちよりも先に鐘塔を見上げていた青年だ。


突然慌ただしくなった現場に、トリスタンが目を白黒させる。


「シル、どういうことですか？」


「周囲の者たちをよく見ろ。私たちを除けば、誰も鐘塔を見上げてなどいない」


鐘は毎日、決まった時刻に鳴る。


音を聞いて行動こそすれ、誰も物珍しげに見上げたりはしない。


慣れているからだ。


「地元住民にとっては、鐘が鳴ったな、ぐらいの認識でしかないのだ」


「なるほど……！　僕たちがつられたのも、珍しいからですもんね」


王都では、これほど大きな鐘の音を聞くことはない。


耳に馴染んでいれば、反応せず聞き流しただろう。


といっても青年が、単に見上げただけの可能性は十分ある。


偶然シルヴェスターの注意を引いたに過ぎないのだ。


けれど感じた違和感から、間違いはないだろうと判断する。


あとは行政官に任せればいい。


「隠れて脱出はできなかったのか……」


安全が確保されている上での、無謀な工作だと思ったのだが違うようだ。


ただ怪しまれず留まっているところを見るに、他にも協力者がいるのかもしれない。


または行政官によるローラー作戦が及んでいないだけか。


鐘の余韻がなくなる頃には、シルヴェスターを乗せた馬車は広場へと動き出していた。







行政官は光を仰ぎ見る


広場を懐かしそうに眺めるシルヴェスターを、行政官のダニエルはそっと窺った。


王太子殿下の感情を見るのが珍しかったからだ。


歴史を誇るグラスターの町並みは変わらない。建国当時の記憶を守るように、補修はおこなっても改修や新築はされなかった。


シルヴェスターが広場にやって来るのは、これで二度目になる。


（前に訪問されたときは十歳だったと聞いているが）


広場に常設されている石造りの演壇に華美な装飾はなく、石畳に覆われた広場もこれといって印象に残るものではない。


それでも感慨深い様子なのは、広場が持つ背景を知っているからだろう。


ハーランド王国の初代国王は、建国の祭典をこの広場でおこなった。


ずっと姿を変えていない石造りの演壇で、正に建国を宣言したのだ。


六年前、そこへ立ったのは当時の王太子──シルヴェスターの父である現国王だった。


今回はシルヴェスターが立つ。


（立場を考えれば思い入れがあっても不思議ではないか）


見目麗しい国の王子は、常日頃から人間味が薄い。


芸術家が命を燃やして作り上げた彫像のように、ダニエルの目には映っていた。


（彼も人だということか）


当たり前だが、その当たり前を忘れさせてしまう凄みがシルヴェスターにはあった。


いつになく厳重な警備に、広場は既に注目を集めている。


（頃合いだ）


広場は、この時間帯に最大の効力を発揮する。


ダニエルが先に馬車を降り、シルヴェスターを先導した。　


白い正装姿のシルヴェスターが姿を現せば、人が人を呼び、壇上へ上がりきる頃には、広場は人で埋め尽くされる。


歓喜からくる喧騒が暴風のように吹き荒れるのを、演壇の袖でダニエルは感じた。


それも人々の視線がシルヴェスターに集中するにつれ、衣擦れの音すら聞こえなくなる。


──吟遊詩人の歌に「グラスターの夢」というものがある。


彼らは、正に今、その夢を見ようとしていた。


広場の裏手から壇上へ収束する光。


それがシルヴェスターの背にぶつかると煌めきを残して霧散していく。


何回も何回も光がぶつかる内に、銀髪が、シルヴェスターが、光彩に包まれていった。


眩しさの中、住民たちは目を細めて光のスペクトルを見るが、何色か認識できない。


ただ神々しかった。


色はなく、輝きだけが記憶に残る。


静寂が広場を支配していた。


永遠にも感じられるような時間だった。


けれど刹那でもあった。


シルヴェスターをはじめ、ダニエルはそれをよく理解していた。


「ここは懐かしい」


穏やかでありつつも、はっきりとした声音が広場に響く。


ハーランド王国はじまりの地。


今は古いだけの町も、住民たちにとっては誇りだった。


彼らの誇りに、国の王太子がそっと寄り添う。


「町並みを見れば、不思議と故郷に帰ってきたのだと実感する」


シルヴェスターの生まれは王都だ。


それでも、血が覚えているのだと説く。


日差しで背中が熱を持ったのか、自然と彼の頬は上気していた。


広場に並ぶ顔を見渡してシルヴェスターが微笑めば、直視してしまった人は息を呑む。


ダニエルでさえ、その麗しい横顔に一瞬、頭が真っ白になった。


「決して忘れられない、忘れようがない記憶が、ハーランド王家の血には刻み込まれている。グラスターは、間違いなく私、シルヴェスター・ハーランドの故郷なのだと」


通りの石畳も、市場の賑わいも、大きな鐘の音も、変わらないからこそ美しい。


「だからみなも忘れてくれるな。ハーランド王家にとってグラスターは故郷であり、何物にも代えがたい地であることを」


尊びこそすれ、ぞんざいに扱うなどありえない。


大切な場所なのだと、故郷というフレーズが繰り返される。


現在の王都に住まいを移しても、心は故郷であるグラスターを忘れない、と。


一言、シルヴェスターが口を開くたび、住民たちは高揚感に頬を赤らめていった。


広大なハーランド王国において、自分たちが住むグラスターこそが、王家と縁が深いことを実感しているのだろう。


何せ王太子自ら、親密に語りかけてくれるのだから。


貴族であっても、一部の上級貴族しか話せない人が。


平民で権力を持たない自分たちと目を合わせ、じかに声を聞かせてくれる。


他では考えられないことだと、住民たちは理解していた。


誰もが口を閉じ、シルヴェスターに集中する。


「突然の来訪を許してほしい。しばし王都の煩雑さを忘れ、この町の歴史に浸りたかったのだ」


住民たちは、工作員が潜んでいたことを知らない。


侵入を許してしまったのは失態でしかなく、秘匿するしかない事案だった。


「そんな中、聞き捨てならない話を聞いた。王家がグラスターを蔑ろにしている、という話だ」


行政官は王命で派遣される。


行政官を否定することは、派遣を命じた国王をも否定することになると、住民たちには思いだしてもらう必要があった。


住民たちに王家を非難する意図はないだろう。


だとしても悪評が広まったことから、住民たちの中で、王家との繋がりが希薄になっているのは自明の理だ。


シルヴェスターの訪問が決まった理由は、ここにあった。


今一度、深い繋がりがあることを思いだしてもらわなければならない。


工作員に付け入られる隙など、あってはならなかった。


「事実無根も甚だしい！　誰が血に刻まれた故郷を忘れるというのか！　有能な行政官に任せこそすれ、圧制者を送るなどあろうはずがない！」


穏やかな声音が一転し、シルヴェスターの怒りが露わになったことで住民たちは肩を震わせる。


責められているのは誰か。


住民達が理解する前に、シルヴェスターは平静を取り戻した。


治まった怒気に、住民たちは心から安堵する。


しかし続けざまに眉尻が下げられればどうだろうか。


「だが誤解は生まれた。なぜなのかと、私は行政官に問うた」


クラウディアなら、演説を単調にしないための技術だと気付いたかもしれない。絶妙な間合いは負い目を感じさせるには十分で、反感を抱かせるには不十分であると。


事前の打ち合わせで内容を知っているダニエルは、その完璧な抑揚に舌を巻いた。


（完全に場を掌握しておられる）


馬車から一歩、足を踏み出した瞬間から、この場はシルヴェスターのものだった。


銀色の光を認めてしまえば、虜にならざるをえない。


光を背負ったシルヴェスターは、この世のどの自然物よりも美しかった。


その美しい人が怒り、嘆く姿に、住民たちは何を感じるだろう。


「けれど当の行政官もわからないという」


なぜか、と次は広場に集まった住民たちに問う。


答えは出ていた。


だとしても、発端である「見た目が気に入らない」という浅はかな理由を、住民たちが認めるはずがない。


だからあえて原因不明のまま、話を進める。


住民たちに負い目を感じさせたまま。


「どこで誤解が生まれたのかはわからない。しかし彼が有能であることは事実だ。有能でなければ、グラスターという王家にとって大切な地は任せられない」


演壇の袖で控えているダニエルを、シルヴェスターが振り返る。


そして麻のシャツを着た、不健康そうな男を手で示した。


「彼、ダニエル・イートンは、王家に実力を認められた行政官だ。しかし私には幾分自信のない男にしか見えない。みなにはダニエルが、悪人に見えるだろうか？」


発端となった最初のイメージを払拭するため、名前を連呼し、個人に焦点が当てられる。


共感は身近であればあるほど湧いてくるものだ。


誰だって数字でデータを示されるより、個人のエピソードを語られたほうが共感しやすいだろう。


今ダニエルに必要なのは、シルヴェスターとは真逆の、親しみやすいイメージだった。


「周りを見てほしい。みなの目には、知人ばかりが映るだろう」


グラスターは、港町ブレナークの内陸に位置する一区画に過ぎない。


自然と、住民は顔見知りになっていく。


（ここへ入り込む工作員の手腕は見事だが、実に忌々しい）


ダニエルが顔を顰めそうになる中、住民たちは周囲を見渡す。


小さな笑顔があちらこちらで生まれるのを見てから、シルヴェスターは話を続けた。


「では次に、ここにはいない人物を思い浮かべてほしい。集会や飲み会など、こちらが声をかけなければ来ないような、人付き合いが下手な者だ。どうだろう、一人くらいは思い浮かばないだろうか」


どこにでも、そういった人間はいる。


またコミュニケーションに苦手意識を持っている人は案外多い。


住民たちが誰かを思い浮かべたところで、シルヴェスターは白い袖を振った。


今、ここにも！　と。


「さぁ、ダニエルを見てくれ！　頭に浮かんだ人物と似てはいないか？　ダニエルは有能で立場もあるが、人付き合いが苦手だ。人前に出る服にも自信が持てなくて、とりあえず一番高い服を着るような男だ。もしかしたら誤解は、そういったところから生まれたのかもしれぬ」


ダニエルは、特別な人間じゃない。


知人の中に一人はいる、平凡な男なのだと告げられる。


麻のシャツを着て通りを歩けば、誰が行政官だと気付けるだろうかと。


住民たちは見る。


不健康そうな男に威厳などないことを。


シルヴェスターの傍に立てば、それがより際立った。


自然と行政官が持つ権威への反感は薄れ、ダニエルへ親近感が湧いていく。


特別な場へ着ていく服に悩むのは、誰しも身に覚えがあった。


「けれど、これだけは誤解しないでほしい。ダニエルは、もう港町ブレナーク、グラスターの一員であることを。住民の一人として、代表として、この町に住む人々が着るものに困らず、食べるものに困らず、暮らすことに困らないよう尽力していることを！」


彼は、と肩をすぼめたダニエルを、シルヴェスターは前へ押しだす。


「この人付き合いが苦手な男は、見た目が悪い男は、みなの暮らしが良くなるよう、慣れない土地で誰よりも奮闘していることを！」


シルヴェスターがダニエルの容姿の悪さを認めたことで、目の下にあるクマや、痩せ細った体への印象は、ここで完全に好転した。


（明らかに見方が変わっている）


いつもの険のある視線が一つも感じられない。


自信なさげなダニエルを見上げる住民たちの目には同情があった。


そこでこんな声が聞こえてくる。


「なぁ、聞いたか？　悪徳領主の話」


「聞いた、聞いた。豚のように太ってて、これ見よがしに宝石つけて着飾ってんだろ？」


会話しつつ、彼らは演壇に立つダニエルを見る。


目の下にクマを作り、自分たち以上に痩せ細っている町の行政官を。


着飾ったのは、役場へ挨拶にきたときだけだ。それも人前に出るからと、着るものに迷った結果だという。


築かれたイメージがガラガラと崩れ去っていく音が、ダニエルには聞こえた気がした。


「それに比べて、うちの行政官様は頑張り過ぎじゃないか？」


残ったのは、右も左もわからない土地で、奔走する男の姿だった。


「クマが出来るほど寝れてないんだろ？」


「王都から来て、環境に慣れないのか」


「忙しいからじゃないか？　食事もままならないから、あんなに痩せてんだろ」


「マジか。飯を食う暇もないってのか」


口々に心配が募ったところで、優しい声が広場に響く。


凜と、清らかさを兼ね備えた声は、砂漠に降る雨のように住民たちの心へ浸透していった。


「だからどうか、温かく見守ってやってくれないだろうか。飲みに誘ってやってくれないだろうか。会話が上手く続かなくても、肩を叩いて励ましてやってくれないだろうか。ダニエルは平凡だが、悪い人間じゃない。仕事ができることは私が保証する！」


頷く住民たちに、改めてダニエルは自分の至らなさを痛感する。


どれだけシルヴェスターに有能だと謳われても、付け入る隙をつくってしまったのは自分に他ならない。本来は優しい住民たちに、疑念を抱かせてしまったのだ。


（ここに誓おう。もっと住民に寄り添うことを。彼らと同じ港町ブレナーク、グラスターの住民になることを）


──だから、どうか。


心無い煽動に、のせられないでくれ。


それはダニエルの、シルヴェスターの願いだった。


「忘れないでほしい。ダニエルはもう町の住民だ。住民が損をするような政策はおこなわない。この私が保証する。誰よりも私が、シルヴェスター・ハーランドが、故郷を傷つけさせぬ！」


黄金の瞳は、真実、怒りに燃えていた。


暴動を未然に防げなかったら、目の前に集まった人々が血を流していたのかもしれないのだ。


鐘の音を聞いて、家路に急ぐ子どもたち。


彼らには何の罪もない。


無辜の民を罪人に仕立てる工作は、到底許せるものではなかった。


シルヴェスターの内なる熱量にあてられ、住民たちは呆然と動きを止める。


ダニエルにもこみ上げるものがあった。シルヴェスターの気持ちが痛いほどわかるゆえに。


一拍の後に、咆哮にも似た歓声が上がる。


王太子殿下、万歳！　と、人々の声で広場は地震があったかのように揺れた。







王太子殿下は黙考する


シルヴェスターは姿勢を正し、正面から歓声を受けとめて壇上をあとにする。


演壇を降りれば、恭しく頭を下げる行政官が目に入った。


不健康そうな顔に、珍しく血の気が戻っている。


「感服の至りでございます。ご支援ありがとうございました」


「必要なことをしたまでだ。今後はそなたにかかっている」


フォローはした。


けれど今後のおこない次第では水泡すいほうに帰す。


あとは行政官が地道に住民たちとの距離を縮めていくしかない。


行政官は重々しく頷くと、部下に呼ばれてシルヴェスターの前を辞した。


引き続き、広場では地元の役人によって、最近頻出している詐欺について語られる。


それが工作員への対応策として、シルヴェスターが出した答えだった。


──身内を騙かたり、住まいを奪う詐欺が横行している。


だから手紙ででも、身内にしか通じない秘密の暗号を決めておこう。


住民たちは役人からそう話される。


騙されれば、住む場所がなくなるぞ、と。


これで解決できるとは思えないが、王都でも同様に話を広めれば注意喚起にはなるだろう。


住民たちの経済事情を鑑みれば、借家であっても帰る家がなくなることが一番の痛手だった。


「シルっ、とても素晴らしかったです！」


興奮した様子で駆け寄ってきたトリスタンには頷きで答える。


神々しい登場から、未だ止まない歓声。


広場を席巻したシルヴェスターに、赤毛の幼馴染みも高揚が治まらないらしい。


それはトリスタンに限らず、演説を見守っていた護衛騎士たちにも言えた。


誰もが上気した顔でシルヴェスターを見ている。


普段行動を共にしている者たちですらこうなのだから、シルヴェスターは改めて広場の効果を実感した。


グラスターの広場は、都市計画の時点で、光の通り道となるよう計算されていた。


決まった時間に壇上へ光が集まるよう、周囲の建物は特殊な配置になっている。


そうすることで会場となる広場からは逆光になり、壇上に人が立つと光を背負っているように見えるのだ。


──日の光を利用した、神々しさの演出。


こうした視覚効果は、王城や上級貴族の屋敷にも取り入れられているが、どれも個人向けのもので、大勢に対し演出効果をもたらすのはグラスターの広場だけだった。


歴史背景もあるが、王家がグラスターを重宝する一番の理由はこれだ。


国内外に、王家が特別な存在であることを広めやすい。


吟遊詩人が歌う「グラスターの夢」は、王家のプロパガンダだった。


今日集まった住民たちも夢心地で、光に包まれたシルヴェスターを讃えることだろう。


いかに王太子が自分たち平民と違う崇高な存在か。それでいて、きまぐれな神様とは違い、姿を見ながら声を聞ける存在であるか。


流通の拠点である港町ブレナークは、情報の拡散にもってこいの場所だ。


そして人伝の話には尾ひれがつくものだった。


（効果的ではあるが、より一層気を引き締めねばな）


実際に会ってみたら前評判と違いがっかりした、なんてことはあってはならない。


父親の「勉強してこい」という言葉の真意はここにある。


人の期待に応えるということ。


グラスターでの演説は、自ら期待値を上げるような行為だ。


効果は抜群だが、諸刃の剣でもあった。


シルヴェスターは今まで以上に、期待に報いることを強いられる。


この重圧を乗り越えられなければ国王になる資格などない。


平民の模範となる貴族。


その貴族を束ねる国王が、常人であることなど許されないのだ。


気付いたときには、無意識にハンカチを手に取っていた。


刺繍の凸凹に触れ、人知れず息を吐く。


（ディアに会いたい）


完璧な淑女と評される婚約者は、一番シルヴェスターと近い場所にいた。


親密という意味でもそうだが、公爵令嬢という地位にしても、発表されれば婚約者として人々の期待に晒される立場としても。


クラウディアは人目には凜々しく映る。


本人もそうであろうと努力していた。


けれど脆い部分があることを、シルヴェスターは知っている。


異母妹が怖いと泣く姿を思いだすたび、今でも恐ろしいほどの激情にとらわれる。


もう過去のことだが、頭の中では何度も異母妹を屠ほふっていた。


そしてシルヴェスターにとっては、このクラウディアの弱い一面が救いになった。


いつでも美しく毅然として見えるクラウディアでも、常人と同じように悩み、涙することがあるのだと。


──許された気がしたのだ。


彼女の前では、自分も常人であっていいと。


ずっと次代の国王であることを望まれて生きてきた。そこれそ息つく暇がないほどに。


グラスターに来る前から、シルヴェスターはずっと人の期待に応え続けてきた。


クラウディアになら、本来の自分を、シルヴェスターという個人を見せられる。


意図せず、行動を間違ったこともあるが。


（ディアも同じ気持ちでいてくれているだろうか）


愛しい人。


クラウディアを思えば、律することに慣れた人形の様な心が、自然と温かくなる。


自分も常人と変わらないことを思いだせた。


（動じることなどないと、自負していた頃の自分がバカバカしい）


厳しい教育の末、感情を隠すことなどお手のものだ。


事実、クラウディアに会うまでは、どんな感情も制御できていた。


（けれどもう無理だな）


出会ってしまった。


クラウディアを知ってしまった。


男慣れしているようで、ダンス以外でシルヴェスターが腰を抱けば慌てる彼女を。


妖艶に微笑んでいても、間合いを崩せば真っ赤になる彼女を。


私を思って、と離れた距離に不安を抱く、可愛い彼女を。


「予定はこれで全て消化したな」


一刻も早く王都へ帰り、クラウディアを胸に抱きたかった。


緩やかなクセのある黒髪の感触を楽しみたい。


手を出してしまいそうになる自分を、笑いながら叱ってほしい。そうすれば踏み止まっていられる。


視察でやるべきことは終わった。


今まで以上に期待に応えろというのなら、やり遂げてみせよう。


立ち止まることが許されないなら、前へ進み続けるまでだ。


疲れたら彼女を思えばいい。それで全て乗り越えられる。


気持ちを新たに馬車へ乗り込んだところで、行政官が報告にやって来た。


顔から先ほどの赤みはすっかり消えている。


内容は、市場で捕まえた青年についてだった。


「彼が工作員で間違いありませんでした。ただ残念なことに、尋問前に自死したとのことです」


「見張りを付けていなかったのか？」


「いいえ、見張りの前で突然痙攣しはじめたようです。医者によれば、拘束される前に毒を口に含んでいたのではないかと」


「尋問されるとわかって、毒を飲んだのか」


これではどこから送られた工作員なのか判断がつかない。


他国の可能性もあれば、王家に不満を抱く自国の不穏分子によるものかもしれないのだ。


けれど行政官はあたりをつけていた。


「バーリ王国の者と思われます」


シルヴェスターは頭痛を覚え、こめかみを押さえる。


よりによって、現在王都に滞在中のラウルの国の人間だという。


「間違いが許されないことはわかっているな」


行政官が有能であることは、ほかでもないシルヴェスターが知っている。


彼が進言したならば相応の確証があって当然だが、聞き返さずにはいられなかった。


事の重大さを理解している行政官は、神妙に頷いてから答える。


「工作員が潜んでいた家で証拠を見つけました。これなら、どこから侵入されたのかも説明がつきます」


示された証拠は複数あり、シルヴェスターは嫌でも納得せざるをえない。


さらなる報告を聞いたときには、天を仰ぎたくなった。


「王弟殿下のサインが入った、工作の指示書が見つかりました」







王弟殿下の側近は綺麗に笑う


「もう鎮静化されてしまいましたか」


バーリ王国の工作員による煽動は、想定以上に早い幕引きとなった。


行政官の報告で、即座にハーランド王家が動いた結果だろう。


これでは地元住民ですら、暴動の兆しがあったことを知らないのではないか。


「何のためにぼくが人目を忍んだのかわかりませんね」


実行犯である工作員と同じく、レステーアもハーランド王国の人々と見分けがつかない。


王都を歩けば、こちらが故郷なのではないかと勘違いしそうになるほどだ。


それだけあって、褐色の印象が強いバーリ王国でも色白の者がいると目撃されれば、すぐに潜入することになる工作員の足を引っ張ると思った。


情報で知るのと、実際に目にするのとでは、認識が大いに異なる。


だからレステーアは船を下りるなり、隠れるようにして王都へ発ったのだ。


早馬で届けられた報告書を暖炉にくべる。


音を立てることもなく消し炭となるそれを眺め、ふっと口元が緩んだ。


「シルヴェスター殿下の元に、指示書は届いたでしょうか」


元々、工作が成功する必要はない。


そのような工作があったという事実をつくるのが目的だったからだ。


欲を言えば、暴動が露見する程度には騒ぎになってもらいたかったが。


世情が混乱すればするほど、中立の立場を保つのは難しくなる。リンジー公爵家も王族派か貴族派か決断を迫られるだろう。


切り崩しをおこないたい者にとって、派閥は二極化しているほうが都合が良い。


バーリ王国の王弟派と王太子派のように。


「王太子派の連中もさぞがっかりしているでしょうね」


折角、ラウルの船に工作員を紛れ込ませたというのに。


王太子派は工作員に暴動を起こさせ、ラウルを犯人に仕立てる腹積もりだった。


本物にしか見えない偽の指示書をハーランド王国に握らせたのは、疑いようのない証人にするためだ。証拠をハーランド王国が持っているとなれば、国民もラウルを庇えない。


ハーランド王国もラウルに対し、疑念を持たざるをえないだろう。


何せ用意された指示書は偽物でも、本物と差異がないのだから。


国王の権力があれば、完璧なねつ造も不可能じゃない。


しかしこれは一度だけ使えるカードだ。使ったが最後、相手をより警戒させ、同じ手段は通用しなくなる。


今となっては、「完全な偽物」となった指示書だが。


王太子派の画策に気付いたときは声を出して笑ってしまった。


それほど切羽詰まっているのかと。


想像以上に、国民からの突き上げが厳しいらしい。


こうして逆に利用できるのだから、レステーアとしては有り難い限りだが。


王太子派の息がかかった工作員は、既に海の藻屑もくずとなっている。


グラスターで自決したのは、レステーアが用意した工作員だ。


特に今回の任務は機密扱いで、指示が下ったあとは一人で動くしかないため、入れ替わりも悟られにくかった。


「シルヴェスター殿下は……ハーランド王国は、入手した指示書をどうするでしょうね？」


レステーアとしては、このまま王太子派が失敗に気付かず騒ぎ立ててくれると助かる。


手が加えられ、精査すれば偽物とわかる指示書が明るみになれば、立場が悪くなるのは国王のほうだ。


だがハーランド王国が指示書を握りつぶす可能性も否定できない。


彼らにしてみれば、自国の王族派と貴族派のように、バーリ王国も王太子派と王弟派で分裂しているほうが都合良かった。


今回の件で雌雄を決するのを、よしとしないきらいがある。


「どちらにしても、ラウルの痛手にはなりませんが」


早く心を決めてほしいものだ。


ラウルは王太子の誕生で国王が変わったと思っているようだが、レステーアにしてみれば、外に向いていた思考が内に向いただけである。


合理的な国王の人間性は、なんら変わっていない。


一見すると国王も我が子を重んじているようだが、実際は自分に都合の良い駒なだけだった。


治世において誉れ高き王は、その合理性ゆえに、臣下の心には寄り添わない。


それを今まで助けていたのがラウルだった。


人好きする人柄で、ずっと反感を持つ臣下たちを宥めてきた。


国王の締め付けに喘ぐ臣下たちも、ラウルが王位に就けば、自分たちの意を酌んでもらえると信じて従ってきたのだ。


だが王太子の誕生で、彼らの望みは潰えた。


まだ国王がラウルに心ある対応をしていたのなら別だっただろう。


現状は──実の弟を、国外へ追い出した。


これには臣下たちだけでなく、国民の反感をも買った。


レステーアですら、呆れずにはいられなかったくらいだ。


（陛下のことは好きでも嫌いでもありませんけど）


玉座に座っている人物、という認識でしかない。


王城で廊下越しに見かけたときを思いだす。


ラウルと共にいても、国王の視線がこちらへ向くことはなかった。


国王への感情が希薄なのは、直接人となりを知る機会がなかったからかもしれない。


（ラウルの陛下への尊敬は、家族ゆえでしょうか）


レステーアからしてみれば政治手腕についても、肯定もすれば、否定的なところもあった。


今ではだいぶ否定的なほうへ傾いている。


バーリ王国のはじまりは、南部の氏族たちが集まってできた連合王国だ。


一大勢力だったバーリ一族が舵取りをおこない、次第に王国として一つになっていったものの、国民は未だ根底にある氏族時代の血族意識を強く持っている。


縁故はときに癒着を生む。


昨今では不正の温床となり、悪い面ばかりが目立つのも事実だった。


親族だからという理由だけで無能が上に立てば、下につく者にとっては悲運でしかない。


是正するのは正義だが、正義をおこなうだけで国が成り立てば、誰も苦労などしないのだ。


（合理的な国王陛下にとっては、理解できない考えかもしれませんけど）


そんな世情の中、ラウルには周囲を納得させる力があった。


問答無用で切り捨てるバーリ国王とは違い、ときにラウルは罪人に寄り添い、情状酌量の余地がないか議論を重ねる。


その姿勢は多くの貴族、平民の心を打った。


（人に心があることを、陛下はお忘れになっている）


長らくラウルが「国王の良心」を務めてきた弊害か。


その良心を真っ先に切り離したのは、何という皮肉だろう。


自然と口角が上がる。


「そろそろ潮時ですよ」


何よりも平和を望む主人を思う。


次いで、クラウディアの知性ある笑みを脳裏に描いた。


「彼女は気付いてくれるでしょうか」


淡い碧眼が細められる。


綺麗な笑顔を浮かべるレステーアは、花を慈しむ少女のようであり、花を愛でる少年のようでもあった。







悪役令嬢は女子会を楽しむ


窓から入った光が、艶のある黒髪にあたり光輪の花を咲かせる。


そのままクラウディアが微笑めば、ふわりと芳香が放たれたように感じられた。


お茶に招かれたルイーゼとシャーロットも、公爵家の庭園を見た心地になったのか、どこかぼんやりとした表情を見せる。


「本日はようこそおいでくださいました」


「こちらこそ、お招きいただきありがとうございます」


「クラウディアお姉様からお誘いいただけて光栄ですの！」


屈託なく笑うシャーロットには目尻が下がった。


いつかの背中を丸めた彼女は、もういない。


そんなシャーロットの変化にルイーゼも好感を抱いたようで、以前の苦手意識は薄らいだようだった。


距離が縮まった二人の様子に、クラウディアは満足げに頷く。


しかし同席していないもう一人の婚約者候補を思うと残念だった。


「ウェンディ様も来られたら良かったのですけれど」


一つ年上の、ウェンディ・ロイド侯爵令嬢。


深窓の令嬢を絵に描いたような物静かな彼女からは、体調不良を理由に欠席の連絡が届いていた。


避けられているのは薄々感じているものの、ウェンディから敵対心を感じたことはない。


それはルイーゼも同じで、扇をはらりと広げて溜息を隠す。


「ロイド侯爵家の意向でしょうね。クラウディア様がお気になさる必要はありませんわ」


ロイド侯爵家は歴史ある家門だが、昨今は新興貴族である貴族派との繋がりが深い。


家の事情から壁ができてしまうのは仕方ないことだった。


（ウェンディ様に嫌われていないだけ、よしとしましょうか……嫌われてないわよね？）


多分、きっと。


いかんせんウェンディは自己主張に乏しいので確証が持てない。


普段から口数の少ない女性だった。


これ以上は考えてもキリがないと、気持ちを切り替える。


「何はともあれ、ルイーゼ様もシャーロットもお茶会の主催お疲れ様でした」


先日、ラウルへの接待を兼ねた四回にわたるお茶会は、無事に終わりを告げた。


クラウディアはお茶会を主催した婚約者候補たちの慰労のため、この場を設けたのだった。


「クラウディア様が見本となってくださったからこそでしてよ。わたしも帰ってから修正を加えさせていただきましたもの」


「そうですの！　王弟殿下の好みもわかって、とても助かりましたの」


「お役に立てたのなら本望だわ」


父親に言って、一番手になった甲斐がある。


けれどクラウディアには心に引っかかっていることがあった。


ここだけの話、と口を開く。


「各お茶会での、バーリ王国の方々の反応は意外でしたわ」


大きな問題はなかった。


婚約者候補たちによるお茶会は、成功に終わったといっても過言じゃない。


それでも、なぜ？　と首を傾げたくなることが、毎回起こっていた。


一つ一つは些事でしかなく、気に留めることでもない。


「シャーロットへの令息の強引な態度もそうですし」


ラウルは事前に、ハーランド王国のマナーを予習したと言っていた。


にもかかわらず、シャーロットは傷つく結果になった。


そもそもラウルに同行している令息令嬢たちは名家の出だ。社交マナーは叩き込まれているはずである。


もてなしに気を良くして浮かれたと言われれば、それまでだけれど。


「ルイーゼ様主催のお茶会では、対立を煽られた気がしてなりませんわ」


バーリ王国の令嬢たちは、ルイーゼに聞こえるよう明け透けにクラウディアを持ち上げた。


社交界ではよくあることだとしても、やり方があまりにも露骨だった。


ルイーゼが頷く。


「確かに、わたしも違和感を覚えました」


クラウディア主催のお茶会が大成功に終わったのは言うまでもない。


ルイーゼのお茶会に不満があったなら理解もできるが、彼女たちが口撃したのはルイーゼ個人についてだった。


その場はクラウディアが取りなしたものの、目の前でおこなわれた悪口大会にはルイーゼ以上に怒りが湧いた。


「同意を求められたときは、いつも以上に目がつり上がってしまいましたわ」


鬼気迫るクラウディアの表情を見た令嬢たちは何を思っただろうか。


何を考えて、ルイーゼをけなしたのだろうか。


また怒りがこみ上げてきて、クラウディアは長く息を吐く。


問題は、そんなお茶会の雰囲気を壊すような所業が、あとにも続いたことだ。


「取り立てて責めるほどではありませんけれど」


王弟殿下の同伴者としては、お粗末な印象が残る。


ハーランド王国側の招待客は毎回変わるので、気付いているのは一握りだが。


納得できていないのはシャーロットも同じだった。


うーんと小さく唸りながら、ピンク色の頭を傾ける。


「あたしが気になったのは、強引だった令息が、次に会ったときは別人のようだったことですの」


反省して気持ちを入れ替えたにしても違い過ぎるという。


これに相槌を打ったのは、ルイーゼだった。


「わかる気がします。わたしを非難していたご令嬢方も、別のお茶会では一切悪口を言われませんでしたわ」


どれも当人たちが反省した、と言えばそれまでだ。


しかし、どうしてもちぐはぐな感じが拭えない。


小さな違和感が積み重なって、クラウディアのなぜ？　は大きくなっていく。


「クラウディア様は、バーリ王国の方々に何か意図があるとお考えなんですね？」


ルイーゼの問いかけに、静かに頷く。


不確かな勘でしかないけれど。


「お二人ともそれぞれ違和感をお持ちだったと知れて、その考えが強くなりました。念のため、気に留めておいてくださるかしら？」


ただの思い過ごしならいい。


でも考えを自分の胸に秘めた結果、二人に何かあるのだけは避けたかった。


「元から王弟殿下を含めて、難しい立場の方々です。わたしも彼らの動向に注意しますわ」


「あたしも！　何かあったらお姉様に知らせますね！」


打てば響く二人の反応に、自然と顔が綻ぶ。


疑わず、信じてもらえるのが嬉しかった。


心を許せる女友達なんて、娼館に行き着くまでは幻想でしかなかったから。


胸が温かくなり、気持ちが溢れる。


とろりと青い瞳がとろけた。


それを目の当たりにしたルイーゼとシャーロットは一瞬動きを止め、そわそわと居住まいを正す。


クラウディアの視線は、二人を照れさせるほど甘く優しかった。


「ご、ごほん。ところでシャーロット様、前向きになられたのは良いですけど、クラウディア様に対して馴れ馴れしいのではなくて？　伯爵家のあなたが、公爵令嬢をお姉様と呼ぶだなんて」


「いいのよ、ルイーゼ様。わたくしが許したの」


クラウディアとシャーロットの付き合いは短い。


急速に発展した二人の関係に、ルイーゼは納得できないようだった。


扇で口元を隠し、眉根を寄せる。


「クラウディア様は、お心が広くあられるのね」


棘とげのある言い方だ。


礼節を重んじるルイーゼにとって、シャーロットの姿勢は受け入れがたいのかもしれない。


頭ではそう考えつつも、クラウディアは頬が熱くなる。


（も、もしかして、嫉妬されてるのかしら？　ルイーゼ様に!?）


なんとなく。


なんとなくだけど、仲の良い友人を取られたような雰囲気をルイーゼから感じる。


娼館時代、ヘレンが他の先輩娼婦と親しげに話していると、クラウディアも妬いたものだ。


まさか自分が妬かれる側に回るとは思ってもみなかった。


「わたしとは変わりありませんのに」


呟かれた声は、どこか寂しそうで。


思考を高速で巡らせ、答えを探す。


（シャーロットとは変わって、ルイーゼ様とは変わらないものに心当たりがあるとすれば……）


「ルイーゼ様、わたくしたち、入学当初より距離が縮まりましたわよね？」


異母妹の件を経て、今では気の置けない仲だと自負している。


それでも態度を変えなかったのは、厚かましいと嫌われたくなかったからだ。


翠色の瞳をじっと見つめる。


クラウディアの決意を感じたルイーゼは、金色の睫毛を震わせた。


「そ、そうですわね」


「こうして面と向かって言うのは、わたくしも照れるのですけど……よろしければ、今後はディーと呼んでくださらない？」


甘酸っぱい。


照れくさいのは本当で、頬の火照りは最高潮に達していた。


ヘレンやシャーロットとは違う、同い年の友人。


だからだろうか。


精神年齢ではクラウディアのほうが、うんと高いはずなのに。


ずっと見守る姿勢だったのに。


ドキドキが治まらない。


ルイーゼにも初心な気持ちが伝染したらしく、目尻が熱で染まっていた。


「で、でしたら、わたしのこともルーと……」


か細い声音に胸がかき立てられる。


けれど衝動に反し、クラウディアは静かに頷くことしかできなかった。


珍しく不器用なクラウディアを見て、なぜかシャーロットまで顔を赤らめる。


見てはいけないものを見てしまった気になったのかもしれない。


こうして女子会には、甘ったるい空気が漂い続けた。







    
  
  








「ふふっ、もうすぐ帰ってこられる殿下も気が抜けませんね」


先日、シルヴェスターから視察が終わった旨の便りがあった。


順調にいけば、あと二、三日で王都に着くだろう。


今しがた終わったばかりのお茶会のことをからかわれ、クラウディアはそっぽを向く。


「何のことかしら？」


年上の彼女からしたらクラウディアとルイーゼのやり取りは、微笑ましい以外の何ものでもなかったようだ。


ちらりと視線だけ向けた先で慈愛に満ちた瞳を見つけ、クラウディアは余計気恥ずかしくなる。


「可愛らしいクラウディア様を知るのは、殿下だけではなくなってきていますから」


「ルイーゼさ……ルーと、シルは違うわ」


「ええ、そうでしょう。友愛と恋愛は違います。違うからこそ、どちらも尊いんです」


選ぶことが難しいほどに。


熱量は変わらないと、ヘレンは言う。


「きっと殿下がお帰りになられたら嫉妬されるでしょうね」


否定しきれず、返答に困った。


感情ののらない穏やかな笑みを浮かべるシルヴェスターが、ありありと想像できて。


ただでさえルイーゼとの仲を勘ぐられているのに。


（今までの所業が響いてくるなんて……反省しろということかしら）


けれどルイーゼは友人だ。


その事実がある以上、疑うほうがどうかと思ってしまう。


不満が顔に出ていたらしく、ヘレンがクラウディアの背中に手を添える。


「わたしは安心しています。大人びたクラウディア様にも、年相応の一面があって」


いつも気丈に振る舞う姿は頼もしくもあり、心配にもなると。


無理をして大人になろうとしているのではないかと。


「クラウディア様はもっと今を楽しまれるべきです」


恋愛も。


友情も。


立場的に難しいこともあるかもしれないけれど。


もっと、もっと、人生を楽しんでくださいと願われる。


「これからは、わたしよりご友人と過ごされる時間が増えると思うと寂しいですけど」


きっと、ヘレンにとってそれは何気ない心情の吐露だった。


しかしクラウディアの胸には深く突き刺さる。


侍女は友人になれないと言われているようで。


振り返るなり、彼女の手を両手で握った。


「ヘレンは、ヘレンは！　わたくしの友人で、お姉様だとも思っているわ！　仕事中は侍女でも、わたくしにとってかけがえのない人の一人よ！」


強く、強く訴える。


ヘレンはクラウディアの鬼気迫る様子に驚きつつも、目元を染めて微笑んだ。


「僭越ながら、わたしもクラウディア様を妹のようにお慕いしています」


温かく優しい目差しに声が詰まった。


いつか病床で見た笑顔と酷似していたから。


感極まって泣きそうになるのを必死で耐える。


ここで涙を見せてしまえば、ヘレンを混乱させるだけだ。


喘ぐ口元を隠すため、彼女に抱き付く。


ヘレンはクラウディアを抱きとめると、甘えたの妹をあやすように緩やかなクセのある黒髪を手で梳いた。


「いつまでもわたくしのお姉様でいてね」


「はい、いつまでも」


柔らかい声音に心が安らぐ。


気を抜けば、身も心もとろけてしまいそうだった。


腕に力を入れて、体を起こす。


吐息がかかりそうな距離で、視界に入ったヘレンのクマが気になった。


以前よりだいぶ薄くなっているけれど、完全には消えていない。


指の腹でそっと触れると、くすぐったそうにヘレンが体を揺らす。


「無理をしていない？」


「ええ、これは」


寝不足の理由を話そうとしてくれたときだった。


別の侍女が来客を告げる。


侍女はクラウディアとヘレンの抱き合う姿を見るなり顔を真っ赤にし、失礼しました！　と踵を返した。


勘違いされたことを察し、二人で笑う。


ようやく体が離れたところで、クラウディアはヘレンに注意された。


「わたしはクラウディア様の距離感を知っているので大丈夫ですけど、他のご令嬢と接するときは距離をお保ちください。シャーロット様のように驚かれますよ」


「そうね、気を付けるわ」


娼婦時代の感覚だと、どうも身近過ぎるようだ。


同性だから触れ合いが許されるとは限らない。


親しき仲にも礼儀あり、と心に留める。


「ヘレンも驚いた？」


「はい、初対面で抱き締められるとは思いませんでしたから」


「そ、そうよね……」


はじめて顔を合わせたときも、先ほどと同じく涙を隠すために抱き付いたのを思いだす。


事情を知らない相手からすれば、驚く以外にないだろう。


改めて反省するクラウディアの肩を、ヘレンがそっと撫でる。


「でも不思議と懐かしい感じがしました。望まれる喜びを知ったのも、そのときです。わたしが騎士だったら、剣を捧げていましたよ」


騎士には、主人に一生の忠誠を誓う儀式がある。


携える剣を主人となる者へ掲げ、誓いを立てるというものだ。


リンジー公爵家に仕える騎士たちも、みんな父親に剣を捧げていた。


剣を捧げた騎士は、主人が死ぬまで付き従う。


それだけの思いをヘレンが抱いてくれていることに、クラウディアは胸が熱くなった。


大切に思われている。


伝わってきた熱意に頬が火照った。


その熱を誤魔化すように立ち上がる。


「そろそろ行かないとブライアンに悪いわね」


ルイーゼとシャーロットとのお茶会のあとに、エバンズ商会との予定が入っていた。


侍女の告げた来客は、彼のことだろう。


予定にない来客なら会うか会わないか、クラウディアの返答を聞くまで引き下がらなかったはずだ。


「彼なら何時間でも待ちそうですけど」


「ヘレンもそう思う？」


ブライアンを見て大型犬を連想するのは、クラウディアだけではなかった。






「ブライアン、お待たせしたわね」


「いいえ！　待つのは慣れていますから。むしろクラウディア様は早いぐらいです」


権威を見せ付けるためか、上位の貴族には毎回待たされるという。


それでも貴族になる前に比べればマシだとか。


（やっぱり大きな尻尾を振っているようにしか見えないわ）


嬉しそうな表情といい、前のめりの姿勢といい、ブライアンは全身でクラウディアと会えた喜びを表す。


これが演技なら、劇団に入ることを勧めたい。


ニカッと人好きする笑顔を見せられると、つられてクラウディアの顔も綻んだ。


「今日は朗報をお持ちしました！」


「あら、それは楽しみだわ」


ブライアンが携えた木箱を机に載せ、蓋を開ける。


緩衝材から顔を出した瓶に、クラウディアは目を輝かせた。


「やっとクラウディア様にお贈りできる品質になりました」


今までは商品を運べても、かかる日数などから品質の劣化が激しかった。


ついに理想的な輸送路を開拓できたらしい。


木箱から取り出された化粧水が入った瓶も、心なしかキラキラして見える。


（今夜から早速試しましょう）


「まずは手で試して様子を見てください。問題がないようならお顔にもお使いいただけます」


「手順は心得ているから安心して。あとは肌質に合うかどうかね」


「クラウディア様のご要望にお応えできるよう、商会を挙げて取り組みます。それと……」


「それと？」


ブライアンの視線を追うと、ヘレンへ行き着く。


提案するようでいて、まごつくブライアンに照れが交じっているのをクラウディアは見逃さなかった。


（ヘレンも美人だものね）


加えて性格も良ければ、スタイルも良い。


胸の大きさでいえば、クラウディアよりも大きいくらいだ。


（今後、さらにエバンズ商会は発展するでしょうし……）


嫁ぎ先としては悪くない。


むしろ最良といっても過言ではなかった。


爵位こそ低いものの貴族である上、下手をすれば中級貴族より贅沢ができるほどエバンズ男爵家には資産がある。


（何よりブライアンは優秀だし、人柄も良いわ）


仮に事業に失敗しても、彼なら立て直せるだろう。


悪くはない、けれど。


（一番はヘレンの気持ちよね）


見た感じ、ブライアンの熱のこもった視線を、ヘレンは歯牙にもかけていない。


恋路へ向かう道のりは、まだまだ遠そうだ。


「クラウディア様の分はオーダーメードになりますから、一般向けに侍女の方々にもご使用いただいて、ご意見をいただければと」


「わかったわ。ヘレンと、あと何人かに試してもらいましょう。希望の年齢層はある？」


「年齢層ですか？」


クラウディアの問いかけに、ブライアンは小首を傾げた。


質問の意図が伝わっていないことに、クラウディアは溜息をつく。


「あなたは十代と五十代の肌質が同じだと思うの？」


「あ……！」


加齢によって肌も衰える。


購買層をどの年代に設定するかで、客が求めるものも変わってくるはずだ。


クラウディアの指摘に、ブライアンは頭を抱えた。


「どうして気付かなかったんだろう。そうですよね、同じはずがない」


しかしブライアンが見落とすのも無理はなかった。


現状、世に出ている化粧水に年齢ごとの区分はない。


貴族の婦人や令嬢は、盲目的に王室御用達の品を利用するか、年齢で肌質が変わるごとに合うものを探すかで行動が分かれた。


また上級貴族であればお抱えの薬師に依頼することもあり、商会にまとまった要望が集まりにくいのだ。


貴族から散文的に集まる要望には、オーダーメードで応えるのが通例だった。


「使えないわけじゃないから安心して。ただ意見を集めるなら、年齢も意識しておくべきね」


「はい。では十代から三十代の方でお願いできますか？」






このあとリンジー公爵家では、侍女たちによる化粧水争奪戦がおこなわれた。


確定枠であるヘレンは参戦しなかったものの、争奪戦の苛烈さをクラウディアに語る。


「最終的にマーサさんが審判になって試験者が決まりました」


「ケガ人が出なくて良かったわ。でも、みんな自分の化粧水は持ってるわよね？」


公爵家で働く侍女のほとんどは貴族に縁ある者たちだ。


平民出身でも、公爵家の給金があれば化粧水は買える。


「試験的でもクラウディア様と同品質のものが使えるんですから当然です」


「今後、侍女の手当にエバンズ商会の化粧水も追加しようかしら？」


「いいんですか!?」


いつにないヘレンの食いつきっぷりに、クラウディアは目を見張る。


何がそれほど彼女を惹き付けたのかわからなかった。


「エバンズ商会のものは質が良いけれど、化粧水よ？」


「主人と同じ品質のものを使えるなんて名誉に等しいですから！　それもクラウディア様と同じものとなればさらに価値が上がります！」


完璧な淑女と称されるクラウディアだが、その評価は所作に限らない。


美貌もまた広く知れ渡っていた。


少しでもその美しさに近付けるならと、欲しがらない令嬢はいないとヘレンは断言する。


「きっとご令嬢方の間でも争奪戦が起こります。数に限りがある以上、中級貴族でも購入は難しくなるでしょう。希少価値がつくことは必至です。侍女には、手当というより報奨にしたほうがいいと思います」


そのほうが侍女たちのモチベーションも上がると言われ、頷く。


提案を受けた執事はピンときていなかったものの、侍女長のマーサからも強く勧められたことで、この報奨は認められることになった。







男爵令息は公爵令息へ火花を散らす


ブライアンがヘレンをはじめて見たのは、リンジー公爵家の応接間でだった。


商品についての進捗を報告するために訪問した折のこと。


書面でも良かったのだが、ぜひにとクラウディアから招待された。


門を過ぎたあとも移動には馬車を要する広大な敷地。


宮殿と見紛う公爵家の屋敷に、緊張が最高潮に達したのは言うまでもない。


口の中が乾いても出されたカップに手を伸ばせず、ただただ身を硬くして待つこと十分。


（えっ、もう!?）


応接間に現れたクラウディアに慌てる。


一時間単位で待たされるのを覚悟していた。


他の貴族なら、それが当たり前だったから。


心の準備ができないままクラウディアと相対することになり、ブライアンは頭の中が真っ白になる。


学園の外で会うクラウディアは──女神のようであり、花の妖精のようでもあった。


揺れる黒髪が聖像のまとうベールに見え、そこへドレスの色彩が合わされば花を連想させる。


制服姿とはまた違う、神秘的でありつつも華やかな佇まいに見惚れた。


息をするのを忘れ、かひゅっと喉が変な音を漏らしたところで呼吸を思いだす。


「ほ、本日はお招きいただき……」


震える声で挨拶するもののクラウディアを直視できない。


顔が熱かった。


一対一で会うには、自分が明らかに身分不相応であると感じられたから。


恥じ入る中、なんとか視線をそらした先に、ヘレンはいた。


（公爵家では、侍女も美人なんだな）


最初は純粋に、その美貌を讃えるだけだった。


舞台女優にもなれそうなスタイルと顔立ちにまず惹かれた。


十人いれば十人が抱きそうな感想が覆ったのは、クラウディアがヘレンに同意を求めたときだった。


能面のように温度さえ感じられなかった表情が。


一気に。


芽吹いた。


春の日差しを目いっぱいに浴びる新芽のごとく。


ヘレンの顔に色と温度が戻った瞬間、ブライアンは世界が変わったのを知覚した。


明確に何がとは言い表せない。


ただ確かに、感じたのだ。


笑みを浮かべるヘレンに頭がぼうっとする。


（あぁ、これが……）


恋なのか。


自覚するのに時間はかからなかった。






ヘレン。元ホスキンス伯爵令嬢。


父親が事業に失敗し、貴族の品位を保てないという理由から爵位を返上するに至り、平民となる。


夢現ゆめうつつでリンジー公爵家から帰宅したブライアンだったが、帰るなり情報収集担当の者へ指示を出すのは忘れなかった。


表面的なことでもいいからヘレンのことが知りたかった。


後日届けられた報告書を眺めては、目を閉じて反芻する。


（クラウディア様の専属侍女だから、貴族令嬢だとばかり思ってた）


公爵家ほどの家門なら、下級貴族の令嬢が奉公に出る。


（それが、まさか平民……）


ハーランド王国では、多額の負債を抱えた貴族は爵位の返上を求められる。この場合、領地は王家直轄領となった。


平民の手本となるべき品位を示せないなら、一からやり直せというのだ。


だから逆に品位を示せるなら──国へ多額の寄付をおこなえるなら──平民でも貴族になれた。実際には既存貴族からの推薦が必要だったり、条件は厳しいが。


エバンズ男爵家もそうして爵位を得た。


得る者がいるなら、失う者もいて当然。


（伯爵令嬢時代に雇われたわけでもない。正真正銘ヘレンさんは、平民になってからクラウディア様に雇われたんだ）


厳密に言えば、ヘレンと雇用関係にあるのはリンジー公爵だ。


しかしクラウディアが推薦したことを鑑みれば、自ずと真の主従関係は見えてくる。


（クラウディア様は底が知れないな）


エバンズ商会が化粧水を売り出そうとしていること然り、ヘレン然り。


どこから情報を集めてくるのだろうか。


（リンジー公爵家ともなれば、諜報員ぐらいいても不思議じゃないけど……）


クラウディアが求めたものは、政治と全く関係ない。


ブライアンには諜報員が動く事案とは考えられなかった。


それはそうとして。


（おれにもチャンスはあるのか）


男爵令息が伯爵令嬢に婚姻を求めるのは難しい。


もし相手側が王族派なら、中立とはいえ貴族派であるエバンズ男爵家の旗色は悪かった。


他にも貴族にはしがらみが多い。


けれど相手が平民なら根回しする必要はなく、気持ち次第でことは決まる。


そう考えると無意識に口端が上がった。まだ同じ土俵に立てたに過ぎないが。


（父さんたちは貴族令嬢とくっついてほしいだろうけど、元伯爵令嬢でクラウディア様と懇意ともなれば、まず反対はされない）


むしろクラウディアの専属侍女である時点で、奨励されるだろう。


未来の王太子妃とも目されているクラウディアとの繋がりは何物にも代えがたい。


（あれ？　そう考えるとヘレンさんって……）


チャンスがあると浮ついていた心が、さぁああっと冷める。


考えれば考えるほど、野心がある者にとってヘレンは格好の獲物だった。


既に下級貴族から婚姻の申し込みが殺到していても不思議じゃない。


（いや、待て、落ち着け。ヘレンさんにはクラウディア様がいる）


今の社交界において、これほど大きな後ろ盾は王家以外に存在しない。


もし下手を打ってクラウディアの勘気をこうむれば、下級貴族なんて即没落だ。


あの二人の親密なやり取りを見ればわかる。


（クラウディア様がヘレンさんを守ってくださる。だからおれは）


二人に認められる男になる。


まだ学生の身分でできることは少ないけれど、化粧水の事業にはブライアンも関わっていた。


（何としても成功させて、点数を稼ぐぞ！）


胸にやる気の炎を燃やす。


メラメラと体を熱くさせるブライアンに壁が立ちはだかったのは、定期報告のためリンジー公爵家を訪ねたときだった。


応接間へ案内される道中、一人でいるヘレンを見つけた。


いつもクラウディアの傍にいる彼女にしては珍しい。


今こそ声をかける機会だと口を開いた瞬間──先を越された。


長身で黒髪の美青年がヘレンを呼びとめる。


妹と違い、全くクセのない黒髪は、歩調に合わせてさらりと揺れていた。


（リンジー公爵令息……っ）


氷の貴公子とあだ名される、公爵家の跡取り。


妹の前ではその永久凍土も溶けると噂されているが、ヘレンへ向ける目差しにも温度があることにブライアンは気付いた。


（いや、まさか）


自分の恋敵がヴァージルであるなんて。


信じたくない。


けれど主人が侍女に手を出すのは、よく聞く話で。


（いやいや、リンジー公爵令息はそんなことしないだろ）


権力に物を言わせてヘレンを妾になんて、まずクラウディアが許さない。


しかし、もし自分と同じように恋心を抱いていたら？


（ヤバい、勝てる気がしない）


何と言っても、相手は公爵家の跡取りだ。


平民を娶るのは無理でも、ヘレンを縁ある貴族の養子にすれば身分差はクリアできる。


しかもこの間まで伯爵令嬢だったことを含めれば、反対する声も小さくなるだろう。


（待て、逆に考えるんだ。まだ勝機はあると）


相手が質の悪い貴族だったら、下級貴族であるブライアンは手も足も出せなかった。


けれど礼節を重んじるヴァージルなら、ヘレンの気持ちを何より尊重するはずだ。


（そうだ、恋敵がリンジー公爵令息でも、やることは変わらない）


ヘレンの気持ちを射止めた者が、勝つ！


ふつふつと体の芯からこめかみにかけて熱が灯っていく。


壁は高いほど乗り越え甲斐があるというものだ。


商売でも難しい局面にぶつかることは多々あった。それらに打ち勝ってきたからこそ、今のエバンズ男爵家がある。


（よぉーし！　やってやる！）


ヴァージルの視界に映らないところで、ブライアンは静かに闘志を燃やした。


後日、クラウディアに至らない点を指摘されて頭を抱えることを、彼はまだ知らない。







悪役令嬢は新たな出会いを得る


「クラウディア様、申し訳ありません。こんな大事な日に急な交代をしてしまって……！」


「支度はつつがなく済んでいるから大丈夫よ」


今日は王都へ帰還したシルヴェスターが、リンジー公爵家を訪ねる予定だ。


前夜から侍女たちはクラウディアを磨くべく奔走していた。


それでなくとも朝はヘレンがクラウディアを起こすのだが、今朝彼女の姿はなかった。


急用で遅れると伝えにきてくれた侍女が、そのまま代わりに支度を整えてくれたので問題はないものの。


クラウディアは、ヘレンに向かって小首を傾げる。


「そろそろ理由を教えてもらってもいいかしら？」


以前にも寝不足の理由を話してくれそうな気配はあったが、そのまま流れてしまっていた。


ヘレンに思い詰めた様子はないし、変更も許容範囲だ。


プライベートに口を出すつもりもなかったから今までは尋ねずにいた。


しかし話してくれる気があるなら訊いても差し障りないかと判断する。


「はい」


深く頭を下げていたヘレンが顔を上げる。


体を動かした拍子にメイド服のスカートが揺れ、そこへ視線がつられたクラウディアは目を見開いた。


スカートの裾から落ちまいと、健気にしがみつく白い毛玉の姿があったからだ。


「可愛い！」


「えっ、あ!?　キャンディ!?」


クラウディアの視線に気付いたヘレンが毛玉を抱き上げる。


「申し訳ありません！　すぐに戻してまいります！」


「待って、近くで見せて！」


キャンディと呼ばれた白い毛玉は、生後三か月ほどの子猫だった。


人懐っこいようで、ヘレンの手からクラウディアの手へ渡っても暴れる様子はない。


ただじっとしてはいられないらしく、クラウディアは忙しなく子猫の動きに合わせて手を動かすことになった。


「はぁああ、ふわふわぁー」


「クラウディア様も猫がお好きですか？」


「好きよ、飼いたいと思ったことはないけど……この小ささは反則ね」


長毛種らしく手触りも滑らかだ。


抜け毛も少なく、よく手入れされていることが窺える。


真っ白な綿毛の隙間から、名前の通りキャンディのようなオレンジ色の丸い目で見上げられると堪らなかった。


「ヘレンが飼っているの？」


「保護したのはわたしですが、今は使用人寮で飼っている感じです。今日遅れた理由もこの子です」


聞けば、目を覚ますと用意していたシャツが無残な姿になっていたとのこと。


しかも運悪く替えのシャツは全て洗濯中だった。


「ここなら届かないだろうと椅子の上に置いていたんですが、最近脚力が増してきたようで……迂闊でした」


保護したときは生まれて間もなく、動ける範囲が限られていたから油断したらしい。


「同室の子が同じ背格好なのでシャツを借りたんですが……その、胸のボタンを飛ばしてしまって……」


ヘレンの胸は標準より二回りほど大きかった。


同室の子との間に険悪な雰囲気が流れたところで、ヘレンは遅刻を悟ったという。


よくよく見てみれば、今日ヘレンが着ているシャツは肩が余って大きそうだ。


「大変だったわね。同室の子とは仲直りできたの？」


「はい、次の休みにケーキを奢ることで和解しました」


「安心したわ。特注だとすぐに替えを用意できないのが考えものね」


公爵家では使用人の制服が支給される。


ヘレンの場合だと、既製品に手直しが必要なので特注となった。


「十分な枚数は支給されているので、本来なら大丈夫なんですが……最近は天気が悪かったせいで、乾燥が追いついてないんです」


「曇天続きだものね。……いい？　あまりママを困らせてはダメよ？」


後半は子猫に向けたものだ。


キャンディは、あどけなくクラウディアを見返す。


すると、まん丸おめめに自身の姿が映ったように感じられた。


「はぁああ、可愛いー！　今日はこのまま預かったらダメかしら？」


「お邪魔になりませんか？」


「シルが来たときだけ、ヘレンが見てくれたらいいわ」


子猫をソファーへ移動させると、探検だ！　と言わんばかりに辺りのにおいを嗅ぎ回る。


ちょこまかと動き回る姿は見ているだけで癒やされた。


「寝不足の理由もキャンディなの？」


「はい、保護したときは今よりも小さく、三時間置きにミルクをあげる必要がありました」


他の侍女も協力してくれたものの夜間は頼みづらく、睡眠時間が削られたという。


「目が離せない時期で……今もそうですが、ここまで大きくなると体力がついて衰弱死する危険はないそうです」


「そういえば獣医は定期的に訪れるものね」


公爵家には馬用の厩舎がある。


他にも狩猟犬を飼っているので、獣医の訪問は頻繁だった。


「厩舎に猫もいるおかげで、すぐに相談できました」


「そうなの!?」


「飼料を食べるネズミ避けに飼われています。キャンディも大きくなったら厩舎か穀物庫へ行く予定ですが、先住猫との相性によるので、まだ確定ではありません」


庭園で猫を見かけた覚えはあるけれど、公爵家で飼っているとは思わなかった。


「ヴァージル様と違って、クラウディア様は厩舎まで行かれませんから、ご存じなくても不思議ではありませんよ」


乗馬は貴族令息の嗜みだ。


一人で馬を乗りこなす令嬢もいるが、クラウディアは常に補助を受けていた。


だからといって飼っている猫の顔ぶれも知らないのは許されないと奮起する。


単に可愛がりたいだけだが。


「今度お兄様に連れていってもらうわ」


「それがいいです。ヴァージル様も喜ばれますよ」


ヘレン曰く、ヴァージルはクラウディアに頼られたくて仕方がないらしい。


こんな些細なことでも喜んでくれるのかと首を捻る。


「ヴァージル様もクラウディア様のことは目に入れても痛くないほど愛しておられますから」


「可愛がってくれるのは嬉しいけれど……」


（お兄様はヘレンと普段何を話しているのかしら？）


尋ねたい衝動に駆られたものの、やぶ蛇になる気がしてやめる。


子猫がソファーから飛び降りようとするのが視界に入ったのもあって、すぐに意識はそれた。






クラウディアが余っていたリボンで子猫と戯れていたときだった。


「私がいなくても、ディアは寂しくなさそうだな？」


「シル!?」


前触れなく姿を見せたシルヴェスターに、慌てて立ち上がる。


本来なら王家の馬車が公爵家の門をくぐった時点で連絡がくるはずだ。


「驚く君の顔が見たかったのだが想定と違ったな。猫を飼いはじめたのか？」


「この子はヘレンの猫です。今日はじめて会って、見せてもらっていたの」


言いながら子猫をヘレンに預ける。


子猫を胸に抱いたヘレンが壁際へ下がるのを、シルヴェスターは横目で見届けた。


それからソファーに座ろうとするので咄嗟に待ったをかける。


子猫が遊んでいたソファーだ。抜け毛が少ないといっても、全くないわけじゃない。


テーブルと揃いになっている椅子へ促す。


「お待ちになって！　お茶を飲まれるでしょう？　こちらへどうぞ」


「ソファーに何かあるのか？」


「先ほどまで子猫がいましたの。今座ったら毛が付いてしまいますわ」


「なるほど、私のことを忘れるくらい楽しんでいたのだったな」


「忘れていません！」


束の間、子猫の可愛さに魅了されていただけだ。


知らせがあればすぐにシルヴェスターを出迎えにいった。


久しぶりの逢瀬は、クラウディアも待ち望んでいたのだ。


ただちょっと、ほんのちょっと、子猫に気持ちがいっていたのは否定できないけれど。


優先事項は変わらない。


「ふっ、冗談だ。無邪気に子猫と戯れるディアも愛らしかったよ」


「もう……」


ふわりとした微笑と共に、指の背で頬を撫でられる。


（いつぶりかしら、こうしてシルを感じるのは）


何気ないやり取りが楽しくて、会話できるのが嬉しくて。


溢れる思いに、目元が染まる。


クラウディアも笑顔を返せば、ふと視界が陰った。


天気のせいではない。


軽い接触だったけれど、唇に余韻が残る。


「シル、困るわ」


思った以上にか細い声が出た。


（危ない）


体の芯で熱が燻りはじめる。


このままでは黄金の瞳に囚われる気がして身を捩った。


「ディア」


自分を呼ぶ、しっとりとした婚約者の声。


絶対に目を合わせてはいけないと一歩退く。


けれど伸びてきた腕から逃げる術はなかった──というより、逃げたくなかった。


もっと傍にいたい。


より深く繋がりたいと願ってしまう。


「ディア、私の愛しいディア」


熱を持った吐息に顔を撫でられる。


額に落ちるシルヴェスターの髪がくすぐったい。


（ダメだって、わかっているのに）


切ない熱に体が焦がれた。


腰へ回された腕の力強さに、身を任せたくなる。


シル、そう唇が喘ぐ。


二人の境界線が曖昧になる、正にそのとき。


「シル、今すぐディーから離れろ」


底冷えするほど冷え切った声に貫かれた。


反射的にクラウディアは、シルヴェスターの胸を両手で押し返す。


「お兄様……っ」


足早に近付いてきたヴァージルに腕を引かれた。


しかしシルヴェスターも、クラウディアを解放しようとはしない。


「小舅を呼んだ覚えはないが」


「お前が暴走するのを止めに来てやったというのに何て言い草だ。妹を離せ」


「断る」


クラウディアの頭越しに壮絶な睨み合いがはじまる。


そんな中、二人に挟まれる形になった当事者の一人は、両手で顔を覆っていた。


（わたくしったら、ヘレンたちが見ている前で何をしようとしていたの!?）


存在感を消してはいるが、壁際にはヘレンの他にも侍女が待機しているし、シルヴェスターに伴ってきた護衛騎士たちもいる。


ヴァージルが止めに来なければ彼らの前で起こしていた事態に、赤面せずにはいられない。


「お兄様、助けてくださりありがとうございます」


「ディーはよくわかってるな。ほら、ディーもこう言っているんだ。とっとと離せ！」


「ディア……」


シルヴェスターは裏切りを受けたような悲しい表情を見せるが、クラウディアもここは引けない。


王太子にとって使用人は空気のようかもしれないけれど、クラウディアにとってヘレンは友人であり心の姉でもあるのだ。


そう簡単に割り切れるものではなかった。


味方を失ったことで、シルヴェスターはしぶしぶ腕の戒めを解く。


けれど完全には離れず、乞うように指先を握られた。


ヴァージルがクラウディアを窺う。


「ディー、このまま同席してやってもいいぞ？」


「いいえ、それはさすがに遠慮させてくださいませ」


「そうか……」


若干、我を忘れてしまったものの、逢瀬を邪魔されたいわけじゃない。


妹の確固たる拒絶に今度はヴァージルが眉尻を落とすことになったが、氷の貴公子は空気を読んだ。


無理を通してクラウディアに嫌われたくなかったのだろう。


ヴァージルが去るのを見届けて、シルヴェスターと共に椅子へ腰を下ろす。


間にテーブルがあれば、間違いは起こらないはずだ。


先ほどの甘い雰囲気を取り戻すのは難しいと悟ったのか、シルヴェスターも大人しく着席した。


指先は握られたままだが、離れた体温が少し恋しい。


「ヘレン……は、手が離せないわね。誰か頭がすっきりするお茶を淹れてくれる？」


子猫がいたずらをしないよう、ヘレンは白い毛玉を胸に抱えていた。


体の熱を忘れるためなら、いっそ渋すぎるお茶でもいいかと思ったとき、シルヴェスターから提案を受ける。


「ディア、今すぐ結婚しよう」


「無理を言わないでくださいませ」


切なげに黄金の瞳を揺らされても、クラウディアにはどうすることもできない。


指先を握っていた手が解かれ、今度は指同士を絡められた。


「慣習など、なくなればいいものを」


「王族派に聞かれたら支持を失いますわよ？」


「せめて特例を認めるべきではないか？　やはり改革は必要だな」


「志はご立派ですが、動機が不純過ぎます」


そもそも婚約者の内定が下り、婚約期間を設けない時点で特例だ。


「ディアならわかってくれると思ったのだが」


「お気持ちはわかりますけれど……昂ぶりを抑えられないなら、お兄様をお呼びしましょうか？」


「必要ない」


シルヴェスターの目が据わるのを見て、苦笑が浮かぶ。


求められるのは嬉しい。


でも今は理性的であるべきだ。


「視察はいかがでしたか？」


クラウディアの意向にシルヴェスターも納得はしているらしく、溜息をつきつつも話題にのる。


「問題なかった、と言いたいところだが」


続く言葉を待つ。


シルヴェスターは逡巡した後、絡める指に力を込めて言った。


「ご令嬢が聞けば、ショックを受ける内容だ」


「心構えはできています」


二度目の人生だ。多少のことでは動じない自信がある。


そして視察前、考えが至らなかった反省もあった。


（シルの見るもの聞くものを、わたくしは共有したい）


隣で彼を支えられる人間になりたかった。


だから意を決して頷く。


どれだけ衝撃的な内容であっても、ちゃんと心を立て直せると。


青い瞳に宿る光を見て、シルヴェスターは優しく目を細めた。


「怖かったら言えばいい。私が慰めるから、一人で抱え込む必要はない」


「はい、頼らせていただきますわ」


あぁ、好きだな、とふいに実感する。


この人が好き。


胸の中で淡い光が躍って、耳が熱くなる。


（大好き）


声には出さなかったけれど思いは伝わったようで、白磁のようなシルヴェスターの目元にも熱が灯った。


熱情とはまた違う、自分を優しく包み込む慈しみを感じる。


──この瞬間が永遠に続けばいい。


本気でそう思いはじめたところで、こほん、とシルヴェスターは居住まいを正した。


「いつまでもこうしていたいが話を進めよう。工作の実行犯は捕まえられた。しかし毒をあおられて、証言は得られなかった」


毒、という単語に、娼婦時代の記憶が蘇る。


同僚を助けられなかった悲しい思い出が。


「その方は亡くなったのですか？」


「しばらく息はあったようだが、何が解毒剤になるのか医師にもわからなくてな」


もしかして、と考えが過るが、安易に言い出せる内容ではない。


（彼女が飲んだのと同じ毒なら、解毒剤はわかるけれど……）


なぜ知っているのか問われたら、答えられなかった。


そもそも実行犯がバーリ王国の者だとは限らない。


「だがアジトはわかった。……外してくれ」


後半は待機している侍女や護衛騎士に向けられたものだ。


万が一にも、これ以上は聞かせられないらしい。


婚約前の男女が二人きりになるのは褒められたことではない。


しかし条件付きで短い時間なら許された。そのあたりを心得ているヘレンが薄くドアを開けておく。


全員の退室を確認してから、シルヴェスターは口を開いた。


「そこで見つかったのが、ラウルの署名入りの指示書だ」


「えっ……？　えぇ!?」


突然出てきた名前に、理解が追いつかない。


工作員がバーリ王国の人間なら、解毒剤が同じである可能性は高いけれど。


「ありえませんわ！」


後生大事に指示書を持っているなんて意味がわからない。


工作活動に詳しくないクラウディアでさえ、証拠を残す危険性は理解できる。


何より。


「ラウル様はそんなことしません！」


彼が争いを好まない性格なのを知っている。


たとえバーリ国王の命令だったとしても、他の手段を探るはずだ。


下手をすれば戦争になりかねない指示書に署名するなど、絶対に考えられなかった。


思わず激高したクラウディアの熱を、シルヴェスターの視線が冷ます。


「なぜ言い切れる？　と尋ねたいところだが、あいつの性格を考えればディアの気持ちもわかる」


「……すみません、取り乱しました」


「構わない。私が慰めると言っただろう？　お茶会は成功したと聞いている。特にディアが開催したお茶会は大成功だったと。名前を呼ぶほど親交があれば、あいつの性格は容易に掴めるだろう」


言葉ではクラウディアに寄り添いつつも、シルヴェスターの声には棘があった。


理由は明白だ。


シルヴェスターも自覚しているようで、長い息を吐き出す。


「いつもの嫉妬だ。話の腰を折るつもりはないから気にするな」


「気にします。わたくしが愛しているのはシルだけなのですから」


「うむ……あとでまた言ってもらおう。この話には続きがある」


あと、とは。


不穏なものを感じながらも、話の続きが気になった。


クラウディアの促す視線を受けて、シルヴェスターが頷く。


「証拠とされる指示書は、ねつ造された可能性が高い」


「偽物ということですか」


「工作の指示書など、本来なら目を通した時点で燃やすものだ。最初から怪しいものでしかなかったが……これで誰が得をすると思う？」


ラウルが命じたという偽の証拠。


反転して、それは彼の潔白を示すものになる。


「このことが公になれば、バーリ王国の王弟派は、ラウル様を陥れるためのねつ造だと声高に叫ぶでしょうね」


「そしてより一層、バーリ国王は民意を失う。あまりに都合が良すぎると思わないか」


──ラウルにとって。


大体において、事件の犯人は一番得をする者だ。


無実と思いきや、一周回ってやっぱり裏には彼がいるのだろうか。


頭が混乱してきて、クラウディアはこめかみを押さえた。


「結局のところ、ラウル様が画策したことだとシルはお考えですか？」


「ラウルというより王弟派を疑っている。彼らには時間がない。まぁ、焦っているのは王太子派も一緒のようだが」


「どういうことです？　バーリ国王が国民から反感を買い、王太子派が焦る理由はわかりますが……」


王弟派に時間がないとは？


ラウルが国外に追いやられているとはいえ、国民は同情的だ。


「このままラウルが諸国周遊を続け、年月が経てばどうなる？　人の義憤は長続きしないものだ」


人の噂も七十五日。


どれだけ衝撃的な知らせも、月日と共に薄れていく。


「ましてやバーリ国王の治世は安定している。変わらず穏やかな日常が続くなら、いくら血族意識の高いバーリ国民でも、同じ熱量を保ってはいられない」


「バーリ国王への反感は鎮静化し、ラウル様を擁護する声も小さくなると……」


「そうだ。想定以上に反感を持たれることになったものの、バーリ国王としては長期戦になればなるほど有利になる。逆に王弟派は、国民の篤い支持がある間にことを決せねば、あとはじり貧だろう」


「でもラウル様は」


「ことを決するつもりがない。だから余計、手段を選んでいられないのだろう。巻き込まれるこちらとしては甚だ迷惑な話だが」


口調は一定であるけれど、シルヴェスターの圧が増す。


幾分低くなった声音は、クラウディアを萎縮させるのに十分だった。


「……すまない、君を怖がらせるつもりはなかった」


「気になさらないで。国民が被害を負うところだったのですから、シルが怒って当然です」


クラウディアとしても許せる話ではない。


なぜ、関係のない人々が巻き込まれなくてはならないのか。


ラウルの意向を無視する王弟派の動きも理解できなかった。


（自分たちの利益追求しか頭にないのかしら）


天井を仰ぐ。


（どうしてこうなってしまったの？）


シルヴェスターの話を聞く限りだと、王弟派の手綱はラウルの手から離れてしまっている。


身の内にある負の感情を認めず、王位を継ぐ者として尽くしてきた結果がこれなのかと思うと、やるせなかった。


天井から視線を戻す。


シルヴェスターは、クラウディアが話の内容を消化するまで待ってくれていた。


「ねつ造された証拠はどう扱われるご予定ですか？」


「まだ審議中だ。公表した場合、我が国はラウル及び王弟派の支持に回ることになるからな」


「中立という立場では……？　あっ」


訊ねている間に答えが出た。


第三者として中立の立場をとったところで、ハーランド王国には何のうまみもない。


公表することで王弟派に貸しを作り、王位を継いだラウルに貸しを返してもらうほうが利になる。


クラウディアが答えに行き着いたことを察し、シルヴェスターは首肯する。


「何も見つからなかったと証拠を握りつぶせば、現状維持といったところだ」


日和見するか否か。


「私としては巻き込んだ対価を支払わせたい」


握りつぶす前に、王太子派に証拠を買い取らせる手もあるという。


王弟派、王太子派のどちらに対価を求めるのか、今も王城で会議が続けられていた。


「ラウルの人徳か、思いの外、王弟派の旗色も悪くないのが悩ましいところだ」


バーリ王国へ潜ましている諜報員の情報だと、ハーランド王国の人間が想像している以上に、国民のバーリ国王への反感は強いという。


王城へは毎日のように抗議が寄せられ、現場担当者は疲弊しているとか。


「バーリ国王は人の感情より合理性を優先させる。今回も非難に焦っているのは王太子派の貴族だけで、国王自身は気にしていないだろう」


問題が長期化すれば王太子派が有利だ。


国民の義憤が一過性のものである以上、動じないのもわかるけれど。


ハーランド王国が即決できない程度に情勢が読めないのは、バーリ国王にとっても由々しき事態ではないだろうか。


それこそハーランド王国がラウルを支持し、証拠を公表すれば王位を脅かされかねない。


「国王のあり方として間違っているわけではない。だが国民感情を過小評価し過ぎるのは、バーリ国王の欠点だろうな」


シルヴェスターの話が一段落したところで、侍女たちを部屋に戻す。


「次はディアの話を聞かせてくれ」


「わたくしもシルに相談したいことがあるの。それとは別に、気になることも耳にしたわ」


先日、ブライアンから聞いた話だ。


彼は化粧水と一緒に、情報も持ってきてくれた。


本人はただ目に付いたことをクラウディアに報告しただけだが。


「どうやらバーリ王国の行商人に、貴族が同行しているらしいのです。わざわざ変装までして」


「貴族という身分を隠して、我が国にやって来ているのか。変装はどうやって見抜いた？」


「靴です。行商をしているわりには、やたら靴が綺麗で目に付いたのだとか」


商会の仕事を手伝いながらも貴族であるブライアンには、その靴の状態に見覚えがあった。


「お帰りになる前に、我が家の執事とお兄様の靴を見比べてみてください。シワの深さや傷の違いが見て取れるはずです」


長距離を歩いたり屈んだり、動き回る者の靴にはどうしても深いシワや傷ができてしまう。


一方、優雅な所作を求められる貴族は、靴のシワが浅くなる傾向にあった。


「なるほど。王城でも情報を掴んでいるか確認しておこう」


その貴族には隠れて入国する理由があるのだ。


今の情勢を鑑みれば無視はできない。


「私に相談したいこととは？」


シルヴェスターに促され、お茶会で引っかかっていたことを打ち明ける。


クラウディアの話を聞き終えたシルヴェスターは、思案げに視線を横へ流した。


「ふむ、レステーア嬢か」


「やはり彼女の動向が気になります」


王弟派に時間がないと聞けば尚更だ。


ラウルとの時間を持たせようとするのも。


誘いを受けたときのレステーアを振り返れば、急いでいるがゆえの行動だと思えなくもない。


（でもラウル様と話す機会は必要だわ）


尋ねたいことがあった。


問題は、公の場では訊けない内容であることだ。


（果たして今のわたくしに聞き出せるかわからないけれど……）


好意を向けられているといっても、娼婦時代とは共に過ごした時間に大きな差がある。


だとしてもこのまま何もしないで静観するのは耐えられない。


なぜラウルは臣籍降下することになったのか。


その一端を掴めれば、ハーランド王国の判断材料にもなるはずだ。


「シル、わたくし悪い女になるわ」


シルヴェスターが視察に赴いてから、ずっと考えていたことがあった。


──悪の定義について。


領民に暴動を起こさせる工作には衝撃を受けた。


けれどハーランド王国とて、諜報活動はおこなっている。


自国を守るためなら、同様の工作だってするかもしれない。


綺麗事だけで国は守れないのだ。


異母妹を頭に浮かべる。


クラウディアにとって、フェルミナは悪だった。


フェルミナにとっては、クラウディアが悪だった。


国家間では、それが顕著になる。


どちら側の視点かで、正義と悪は簡単に入れ替わった。


明確に犯罪は悪だと謳うことはできる。


でも情状酌量の余地があったら？


二元論で語れるほど、世の中は簡単じゃない。


（完璧な淑女であることもそう。わたくしにとっての正義は、誰かの悪になり得る）


正義と悪が表裏一体というのなら、自分は自分のやり方で。


フェルミナとは違う、完璧な悪女を目指す。


「完璧な淑女はやめるのか？」


「いいえ、ハーランド王国の淑女であることに変わりはないわ」


「待て、何を考えている？」


クラウディアを窺う黄金の瞳に、微笑みを返す。


「ラウル様と二人で話す機会を設けてください」


「ならぬ！　ディア、それは許せない」


シルヴェスターの激高した様子は、毛を逆立てた猫のようだった。


黄金の瞳が赤みを帯びたように感じられる。


気迫に押さえ込まれそうになるものの、クラウディアも負けじと向き合う。


「密室で二人っきりになりたいわけではありません。第三者に聞かれない場で話がしたいのです」


「ダメだ」


「シル、わたくしなら聞き出せることがあるかもしれません」


「ダメだ、ディアが動く必要はない」


シルヴェスターが頭を振り、揺れる銀髪が光を散らす。


眩しい感情の発露に、クラウディアは少しだけ目を細めた。


「話をするだけです。接触はしません」


「だとしてもだ。君でなければならない理由があるのかっ」


「ラウル様は女性が苦手です」


「何……？」


さすがのシルヴェスターもこれは勘付いていなかったらしい。


驚きで、張り詰めていた怒気が薄れる。


秘密を勝手にバラしたことを、クラウディアは心の中で謝った。


（ごめんなさい、酷い友人よね）


ラウルからの好意だけを理由にした場合、クラウディア似の女性を仕向けられる可能性があった。


そうなれば、どちらにとっても無益どころか、ラウルにとっては有害だ。


「ですからハニートラップは効果がありません。けれどわたくしなら大丈夫そうですの」


「ディア、頼むからこれ以上、私の心を乱さないでくれ」


クラウディアがラウルから好意を抱かれていると察したのだろう。


シルヴェスターの顔が歪む。


「君は魅力的だ。例外的にあいつが君を思っても不思議ではない。それを知ったところで、私が二人で話すことを許すと思うのか？」


「わたくしにしかできないことよ。シルが反対する理由を聞かせて」


「ディアを愛している。私以外の男と過ごさせたくない」


「本当にそれだけ？」


嫉妬だけが理由とは思えなかった。


情報の有用性はシルヴェスターが一番理解しているはずだ。


「……君を、政治に巻き込みたくない」


道具として使いたくない。


それがシルヴェスターの本音だった。


「王太子妃になれば、そんなこと言っていられないわ」


「なったとしてもだ。私はバーリ国王ではない！」


絞り出された声を聞いて、気付いたときには席を離れていた。


シルヴェスターの頭を胸に抱く。


撫でれば、絹のように滑らかな銀髪が指の間を通り抜けた。


気遣いが嬉しかった。


大切にされているのを実感し、同じ気持ちが募っていく。


「知っているわ、わたくしの愛しい人。これはわたくしのわがままよ。あなたの役に立ちたいの」


シルヴェスターの、国の役に立ちたい。


クラウディアにはハーランド王国の国民である自負があった。


「これでも公爵令嬢ですもの。政治の道具になる覚悟はあるわ」


政略結婚然り。


貴族令嬢には常にそれが付きまとう。


令嬢が社交界の華であろうとするのも、家にとって政治的な利点があるからだ。


シルヴェスターもそれはわかっている。


この件は、本来令嬢が担う役割から外れるため反対されているのだ。


それでも。


「単に話をするだけよ。わたくしを信じて」


ハーランド王国の完璧な淑女は、バーリ王国にとって完璧な悪女になる。


クラウディアの決意は固かった。


「……君には負けるな」


シルヴェスターは降参と共に、クラウディアの腰を引き寄せた。


横抱きの形で膝に乗せられてクラウディアは焦る。


「シル!?　重いわよ」


「重くない。ディア、愛していると言ってくれ」


またあとで、と言われていた文言だろうか。


顔を上げれば、黄金の瞳を彩る睫毛が艶を帯びていた。


そこへ前髪がかかる様は耽美的で、しばし見惚れる。


（美しい人）


陶器のように滑らかな肌は作りものめいて見えるけれど、シルヴェスターにはちゃんと血が通っている。


だからこそもっと近付きたいと思う。


（でも今はダメ）


自分を律する。


己の正義を貫いてこそ、誰かの悪になれるのだ。


クラウディアにとっての正義は、淑女であり続けることだった。


（膝の上に座りながら言っても、説得力なんてないけれど）


クラウディアは服越しに伝わる体温に身を預け、言葉に気持ちを込める。


「わたくしはシルだけを愛しているわ」


「もう一度」


「わたくしはシルだけを愛してる」


もう一度、と繰り返されるたび要望に応えた。


おかげで何度かは噛みそうになった。


「私も愛しているよ、ディア」


口付けが頭に落とされる。


そして髪を伝って頬へ。


唇に到達するのは手で制した。


「いいではないか、悪い女になるのだろう？」


「バーリ王国にとってです」


「私にも少しぐらい悪くなっていいのではないか？」


ちらりとシルヴェスターの視線が、クラウディアの胸へ落ちる。


先ほど抱き締められた感触が忘れられないらしい。


（早まったかしら）


視線を受けて、今日はデコルテが見える装いだったのを思いだす。


谷間は見えないけれど、これだけ近寄れば素肌を意識せずにはいられないだろう。


「そう女性の胸を見るものではありませんわ」


「不躾に見ていたなら謝ろう。……ヴァージルを同行させる。あいつならラウルにも物怖じしないだろうからな」


急な話題転換だったが、クラウディアは即座に頷いた。


「はい、わがままを聞いてくださって、ありがとうございます！」


「といっても私の一存で決めていい話ではない。危険はないから父上は反対されないだろうが、君の家族までは説得しないぞ？」


「う……はい、もちろんですわ」


一番の難所は越えられたが、同じくらいの難所があることを失念していた。


（お兄様も許してくれるわよね？）


大丈夫だと信じたい。


ただヘレンと説得するための作戦は練ろうと思った。


とりあえず第一関門は突破したのだから一段落だ。


胸を撫で下ろしたところでシルヴェスターに背中の髪を梳かれ、そちらへ視線が動く。


「できれば直接、ラウル様のお考えを聞きたいのです」


現状から察せられることも多い。


けれど心の中は本人にしかわからないものだ。


「うむ、ラウルが何を考えているのか、知りたい気持ちは私にもある」


悪い男ではないしな、とシルヴェスターは溜息をつく。


「相手がディアでなければ応援してやったものを」


「あら、想像以上に気心が知れた仲なのですか？」


「今は国外へ追い出したい」


「落ち着いてくださいませ」


これはいけない。手段がバーリ国王と同じになっている。


話題を変えようとして、レステーアが頭に浮かんだ。


元々ラウルと話させたがっていたのは彼女だ。思惑は違うとしても。


「レステーア様からのお誘いはどうしましょう？」


「女子寮でおこなわれるお茶会か……なぜこちら側の招待客が一人に絞られるのか気になるところだが、あそこなら大丈夫だろう」


先にこちらがラウルと話す機会を設ければ、また出方が変わってくるかもしれない。


レステーアについては、あえて泳がして様子を見ることになった。


「そろそろ下ろしてくださるかしら」


「まだいいだろう？」


「足が痺れてしまいますわよ」


「正当な対価だ」


「もう……」


下心を隠そうともしないシルヴェスターに笑みが漏れる。


（嫌ではないから始末に負えないわね）


離れがたいのはクラウディアも一緒だけれど、淑女であるためにあと少しだけにしようと決めたときだった。


ヘレンが叫ぶ。


「あっ、キャンディ！　ダメっ！」


今まで大人しくしていた子猫が急に活発化した。


シルヴェスターが来るまではクラウディアと遊んでいたので、疲れていたのかもしれない。


ヘレンの手から逃れた子猫は、一目散にクラウディアへと駆ける。


空いた椅子へ跳び、さらにテーブルの上へ。


そこからクラウディアの胸元に着地するまで一瞬のことだった。


しかし足場となった胸は、上手く子猫を支えきれず──。


「きゃっ!?」


ずり落ちそうになった子猫は爪を立てて必死にしがみつく。


幸か不幸か、子猫の体重はまだ軽く、落下は免れた。


ただその結果、胸の生地を思い切りずり下げることとなる。


谷間がほとんど露出し、クラウディアは咄嗟に片手でシルヴェスターの目を覆った。


「見ないで！」


（こんなの、何てことないはずなのに）


頬に熱が走った。


シルヴェスターの目があるだけで顔が火照る。


美しい黄金の瞳に、自分の胸が映っているのかと思うと平常心を保てない。


「いや、私より他を気にするべきだろう!?」


「背を向ければ他の方からは見えませんから！」


言いながら、空いてる手で子猫を抱きかかえる。







    
  
  




もふもふとした手触りに癒され、少しずつ冷静さが戻ってきた。


「あぁ、ダメだわ。生地が伸びてしまったわね」


胸元を正しても、谷間が覗いてしまう。


「申し訳ありません……！」


泣きそうな表情で頭を下げるヘレンに子猫を返し、待機していた侍女にストールを持ってきてもらうよう頼む。


寮へ戻さず、子猫を部屋に留めていたのはクラウディアの判断だ。


気にしないようヘレンへ言葉を重ねる。


「驚いたけれど、肌は引っ掻かれていないし大丈夫よ」


最近、脚力が増しているとも聞いていた。


今回のことは子猫に魅了された自分の落ち度だ。


「そろそろ私の視界も解放してくれないか？」


「ストールが届くまでお待ちください」


話している間にもストールを手にした侍女が視界に映る。


ちゃんと色合いや生地の種類を合わせてくれていることに有能さを感じた。


「もう大丈夫ですわ」


「とても惜しい時間を過ごした気がする……」


未練がましく注がれる視線に、クラウディアは苦笑するしかない。


「子猫には罰として、毎日魚を食べさせよう」


「シル、見ましたわね？」


すぐに視界を遮ったものの、後手だったのは否めない。


シルヴェスターは穏やかな笑みでとぼける。


「何のことだ。私は罰を定めただけだぞ」


後日、王城から一級品の魚が届けられたことで、クラウディアは確信した。







王太子殿下は回顧する


「ラウル、ラウルか……」


トントンと一定のリズムで机を叩く。


指を丸めて関節で小突けば、静かな室内に小気味良い音が響いた。


「気に食わん」


ふとすれば、眉間にシワが寄ってしまいそうだった。


どうしてこれほどイラつくのか。


ラウルがクラウディアへ思いを寄せているからか。


（違う。ディアが恋慕の情を抱かれるのは、今にはじまったことではない）


恋心どころか、クラウディアに欲情する男は掃いて捨てるほどいる。


いかに自分が狭量でも、一々気にしていたらキリがない。


ならばクラウディアがラウルに同情的だからか。


（違う。ハーランド王国でも大半の人間が同情的だ）


バーリ王国のように血縁に重きを置く背景がなくとも。


ラウルが人好きのする男であることは、ハーランド王国の社交界でも知れ渡っている。


軟派なようでいて、女性に対し軽薄でないところも評価が高かった。


（まさか苦手だったとは）


見抜けなかった。


クラウディアに負けず劣らず、人の機微には聡いほうだと自負していたのに。


（私もまだまだ、ということか）


目を閉じ、椅子の背もたれに身を預ける。


浮かんできたのは懐かしい光景だった。






『よろしいですか殿下、バーリ王国は現在、我が国と友好的ですが、仮想敵国であることもお忘れなく』


『わかっている』


『決して心の内を気取られてはいけません』


『わかっている』


『王城のように、走り回ってもいけませんぞ』


『くどいっ、私とて場は弁えている！』


先日、トリスタンとヴァージルの三人で走り回っていたことを持ち出されて、教育係を睨ねめ付ける。


王城とはいっても、場所は王族の生活空間だった。


注意されるいわれはない。


『反抗的な態度も見せてはなりません』


『わかった、わかった』


『おざなりな態度もです』


『……』


どうにかして教育係の口を閉じられないか考える。


目的地に着く頃には、無反応が正解に思えてきた。


『穏やかな笑みをお忘れなく』


しかし終ぞ、教育係の口を閉じることはできなかった。


教育係にとっては仕事の成果が出るときだ。口うるさくなるのもわかる。


わかるが、辟易せずにはいられない。


──王家直轄領の港町ブレナーク。


今回のバーリ王国との会合場所だ。


王都にはない潮風を感じたところで、気分を持ち直す。


王城以外で他国の王族と会するのは、シルヴェスターにとってはじめてだった。


しかもバーリ王国には、十歳になる同い年の王位後継者がいるという。


負けられないという気概があった。


『よし、シルヴェスター、あの木まで競争だ！』


『は？』


ラウルは、シルヴェスターの想定をことごとく裏切った。


初対面での挨拶では満面の笑みを向けられ、宿泊する屋敷の庭では追いかけっこを求められる。


走り回ることは教育係に禁じられているのに、だ。


でもそれを理由に負けるのは癪だった。


『おっ、見かけによらず速いな！　木登りはどうだ？』


『木までって言っただろう!?』


目標手前でギリギリ追いつくも、あろうことかラウルは頭上を目指しはじめる。


『なんだ、ハーランド王国の王子は木に登れないのか？』


『っ……！』


木登りの経験はなかったものの、ラウルの登り方を真似て体を動かす。


背後では侍女が悲鳴を上げているが、気にしていられない。


（次は……あれ、届かない？）


発育の良いラウルに比べると、シルヴェスターの手足は短かった。


もう少しでラウルが立つ太い枝に着くのに。


窮していると、視界に褐色の手が現れる。


『ほら、早くこっちへ来いよ』


『競争じゃなかったのか』


『それは木まで。木登りは……楽しいから？』


勝手な奴、と思いながらもラウルの手を借りて、シルヴェスターは登り切った。


『良い眺めだろ？』


眼下では、大慌てでクッションや藁の束が用意されている。


視線を上げれば、夕暮れに染まる空が一望できた。遠くに水平線も見える。


潮風に優しく髪を撫でられた。


隣で座るラウルの髪も綿毛のようにそよぐ。


『これでオレたちは友達だな！』


『無理だろう』


友好的であっても仮想敵国なのは、お互い様だった。


何でだよ、と頬を膨らませるラウルに、シルヴェスターは声を出して笑う。


このあと絶対怒られることを一時忘れて。


感情を表に出すのは、これが最後だと心に決めて。


次の日には表情を取り繕うようになったシルヴェスターに、ラウルはつまらないと嘆いたが、ハーランド王国にはハーランド王国なりの処世術がある。


シルヴェスターはそれをよく理解していた。






以後も顔を合わせる機会に恵まれ、ラウルはいつも人好きする陽気な笑顔を見せた。


この情勢下で再会したときでさえ。


「あいつは変わらないな」


トントンと一定のリズムで机を叩く。


「そして仮想敵国なのも変わらない」


目を開けたときには、専属の影が姿を見せていた。


決まったリズムで机を叩くのは、彼らへの呼びかけだ。


「女性の影を用意してくれ。父上から了承は得ている」


「かしこまりました」


クラウディアが動くにあたり、シルヴェスターもいくつかの権限を得た。


曰く、手に入れた偽造証拠についてはお前が答えを出せ、と。


グラスターでの演説と同じく、王位継承者としての力量を測るための課題にされたのだ。


同時に、一緒に木登りをした仲だろう？　とも言われたが。


（父上なりに配慮してくださったのだろうな）


国益に私情は挟めない。


だからといって心をなくした政策が正解とも限らない。


ならば何が最善なのか。


影を見送ったあと、シルヴェスターは考えるために再び目を閉じた。







悪役令嬢は画策する


ラウルと話すことをシルヴェスターに認められたものの、クラウディアには次の難所が待っていた。


シルヴェスターの帰宅を見送ったあと、ヴァージルの部屋を訪ねる。


流石に子猫は連れていけず、使用人寮に返された。


ヴァージルは最初こそ眉根を寄せたものの、シルヴェスターに比べると早い段階で頷いてくれた。


まるで示し合わせたかのように、同じフレーズを聞かされたけれど。


「ディーには敵わないな」


「お兄様も、わたくしが政治に関わることに反対ですか？」


「反対じゃないさ、俺たちは貴族だからな。女性でも間接的に関わることになるだろう。ディー、俺は心配しているんだ」


そっと頭を撫でられる。


見上げるヴァージルのつり目からは角が取れ、慈愛に満ちた目差しがあった。


「婚約者に内定したからといって、無理をする必要はないんだぞ」


「無理はしていません。それに話をするだけですわ」


「情報を聞き出すんだろう？　立派な諜報行為だ。後ろめたさが負担になっていないか？」


ないとは言い切れない。


けれどシルヴェスターも、ヴァージルも少し過保護な気がした。


（二人とも、わたくしの娼婦時代を知らないものね）


娼婦は体でお金を稼ぐ。


日々精神が摩耗していた頃を思えば、この程度の負担は微々たるものだ。


そう思うのに、頭を撫でる優しい手に胸が熱くなる。


心配してくれるのが嬉しかった。


（みんなが幸せになれる方法があればいいのに）


誰も傷つかず、悲しまないような。


願いとは裏腹に、現実が甘くないことは身に染みて知っていた。


だからこそ最小限の傷で済むようにしたい。


（わたくしの手は小さいわ）


掴めるもののなんと少ないことか。


（でもわたくしには、手を握り返してくれる相手がいる）


頼れる人がいる。


目を閉じれば、色んな人の顔が浮かんだ。


そして目を開ければ、自分と同じ青い瞳とかち合う。


「大丈夫ですわ。わたくしにはお兄様がいますから」


一人ではないことが、何よりも心強かった。






シルヴェスターが設けてくれた場は、長期休暇中の学園だった。


表向きはリンジー公爵家が、学園の案内を王城から仰せつかったことになっている。


クラウディアがお茶会で成功を収めたのもあり、接待役として他からも異論は出なかった。


ラウルだけではなく留学する令息令嬢も一緒なので、休暇中にもかかわらず学園のエントランスはそこそこの賑わいを見せている。


中には、もちろんレステーアの姿もあった。


バーリ王国の一団を学園のエントランスで出迎えるのは、クラウディアとヴァージルだ。


「オウラー、ようこそおいでくださいました」


格式張った場ではないので気軽な挨拶を選択する。


バーリ王国側からも口々に「オウラー」が返ってきて、クラウディアの顔も自然と綻んだ。


この短い挨拶だけで仲良くなったように感じられるのだから不思議だ。


相手も同じなのか、ラウルが満面の笑みを見せる。


「オウラー、同じ制服姿でもクラウディアは大輪のバラのようだな。実は花の精霊なんだろ？　きみだけの花園へ、オレを誘ってくれないか？」


「お褒めにあずかり光栄ですわ。ラウル様もとても良くお似合いでしてよ」


少しでも学園の雰囲気を味わってもらおうと、今日はお互い制服姿だった。


顔を合わせるなり甘い声が届けられるが、動じてはいられない。


基本的にラウルは分け隔てなく女性を褒めた。


（だからお兄様もお気になさらないで……！）


隣に立つヴァージルから妹を口説くな、と冷気が漂う。クラウディアだから気付ける程度のものだったが。


しかしそれもラウルの次の言葉で霧散した。


「リンジー公爵令息と並び立つ姿は、絵に残したいくらいだ。二人を結ぶ強い絆きずなが、一対の宝石のように輝いて見える」


「有り難きお言葉を頂戴し、恐悦至極に存じます」


「そう畏まってくれなくていい。学園では身分を超えた交流が推奨されているんだろう？」


「自分は卒業した身です」


「オレが後輩になることに変わりはない。堅苦しいのは苦手なんだ。リンジー公爵令息もラウルと名前で呼んでくれ」


「では俺のこともヴァージルと。後悔しても知りませんよ？　俺のお小言はうるさいそうですから」


（トリスタン様の意見かしら）


赤毛の同級生が頭に浮かぶ。


王都へ帰ってから、ルイーゼと連絡は取っているのか気になるところだ。


幾分対応が砕けたヴァージルに、ラウルは宝物を見つけたように笑った。きらきらと瞳が輝いている。


（この笑顔にみんな絆ほだされるのよね）


特に男性へは素であるから質が悪い。


女性相手とは違い、身構える必要がないからだろう。


シルヴェスターは穏やかな表情を保つが、ラウルは感じたままに表情をころころ変えた。


もちろん作為的なときもあるけれど、ラウルは裏表のない人間だ。


「お小言については、ぼくからもお願いします。ラウルにはいくら言っても足りないので」


レステーアが軽く頭を下げ、青い髪をさらりと靡かせる。


男性用の制服が似合い過ぎていて貴公子にしか見えない。


「心得ました」


「そこは忖度そんたくしてくれないか？」


軽口の応酬に、早くも和気藹々わきあいあいとした空気に包まれる。


学園の案内をはじめれば、引率するヴァージルが堂に入っていた。


「さすがは元生徒会長だな。今期はシルヴェスターが務めるのか？」


「はい、本来は三年生が務める予定だったのですけど」


昨年の終わりに生徒会長を決める投票がおこなわれていた。


しかし急遽ラウルの留学が決まったことで、人事は覆された。


「あぁ、オレのせいか」


「当人は諸手を挙げて喜んだそうですわ。いくら学園内だけとはいえ、王族二人の上に立つ自信はなかったようです」


気にせずシルヴェスターを使えるのは、ヴァージルくらいだろう。


「確かにアイツを従えるのは骨が折れそうだな」


打ち合わせ通り、ヴァージルの引率で令息令嬢たちの一団が先行していく。


クラウディアはゆったりとした歩調を保ち、一団と間隔を空けていった。


ラウルの側を離れなかったレステーアも、クラウディアが目配せすると先頭集団に合流する。


先にラウルと話すよう提案してきた手前、彼女が断れないのはわかっていた。


ほどなくしてクラウディアは、ラウルとの空間を確保する。


後方には護衛騎士が随行しているものの、話している内容まではわからない距離だ。


（注意すべきはシルが付けてくれた影ね。口元を晒さなければ大丈夫かしら）


危険がないとわかりつつも、王家からは一人影が派遣されていた。


隠密、諜報を得意とする彼らは、口の動きから発言を読むことができる。


クラウディアには、シルヴェスターにも見せられないカードがあった。


言わずもがな、娼婦時代に仕入れた情報だ。


（ルーとお揃いの扇があって良かったわ）


プレゼントされてから、クラウディアも頻繁に扇を手にするようになっていた。


今なら扇で口元を隠しても、特別変には思われないだろう。


ちらりと隣を歩くラウルを窺う。


歩調を合わせてくれている彼も、クラウディアが意図的に他と距離を取っているのはわかっているはずだ。


（もう少し詰められるわね）


腕を伸ばしきってラウルに辛うじて届くかどうか。


隣で会話するには遠い気がした。


「右手に見える……あっ、ごめんなさい」


案内するフリで一気に距離を縮める。


ぶつかりそうになったところで体を引き、さらに半歩分だけ離れた。


甘え上手な令嬢なら、そのまま抱きとめてもらう場面だ。


「まだ離れたほうがいいかしら？」


「い、いや、クラウディアなら大丈夫だ。気を使わせて悪いな」


ダークブラウンの瞳が僅かに揺れる。


彷徨う視線に嫌悪ではなく照れを読みとって、クラウディアは微笑みを返した。


「苦手なものは、どうしようもありませんもの」


ラウルは媚びる女性が嫌いだ。


好意を抱かれていると知りつつも、それに甘えてはいけない。


（物理的にも、精神的にも押しては引くのが肝心）


ほど良く揺れ動き、相手が食いつくのを待つ。


貴族令息が狩猟を嗜むことからもわかるように、男性には狩猟本能があると娼館では習う。


だから揺れるもの、動くものに目を奪われるのだと。


加えて黒いものが動くと注意を引きやすかった。


潜伏する兵士は、それを理由に黒い装備を避けるほどだ。


（クセのある黒髪に生んでくれた両親には感謝しないとね）


そっと黒髪を耳にかけ、艶のある毛先を揺らす。


ハーフアップにした髪を、長いリボンで留めているのも計算の内だった。


ラウルと目が合えば、はにかんでみせる。


（わざとらしくならないよう、あくまで控えめに）


クラウディアの娼館仕込みの心理戦は、まだはじまったばかりだ。


（もっとやりにくいかと思ったのだけど）


そわそわとした空気が隣から漂ってきて、人知れずクラウディアの中で張り詰めていたものが和らぐ。


（ずっとシルの相手をしてきたからかしら）


シルヴェスターに比べ、ラウルの反応はうんとわかりやすい。


しかも初々しかった。


横目でクラウディアを窺ったかと思うと、見ているのを気取られたくないのか、すぐに視線を逸らす。


（わたくしまで照れてしまいそうだわ）


クラウディアの知るラウルは大人だった。


体面を保つことに慣れ、人付き合いにはそつがない。


照れると視線を泳がせるクセは健在だけれど、ここまであからさまではなかった。


（これも若さゆえかしらね）


外見は大人と大差ないが、心にはまだ幼さが残っている。


シルヴェスターですら、色恋沙汰ではたまに間違えることを考えれば頷けた。


自分から行動を起こせないでいるラウルのため、互いに知る人物の話題を振る。


単に興味もあった。


「ラウル様から見たシルヴェスター様の印象は、どういうものですの？」


「印象か……はじめて会ったときは彫像のようなヤツだと思ったな。いつかあの仮面を外してやりたい」


「仮面ですか」


言いたいことはわかる。


だが穏やかな笑みが紳士的だと評判のシルヴェスターに対して、あまり聞かない表現だ。


「表情の振れ幅が一定だろ？　オレからすれば、仮面をつけているように見えて気になるんだよ」


「なるほど、言われてみれば常に穏やかであらせられますものね」


今でこそクラウディアも、シルヴェスターも互いに心情を隠していないが、はじめは化かし合いだった。


驚く顔が見てみたいです、と続ければ、いたずら好きな笑顔が返ってくる。


「いつか二人で驚かせよう」


「ふふっ、ええ、ぜひ」


それは楽しそうだ。


どんなことなら驚かせられるだろうかと、つい考えてしまう。


（いけない、案内を忘れそうだわ）


クラウディアにとっては表向きの理由でしかないものの、本日のメインである。


中庭が見える廊下に差し掛かったのもあり、憩いの場を紹介しようと顔を上げた瞬間。


一陣の風に、髪を乱された。


どこか窓が開いていたらしい。


長い黒髪が宙を舞い、クラウディアの視界を遮る。


震える寒さに冬を実感していると、ラウルの手が見えた。


乱れた髪を整えようとしてくれたのか。


爪の長さまで視認でき、触れられる、と思った。


「ラウル様、いけませんわ」


咄嗟に扇を眼前で構える。動けた自分を褒めたい。


ラウルは閉じた扇面に指先が触れると、見るからにハッと表情を変えた。


「悪い、考えなしに行動するところだった」


「お気を付けくださいませ」


つんっとすましながら、手早く髪を整える。


そして居住まいを正すと、いつかのルイーゼを思い描きながら、ビッと扇の先をラウルへ向けた。


「立場をお忘れなきようお願いします」


「あぁ、軽率だった……」


ラウルも反省しているようで、しょげる姿が哀れみを誘う。


何も本気で怒ったわけではなかった。


想像以上の落ち込みように、申し訳なさを募らせながら扇を動かす。


「時折、身分が煩わしく感じられますわね」


自分が平民だったら、ここまで厳しく言う必要はない。


ひっそりと呟き、今しがたラウルを拒んだ扇面で彼の手の甲を撫でる。


そして直接は触れられない寂しさをのせて、扇を指先にまで優しく滑らせた。


（果たして通用するかしら？）


クラウディアは、シルヴェスターのように会話の中で相手の隙をつけない。


だから手管で好感度を上げ、本音を引き出す必要があった。


わざと怒ってみせ、寂しさを覗かせたのはそのためだ。


決まって客は、素直になれないクラウディアに好感を抱いた。気が強く見える容姿も相まって、ギャップを感じてくれるのだ。


ラウルが離れようとする扇を力強く握ったことで、クラウディアは答えを得る。


「キミは……っ」


ダークブラウンの瞳に炎が宿っていた。


瞳の奥で燃え上がる感情の名前まではわからない。


確かなのは、先ほどまでの初々しさが微塵も感じられないこと。


引こうとする扇が、びくともしないこと。


そこには逆行してからは見ていない、ラウルの大人びた顔があった。


「ラウル様……」


名前を呼んで見つめ返すと、ラウルの目元が切なげに歪む。


次には固く閉じられ、長い息が吐かれた。


「何でもない。今のは忘れてくれ」


葛藤し、絞り出された声に、ラウルの思いの丈を知る。


（わたくし、本気で愛されているのね）


思いを抱かれていても、どれほどかはわからなかった。


（まさか娼婦時代と変わらないなんて）


誰が想像できただろう。


一緒に過ごした時間は少ないというのに。


（もしかして前もそうだったの？）


気付いていなかっただけで、早々に好意を寄せてくれていたのだろうか。


今ではもう確認のしようがないけれど。


悪女を目指すなら、喜ぶべきだ。


しかし去来した切なさに、青い瞳は揺れた。


（……偽善もいいところだわ）


消極的になりそうな心を叱咤する。


決めたのだ。


自分なりのやり方で、完璧な悪女を目指すのだと。


それに。


（ラウル様はアプローチする気がないわ）


出合い頭の挨拶は、テンプレートのようなものだ。


他の人と比べ、気さくさはある。


けれど一線を越えようとはしてこない。


忘れてくれ、と言われたのがその証拠だ。


（現状を受け入れておられるのね）


クラウディアが、シルヴェスターの婚約者として最有力であること。


バーリ国王に、ラウルの婚姻が認められていないこと。


ラウルの心が決まっているなら、口も堅いだろう。


そう簡単に都合良くはいかない。


（だからって受け身でいるのは嫌）


先頭集団にいるレステーアをちらりと盗み見る。


彼女の思い通りになるのだけは避けたかった。


ふう、と軽く息を吐き、頭をクリアにする。


予想以上にラウルの熱量が高くて驚いたものの、ここは話──できれば考え──を聞くために設けられた場だ。


（娼館の手管は好感度を上げて、相手の心に寄り添うためのものよ）


初心にかえる。


逆行した当初はヴァージルにもよく使っていた。


（決して相手を弄ぶものではないわ）


そこを間違えたら、レステーアが言っていた通りになってしまう。


弄ばれるのが好きな相手なら別だけれど。


「ままなりませんわね、お互いに」


何がとは言及しない。


言葉の裏に隠した真意は、ラウルの想像に任せた。


好きに解釈してくれたらいい。


既にラウルの手から、扇は解放されている。


クラウディアは笑顔を見せて、案内を再開した。


「でも今の身分がなければ、ラウル様とお会いすることも叶いませんでしたわね」


そして会話の糸口を探す。


レステーアのことをどう考えているのかも知りたかった。


「そうだな、身分がなければ出会えなかった……」


ふと、ラウルの視線が遠くへ動く。


彼が見ていたのは、レステーアだった。


（これがシルの言っていた……？）


ラウルは、小さな子どもを見守る親のような表情をしていた。


愛情に満ちたというよりは、目が離せなくて困っている空気を感じる。


ざわり、と胸の内で生まれるものがあった。


（彼女のことを訊くなら今かしら）


しかし口を開いたのは、ラウルのほうが早かった。


「レステーアに、オレと話すよう言われたんだよな？」


だからこうして場を設けてくれたんだろ、とラウルは表情を崩す。


ダークブラウンの瞳に、ビターな苦みを宿して。


答えを待たず、ラウルは続ける。


「アイツの話は聞くな。信用するな。関わらないほうが身のためだ」


まるでステップを踏むように軽やかに告げられた。


なんなら屈託のない笑みまで浮かべて。


周囲の人間に、会話の内容を気取らせないためだろう。


クラウディアも合わせて笑顔を作るけれど、予想していなかった警告に、胸の内では大いに驚いていた。


（わたくしから話を振るつもりだったのに）


まさかラウルのほうから水を向けられるとは。


レステーアについては、クラウディアもシルヴェスターも警戒している。


何より彼女は王弟派の代表格だ。


「君にとって害になる」


「彼女がわたくしに何かすると？」


「アイツは、ときに手段を選ばないんだ」


（王弟派の手綱が自分の手から離れていると、ラウル様も気付いているの……？）


知っているのだろうか、港町ブレナークで工作があったことを。


報告を受けて当然の立場ではある。


ラウルが指示した可能性もゼロではない。


けれど逆に手綱を握っているなら、甘んじて状況を受け入れたり、クラウディアへ警告したりはしないはずだ。


この先、ラウルならどう動くかを考える。


責任感の強い彼なら、と。


（もしかして、これを理由に臣籍降下するつもり？）


ありえない話ではない。


王弟派の暴走が止められないところまできているなら。


改めて手綱を握り、バーリ国王と対立するよりも、ラウルなら身を削る。


（彼は争いを好まないもの）


ラウルの権力を削ぎたいバーリ国王は、喜んで提案を呑むだろう。


欲しかった情報の一端を掴もうと、クラウディアは考えを巡らせる。


そこへラウルは、突拍子もない問いを投げかけてきた。


「クラウディア、暴走した馬車があったとする。先は分かれ道で、片方には一人、もう片方には五人いる。自分の力で馬車をどちらかへ誘導できるとしたら、キミは暴走した馬車をどちらへ誘導する？」


混乱させるためだろうか。


しかしラウルは、クラウディアの考えが臣籍降下にまで及んでいると知らない。


ラウルの思考を理解するため、即座にクラウディアは頭を切り替えた。


質問は、聞き覚えのある論題だった。


人を助けるための犠牲は許されるか。


答えのある問題ではない。


以前、クラウディアがこの問題を出されたときも、議論し考えることが目的だった。


でも残酷なことに、現実には選択しなければならない場面がある。


（病を患ったわたくしは、進んで孤立を選んだけれど）


母親もそうしたように。


薬もなく、回復が見込めない疫病患者は、隔離して感染を防ぐしか対応策がない。


歴史の中では、封鎖され、焼き払われた村もあった。


非人道的だが、被害が最小限で済んだのも事実だ。


ときとして為政者は、人命がかかった決断に迫られる。


そこで出すべき答えは決まっていた。


「心苦しいですが、一人の犠牲で済むほうへ誘導します」


人を助けるための犠牲は必要だと、より犠牲が少ないほうを選ぶ。


クラウディアの答えに、ラウルは頷いた。


「兄上はそれを戸惑われない」


後継者問題を除けば、バーリ王国は安定している。


ラウルは兄の治世を評価しているようだった。


「決断が早いおかげで、被害も最小限で済む。オレには真似できないことだ」


王の器ではないんだ、と言外に告げられた気がした。


（違う）


反射的に、ラウルの言い分を否定していた。


彼にとって幼い頃から見てきた兄の背中が、何よりも大きいのだろうけれど。


クラウディアの頭に、先日のシルヴェスターの姿が浮かぶ。


バーリ国王ではないと、自分を慮ってくれた彼。


嬉しかった。


愛されているのだと実感できた。


果たして、このときのシルヴェスターの行動は、間違いだったのだろうか。


（絶対に、そうは思わないわ）


結果的に同じ答えだったとしても。


シルヴェスターへの心証は大きく変わる。


それはバーリ国王の周囲でも言えることではないだろうか。


だから王弟派が生まれたのではないだろうか。


暴走した馬車の問題のように、為政者は人を数字で見るよう求められる場面がある。


けれど決して、人は数字ではないのだ。


「ラウル様、わたくしには人の世に正解があるとは思えませんの」


気付いたら、そう口にしていた。


ラウルの視線を感じながら、言葉を続ける。


「バーリ国王の合理性は見習うところも多いでしょう。為政者として指針にすべき答えもあります」


でも、もし助けた五人が敵に回ったら？


五人を助けることで側近たちに反感を抱かれ、謀反を起こされたら？


可能性はゼロではなく、仮定はいくらでも作れる。


合理性は問題の一面しか解決せず、指針はあくまで指針に過ぎない。


「後世の歴史家がするように、人口の増減など条件を定めて、合否を出すことはできるでしょう。けれど今を生きる人たちの思いを、誰が決められるというのです？」


人口が増えたからといって、国民が幸せだとは限らない。


国益を重んじた結果、反感を抱かれることだってある。


「だからこそ、わたくしたちは、悩みながらも最善を模索するのではなくて？」


万能な王など存在しない。


神様だって、きまぐれなぐらいだ。


目の前で下された答えだけを見て、それが正解だと思わないでほしかった。


バーリ国王はバーリ国王なりの、ラウルはラウルなりの答えを出せるのだから。


「でもオレが間違えたことは確かだ」


何を、と尋ねたい気持ちをぐっと堪える。


今必要なのは追及ではないと、勘が囁いていた。


「ならば、正さねばなりませんわね」


「正す？　責任を取るんじゃなくて？」


問いかけに、いつか聞いた言葉を反芻する。


無意識の内にクラウディアは、ラウルへ微笑んでいた。


「人間は、誰しも愚かなのだそうです」


逆行してから、ずっと間違いを犯すことが怖かった。


けれど、それは挽回できるものだと教えられた。


「大切なのは愚かだと気付き、正せること。出した答えには責任が伴いますから、責任を取る必要もあるでしょう」


ただし責任だけ取れば済む話なのか。


間違いを放置することが賢明といえるのか。


ダークブラウンの瞳を見上げる。


「ラウル様には、正せる力がおありだわ」


彼の人となりを知っている。


若くなった分、違うところもあるけれど、根本は変わらない。


「クラウディアに言われると、そう思えてくるから不思議だな」


「事実ですもの。それとも諦めてしまわれますか？」


正すことを。


ラウルが何を間違えたのかはわからない。


わかるのは、彼にとって責任を取るほど大きな問題であること。


正すといっても、簡単ではないはずだ。


誰でもないクラウディア自身が模索していた。


正解がない、人の世で。


誰かの正義は、誰かの悪になる世界で。


（嫌になってしまうわ）


ときには自分の中で、何が正しいのかさえわからなくなり嫌気が差す。


完璧な悪女を目指すことは、そんな中で得た指標の一つだ。


それは己の正義を貫くことと同義だった。


（だからわたくしは、諦めない）


残酷な現実があるからこそ。


抗うのだ。


少しでも、この世界が好きだと言えるように。


愛する人たちを守れるように。


「……諦めたくないな」


ぼそりと呟かれた言葉に、一瞬、気持ちが伝播したのかと思った。


ラウルの真摯な目差しに射貫かれる。


──鳥肌が立った。


（やっぱりラウル様は）


王位に足る人だ。


一陣の風をもたらした窓はもう閉じられたはずなのに、新たな風を感じる。


ラウルから放たれる息吹に、クラウディアは気圧された。


どこか覚えのある感覚は、決して不快なものじゃない。


同じ制服でも、着る人の人格によって印象が変わることを再認識する。


「ありがとう、目の前が開けた気がするよ」


「わたくしは持論を申したまでですわ。それも人から教わったことです」


「そうなのか？　でもオレに教えてくれたのはクラウディアだ。だからキミにお礼を言うよ」


爽やかな笑顔を送られ、はたと気付く。


（わたくし、墓穴を掘ってないかしら？）


臣籍降下について、探るつもりだった。


ラウルが権力を手放すなら、ハーランド王国が手に入れた証拠は、王太子派へ売るほうが国益になるだろうから。


（でも今のでラウル様が考え直したら？　ラウル様が責任を取るほどの問題って、どう考えても工作のことよね？）


話の流れで、王弟派の暴走をラウルも知っていると考えたところだ。


彼なら責任を取るだろうと。


（自分でわからなくしてどうするのよ!?）


臣籍降下しないとも限らないけれど。


決断が不透明になったのは確かだった。


頭を抱えたくなりつつも、ラウルの晴れ晴れとした顔を見ると、これでいいかとも思う。


伝えた言葉に嘘はない。


ありのままをシルヴェスターへ報告すれば、彼なりに判断してくれるだろう。


（呆れられたら、そのとき改めて反省しましょう）


なんとなく、君らしい、と笑われる気がする。


それに学園を案内する時間は限られていた。


無為に過ごしてはいられない。


（感謝されているなら、話も訊きやすいわよね）


レステーアについて警告を受けた際、気になったことを訊いてみる。


今なら彼女の話題に戻っても、不自然ではないはずだ。


「そういえば、彼女は自由なのですか？」


いっそラウルがレステーアを軟禁でもすれば、クラウディアに警告する必要はなくなる。


クラウディアの視線を受けて、ラウルは頬をかいた。


「情けないことに、一羽だけ鳥かごに入れたところで意味がなさそうなんだ。風切り羽を切れればいいんだけどな」


「なるほど。頭の良い鳥ですものね」


頷いて話を合わせる。


捕まえるには決定的な証拠が足りていない、ということだろう。


（確固たる罪状がなければ、一緒にいる令息令嬢たちも納得しないでしょうから）


そしてそれはシルヴェスターやクラウディアにも言えた。


レステーアを怪しいと思いつつも、泳がせているのはそのためだ。


特にハーランド王国側からすれば、不確かな内容で他国貴族を罪には問えない。


工作の証拠は、あくまで工作があった事実を示すものでしかないのだ。


（ラウル様と協力できないのが、もどかしいところね）


クラウディアが協力を申し出るだけで、政治的判断があったとみなされる。


周囲からも、ラウル本人からも。


ラウルを監視している者たちは、すぐに上へ報告するだろう。


あくまでクラウディアができるのは、ハーランド王国の貴族として、バーリ王国の王弟を接待することだけだ。


（でもラウル様も、レステーア様に焦点をあてているわ）


それだけの理由が、彼女にあるのだ。


（……どうして、こんなに胸騒ぎがするのかしら）


実はラウルがレステーアへ向ける目差しを見てから、ずっと胸がざわついていた。


理性的であろうとすればするほど、心の隅で焦燥が募る。


──ラウルの目差しには憎悪がなかった。


異母妹のおかげで、そういった視線には敏感になっている。


ラウルは本当に困っているだけなのだ。


だったら。


（前はどうして話してくれなかったの？）


ずっと一緒にいた彼女のことを。


手に負えない子どものように思っている相手のことを。


娼婦時代、レステーアが話題に上がらなかったのは、彼女のせいで臣籍降下したからだと考えていた。


話題にしたくないほど、憎むか、嫌っていたのだと。


けれど目の前の彼から、そんな感情は感じられない。


（これからだというの？）


レステーアを憎む何か。


嫌う何かが、起こるのだろうか。


不安にかられ、クラウディアは扇で口元を隠す。


「先ほどのお礼に、一つお訊ねしてもよろしいかしら？」


唐突だと思われてもいい。


どうしても今、訊いておかなければならない気がした。


「何だろう？　キミからの質問なら、いつでも大歓迎だ」


小声でも聞こえるよう、さりげなくラウルへ近付く。


手で校舎を示し、周りからは案内をしているように見せかけた。


扇の内側で、唇を動かす。


それは賭けでもあった。


「──────？」


唯一、クラウディアの声を聞いたラウルは目を見張る。


驚くダークブラウンの瞳には、悲しげな青い瞳が映り込んでいた。


結果としてクラウディアは──賭けに勝った。







王弟殿下は事実を受け入れる


「愚かなことを……！」


誰もいなくなった部屋で壁を殴る。


王太子派がラウルを陥れようと画策していたのは知っていた。


日増しに国民の反感が強くなっていることも。


「よりによってハーランド王国を巻き込むとはっ」


工作に説得力を持たせる──罪を重くする──ためだろうが。


国王である兄の策でないことは、すぐにわかった。


物心ついた頃から、兄は政治の師でもあったから。


クセを僅かに感じさせる柔らかい髪に、ダークブラウンの瞳。


褐色の肌に、魅惑的だと評判の桃花眼は兄弟の象徴ともいえた。


同じ父と母から生まれた、一回りも年の離れた兄弟。


血筋を重んじるあまり同系統の血が濃くなったせいか、バーリ王家では年を重ねるごとに子どもが出来にくくなっていた。


それもあってラウルの誕生は尊ばれた。


既に兄が頭角を現していたこともあり、当時は政敵になりえなかったのも大きい。


周囲から愛情を注がれる中、兄だけはラウルに厳しかった。






『時間を無駄にするな』


語りかけられる声は、いつだって抑揚がない。


幼いラウルが執務室を訪ねても、書類から視線を外されることすらなかった。


それでもラウルの教育を怠らず、執務の片手間であっても、忙しい両親に代わって傍にいてくれたのは兄だった。


伸ばした髪を掻き上げる姿が印象的で、幼心に憧れた。


（兄上はかっこよい）


自分よりうんと大人な姿が眩しかった。


見える表情が険しくても、目を合わせられなくても。


周囲が兄の態度にはらはらしていても。


嫌われていないと確信を持てたのは、拒絶されないからだった。


『兄上はお仕事ばかりでしんどくならないんですか？』


『感情などノイズに過ぎん。捨てよ』


『捨てるって、どうやって……』


『理論的に考えれば、自ずと必要ないことは理解できよう』


問いかければ、必ず答えられる。


触れれば身を硬くされるが、触れた手を振り払われたことはなかった。


確かに厳しい人ではある。


怒鳴られるわけではないが、冷たい瞳を向けられると背筋が伸びた。


ラウルにとっては誰よりも認められたい相手だ。


合理性を重んじる考え方は、身に沁みて知っていた。






「どうして、兄上の考えに従わない!?」


長期戦になればなるほど、王太子派が有利なのはわかりきっているだろうに。


どんな熱意も、高い熱量を保ち続けるのは難しい。


国王に対する不満は残るかもしれないが、王太子が大きくなり次代を感じられれば、誰も問題視しなくなる。


期待するからだ、次に。


目に見えれば尚更だろう。


王弟派が、その最たる例だった。


彼らは次代のラウルに期待し、裏切られたから怒っているのだ。


ラウルへ権力を与えようとしない国王に。


権力を得ようとしないラウルに。


だからレステーアは行動に出た。


「どうして、オレの考えに従ってくれない……っ」


わかっている、不満だからだ。


王弟派の代表格であるレステーアは、デガーニ侯爵家は、ずっとラウルが国王になるべきだと訴えている。


けれどラウルは、首を横に振っていた。


業を煮やして当然だ。今回の愚行も、ラウルに決断させるためだろう。


「気付いていたのに……」


そうだ、本当は気付いていた。


自分を切り捨てた兄が、何も変わっていないことにも。


今まで自分の進言を聞いてくれていたから、勘違いしていたのだ。


身内として、兄弟として、意見を聞いてくれていると。


繋がる血が尊ばれていると。


なんてことはない、単に兄にとって益になる意見だっただけだ。


最初から、邪魔になった道具を、いつまでも手元に置いておく人じゃない。


嫌われているかいないかなんて関係ないのだ。感情は、兄にとって捨てるべきものなのだから。


（さすがに自分の子は違うよな？）


やっと生まれた実子だ。


ラウルにとっては、可愛い甥っ子だった。


愛してほしいと思う。愛してやってくれと願う。


自分のように、政治の道具にはしないでくれと。


「ただ願いたいだけなのに、どうして邪魔をする！」


王位を争う必要がどこにある。


簒奪する必要がどこにある。


兄が情に厚くないことは、誰よりも知っている。


王弟が切り捨てられるぐらいだ、上級貴族も他人事じゃない。


王弟派を声高に表明している者ほど、危機感を募らせているだろう。


「でも肝心なことを理解していない」


実の弟を切り捨てられるぐらいだ。


兄は邪魔者を容赦しない。


その半面、有益な者は派閥に関係なく登用した。


王太子派の感情など、益が勝れば無視する。そういう人なのだ。


「いや、理解している者もいるか」


ラウルに同行した令息令嬢の家々は、みんな実績がある。


辺境伯など、おいそれと頭をすげ替えられるものじゃない。


逃げ道を確保している者たちだけが、ラウルの傍に集まっていた。


だからラウルも、突っぱねられるのだ。


お前たちの打算に付き合ってやる義理はないと。


「レステーアだけ、毛色が違うのは何でだ」


彼女だけ、体を張っているように感じる。


王太子派が画策していると、情報を持ってきたのは彼女だった。


そのときに監視を付けておくべきだったのだが。


「まさか相手の画策を逆手に取るとは」


レステーアがやったという証拠はない。


王弟派の息がかかった工作員が動いたこと。


船に同乗していた形跡があること。


港町ブレナークで不審な動きがあったあとには、シルヴェスターが演説をおこなったこと。


今しがた寄せられた断片的な情報を基に、ラウルが推察しただけだ。


レステーアなら、ラウルになすりつけられるはずの罪を、相手に突き返すぐらいやりかねないと。


それに彼女だけ明らかに動きが怪しかった。


ハーランド王国へ入国した際も、先に一人王都へ出発していた。


「だけどレステーアも、オレに疑われるとわかっているはずだ」


疑われれば、動きにくくなるだろうに。


証拠を掴ませないところは、さすがと言えても。


「もうあとはないぞ」


ハーランド王国を巻き込んだのはやり過ぎだ。


ラウルとしても看過できない。


この件で、烈火の如く怒るシルヴェスターが容易に想像できた。


自国を、それも王家直轄領を荒らされたのだ。


（これで完全に敵視されただろうな）


元から仮想敵国だとは言われていたけれど。


一緒に笑った時間に、嘘はなかった。


「オレも年貢の納めどきか」


ここまでレステーアが動くと予想できなかった。


派閥の手綱さえ、握れていなかった。


こんな自分に、人の上に立つ資格などない。


「結局は兄上の思い通りだな」


問題は、どうやってレステーアの罪を証明するか。


調査をおこなったハーランド王国が、何か掴んでいる可能性はある。


果たしてシルヴェスターが、すんなり教えてくれるだろうか。


「どう考えても無理だろ」


何かを得るためには対価が必要だ。


王位継承権を放棄するために情報を寄越せといって、誰が頷くというのか。


むしろハーランド王国は、ラウルが王太子と王位を争うことを望んでいるだろうに。


「バカ正直に話す必要はないと言ってもなぁ」


不義理を働いたあとが怖い。


「穏やかに笑ったまま、オレが一番嫌がることをしてくるに決まってる」


自分だけで済めばいいが、絶対にそうはならないだろう。


なぜなら国民に害が及ぶことが、最もラウルが忌避したいことだからだ。


罪のない人間を傷つけはしないとしても、国益を損なえば、結果的に損をするのは国民だ。


「八方塞がりじゃないか？」


目の前が真っ暗になりそうだった。


そんなとき、ハーランド王国から、学園を案内する旨の連絡が届いた。






「リンジー公爵家のご兄妹が案内人なんて、ついてますね」


綺麗に笑う側近を、ラウルは胡乱げに見返す。


レステーアは男子用の制服も違和感なく着こなしていた。


貴公子然としているのが、何だか腹立たしい。


睨んでも動じた素振りがないから余計に。


（これ以上、クラウディアには近付けさせられないな）


他国で大がかりなことはできないと思っていたが、レステーアはやってのけた。


情報が後手に回っていることを鑑みれば、ラウルよりレステーアの考えを重んじる人間もいそうだ。


彼らにとっては、そのほうが利権への近道なのだろう。


（純粋にオレを推すヤツらもいるから、無下にできないんだよな）


むしろ王弟派には、そういった者のほうが多い。


彼らは彼らなりにラウルを守ろうとしてくれているのだ。


ラウルの意に反していても。


（兄上のように判断できれば、悩まずに済むんだろうか）


考えが違うという理由だけでは、簡単に切り捨てられなかった。


レステーアのことも、一緒に責任を取るつもりでいる。


彼女も家の利権のためだけに動いているとは到底思えなかった。


それでもクラウディアに警告しようと決意したのは、レステーアが自分から離れて先頭集団へ向かうのを見たからだ。


何かしらの意図がありそうだった。


（わざと設けられた場か）


いい加減、夢を見るのはよそう。


ハーランド王国にとって、自分への接待は情報を得る場でしかない。


レステーアが引いたのは、相手がクラウディアだったからだろう。


（事前にクラウディアへ何か言っていたな）


余計なことはするなと釘を刺したが、意味はなかったらしい。


レステーアは、クラウディアを気に入っている。


ラウルとくっつけたがっているのは、リンジー公爵家の協力が欲しいからだけではないだろう。


味方にしたいのだ。レステーア自身の。


（オレのことをからかう前に、自分の気持ちを悟ったらどうだ？）


そう思いながらも、クラウディアの青い瞳と目が合うなり視線が泳ぐ。


はにかむ姿を見せられれば、抱き締めたい衝動に駆られた。


そのたびにシルヴェスターの顔を浮かべて、気持ちを萎えさせる。


もしくは母親の裸体を想像した。


（うぐっ、これはこれで精神的にくる……）


煩悩を捨てるためとはいえ苦行だった。


それでもクラウディアと一緒にいられるのが嬉しくて。


レステーアの思惑や、政治が絡んでいるとわかっていても、体は熱を持った。


クラウディアの何気ない仕草から目を離せない。


（夢を見るんじゃない）


自分の事情に、彼女を巻き込むわけにはいかないのだから。


美しすぎる彼女のことは、幻想とでも思おう。


そう考えていたのが災いしたのか。


──一陣の風に、クラウディアが連れ去られてしまう気がした。


今にも霞となって消えてしまいそうで。


どこか手の届かないところへ行ってしまいそうな、強い不安に駆られる。


「ラウル様、いけませんわ」


扇に阻まれて、はじめて自分の行動を自覚した。


慌てて謝る。


（バカか、オレは）


クラウディアは実在する人間だ。


ハーランド王国の王太子、シルヴェスターの婚約者候補でもある。


そして何より、うら若き乙女だ。


いくら自分が友好国の王族でも、男である以上、妄みだりに淑女へ触れることは許されない。


いや、王族だからこそ、不用意な行動に気を付けねばならなかった。


（立場を忘れるなっ）


ラウルを監視する目だってある。


巻き込まないと決めたからには、心を殺せ。


自分に負の感情はいらない。


恋心も、いらない。


政治の邪魔になるものは、全て捨てろ。


それがバーリ国王である兄の教えだった。


（兄上は、実践しておられる）


兄にできて、弟の自分ができないことはない。


そう言い聞かせるものの、上手くいかないのが常だった。


特に他人が絡むことは。


だからいつも別の方法がないかラウルは奔走してきた。


（けどクラウディアのことは、オレの心の問題だ）


負の感情と同様に、自分で決着をつけられる。


（大丈夫、今までだってそうしてきた）


クラウディアの注意に耳を傾けながら、心に蓋をする。


しかし誰でもない彼女が、それを邪魔した。


扇の硬い感触が手の甲を滑る。


クラウディアに触れられていると錯覚しそうになり、カッと頭に血が上った。


「キミは……っ」


（どうして忘れさせてくれない！）


放っておいてほしかった。


考えなしの行動に呆れて、幻滅してほしかった。


冷ややかな目を向けられれば、身の内で燃え上がる炎も鎮火しただろうに。


向けられる青い瞳は気遣わしげで。


扇が掴まれたことを怒りもしない。


（優しくしてくれるな……っ）


なんて自分勝手な考えだ。


残っていた理性が、ぐつぐつと煮えたぎる熱情に冷や水を浴びせる。


焼け石に水ではあったものの、深呼吸するきっかけにはなった。


長く息を吐き、扇を解放する。


クラウディアと繋がりを持ったままでは、到底気持ちを抑えられそうになかった。


まだ熱は引かない。


それでも理性が、頭の中を占めていく。


「けれど今の身分がなければ、ラウル様とお会いすることも叶いませんでしたわね」


「そうだな、身分がなければ出会えなかった……」


地位が低ければ、公爵令嬢であるクラウディアとは目すら合わせられない。


王位継承権の放棄は、臣籍降下を意味する。


クラウディアが王太子妃にもなれば、たとえラウルが上級貴族に落ち着けても、会うのは難しくなるだろう。


（これが一番良いのかもしれない）


レステーアと共に責任を取るのが。


自然と視線がそちらへ向く。


身分差ができれば、クラウディアが手の届かない存在になれば、さすがに諦められるだろう。


今しがた煽られた熱情も、忘れられるはずだ。


それに望みをかけて、クラウディアに警告する。


自分がレステーアを完全に抑えるまでは近付かないでほしいと。


クラウディアが目を丸くするのを見て、笑いが漏れた。


（こういう表情もするんだな）


驚いた顔が可愛くて──切なくなる。


（どうして、こんなにも惹かれるのか）


気付きたくなかった。


生まれた気持ちに、名前を付けたくなかった。


けれど、もう、無視はできない。


（クラウディアが好きだ）


好きだ、どうしようもなく。


自覚したところで、気持ちに名前を付けたところで、何もできない。


諦めるしかないのに。


（クラウディアが好きだ）


気持ちが募っていくのを止められない。


（好きだ）


愛している。


衝動的に気持ちを叫びたくなって、話題を変えた。


唐突な質問でも、クラウディアは嫌な顔一つせず答えてくれる。


顎に白魚のような指を添えて考える姿から目を離せない。


（だめだ、好きだ。だめなのに、好きだ）


そして思考は、バカになる一方だった。


話を振ってから、内容のつまらなさに気付く。


（何が暴走する馬車だ！　学園のこととか、もっと話題はあっただろう!?）


バカにもほどがある。


論題など、女性に好まれないと知っていたのに。


答えるクラウディアも、心の中では呆れているに違いない。


（どうしてオレはこう……）


自分の不甲斐なさを痛感していたからだろうか。


取り繕うこともできず、口から出る言葉は悲観的なものになる。


「オレには真似できないことだ」


（違う、女性は自信に溢れる男が好きなんだ）


少なくとも、今まで会ってきた女性はそうだった。


なぜ、真逆のことをしてしまっているのか。


それもよりによって好きな人に。


頭ではわかっているはずなのに、行動が伴わず視線が下がる。


視界に前髪が落ちると苦笑が浮かんだ。


（だからオレはダメなんだ）


感情に流されてしまうから。


兄のように、論理的に判断を下せれば悩むこともない。


こうしてクラウディアにも弱気な姿を見せずに済んだ。


（笑おう）


顔を上げて茶化せば、まだ間に合う。


普段とは真逆の、傷心気味の王子を演じてみただけだ。


（だってオレには）


負の感情なんてないのだから。


「ラウル様」


笑顔でクラウディアを見る。


イタズラに成功した子どもの顔で。


「わたくしには人の世に正解があるとは思えませんの」


そう思っていたのに。


（オレは、今、どんな表情をしている？）


視線を上げた先で、目を焼かれたように感じた。


朝、カーテンを開けたら太陽を直視してしまったような。


真摯に自分を見上げる青い瞳が、眩しい。


咄嗟に言われていることを理解できなかった。


ただ眩しくて。


焼かれた目を癒やそうと涙が膜を張る。


働かない頭では、クラウディアが言う可能性についても事実を述べるしかなかった。


「でもオレが間違えたことは確かだ」


「ならば、正さねばなりませんわね」


「正す？　責任を取るんじゃなくて？」


疑問に対する答えは、微笑みで告げられた。


迷える羊に道を示すような神秘さが漂う笑みに、ここがどこかわからなくなる。


自分の足で立てているのかすら自信が持てない。


「ラウル様には、正せる力がおありだわ」


（キミは、どうして……）


欲しい言葉をくれるのか。


クラウディアの一言一句が体に染み渡る。


熱が血流にのって全身を巡り、鼓動を高鳴らせた。


握る拳に血管が浮かぶ。


（認められた気になるのは、何でだ）


ずっと兄に比べて至らないと思っていた。


時には愚かだと言われても、感情のままに動いた。


それが正しかったのかは今でもわからない。


不安があった。


どれだけ無視しても、心の底では常に負の感情が湧いていた。


求められる責任への不安。


選択を間違わないかの不安。


平和主義を口実に逃げても、それが正しいことなのかと不安があとから追ってくる。


実の兄に敵視される不安。


国を出て、見知らぬ土地で暮らす不安。


自分ですら認められなかった全てが、クラウディアの言葉で終息する。


「クラウディアに言われると、そう思えてくるから不思議だな」


これが充足感というものなのか。


ぽっかりと開いていた穴が塞がるような、心が温かい光で満たされるような。


「事実ですもの。それとも諦めてしまわれますか？」


投げかけられた問いに、目が瞬く。


瞬き一つにつき一枚、眼前の光景が切り取られていった。


正しくはクラウディアの表情が。


一枚一枚、ラウルの中で大切に保管されていく。


（なしえるのか、オレに）


疑問が浮かぶ。


けれど、いつもなら湧き出てくる不安がなかった。


少なくともクラウディアは信じてくれている。


（オレに力があると）


ならば答えは出ていた。


たとえどれだけ困難な道であろうとも。


「……諦めたくないな」


（キミを、諦めたくない）


視野が広がるのを感じた。


今までは窓の真ん中、僅かな幅しかカーテンを開けられていなかった。


それだけじゃない。


（オレはもっと自由に動けるんだ）


窓を開け、外に飛び出すことだってできる。


日の光を全身で浴びられる。


（そうだ、自由でいいんだ）


特に心は。


何を考えてもいい。


誰を思ってもいい。


罰せられるいわれはない。


「ありがとう、目の前が開けた気がするよ」


「わたくしは持論を申したまでですわ。それも人から教わったことです」


「そうなのか？　でもオレに教えてくれたのはクラウディアだ。だからキミにお礼を言うよ」


愛するキミに。


問題は山積みで、今後も隣で歩ける保証はないけれど。


少しでも長く一緒にいられたらと思う。


（願うだけじゃダメだ。行動を起こさないと）


まだ終わっていない。


これで終わりじゃない。


（終わりにさせない）


夜がきて、朝を迎えれば、また新しい一日がはじまる。


（可能性を潰すな。消極的になるな！）


道がないならつくれ。


切り開け！


前を歩く先頭集団を見る。


利権を得ようとする者、兄の治世を疑う者。


様々な思惑が交差する中で、一貫しているのは。


（みんなオレの力を信じてくれている）


無力な王弟なら、誰も仰がなかった。


こうして他国にまで同行しない。


（オレは今まで何を見ていたんだろうな）


とっくに認められていたのに。


クラウディアに言われるまで、表面的なものにとらわれて気付けなかった。


利権がなんだ。力になってくれるなら、正当な対価だろう。


（レステーアに笑われそうだ）


あの綺麗な顔で。


思い浮かべるとイラッとするが、今は思考を巡らせることに重点を置く。


港町ブレナークでの画策は、褒められたことじゃない。


それでもレステーアなりに、ラウルの利を追求した結果であるはずだった。


（使える手は全て使え）


狡猾になれ、と自分に言い聞かせる。


手持ちのカードを広げたところで、鈴音のような声が耳にとまった。


「先ほどのお礼に、一つお尋ねしてもよろしいかしら？」


「何だろう？　キミからの質問なら、いつでも大歓迎だ」


今までの会話からも、クラウディアが政治に通じていることがわかる。


論題に至っては、令嬢の履修科目にないだろう。


レステーアについての質問も、ラウルの警告を気にしているだけとは思えなかった。


自身を鑑みても、公爵令嬢という地位には情報が集まるはずだ。


彼女の考えが知りたい。


そう思い、促した内容は。


「──────？」


ラウルの意表を突くのに十分だった。







悪役令嬢はおめかしする


クリノリンというスカート用の下着がある。


ドーム型にスカートの形を維持するための骨組みで、正直、下着というと違和感があった。


姿見で装着を確認すれば無骨さが目立つ。


（単体だと建材にしか見えないわね）


今日のクラウディアはスカートにボリュームを出すかわりに、コルセットをつけなかった。


日々の鍛錬でコルセットいらずの体型なのもあるが、クリノリンのおかげでくびれが自然と強調されるからだ。


ただ普段より重さが勝ってしまうため、靴はヒールのないものにしてある。


どうせスカートで隠されて足元はほとんど見えない。


「クラウディア様、本当にお一人で大丈夫ですか？」


「心配しないで、一人といっても護衛騎士は同行するから」


これから向かうのは、レステーア主催のお茶会だ。


そのために着飾っているのだが、同伴の必要がないと言われたヘレンは心配を隠そうとしなかった。


クリノリンをつけると動きが制限されるせいもあるだろう。


ドアの開け閉めなど、より侍女の手が必要になる。


ただ護衛騎士がいれば、代わりに動いてくれた。


「シルとも相談して、相手方へ配慮することにしたのよ」


学園の案内を名目に、ラウルとは話ができた。


けれどレステーアはそれだけでは満足できなかったようで、予定通りお茶会の招待状を送ってきた。


ハーランド王国側からは一人だけが招かれるお茶会だ。


多少の不安はある。


「侍女を連れていかないことで信頼をアピールするの」


本当のところは違うが、わざわざヘレンに言う必要はない。


レステーアの警戒心を緩めたいのも本心だった。


相手に隙が生まれることを願う。


（絶対何か企んでいるでしょうから）


支度を終え、馬車へ向かった先で苦笑が浮かんだ。


いつもなら片開きで済むドアが、両開きになっていたからだ。


それだけクリノリンは場所を取った。


「クラウディア様、お気を付けていってらっしゃいませ」


「ええ、いってくるわ。帰ったらキャンディを触らせてちょうだい」


子猫の名前を出すと、ようやくヘレンの頬が緩む。


「かしこまりました。毛が飛ばないようブラッシングしておきます」


「よろしくお願いするわ」


座席に着き、ドアが閉められるのを待つ。


ヘレンへ手を振ったところで、馬車は動き出した。


「さて、レステーア様は何をする気かしら？」


独りごち、シルヴェスターと用意した手土産に手を伸ばす。


結局ラウルについて確証は得られなかったけれど、クラウディアが感じたことは全て報告した。


ラウルもレステーアを警戒していること。


責任を感じていること。


クラウディアほどではなくとも、ラウルの人となりを知っているシルヴェスターには、それだけでも役に立ったようだ。


ただ状況は刻一刻と変わっていく。


ラウル自身が諦めたくないと口にしたように。


「ここが勝負所かしら」


異母妹のフェルミナとの一件で学んだことがある。


受け身では、事態は変わらないということだ。


現状維持はできても、それ以上はない。


状況を打開するには行動あるのみだった。


人として堕ちなければ、応援だって得られる。


「あなたはどうなのかしら」


レステーアとフェルミナは違う。


フェルミナはただただ自分のためだけに、自分の正義を貫いた。


レステーアに問えば、国のため、ラウルのためだと答えるだろう。


ならばレステーアとクラウディアなら、何が違うのか。


考えている内に、馬車はお茶会の会場である女子寮に着いた。


女子寮は王都にあった空き家を借りているに過ぎない。


空き家といっても元は貴族が所有していたもので、広さは女子寮として使えるほどだ。


宮殿をイメージさせる公爵家とは違い、木骨造である女子寮は素朴な風合いがあった。


急勾配の赤い屋根から煙突が突き出ているのが特徴的だ。


（高さがあるようでないのね）


窓の配置から二階建てだとわかる。


それでも木枠で飾られた窓や外壁は賑やかな印象があって、賃貸にもかかわらず女子寮の姦しさを表しているようだった。


「ようこそおいでくださいました」


「本日はお招きありがとうございます」


エントランスに立つレステーアは、今日も貴公子然としている。


さらりとした青髪には乱れがなく、オーダーメードされた礼服がスマートさを引き立てていた。


澄んだ碧眼に促され、エスコートを受ける。


スカート幅のせいでレステーアの腕に手をかけられないが、彼女はこういった場合のエスコートも慣れているようだった。


視界の端で護衛騎士が使用人に手土産を渡す。


「侍女はお連れにならなかったんですね」


「ええ、連れてきても壁の一部になるだけでしょうから」


同伴を許されたとはいえ、一緒に席へ着くことはできない。


貴族と平民。身分に関する意識は、バーリ王国も変わらなかった。


「では護衛騎士の方々は、こちらの部屋で待機願います」


クラウディアとは別に、護衛騎士も案内を受ける。


お茶会の会場である部屋の前までくると、使用人が両開きのドアを開けてくれた。


見えた部屋の内装に違和感を覚えた瞬間──レステーアが離れ、背中に衝撃が走る。


「きゃっ!?」


咄嗟にクリノリンを掴んでバランスを保とうとするも、自重に耐えられず骨組みが歪んだ。


結局、前屈みで倒れてしまう。


不幸中の幸いは、歪みつつもクリノリンがクッションになってくれたことだろうか。


辛うじて上半身が支えられ、ケガは免れた。


ヒールのない靴を履いていたのも大きい。


何とか後ろへ振り返ったクラウディアは、愕然とする。


「まさか閉じ込められたの？」


そこにレステーアの姿はなく、代わりに閉じられたドアが沈黙を守っていた。


「レステーア様！」


立ち上がって名前を呼ぶも、反応はない。


倒れるとき、ちらりと見えた室内の衝立に嫌な予感がした。


あの先に何があるのか。


不気味な静寂が、部屋を支配する。


クラウディアが動かなければ衣擦れの音一つしない。


衝立前のテーブルにお茶のセッティングだけは済んでいるのが、どこか滑稽だった。


ケーキスタンドには色とりどりのケーキが並んでいる。


用意された椅子は二脚。


「わたくしと、もう一つはラウル様用かしら？」


ラウルと話してほしいと言われたのがはじまりだった。


けれど二人きりとは聞いていないし、閉じ込められるなんてもってのほかだ。


不格好になるのも厭わずクリノリンを斜めにしてドアノブを回してみたが、手応えはない。


「護衛騎士は期待しないほうが良さそうね」


ここまで大胆なことをするぐらいだ。対策されているだろう。


騒ぎ立てるのを早々に諦め、衝立に近付く。


物音がしないことから、差し迫った危険はないと判断した。


誰かが潜んでいたら、もう姿を見せているはずだ。


一度深呼吸をして、平静を心がける。


「慌ててはダメ。できることも、できなくなるわ」


そしてそっと衝立の向こう側を窺った。


誰もいないと思っていた場所を。


「ラウル様!?」


まず目に飛び込んできたのは大きなベッドだった。


その中央に、褐色の肌を見る。


腰を覆う滑らかなシーツが裸体を象っていることから、服を着ていないのは明白だった。


あまりのことに一歩退き、横たわるラウルから視線を外す。


「正気なの!?」


今すぐレステーアの胸ぐらを掴みたい衝動にかられた。


彼女の意図は疑いようもない。


既成事実をつくるつもりだ。


ここでラウルが目覚めてもクラウディアを襲わないだろうが、長時間二人きりで、それも片方は裸でいた事実さえ広められれば十分だった。


根も葉もない噂と、事実に基づいた醜聞は違う。


第三者の証言がない限り、世論は当人たちの言い分を聞き入れない。


自ずとシルヴェスターの婚約者候補も辞退を迫られ、ラウルは責任を取ろうとするだろう。


たとえ意識のない状態で起こったことでも。


「自分の、主人ともいえる人でしょうにっ」


現状レステーアは、ラウルに雇われているわけではないとしても。


側近として、彼に仕えていた。


「なのに、どうしてこんなこと」


睡眠薬を飲まされたのか、ラウルが目覚める気配はない。


クラウディアに警告していた当人が裏切られた形だが、想定外にもほどがある。


「レステーア様にとっては、これもラウル様のためなの？」


ときには苦言を呈し、諫めるのも仕える者の務めだ。


体を張らなければいけない場面もあるだろう。


果たして、これがそれに当てはまるのか。


クラウディアは固く目を閉じて考える。


「違う。わたくしとレステーア様は違うわ」


そして馬車で考えていた問いに答えを出した。


クラウディアなら、諫めてもシルヴェスターの意思を尊重する。


間違っても、反論できない状態にはしない。


「主人の言葉を奪うなんて……！」


ラウルを何だと思っているのか。


人の心を、何だと思っているのか。


仮にレステーアの思惑通りにことが運んだとして、ラウルが傷つかない保証はどこにある。


「彼を癒やしてほしいと言ってきたのは、誰でもないあなたでしょうに！」


クラウディアを招くための方便でしかなかったのか。


訴えが静寂に飲まれる中、レステーアへの怒りよりも失望が胸を占める。


「人の世に正解はないとしても……わたくしは受け入れられないわ」


これがレステーアの正義というなら。


「わたくしは、わたくしの正義を貫くまでよ」


ラウルを起こさないよう注意しながら、そっと顔を窺う。


思いの外、顔色は悪くなく、どちらかといえば安らかな寝顔だった。


苦痛はなさそうでほっとする。


（娼館でなら頭を撫でていたかしら）


触れられない代わりに、ぎゅっとクリノリンを掴んだ。


もうあの頃とは立場が違う。


（あなたと過ごした時間は楽しかったわ）


娼館での生活は生半可なものではなかった。


辛い経験をした。何より、死に近い場所でもあった。


それでも楽しい時間はあったのだ。


ヘレンとも、ラウルとも笑い合える時間が。


記憶とは違う関係に若干の寂しさは残るものの、未練はない。


今の自分だからこそ、できることがあった。


（わたくしの正義が、あなたの悪でも）


迷いはしない。


クリノリンを解体し、仕込んでいたものを手に取る。


シルヴェスターと用意したレステーアへの手土産のほとんどは、彼女に渡すものではなかった。


既に馬車でズボンも穿いてある。


（ヘレンに隠れて用意するのが、一番骨が折れたわね）


彼女を屋敷に残したのは、巻き込む危険を回避するためだった。


それに何かしら危険があると知られれば、心配させてしまう。


（まぁ危険なんてないのだけど）


最悪の事態を想定し、対策は念入りにおこなわれた。


たとえどこかへ閉じ込められても大丈夫なように。


「まさかレステーア様直伝の胸を潰す方法を、ここで実践するなんてね」


何の皮肉だろうか。


布をキツく巻き、胸を平らにする。


あとは上からハーネスを取り付ければ準備は整った。


タイミング良く、天井板の一つが外される。


顔を覗かせたのは、シルヴェスターが用意した女性の影だった。


──女子寮として貸し出された空き家には、仕掛けがあった。


元は貴族の所有だったが跡継ぎがいなかったため、空き家は国庫に納められた。


国が所有するにあたり厳密な調査がおこなわれたところで、仕掛けの存在は明らかになる。


なんと一階の天井から二階の床の間に、人が忍べる空間があったのだ。


王家は空き家をそのまま利用することを決め、今回、バーリ王国の女子寮として貸し出されるに至った。


だからレステーアからお茶会の誘いがあったとシルヴェスターに伝えたとき、女子寮なら大丈夫だと答えられたのである。


（本当に人が入れるのね）


事前に情報を聞いていたクラウディアさえ半信半疑に陥るぐらい、仕掛けの偽装は完璧だった。


物音一つ立てずに待機する影は、さすがといえる。


一階の天井、もしくは二階の床、どの部屋からも秘密の空間は使えるが、出入り口は広くない。


開けられた天井板も、クラウディアが辛うじて胸を潰せば通れるほどだった。


影が垂らした紐にハーネスの先を結び、上で固定してもらう。


引っ張り上げてもらいながらも、極力音を立てないよう、クラウディアも壁を登った。


木骨造は内装にも用いられ、足をかける場所には困らない。


出入り口が壁側に用意されていることからも、内装は登ることを前提としているようだった。


（元の所有者は諜報活動でもしていたのかしら）


故人に訊ねるわけにもいかず、意図は不明のままだ。


無事に天井裏へ辿り着いたところで、クラウディアは一息つく。


ちなみに脱出が困難な場合は、影が姿を現し護衛を担う段取りだった。


急を要する場合は、シルヴェスターの名の下に騎士が女子寮へなだれ込んでくる。


（それにしても無茶をするわ）


仮に上手くいっても、レステーアはラウルからの信頼を完全に失うだろう。


処罰は免れない。


（自分を切り捨ててまで、リンジー公爵家と繋がる必要があるのかしら？）


ラウルが責任を取ってクラウディアを娶ったところで、公爵家に対し頭が上がらなくなるだけだ。


（……まさかラウル様の臣籍降下を阻止するため？）


クラウディアないし、公爵家の体面を守るため、ラウルは王族であり続けるだろう。


どれだけ難しい立場に立たされても。


ハーランド王国としては、婚約者候補の一人であるクラウディアがラウルと恋仲になろうとも──事実はどうあれ──社交界に衝撃が走る程度だ。


むしろこれを機にラウルへの支持を発表し、王位に就かせようとすらするかもしれない。


ラウルがバーリ国王になれば、クラウディアを通じて実質支配ができるのだから。


（今ですら議会は王弟派に票が集まっているというものね）


ラウルの兄であるバーリ国王への国民感情は、徐々にハーランド王国へも伝播しつつあった。


陸路は山脈で隔たれているものの、海路での貿易は盛んだ。


人の口に戸は立てられない。


議会が答えを出せずにいるのは、ひとえにラウルの心が決まっていないからだった。


（もしラウル様がわたくしとの婚姻を条件に、ハーランド王国の支持を受けると申し出れば、笑っていられないわ）


既成事実がなくとも、クラウディアへ打診がくる可能性を否定しきれない。


シルヴェスターは阻止するだろうし、クラウディアも受け入れないが、公爵令嬢の婚姻には政治が絡むのが普通だ。


あくまで表面的なことだけを考えれば、おかしな話ではなかった。


王弟派がハーランド王国の介入を許してまでラウルの王位を望むなら、レステーアの行動も無茶とは言い切れないかもしれない。


処罰を免れなくとも、自己犠牲を顧みないと王弟派に評価されれば、彼らから援助を受けられる。


（レステーア様の行動にも一理あるなんて）


到底受け入れられるものではないし、現実は違う。


既成事実はつくられず、議会がラウルの気持ちを知るよしもない。


（あなたの思惑通りにはさせないわ）


影に先導され、天井裏を進む。


天井裏の造りを見れば、本来空き家は石造りであることがわかった。


（木構造そのものが見せかけだったのね）


おかげで移動しても梁は軋まない。


ただ高さがないため、ほぼ匍匐の状態で動くしかなかった。


（筋肉痛になりそうだわ）


クラウディアがここまでするのは、ことを荒立てないためだ。


王弟の責任問題ともなれば、喜ぶのはバーリ国王のみだった。折角ハーランド王国が手にしている証拠も価値が下がる。


（ラウル様の問題にするわけにはいかないのよ）


今回のことからもレステーアが主犯格で間違いないだろう。


この状況下で言い逃れはできないし、させるつもりもない。


確証が得られれば、彼女にはハーランド王国にとって利になる形で、罪を償ってもらうことが決まっていた。


影が天井板を外したことで、クラウディアは終着点を知る。


階下では、黄金の瞳がこちらを見上げていた。


（相変わらず現場に出るのがお好きね）


周囲をがっちり護衛騎士に守られていることから、お小言は飲み込む。


シルヴェスターはレステーアに用がある体で、女子寮を訪問したらしかった。


下りる際は登ったときと逆の順になるわけだが、なぜかシルヴェスターが腕を広げて待っている。


「もしかして受けとめるおつもりですか？」


「いつでもいいぞ」


クラウディアは、影にハーネスの固定を頼んだ。


「飛び降りる勇気はないので、ゆっくり下りますわ」


「ああ、落ちても大丈夫ぐらいに思っておけばいい」


さすがに安全を第一に考えてくれたのか、飛べと強要されることはなかった。


壁に足をかけ、そろそろと下りていく。


途中、シルヴェスターに膝裏を抱かれたところで、壁から手を離した。


ハーネスのおかげで大きな衝撃もなく、シルヴェスターの肩に腕を回す。


「お疲れ様」


「ありがとうございます」


シルヴェスターが立った状態でクラウディアを横抱きにするのは、これがはじめてだった。


至近距離で目が合い、お互い照れが入ったところで、第三者の笑い声が響く。


「あははっ！　クラウディア嬢は、ぼくの想像を簡単に超えられますね」


まさか天井から現れるとは思ってもいませんでした、と語るのはレステーアだ。


護衛騎士が壁になって見えていなかったが、部屋の奥に彼女はいた。


一人でソファーに腰かけている。


使用人も含め、周囲に人はいない。


「礼を失するのをお許しください。何せシルヴェスター殿下に動くなと命令されたもので」


「捕縛されないだけマシと思え」


「捕縛なさるおつもりはないんですか？」


「貴様の受け答え次第だ」


シルヴェスターの腕から下りたクラウディアは、様子を窺いながらハーネスと胸に巻いていた布を外していく。


窮屈なままでは話に集中できない。


レステーアは笑みを浮かべたままだ。


「尋問のようですね」


「よく理解しているではないか。申し開きがあるのなら聞いてやろう」


「ご配慮ありがとうございます。全てはぼくの独断でおこなったことで、ラウルは関係ありません。ぼくの関与を示す証拠もここにあります」


言葉を紡ぎながら、レステーアは懐から封筒を取り出した。


「自ら証拠を用意していただと？」


「企みが失敗に終わった場合のことも考えていました」


全ての罪を一人で被るつもりのようだ。


ずっと腑に落ちなかったことが、ここで繋がる。


「だから疑われる余地を残したの？」


「やはり気付かれていましたか？」


物的証拠がなければ、ハーランド王国でレステーアを罪に問うのは難しい。


けれど状況証拠は彼女を示していた。


港町ブレナークに着いて早々の別行動は、自分を疑えと言わんばかりだ。


お茶会では、台本があることをにおわせていた。


「わたくしが主催したお茶会で、庭から戻ったあなたは、すぐにご令嬢の扱いに気を付けるようにと口にしたわ。バーリ王国のご令息が、シャーロットに失礼を働いたところは見えていなかったはずなのに」


そのとき、レステーアは他の令嬢たちと庭を散策していた。


あの日は冷え込みが厳しく、室内との温度差で窓には結露ができ、中の様子は窺えなかったはずだ。


なおかつ、レステーアが戻ったときにはシャーロットの姿はなく、クラウディアが令息と対峙している状況だった。


普通なら開口一番、何があったか説明を求める場面だ。


「おっしゃる通り、台本がありました。わざと問題を起こして、婚約者候補たちのパワーバランスを測るためです。現状に不満がある方は付け入りやすいですから。ことごとくクラウディア嬢に邪魔されてしまいましたが」


「それも全てあなたの企みだったというのね」


疑われる余地を残したのは、いざというとき他の令息令嬢に罪はないと、彼らを庇うための伏線だったのだ。


クラウディアへ向けて、レステーアは綺麗に笑う。


「どんな形であれ、ラウルがリンジー公爵家と繋がりを持てたら良かったんですけど」


これは今日のことを言っているのだろう。


レステーアの動機は、クラウディアの予想通りだった。


反射的に口を開く。


語気が荒くなるのを止められない。


「ラウル様の意思はどうでもいいのっ？」


「最後に笑うのはラウルですから」


平然と答えるレステーアに、自分でも目尻がつり上がるのを感じた。


「何を根拠に!?　彼のことは、あなたが一番よく知っているでしょう!?」


「根拠も何も、好きな人と一緒になることで、王位へも近付けるんです。ハーランド王国に良いようにされる我々ではありませんよ？」


彼女は何を言っているのだろうか。


いや、言葉の意味はわかる。


見方を変えれば、そう解釈することも可能かもしれない。


「あなたの言い分には、ラウル様の意思が全く反映されていないわ」


「その内に反映されますよ。冷静に考えれば、何が自分にとって一番利になるか理解するはずです」


「わたくし、レステーア様を過大評価していたみたいね」


賢い人だと思っていた。


ラウルのことも、きっとよく知っているだろうと。


「たとえラウル様が理解されても、自分の利益を優先されたりしないわ」


他人を慮る人だからこそ、王弟派は生まれたのではないのか。


彼は決して、自分が幸せなら他はどうでもいいと考える人ではない。


「クラウディア嬢はよく知ってくださっているようですね。惜しいなぁ、今からでもラウルの婚約者になりませんか？」


「ならないわ。わたくしには、わたくしの心があるの」


「思い人がいらっしゃると？」


「そうよ」


すぐ隣に。


レステーアも勘付いてはいるだろう。


「もっと早く出会っていたら、変わったでしょうか」


「変わらないでしょうね」


ラウルと先に出会っていても、結局シルヴェスターと出会うなら何も変わらない。


クラウディアは、相手がシルヴェスターだから恋に落ちたのだ。


「残念です。あなたが手に入らないなら仕方ありません」


「待って！」


淡い碧眼を細めて笑うレステーアに、いつになく儚さを感じた。


嫌な予感がして止めに入ろうとするも、護衛騎士がクラウディアを守るために立ちはだかる。


「近付くのは危険です」


「退いてちょうだい！」


問答している視界の端で、レステーアの体が床へ落ちる。


痙攣する彼女を見て、シルヴェスターも状況を察した。


「毒を飲んだのか!?」


それは工作員が死に際に見せた症状と全く同じだった。







王弟殿下の側近は思いを儚く散らす


もっと早く出会っていたら。


ハーランド王国に生まれていたら。


何を差し置いても、あなたに仕えたのに。


彼女をはじめて目にしたのは、外交官に案内を頼んだ紳士服店でだった。


王都のトレンドを取り入れた礼服を仕立てていたところ、一瞬にして空気が華やかなものになった。


変化に驚き、視線を巡らせた先に、彼女はいた。


緩くクセのある黒髪を靡かせながら歩く姿は力強く、くっきりとした目鼻立ちが気の強さを窺わせた。


それでいて小さな顔に浮かぶ表情は、新しいドレスに目を輝かせる少女そのもので可憐だった。


利用客のほとんどが男性である紳士服店において、彼女の存在は異質であり、場違いなはずだった。


にもかかわらず、彼女はフロアに君臨していた。


遠く離れていてもバラの香りを感じそうなほど鮮烈な印象を受ける。


誰もが跪いておかしくない状況で、彼女は気さくに外交官と挨拶を交わした。


たまたま外交官と離れていたレステーアは、嫉妬と安堵を同時に抱えた。


彼女の目にとまり、喜びを隠さない外交官に嫉妬を。


声をかけられ慌てずに済んだことに安堵を。


（あれがリンジー公爵令嬢）


気を取り直し、観察に集中する。


フロアにいた全ての人間が彼女に目を奪われていたため、誰にも不審がられることはない。


ラウルが誼を通じる相手として、彼女の名前は一番に挙がっていた。


事前に取り寄せた情報で、彼女ほど完璧な人はいなかった。


だがそれはハーランド王国の王太子殿下の婚約者候補としてもいえることだった。


（ラウルがオトせたらいいんですけど）


実物を目にすると、難しい気がする。


色仕掛けで簡単に靡くような令嬢には、到底思えなかった。


（ラウルも容姿ではシルヴェスター殿下に負けてませんが、いかんせん系統が異なりますから）


ラウルが真夏に恵みをもたらす光ならば、シルヴェスターは凍てつく冬に生命を助ける光だった。


陽気な賑やかさを求めるならラウルを、静かな平穏を求めるならシルヴェスターを選ぶだろう。


完全に好みによる。


それでも王族という地位、気さくな人柄はマイナスにならないだろう。


（一番の問題は、他ならぬラウルですね）


ラウルは女性が苦手だ。


自分が男装をはじめたきっかけもそこにある。


特にクラウディアのような容姿を、一番苦手としていた。


（それでも頑張ってもらわないと）


今はまだラウルに同情的なバーリ王国の国民も、いつ手の平を返すかわからない。


幸い、クラウディアは一方的で自分本位な女性には見えなかった。


彼女の人柄に触れられれば、ラウルの苦手意識も薄れるように思う。


クラウディアが馬車に乗って帰るまで、レステーアの観察は続いた。


その途中。


「……っ!?」


目が合ったように感じて、咄嗟に身を隠す。


居合わせた男性と比べても、レステーアが送る視線はあからさまではなかったはずだ。


観察する視線を悟られた気がして全身がカッと熱くなり、心拍が速くなる。


（気のせい、ですよね？）


たとえ目が合っていても、まだクラウディアとは面識がない。


気に留めないはずだと自分に言い聞かせる。


結果的にクラウディアはレステーアの存在に気付いていなかったものの、洞察力は本物だった。


（凄い！　凄いとしか言いようがありません！）


王城でおこなわれた学園の卒業パーティー。


用意された部屋に帰ってからも、レステーアの興奮は冷めなかった。


レステーアの男装を見抜いたのもさることながら、ラウルへの対応までクラウディアは完璧だった。


人より聡い自覚がある自分でも、どうすることもできなかったのに。


男装は苦肉の策のようで、開き直りだったけれど。


──元々レステーアはドレスを着るのが苦痛でしかなかった。


苦痛からも解放されるなら一石二鳥だと、今ではラウルのためというより自分のために男装を続けている。


振り返ればこのときから、クラウディアを敬愛するようになった。


完璧な彼女は、理想の女性そのものだった。


より思いが強くなったのは、シャーロットのコンプレックスについて助力を求められたときだ。


婚約者候補でライバルであるシャーロットにも、クラウディアは真摯に向き合い、助けることを厭わなかった。


クラウディアをお姉様と呼んで慕うシャーロットには、ただただ嫉妬した。


胸の内で燃え上がる炎の勢いに、自分でも驚いたほどだ。


（ぼくにこんな感情があったなんて……）


ラウルのことは好きだ。


主君として仰ぐなら、現国王よりラウルを選ぶ。


国のためを考えるなら、彼が王位に就くべきだと本気で信じているくらいには親愛していた。


けれどそこに感情の火柱は立たない。


（もしぼくがハーランド王国の令嬢だったら、クラウディア嬢も親身になってくれたでしょうか）


思えばシルヴェスターもクラウディアも、男装するレステーアに対し驚きもしなかった。


平然と事実を認めるだけだった。


社交界において、男装するレステーアの存在は奇異でしかない。


時が経つにつれ、慕ってくれる令嬢は増えたものの、未だに不快な視線は向けられる。


それが当然のことだった。


ラウルですら、ハーランド王国でも男装を続けることを渋ったくらいだ。


（生まれる国を間違えたんでしょうか）


色白の手に視線を落とす。


褐色が多いバーリ王国において、物心ついた頃からレステーアには居場所がなかった。


姦しい令嬢たちとはそりが合わず、一人でいるのが心地良かった。


そこへ一石を投じたのがラウルで、彼となら会話を楽しめた。


自分が孤独で、寂しさを抱えていたことに気付かされた。


親友という存在を得て、レステーアはラウルに仕えることを決めた。


それからは何がラウルのためになるかを考え、行動した。


政治活動は楽しく、工作にも手間を惜しまなかった。


これが自分の人生だと、確信していた。


だというのに。


（バーリ王国に、あなたはいない）


ならば来てもらおう。


ラウルだって、クラウディアに恋しているのだから。


（あなたがいれば、全て上手くいく）


汚れ仕事は、本国にいる頃からレステーアが率先して引き受けていた。


苦ではなかったし、そうすることで王弟派へも恩を売れる。


今回もいざとなれば切り捨てられる立場になることをわかって動いていた。


ハーランド王国へ同行した令息令嬢たちは、レステーアの自己犠牲に感動し、支援を約束した。


たとえ側近でなくなっても、ラウルと一緒になったクラウディアのために働けるならそれで良かった。


「彼女は気付いてくれるでしょうか」


自分の残した足跡に。


形のないそれは、クラウディアへ贈る、レステーアなりのラブレターだった。


女子寮にシルヴェスターが現れた瞬間、レステーアは全ての失敗を悟る。


このタイミングで現れたのは、クラウディアを助けるために他ならないだろう。


（そういえばこの人にも邪魔されてましたね）


レステーアの企みを阻止したのは、クラウディアだけじゃない。


失意に天を仰ぐが、他にも天井を見上げる人物がいた。


護衛騎士に囲まれたシルヴェスターが、何かを待つような素振りを見せる。


そこへ現れたのは。


「あははっ！　クラウディア嬢は、ぼくの想像を簡単に超えられますね」


惚れ直さずにはいられない。


長い黒髪が棚引く瞬間を、目に焼き付ける。


抱きとめるのが自分でないのが口惜しい。


触れられずとも、傍にいることすらできないのが悔しい。


それでも胸に巻かれた布に思いが募った。


誰でもない、自分の教えが活用されていたのが嬉しかった。


「だから疑われる余地を残したの？」


「やはり気付かれていましたか？」


笑みがこぼれる。


緩みそうになる頬を保つのに必死だ。


「何を根拠に!?　彼のことは、あなたが一番よく知っているでしょう!?」


目尻をつり上げ、苛烈さを極める姿すら美しい。


そんなクラウディアは、自身の価値をわかっていないようだった。


（あなたと一緒にいられるなら、他に望むものなどないでしょうに）


シルヴェスターの満たされた顔が目に入っていないのだろうか。


「もっと早く出会っていたら、変わったでしょうか」


「変わらないでしょうね」


全てが失敗に終わった時点で、望みはなかった。


もしもを願ったところで意味はない。


（最期に、あなたと言葉を交わせて良かった）


クラウディアがいない世界で生きるなら、死んでるも同じだ。


（ラウルには、謝っても謝りきれませんね）


親友だった。


仕える主君だった。


なのに、裏切ってしまった。


心は、クラウディアへ傾いていた。


薄れる意識の中、眼前に迫るクラウディアは、相変わらず美しかった。







悪役令嬢は決断する


痙攣を起こして倒れるレステーアの姿が、クラウディアの中で娼婦時代の同僚と重なった。


「ダメよ……ダメ！」


指先が冷たくなるのを感じながらも、懸命に足を動かす。


護衛騎士から戸惑いが伝わってくるが、再び遮られることはない。


すぐレステーアへ取り付く。


この間に、どれだけ時間が経っただろうか。


クラウディアには、ほんの一瞬も長く感じられた。


レステーアの痙攣はまだ手足だけだが、毒が回れば全身に及ぶのは時間の問題だった。


（四の五の言ってられないわ！）


意識をなくしたレステーアの顔に、先ほどまでの面影はない。


血の気を失い、弛緩した姿が不安を煽るが、頭を振って弱気な心を打ち消す。


しかし用意していた解毒剤を持つ手が震えるのを止められない。


（しっかりしなさい！　レステーア様が助かるかは、これにかかっているのよ！）


不甲斐ない自分を叱咤する。


解毒剤の材料は、学園でラウルに訊いたものだ。


娼婦時代に教わっているので知っていたが、前置きもなく用意すれば不審がられるに決まっている。


クラウディアは、レステーアが毒で自害する可能性をラウルに示唆し、答えを得た。


娼館でレステーアの話題が避けられた理由が、それぐらいしか思いつかなかった。


併せて、一娼婦に過ぎないクラウディアに、なぜラウルは解毒方法を教えたのか。


最初はクラウディアの身を案じてのことだと考えていた。


同僚の娼婦が手に入れられたくらいだ、クラウディアや周囲の人間が口にしてしまう可能性は否定できない。


けれど次第に確信は薄れていった。


きっと心配もあったとは思う。


なおかつレステーアが毒で亡くなっていて、その死を悼む気持ちがラウルにあったらどうだろうか。


助けられた命を、ラウルは助けられなかったとしたら。


その後悔があったことに、クラウディアは賭けた。


今回もラウルの心情的に助けたい気持ちが勝ると踏んだのだ。


（もうっ、これではダメね）


何とかレステーアに解毒剤を飲ませようとするが上手くいかない。


埒が明かなくなって、傍にあった水差しを強引に掴んだ。


傍でシルヴェスターが何か叫んでいるが、焦りが勝って耳に入ってこない。


クラウディアは解毒剤と水を口に含むと、横たわるレステーアの顔を両手で固定した。


（お願いだから飲んで……！）


口付け、舌を使って薬をレステーアの喉へ流し込む。







    
  
  




ごくっと反射的に彼女の喉が動くのを感じ、顔を離すと、続けて体勢を変えた。


「生きなさい！」


気道を確保し、レステーアの胸を両手で押すことで、動きが弱まっている心臓に圧をかける。


一連の行動は、医師から学んだものだった。


娼婦時代、病床に伏したヘレンを思い、いざというときの処置を習っていたのだ。


（正解なんてわからないけれど）


「生きなさい！　生きて、あなたは罪を償うの！」


死なせはしない。


普段はしない動きに、すぐに体が疲れを訴える。


伸ばした肘が曲がりそうになるのを堪えながら、必死に祈った。


「生きて！　わたくしの目の前で、死なせないわよ！」


汗が顎を滴り、黒髪が頬に張り付く。


振り乱した髪に視界を遮られ不快さが増すものの、クラウディアは止まらない。


（お願い。嫌なの。もう誰かが死ぬところは見たくないのっ）


娼館は死に近い場所だった。


嫌というほど、人間は簡単に死ぬのだと実感させられた。


──あなたにとって、この世界が地獄でも。


疲れで思考が混濁してくる。


レステーアは罪人だ。


だったら地獄で生きることこそが、彼女への罰だろう。


娼館で生きた、クラウディアのように。


娼婦時代の同僚が脳裏にちらつく。


暖かい遊戯室で命を絶った彼女。


死を求める彼女に罪があったとは思えない。


けれど。


（仮にまたあなたが死のうとするなら、わたくしは止めるわ）


どれだけ罵られても。


きっと自分は、助けに入る。


この衝動は止められない。


（あなたが世界を地獄だと呪うなら、わたくしが変えてみせるから）


もう自分は娼婦ではなく、公爵令嬢なのだ。


持てる力を使い、環境を変える。世界を変える。


最初は場当たり的なことしかできないかもしれない。


それでも、誰もが生きられる世界にしたい。


（お願い、わたくしにチャンスをちょうだい）


自分勝手な願いだ。


エゴだとわかっている。


楽な道のりじゃない。後ろ指をさされることだってあるかもしれない。


否定的な考えが次々と浮かぶけれど、同時にクラウディアの胸には決意の火が灯った。


小さな火が大きくなり、炎へと姿を変える。


（決めたわ）


だから。


レステーア、あなたは。


（生きて、わたくしの独善に付き合いなさい！）


クラウディアの青い瞳が、海を見せる。


濃い青が荒々しく波立ち、あらゆるものを飲み込んだ。


海中に届く光が水の透明度を教え、道筋を示す。


時にはエメラルドグリーンにも色を変える海は、その表情の多さで可能性を語った。


ごふっと咳き込み、レステーアが呼吸を取り戻す。


血色の戻った顔を見て、クラウディアは脱力した。


後ろに倒れそうになる背中を、シルヴェスターが支える。


「あとは医師に任せよう」


耳元で発せられる落ち着いた声音に癒やされた。


視線を上げれば、医師の姿が映る。


シルヴェスターが叫んでいたのは、医師を呼ぶためだったのかと合点がいった。


ほどなくして背中越しに愛しい人の心音を感じ、安らぎを覚えたクラウディアは目を閉じた。






レステーアは急遽体調を崩したことにされ、王城にある診療所へと運ばれた。


ラウルについては、あえて触れられていない。


今回の筋書きは、レステーアからクラウディアが案内を受けていたときに、シルヴェスターが訪問し、お茶会とは別に三人で話す機会が設けられた、というものになった。


全ての罪をレステーアが被っていたのもあり、バーリ王国側の令息令嬢も沈黙を守っている。


「ディアに驚かされたのは、あれで何度目だろうな」


「またそのお話ですか？」


レステーアが起きられるようになった報せを聞いて、クラウディアは王城を訪ねていた。


豪華な応接室へ通され、シルヴェスターと落ち合う。


これからお見舞い、という名の判決を、二人でレステーアにおこなう予定だ。


クラウディアの迅速な処置のおかげで、レステーアは無事に一命を取り留めた。


しかしシルヴェスターには、ずっと引っかかっていることがあるようで。


隣に座る黄金の瞳を見上げる。


「君が、その魅惑的な唇を他人に向けるなんて、未だに信じられない」


「人命救助のためですわ。それにレステーア様は女性です」


人命救助に女性も男性もないが、こうでも言わないとシルヴェスターは追及を強めてくる。


「他の者にやらせればよかったではないか」


「説明している時間がありませんでした。一刻も争う事態だったのは、シルも納得しているでしょう？」


未練がましくシルヴェスターの白い指がクラウディアの口元に触れる。


多少無茶をした自覚はあるので、クラウディアは好きにさせた。


「何せあのときは必死だったのです。他を考えている余裕はありませんでした」


「わかっているつもりなのだがな。時折、あのときの光景が頭を過ると、レステーア嬢を殺したくなる」


「シル？」


「……今のは不謹慎だったか。君が助けた命だものな」


だが私の心情もわかってほしい、とシルヴェスターはクラウディアへ頭をすり寄せた。


甘えられると、険しくなった目元が行き場をなくす。


仕方ありませんわね、と言動を許さざるをえなかった。


しかしシルヴェスターの唇が耳朶をなぞると、再度声音が低くなる。


「シル？」


「ダメか？」


「ダメに決まっています」


不穏な動きを見せる婚約者の手を抓り、当初の目的を果たすべく、クラウディアは立ち上がった。






レステーアを訪ねて個室へ赴くと、彼女はベッドから上半身を起こして虚空を眺めていた。


陰りのある碧眼がグレーに見え、まだ全快にはほど遠い姿に言葉を失う。


（毒が体から抜けても、心の傷は簡単に癒えないものね）


レステーアが何を思い、自害に踏み切ったのかクラウディアにはわからない。


自らの証拠を用意していたのを鑑みると、最初からそのつもりだったのか。


（でも彼女なら失敗に終わっても、他の王弟派から支援を受けられる可能性があったはずだわ）


ラウルから信頼を失っても、道はある。


結局、いくら考えたところで、答えは当人にしかわからないのだが。


（この状態で判決を下したところで、レステーア様に考える力はあるのかしら？）


医師からは回復に向かっていると聞いているものの、体に限った話だ。


どうしようかとシルヴェスターへ視線を送る途中で、レステーアと目が合う。


（え？）


自分が見たものを疑わずにはいられなかった。


クラウディアに焦点があったレステーアの瞳が、みるみる内に輝きを取り戻したからだ。


頬が紅潮し、花開くように顔が綻ぶ。


「わざわざ来てくださったんですか!?」


前のめりになって喜ぶレステーアに、クラウディアは戸惑うばかりだ。


まるで尻尾を振らんばかりの様相が、どこかの商会の嫡男と重なる。


時にはクラウディアを女神と崇めるブライアンと。


一瞬にして表情を変えたレステーアに対し、シルヴェスターはクラウディアを庇うようにして一歩前へ出た。


「その様子だと順調に回復しているようだな」


「本日はどのようなご用件で？」


会話が成立しているように聞こえるが、レステーアはクラウディアから一切視線を外さない。


まるでシルヴェスターなど見えていないようだ。


「王弟派について知りたいことでもありますか？　何なりとお訊ねください」


「世間話をしに来たのではないの」


「えぇ、そうですよね。何が知りたいですか？　王弟派の隠し資産について？　それとも王太子派に潜り込んでいる、王弟派の貴族についてお教えしましょうか」


正真正銘、進んでレステーアは情報を提供しようとしていた。


今の状況に開き直ったのか、情報を先出しすることで心証を良くしようとしているのか、判断がつかない。


ただ普通ではない気配だけは、ひしひしと伝わってくる。


（毒のせいで後遺症が残ったのかしら？）


演技のようには見えなかった。


クラウディアへ向けて口を開くレステーアは、話をしたくて堪らない幼子のようだ。


「隠し資産があるのか？　詳細はあとで聞こう。先に貴様への沙汰を言い渡す」


「クラウディア嬢とまたお会いできるなんて、望外の喜びです！」


「港町ブレナークをはじめとする工作に目をつぶる代わりに、貴様には今後、ハーランド王国の諜報員として働いてもらう。聞き入れられない場合は、こちらが握っている証拠をもって、貴様を断罪する」


「どうぞご命令ください。ぼくはあなたの犬となりましょう」


シルヴェスターとレステーアは、どこまでも噛み合わない。


この状況に、クラウディアは薄ら寒さを覚えた。


さすがのシルヴェスターも、訝しんでいるのが伝わってくる。


クラウディアは一考の後、シルヴェスターの袖を引いた。


「一度わたくしから話してみますわ」


「大丈夫か？」


「襲ってはこないでしょう」


そもそもベッド脇にはレステーアを監視するための騎士が立っている。


異常性に目を瞑れば、危険は皆無だった。


「レステーア様」


「様だなんて、やめてください！　ぼくにそんな価値はありません。どうぞ呼び捨てになさってください。犬でもゴミでも構いません」


「……レステーア、今の話は理解できて？」


「クラウディア嬢、いえ、我が君が理解しろとおっしゃるならいたします」


クラウディアが呼び捨てにすると、レステーアは表情を真摯なものに改めた。


右手を胸へおき、僅かに頭を下げる。


その姿だけを見ると敬虔な臣下のようだ。


「どうしてわたくしに、そこまで謙るの？」


我が君、と呼ばれる理由がわからない。


毒を飲むまでは、対等に話していたはずだ。


「我が君は命の恩人です。死の淵で、眼前に見えた美しい相貌は忘れようがありません。この命を我が君のために使えるなら本望です。どうかぼくの剣を、我が君に捧げさせてください」


意識がないと思っていたけれど、クラウディアの姿は見えていたらしい。


それでも仰々しさが拭えない。


騎士が主人に一生の忠誠を誓う儀式を持ち出されれば尚更だ。


眉根を寄せるクラウディアへ対し、レステーアは言葉を続ける。


「我が君と出会ってから、ぼくの心は既にラウルを裏切っていました。ずっとあなたに仕えたかった」


「そんな素振りはなかったと記憶しているわ」


「バーリ王国の国民として、許されることではありませんから。でも自分の心に嘘はつけませんでした。あなたに仕えられないなら、生きていても意味はなかった」


レステーアが語ったのは、自害の理由についてだった。


企てが失敗し、クラウディアがラウルと一緒になる道がなくなったため、彼女は毒を飲んだのだという。


正直、すぐに受け入れられる話ではない。


しかし嘘かどうかは、今後のレステーアの動きでわかる。


彼女には引き続き、監視が付けられることが決まっていた。それはバーリ王国へ帰ったとしても変わらない。


判決はハーランド王国の利を求めた結果で、結果が得られないなら処分されるだけだった。


それが事実であるならと、クラウディアは命令する。


「では、理解しなさい。あなたの罪が表沙汰になることはありません。ですがラウル様からの信頼はなくなるでしょう。それでもあなたは命令を遂行できて？」


「仰せのままに。我が君の命令とあらば、完遂してみせます」


「言うのは簡単ね」


「ならば証明として、まずはラウルの傍に戻りましょう。信頼は得られなくとも、それくらいはできます」


現状、ラウルはレステーアを疑っている。


けれど睡眠薬の件にしても、彼は証拠を持っていない。


今までも疑いを持ちつつ、本国へ帰したりはしなかった。


（全く望みがないわけじゃないのね）


それでも普通に考えて、難しい話だ。


シルヴェスターと目を合わせ、考えを共有する。


彼の頷きを見て、クラウディアはレステーアへ答えた。


「言うまでもないでしょうけど、ずっと監視されていることを忘れないで」


「理解しています。我が君のことは一切疑わせません」


「肝に銘じなさい。人を傷つけた分、あなたは人を救わねばならないことを。これがあなたの贖罪よ」


「はい、しかと肝に銘じます！」


時には諜報員が国を裏切り、二重スパイになることがある。


本職ですらそうなのだ。


なおかつ、レステーアはバーリ王国の人間だった。


クラウディアも信用してはいない。


けれど直感的に、彼女から嘘は感じられなかった。






レステーアの体調が回復してくると、王城の診療所からバーリ王国の大使館へ、診療場所を移すことになった。


女子寮に戻されないのは、ラウルが彼女を監視下に置くためだろう。


ちなみに大使館は、建築時にハーランド王国とバーリ王国の監査が入っているため、女子寮のような仕掛けは存在しない。


レステーアが大使館へ移されるにあたり、シルヴェスターとクラウディアも大使館へ招かれることとなった。


訪問する二人をラウルが出迎える。


「よく来てくれた。まずは感謝を直接伝えるのが遅くなったことを許してほしい」


「気にするな。書面では受け取っている」


表向きは体調を崩したレステーアを、二人が助けたことになっている。


すぐにシルヴェスター、クラウディア、各人にラウルから感謝状が送られていた。


それでもラウルは、ちゃんと顔を見て感謝を伝えたかったのだという。


「特にクラウディアは、レステーアの命の恩人だからな。続きは応接室で話そう」


レステーアが毒を飲んだことは隠しようがなかった。


何せクラウディアも事前に示唆していたぐらいだ。


今日の招待は感謝とは別に、その経緯について求められているのは明白だった。


応接室で侍女がお茶を出し終えると、部屋にはクラウディアたち三人だけが残される。


ここからは内密の時間だ。


対面するラウルにいつもの陽気さはない。


睡眠薬を飲まされたことは、急激な眠気によって本人も自覚していた。


薬を盛られた理由についても、ラウルなりに推測しているだろう。


引き続き潜伏していた影からの報告によると、あれからラウルは脱がされた服を着せられ、気付け薬によって目覚めさせられたという。


「招待されていなかったシルヴェスターが同席していたことで、何となくの流れは見当が付いている。だから答え合わせをさせてくれ」


ラウルの要望に、順を追ってシルヴェスターが語る。


レステーアが無茶は承知で、ラウルとクラウディアの既成事実をつくろうとしていたこと。


その企みを察知したシルヴェスターが止めに入ったこと。


逃げ場はないと悟ったレステーアが毒を飲んだこと。


ラウルは終始黙ったまま頷きで答えた。


「側近に裏切られた気持ちはどうだ？　お前だって警戒していただろうに」


「オレの見通しが甘かった。巻き込んだクラウディアには、どう謝ればいいのか……」


前傾姿勢で膝に肘をつき、両手を組むラウルは悲痛な表情を浮かべていた。


責任感の強い彼のことだ、今回の件は自分でも到底許せるものではないのだろう。


そんなラウルに向かって、クラウディアは緩く頭を横に振る。


「ラウル様も被害者だと存じております。それに事前に警告していただいていたおかげで、シルを頼れたのです」


「対策ができていなかったのは、お前だけということだ」


シルヴェスターは、ラウルを追及する姿勢を崩さない。


それどころか嘲笑を浮かべ、煽ってさえいた。


いつもの穏やかさは、応接室に入ったときから鳴りをひそめている。


対するラウルは打ちひしがれていた。


レステーアの企みを止められなかった上、服毒も阻止できなかった。


加えて一つの証拠も掴めていない無能さに、絶望を味わっているようだった。


状況証拠も、クラウディアとシルヴェスターの証言があってこそだ。


「返す言葉もない。結局オレは何もできなかった」


「できなかったのではない。しなかったのだろう？　ディアの顔を見て、もう一度同じことが言えるのか」


淡々とした口調に潜むトゲは鋭い。


クラウディアは、この場をシルヴェスターに任せることにしていた。


彼の怒りが本物だったからだ。


シルヴェスターの怒気にあてられたラウルは、ただただ視線を下げる。


「……」


「はっ、情けない。順位が下がったとはいえ、お前もまだ王位継承者だろうに。このざまではバーリ国王の判断は正しかったと認めざるをえぬな」


「……今回の責任を取って、王位継承権は放棄するつもりだ」


（結局こうなってしまうの？）


学園では、ラウルなりに考えが変わったように見えた。


レステーアは死ななかった。


それでもラウルは、前と同じ道を選ぶのか。


（逆行前の状況はわからないものね）


なぜラウルが臣籍降下したのか、正確な情報をクラウディアは持っていない。


今までの考えも、ラウルの人となりを基にした推測でしかなかった。


「私の前でそれを口にする意味は、わかっているのだろうな？」


「何か掴んでいるんだろう？　オレは地位を失う。見限ってもらって構わない」


「ラウル様……」


あまりの言いように、思わず口が開いていた。


クラウディアの声を聞き、ようやくラウルが視線を上げる。


ダークブラウンの瞳には、自責の念しか浮かんでいなかった。


「キミと話して、オレなりに変わろうとした。だが、どうやら遅過ぎたみたいだ」


それだけ言うと、また視線を落とす。


心情を隠さないラウルに対し、シルヴェスターは静かに立ち上がった。


「どうなるか想像できているのか」


「兄上は、王位継承権を放棄したオレに、臣籍降下を求めるだろう」


「ならばこれが、お前との最後の対面か」


王族としての地位を失い、一臣下に成り下がる。


仮に公爵の位を得ても、経緯が経緯だ。


ハーランド王国に迷惑をかけた以上、ラウルがシルヴェスターと会うことは許されないだろう。


シルヴェスターがソファーから離れ、ドアへ向かう。


このまま退席するのかと慌ててクラウディアも腰を浮かせた。


ラウルだけが、項垂れたまま動かない。


シルヴェスターがラウルの横を通りかかる。


しかし二人の体が交差することはなかった。


「私をバカにするのもいい加減にしろ！」


突如シルヴェスターが向きを変え、ラウルの胸ぐらを掴み上げたのだ。


ラウルもクラウディアも、一瞬何が起きたのかわからなかった。


目を白黒させながらラウルが口を開く。


「ば、バカになどしていない」


「しているだろう！　お前が先に言い出したことだぞ!?」


「何を……」


「どうしてお前は、友を頼らない!?」


私を頼らない。


そんなシルヴェスターの心の声が、クラウディアには聞こえた気がした。


ラウルは愕然として、シルヴェスターを見上げる。


──シルヴェスターは、ずっと怒りを抱えていた。


王家の直轄領で工作がおこなわれたこと。国民に犠牲が出る可能性があったこと。


そして自分を頼ろうとしない友人に。


大使館への訪問前、クラウディアだけが、その怒りを打ち明けられていた。


一緒に木登りをした思い出があることも。


レステーア主催のお茶会は、シルヴェスターとクラウディアが彼女の考えに便乗した罠だったといっても過言ではない。


レステーアを追い詰めるために、入念に準備していたのだから。


最初からクラウディアに危険はなかった。


シルヴェスターの怒りは、未だに自分を頼ろうとしない友人へ向かって募っていった。


「だって、オレたちは、仮想敵国なんじゃないのか」


「当然、仮想敵国だ。誰もタダで情報をくれてやるとは言っていない」


「何だよそれ……」


答えるラウルの声は震えていた。


声が涙交じりなのには、気付かないふりをする。


「最初から私に助けを求めれば良かったのだ。そうすれば高利で貸し付けてやったものを」


「高利だとわかっていて誰が頼るか!?　オマエは、すぐオレの足元を見るだろう!?」


「私はハーランド王国の王太子だぞ？　自国の利を求めるのが務めだ。だが、どこぞの王のように心がないわけではない」


「……」


「泣いて縋れば、心付けぐらいしてやった」


「オマエ、頼らせる気ないだろ？」


そこでようやくラウルは、シルヴェスターの手を振り払った。


立ち上がって姿勢を正すラウルに対し、シルヴェスターは顎を上げ、高圧的な視線を向ける。


正面からシルヴェスターと向き合ったラウルは口角を引きつらせたが、すぐに真剣さを取り戻した。


「シルヴェスター、助けてほしい。オレは地位を失いたくない」


「バーリ国王とやり合う気はあるのか」


「ある。オレなりの方法でな」


もうラウルが下を向くことはなかった。


二人が対等に視線を交わす姿を、クラウディアは心を震わせながら見届ける。


（わたくしが同席して良かったのかしら）


歴史的瞬間に立ち会っている気がした。


その資格があるのか不安になる一方で、高揚感が胸を満たす。


（シルもラウル様も、友人を失わずに済んだのよね）


結果がどう転ぶかはわからなかった。


ラウルが立ち上がらなかった場合、シルヴェスターは真実、見限る気でいたからだ。


王弟派から王太子派へ寝返るレステーアの未来も存在していた。


有用な情報を得られる位置に、彼女はいる必要がある。


（両国の連絡役に、レステーア様はなれるかしら）


今後、レステーアは見えない枷に縛られて生きる。


本人にとっては本望かもしれないが、決して人道的ではない。


更生しなければ、結局は悲惨な末路を辿ることになるだろう。


（あの思考を矯正するのは難しそうだけれど）


正直なところ、あまり関わりたくないのが本音だ。


飴と鞭は用意しやすそうだが。


（とりあえずは、しっかり働いてもらいましょう）


シルヴェスターが席に戻り、ラウルが考えていた道筋を話す。


レステーアの件がなければ、ラウルもシルヴェスターと交渉する予定だったらしい。


しかしその場合、今とはまた違う流れになっていただろう。


シルヴェスターが納得すると、詳細は後日詰めることになった。


どこか満足げな両者の姿に、クラウディアの頬が緩む。


きっと詳細を詰める場でも、二人は互いの利のために言い争うだろう。


そこにまだ婚約者でしかないクラウディアが同席することはない。


けれど想像は容易く、今の二人を見られただけで十分だった。


「悪い、最後に少しだけ時間をもらえないか」


応接室を出る前に呼び止められ、今度はクラウディアがラウルと向き合う。


「クラウディアには迷惑をかけたと思ってる。その上でケジメをつけさせてほしい」


「ラウル様？」


頭を下げられたのかと思った。


ところがラウルの上半身はさらに沈んでいく。


一連の動作が終わる頃には、ラウルがクラウディアに対し片膝をついていた。







    
  
  




窓から入る日差しが絨毯に影を作る。


ダークブラウンの瞳は、間違いようのない熱を孕んでいた。


「クラウディア・リンジー公爵令嬢、オレと結婚してほしい」


まさかのプロポーズに、思考が一瞬停止する。


（……正夢だったというの？）


卒業パーティー前に見た夢とラウルが重なった。


あのときは、何の意味があるのか理解できずにいた。


断れれば諦めがつくと思ったのか、シルヴェスターが横やりを入れる様子はない。


答える前に、クラウディアは束の間、目を閉じる。


（これはラウル様だけではなく、わたくしのケジメでもあるわ）


娼婦時代の身請け話には、返事できずにいた。


ラウルの次の訪問を待たずして、クラウディアが早逝したからだ。


孤独だった病床でのもの悲しさが蘇る。


逆行前に心残りがあるとすれば、答えを告げられなかったことに尽きた。


（二度も愛してくださった……）


本人さえ知らないことだ。


けれど切なさに唇が震えた。目を開けると涙で視界が歪んでしまいそうだった。


これもきまぐれな神様の采配かと思う。


（悔いが残らないように）


一呼吸の後に、閉じていた目を開く。


ラウルを見下ろす青い瞳は、夢とは違いもう濡れていなかった。


瞳に宿る鮮明な光が、意思の強さを物語る。


「お断りいたします」


答えは決まっていた。


娼婦時代の記憶に切なさは募ったものの、揺るぎはしなかった。


凜とした答えに、ラウルは笑みを浮かべる。


「ありがとう。これで踏ん切りがついた」


「全く、どこまでディアに世話をかけさせるつもりだ」


「本当にな。返せるものがあったら、何でも言ってくれ」


「まずは海上利権か」


「オマエには訊いてない」


「ディアも欲しいだろう？」


水を向けられ、一瞬考えてしまう。


リンジー公爵家の領地は海に面しておらず、海路とは無縁だった。


低い税率で農作物を運搬、輸出できるなら嬉しい限りだ。


しかしクラウディアは首を横に振る。


「お二人の口喧嘩に、わたくしを巻き込まないでくださいませ」


「クラウディアは誰かと違って人が出来てるな」


「断られるのがわかっていてプロポーズする人間とは大違いだろう？」


「ああ、友人に高利をふっかけようとする男とは大違いだ」


「友人に頼ることも出来ず、悲嘆に暮れていた男ともな」


応酬をやめない二人に、次第にクラウディアの目尻がつり上がる。


折角話がまとまったというのに、これではいつまで経っても帰れそうになかった。


「わたくしは先に失礼させていただきます」


「待てディア、一人で行くな」


「ちゃんと見送らせてくれ……！」


ドアを開けようとしたところで、シルヴェスターに捕まる。


透かさずドアノブに手をかけたのはラウルだった。


「ディアの存在を無視したわけではない」


「キミと離れがたかっただけなんだ」


（無駄に息が合うのは気のせいかしら）


知己と言っても、会う機会は限られていただろうに。


二人の友情に免じてクラウディアは、シルヴェスターのエスコートを受け入れ、ラウルに見送られて帰路に就いた。







悪役令嬢は再起に天を仰ぐ


どんよりとした雲がかかることも最近は多かったが、見上げた冬空は快晴だった。


（まるでラウル様の門出を祝っているみたいね）


青い空の下で吐く息は白いものの、澄んだ空気が肺に満たされると清々しさを感じる。


日差しのおかげか、毛皮で出来たモコモコの防寒着のおかげか、外にいても寒さはそれほど気にならなかった。


もしかしたら季節が移り変わろうとしているのかもしれない。


今日、学園の入学を待たずして、ラウルは帰国の途につく。


ハーランド王国から支援を受け、実の兄であるバーリ国王と話をつけるためだ。


彼は最後まで武力での解決をよしとしなかった。


それでも護衛の名目で、ハーランド王国から部隊が付けられる。


リンジー公爵家をはじめ、王都に残っている上級貴族たちは、ラウルと共に出立する騎士たちを見送るため王城に集まっていた。


式典はつつがなく終わり、あとは王城から出る一団を見送るのみだ。


（式典前は、シャーロットの独壇場だったわね）


式典の主役はもちろんラウルだが、主役が登場するまでの間、貴族たちの視線はシャーロットに集中していた。


錯視を用いたドレスが人目を引いたのだ。


特にふくよかな体型を気にしている令嬢、婦人からシャーロットは質問攻めにあっていた。


楽しそうに答える姿がまた愛らしく、場を和ませた。


今も意気投合した令嬢と集まっているのが視界の端に映る。


クラウディアもクラウディアで、ルイーゼたちと賑やかな時間を過ごしたので、今は設けられた席で一息ついていた。


はーと息を吐き、現れる白を何気なく見ていると、クラウディア同様、分厚い毛皮に包まれたシルヴェスターが隣へやって来る。


「リンジー公爵家の領地も訪れてみたいものだ」


賑やかな音を立てて出立の準備をする一団に気持ちがつられたのだろうか。


それとも友人と共には行けない寂しさを紛らわすためか、シルヴェスターがそんなことを口にする。


「冬は閑散としていますが、とてものどかで良いところですよ。シルは地平線を見たことがおあり？」


領地へ行くと、王都の慌ただしさが違う世界のことのように感じられる。


高い建物が少ないため視界が広がるからだろうか、流れる時間がどこかゆったりしていた。


「水平線はあるが、地平線はないな」


「では驚かれると思いますわ。視界いっぱいに広がる平野の壮大さは、見ないとわかりませんもの」


ふと水平線も同じだろうかと小さく首を傾げる。


大きな湖は領地にもあり、クラウディアも船には乗ったことがあるが、海を渡ったことはなかった。


シルヴェスターと逆で、水平線を見たことがない。


「海は沖へ出ると水平線しか見えなくなる。自分たちの船以外、何もない風景は価値観が改められるぞ」


「何だか想像すると怖いですわ」


地に足が着かないところで、一人残される姿を想像してしまう。


「ふっ、私が隣にいるのに怖がる必要はないだろう」


「考えてみればそうですわね」


クラウディアがシルヴェスターに領地を案内するなら、その逆も然り。


ましてや王太子の船旅につく護衛艦の数はいかほどだろうか。


ラウルにしても、それなりの数が同行すると聞いていた。


「機会があるとしたら結婚後の外交政策でだろうな。早いか遅いかはタイミングによる」


「タイミングですか？」


「身重になれば、外出はできない」


「身重……」


言うまでもなく、妊娠したらという話だ。


シルヴェスターの根回しで、学園を卒業すれば二人は結婚できる。


発せられた単語に、夜の生活まで想像が飛びそうになって、慌ててクラウディアは扇を開いた。


「ディア？」


「れ、レステーア様は、姿を見せませんでしたわね」


咄嗟に話題を変える。


自信ありげにしていたが、彼女をもってしてもラウルの隣に戻るのは難しかったようだ。


「このままでは働き場所をなくしてしまうのではないかしら」


ハーランド王国がラウルの支援を決めた以上、王弟派に潜伏できるか否かが重要になってくる。


それは彼女の生命線でもあった。


「あれも面白い感じに歪んだな。どうせ使えるかどうかはダメ元だ、君が気にする必要もない。ディア、耳が真っ赤だぞ？」


「ひゃっ……！」


前触れなく耳に触れられ、肩が跳ねる。


変な声まで出てしまった。


幸い、周囲には聞こえていないようだが、黄金の瞳が煌めくのを見る。


肉食獣を目の前に、クラウディアはシルヴェスターから一歩距離を取った。


「どうして逃げる？」


「身の危険を感じました」


「なるほど、身の危険を感じるような想像をしていたのか」


「濡れ衣です！」


「心配せずとも優しくする」


とことん甘い声音で告げられるが、全く信用できなかった。


誰か助けてくれないかと視線を巡らす。この際、父親でも良かった。


「残念ながら公爵とヴァージルは席を外している。邪魔をされたくなかったからな」


言われてみれば、いつもはシルヴェスターの後ろにいるトリスタンの姿もなかった。


「シル、他の方の目がありましてよ？」


「幟が目隠しになってくれる」


シルヴェスターやクラウディアが見送りに立つような場所だ。


屋外であっても天幕の下にはソファーなど、相応の設えはされていた。


周囲では壁の代わりと言わんばかりに、護衛騎士が直立不動を保っている。


当人たちの横には大きな幟が用意され、ハーランド王国の紋章を旅立つ者に見せ付けていた。


その幟の端を、シルヴェスターが掴む。


風にそよいでいた幟は、強引な力で引っ張られるとクラウディアたちを覆った。


「シル……っ」


続く抗議は発せられなかった。


シルヴェスターが言った通り、僅かの間、重なった影を見ていた者はおらず。


脱力したクラウディアは、用意されていたソファーに腰を下ろした。


「ようやくお出ましか」


シルヴェスターの声でクラウディアが視線を上げると、けたたましいラッパの音が辺りに鳴り響く。


出立の準備が整ったらしい。


一際豪華な馬車へ向かうラウルが目に留まる。


威風堂々と歩く姿に、かつての陰りはない。


乗り込む前に一度立ち止まり、ラウルはクラウディアたちと視線を合わせた。


手を振り、別れを告げる。


式典に比べ、見送りは想像以上に呆気なく終わった。


（次に会うのはいつになるかしら）


ハーランド王国が握っていた、偽造された工作の指示書。


それに加えて、ラウルにはもう一つカードがあった。


ブライアンが報告してくれた、商人に扮した貴族の入国。ハーランド王国が調べた情報と、王弟派が持つ情報を照らし合わせた結果、密かに入国した貴族は王太子派であることがわかった。


これはシルヴェスターとラウルが手を組んだからこそ得られたものだった。


王太子派はハーランド王国に不満のある貴族を抱き込み、ラウルに味方させることで足を掬おうとしていたのだ。


対価は、バーリ王国での爵位。


幸いすぐに応じる貴族はいなかったが、ハーランド王国としても見過ごせる事態ではなく、徹底的に証拠が集められた。


これだけでも王太子派へのハーランド王国の心証は最悪である。


（結局のところ、バーリ国王の治世にも綻びはあったのよね）


焦った王太子派は、失敗したときのリスクを顧みず失策を重ねた。


前までならラウルを筆頭とした王弟派がストッパーになり国としての失策を防いでいたのだが、バーリ国王が国民の反感を買ったのを皮切りに、国王直属の臣下が無能を晒した形だ。


公にも王太子派からハーランド王国へ働きかけもあったが、結果は見ての通りである。


（それだけラウル様の存在が大きかったということかしら）


王太子派はラウルに固執し過ぎた。


引きずり下ろすのに躍起になったのは、それだけラウルの存在が脅威だったからだろう。


（どうか何事もなく話がまとまりますように）


武力衝突が起きる可能性は限りなくゼロに近い。


それでも何が起こるのかわからないのが人の世だ。


最後尾の馬車が見えなくなるまで、クラウディアはその場を離れなかった。






「クラウディアお姉様ー！」


「シャーロッ、と……ごきげんよう」


出合い頭に全力で抱き付かれ、言葉が詰まる。


痛みはないものの、ぎゅむぎゅむと押し当てられる胸に圧倒された。


（わざとではないのでしょうけど）


「シャーロット様、はしたなくてよ。くら……ディーが、窮屈そうだわ」


見かねたルイーゼが扇を小さく振る。


ぎこちなく愛称を使う姿に、クラウディアは胸がときめいた。


赤く染まる目元には気付かないふりをしたものの、今度はクラウディアがルイーゼを抱き締めたくなる。


「すみませんっ、お姉様のいる学園へ通えるのが嬉しくて、つい……！」


今日は学園の入学式だった。


シルヴェスターとは違い、登壇しないクラウディアは生徒の列に並んでいた。


式がはじまる前に、シャーロットが特攻という名の挨拶をしにきたのだ。


「学年が違うから、あまり顔を合わせる機会はないでしょうけど、よろしくね」


「はいですの！　はわぁ～」


体を離して頭を撫でると、シャーロットの顔がとろける。


名状しがたい表情になったので、クラウディアはそっと手を引いた。


そろそろ自分たちの待機列へ向かう頃合いだろうと、シャーロットの友人に彼女を託す。


「シャーロット様は、すっかりディーに骨抜きにされていらっしゃるわね。自分が婚約者候補であることを覚えておいでかしら？」


溜息を落とすルイーゼに何も言い返せない。


慕われるのは嬉しいけれど、ここまで懐かれるとはクラウディアも予想していなかった。


ただ、それを差し引いても。


「お姉様に憧れる気持ちは、わたくしもわかりますわ」


気張らなくて良い安心感。味方でいてくれる心強さ。


どれもクラウディアがヘレンに対して抱いているものだ。


身近に対象がいるなら、懐いてしまうシャーロットの気持ちも理解できた。


そうこうしている内に、楽団の演奏が式のはじまりを告げる。


シルヴェスターが姿を見せると、生徒はみな彼の一挙一動に見惚れた。


揺れる銀髪の一本一本が、輝きを放っているようだった。


眩しさに彩られた表情はどこまでも穏やかで、神々しい雰囲気が漂う。


未来の国王の姿に、誰もが心を震わせていた。


ただ一人を除いて。


（何かあったのかしら？）


ここにヴァージルやトリスタンがいたら、クラウディアと同じことを思っただろう。


穏やかな表情の中に、何がとは言えないが、違和感を覚える。


その正体は、シルヴェスターの挨拶の最後で明らかになった。


「続いて、みなに紹介したい者がいる。しかと驚いてくれ」


どこか投げやりな様子で、シルヴェスターが登場を促す。


見えない位置から壇上に現れたのは。


「オウラー！　新入生以外は、卒業パーティーで会っているな。これからよろしく頼む」


陽気な笑顔を見せる褐色の青年を、見間違うはずがない。


目が合うと、ぱちりとウィンクまで送られてきた。


ラウルとの再会は、予期していた以上に早かった。






式典が終わり、シルヴェスターと合流しても頭が上手く回らない。


ラウルの横に色白な男装の麗人を認めれば尚更だった。


例年とは違い、側近であるトリスタンとレステーアは礼服に身を包んでいた。


両国の王族が共に学園へ通うことを視覚的に訴え、絆を主張するためらしい。


「驚いてくれたかな？　いやー、隠密行動は骨が折れたぞ」


イタズラに成功したラウルは、心底楽しそうだ。


シルヴェスターにすら秘密にされていたらしく、クラウディアは現実を受けとめきれなかった。


ただ穏やかな表情を崩さない婚約者から、肌がヒリつく空気を感じる。


「いつ王都へいらしたのですか？」


「二日前だな。海上では入学式に間に合うかヤキモキさせられたよ」


バーリ国王とラウルの話し合いの結果については聞いていた。


バーリ国王が非を認め、王弟と和解したと。


一国の王が、弟とはいえ個人に謝罪するなんて異例中の異例である。


そしてラウルが王太子の教育係になることが公式に発表された。


王位簒奪ではなく、王太子への影響力を残すことでラウルは手を打ったのだ。


平和主義者らしい解決だが、これはあくまで表面上のことでしかない。


失策を重ねた王太子派はハーランド王国からの追及によって権威を失い、国民からも見放された。


必然的に空いた席には、王弟派が座ることになる。


これによってバーリ国王は、自分の一存で物事を決められなくなった。


国王という地位は貴族に支えられてこそだ。


支持勢力の著しい弱体化で、バーリ国王は手足を失ったも同然だった。


（それでもあえてラウル様は王位を望まなかった）


実の兄を慮おもんぱかった、というより、国民感情を重視したのだ。


バーリ王国は血族意識が高い。


兄が弟を国外へ追い出したことで反感を買ったように、国民は家族の絆に重きを置く。


引き続き兄を支える弟の姿を見せることで、ラウルは国民からの支持を確固たるものにし、名実共に実権を掌握した。


追放先で味方を得、兄を責めるのではなく諭したラウルは、今や英雄扱いだという。


（決して、こんなところで油を売っている暇はないと思うのだけど）


訝しげなクラウディアに、ラウルは笑みを崩さない。


それどころかクラウディアの手をとると、甲に口付けた。


「キミが助言してくれたから、今のオレはある。どうか一緒にバーリ王国へ行ってくれないか」


覚えのあるフレーズは、身請けの話が出たときのものと一緒だ。


事態を飲み込めずにいると、間にシルヴェスターが入り、ラウルの手を振り払う。


「一体、どういうつもりだ？」


「いいのか？　仮面が剥がれているぞ」


眉間にシワを寄せるシルヴェスターに対し、ラウルが高圧的に笑う。


シルヴェスターは表情を消すと自らの腰に手を向けた。


「こわっ!?　今オマエ、オレを切り捨てようとしただろ!?」


「しまった帯剣していなかった」


普段ならそこにあるはずの鞘に触れられず悔しがる。


学園では身分にかかわらず、生徒が武器を持つことは許されていない。


「トリスタン」


「僕も持ってませんよ!?　持ってたとしても渡しませんからね!?」


「ちっ、使えぬ」


（あれかしら？　以前、シルの仮面を剥がそうと話していたのを、ラウル様は実行されているのかしら？）


ラウルに学園を案内していたときのことだ。


二人でシルヴェスターを驚かせようと話していた。それを単独でおこなっているのだろうか。


「容赦ないな!?　クラウディア、やっぱりこんなヤツより、オレといるほうが平穏に過ごせると思うぞ」


「黙れ。断られておきながら、未練がましいとは思わないのか」


「諦めるとは言ってないからな！　クラウディアが心変わりする可能性はまだある」


「ない」


「オマエの意見は関係ない。それにまだ婚約者候補なんだろう？」


実際は婚約者に内定されているが、クラウディアはラウルの言い方に引っかかりを覚える。


ニヤリと笑うラウルは、悪い顔をしていた。


シルヴェスターも不穏なものを感じたようで、片眉を上げる。


「学園を卒業しても婚約者としての期間が一年あるんだよな？　この期間中、オレがアプローチする分には責められない」


「他国の婚約者を奪おうなどと、醜聞以外の何ものでもないと思うが？」


「生憎、オレの国では、追放先での叶わぬ恋を応援する声のほうが大きいんだ」


どうやら色々と脚色されてラウルの物語は広がっているらしい。


国民の応援もあって、留学が可能になったのだという。王弟派が実権を握っているのもあるだろう。


レステーアへ視線を送ると、綺麗な笑みを返される。あとで詳細を聞く必要がありそうだ。


「心配せずとも、ハーランド王国にリンジー公爵令嬢との婚姻を求めたりはしない。オレはクラウディアの気持ちを尊重する。ただ時間を買っただけさ」


「時間だと……？　まさか」


「内々に話が進んでいても、覆ることもあるのが政治だろう？」


クラウディアが婚約者に決まっていることは、限られた人間しか知らない。


予想している者は多くとも。


この場合、ラウルが指しているのは、シルヴェスターの根回しについてだと考えられた。


学園卒業後、すぐ結婚できるよう手を回していたのだ。


（それが覆ったというの？）


時間を買った、とラウルは言った。


婚約者の内定が取り消されたわけじゃない。


だがこの件について、国内の貴族がラウルに買収されたのは確かだった。


「見限るのが正解だったか」


「これからバーリ王国の利権にガンガン食い込んでくるつもりのクセに、何言ってやがる」


「支援したのだから当然だろう」


「オマエの辛辣な友情に比べれば、オレの買ったものなんて微笑ましい限りだろうが」


（何だか、とんでもないことになってきたわ……）


さしたる問題があるわけじゃない。


クラウディアからすれば、結婚までの期間が元に戻っただけで、それはハーランド王国の慣例でもある。


ただシルヴェスターの様子を見る限り、今後の人間関係に波乱を覚えずにはいられなかった。






後世、自国のみならず、周辺諸国の王族を軒並み手玉に取った悪女として、クラウディアは一人の歴史家から名前を挙げられる。


しかしその研究結果は、ハーランド王国に希代の美女がいた事実を裏付けただけだった。






第二章　完







    
  
  




入学式ではラウルによる不意打ちがあったものの、今のところ学園生活は順調だった。


今年も生徒会主催のイベントが控えている。このまま何も起こらないことを、クラウディアとしては祈るばかりだ。


（何だかんだシルも楽しそうだし）


穏やかな笑顔でラウルを牽制するのは変わらない。


互いに熱くなることもあるが、人徳のおかげか、外野からは政治討論していると思われていた。


（会話の内容をクラスメートが知ったら、目を丸くするでしょうね）


クラウディアの好みについてなど、ほとんどが毒にも薬にもならないことだ。


自分についての話題は避けてもらいたいのが本音だけれど、クラウディアにはほっこりする気持ちもあった。


（シルと対等でいられる人は限られるもの）


友人、とも呼べる相手。


現在その筆頭がラウルなのは明らかだった。


兄のヴァージルやトリスタンもいるが、シルヴェスターと殴り合えるかと問われれば、無理だろう。クラウディアが絡めば、ヴァージルには可能性があるとしても。


（ラウル様に嫌みを言いつつも機嫌が良さそうなのは、可愛い一面よね）


シルヴェスターの年相応の姿を見られた気がした。


友人に対し素直になれないところを目の当たりにするたび、頬が緩みそうになる。


巻き込まれるのだけは勘弁願いたいが。


「クラウディア様、支度が整いました」


「ありがとう。これなら悪くないわね」


つらつらと学園でのことに思いを馳せていると、出かける準備が整えられた。


いつもとは全く違う装いなので、入念に姿見で確認する。


「クラウディア様は男装姿もとても素敵です」


ヘレンの感想に、一緒に支度を手伝ってくれていた侍女たちもしきりに頷く。


「男装といってもパンツスタイルに近いけれど」


胸を布で押さえているが、レステーアとは違い一目で女性とわかる。


オーダーメードのスーツは黒一色で鮮やかさはなくとも、部分的にレースが取り入れられ男性用とは一線を画していた。


それでも完璧な淑女であるクラウディアしか知らない侍女たちは、十分に様変わりしていると口々に褒め称える。


「髪をアップにして、お化粧も変えたおかげで、凜々しさが増しました！」


「パンツスタイルを黒で統一したからか、ワイルドな感じがいたします！」


目を輝かせる侍女たちに嘘はなさそうだ。


評判が悪くないのなら、とクラウディアは意識して声音を低くする。


「ありがとう、では行ってくるよ」


口調を変え、扇の代わりにステッキを手にすれば、黄色い声が部屋中に響いた。






学園の休業日。


クラウディアは、記憶にある古巣を訪ねることに決めた。


夕闇の中、ヘレンに見送られて馬車へ乗り込む。


いつも以上にヘレンが心配そうに見えたのは、出かける理由を偽っている後ろめたさからだろうか。


（だからといって連れていくのも気が引けるわ）


逆行前とは違い、ヘレンは娼館へ行かずに済んだ。今後も無縁であってほしいと思う。


──何せ娼館の後ろには、犯罪ギルドがいるのだから。


（表に出てくることは滅多にないといってもね）


基本は売上げが彼らに流れているだけである。


特に貴族も利用する店では、犯罪ギルドといえども目立つことはできなかった。


彼らが権力者を敵に回すことは決してない。したら最後、壊滅させられて終わるからだ。


出かける表向きの理由は、レステーアに夕食へ招待されたことになっていた。


クラウディアが男装しているのも一種の催しだと。


もちろん事前にレステーアとは口裏を合わせてある。実際に夕食も準備されているらしい。


彼女に任せれば、必要なものは全て手配してくれた。


女子寮を経由して娼館へ向かうことは、同行する護衛騎士だけが知っている。


内緒で娼館へ行きたいと告げれば、彼らは沈黙を守ってくれた。


クラウディアのような淑女が行くような場所ではないが、これがどれだけデリケートな話であるかは想像に難くない。


何も考えず、無言を貫くのが護衛騎士にとっての最善策だった。


（これが貴族街から出る話だったら反対されたでしょうけど）


貴族街を一歩出れば、環境はガラリと変わる。


貴族街から離れれば離れるほど、行政の手が行き届かなくなり治安は悪化した。


危険な場所だったら護衛騎士は頷かないし、父親にだって報告される。守るべき一線を彼らは心得ていた。


今回のことは、シルヴェスターにも内緒だ。


（話せば絶対同行しようとするわ。そうしたらできることも、できなくなるもの）


クラウディアは、客の立場から娼館の現状を探る予定だった。


同行者は少ないに越したことはない。


（決して、お姉様方の前にシルを連れていきたくないってわけではないのよ）


かつての先輩娼婦たちの人柄の良さは、身に沁みて知っている。


紹介するのに抵抗はない。ないと思いたい。


（けど商売柄、誘惑に長けている方たちなのよね）


簡単にシルヴェスターが籠絡されるとは考えにくいが、魔が差さないとも言い切れなかった。


（我慢させているのは、わたくしだし……他で発散したいって言われたら……いいえ、内緒にすると決めたのだから、これ以上は考えないことにしましょう！）


たらればの話をしたところで実りはないのだ。


娼館については視察するまでもなく実体験で知っているが、クラウディアは現状を正確に把握しておきたかった。


（前世なら、やっと娼館の仕組みに慣れはじめた頃かしら）


娼館での処世術を、ヘレンを含め先輩娼婦たちから教わった。


ヘレンに限らず、他の先輩娼婦たちにもクラウディアは恩義がある。


（娼館を買えたら話が早いのかもしれないけれど）


流石のクラウディアも、そこまで自由にできるお金はない。


今のところは。


（ブライアンのおかげで、待っていれば手が届きそうなのが恐ろしいところよね）


律儀にブライアンことエバンズ商会は、クラウディアが美容品の広告塔になることに対し、売上げの一部をクラウディアの取り分とする契約書を交わした。


以前ヘレンが予想した通り、クラウディア愛用の美容品は争奪戦が起こり、販売からずっと品薄状態が続いている。


売上げは、エバンズ商会が店頭にクラウディアの彫像を設置しようと言い出すほどだ。即却下したのは言うまでもないが、改めてエバンズ商会の力を見せ付けられた気がした。


おかげ様で娼館を買うのは無理でも、出資できるぐらいの個人資産が溜まっている。


クラウディア名義の個人資産は、公爵家を通すことなくクラウディアが自由に使えるお金だ。


エバンズ商会からの収入の他にも、お小遣いというには大きい金額が、毎年公爵家から割り当てられてもいた。


（仮に娼館を買えたとしても根本的な解決にならないのよね）


クラウディアが解決したい問題は、もっと根深い場所にある。


娼館一つ買ったところで、焼け石に水だった。


（公爵令嬢として、わたくしができること）　


掴めるものは少なくとも、逆行前に比べれば遙かに大きな力がある。


未来への可能性がある。


王太子妃になるというなら、尚更。


底辺で喘ぐ人たちの暮らしを向上させたかった。


人生を繰り返していても、まだまだわからないことは多い。


まずは勝手知ったる娼館を足がかりにしたいと、クラウディアは考えていた。






現在、レステーアはラウルの監視下にあるため、住まいは大使館になっている。


ラウルの隣には立っているけれど、彼から信用はされていなかった。


（ハーランド王国からは定期的な報告を義務付けられているし、さぞ窮屈でしょうね）


それでいて今日のような偽装をおこなえる手腕には、素直に感心する。


大使館は私用で使えないため、夕食は女子寮のほうへ招待されていた。


バーリ王国の令息令嬢たちもラウルと一度帰国したが、留学にあたり戻ってきている。


彼らは彼らで、引き続きラウルと行動を共にするようだ。


以前と変わらず、レステーアにも協力的だという。


どうやらレステーアは直接ラウルを説き伏せたのではなく、外堀から埋めていったらしかった。


女子寮に着くと、綺麗な笑みを浮かべたレステーアに出迎えられる。


「我が君、お待ちしておりました。換えの馬車も用意済みです」


目が合うなり淡い碧眼が熱で潤んでいく。


居心地の悪さを感じながらも、手配には純粋に感謝した。


「ありがとう。引き続き、よろしく頼むわね」


「仰せのままに」


レステーアに手を引かれ、エスコートされて無地の馬車へ乗り換える。


護衛騎士も公爵家の紋章が大きく入ったマントを外し、革鎧へと着替えた。


普段は公爵家の威光を示すことで諍いを避けるのだが、今晩に限っては不要だ。いざというときのため、紋章が入った短剣だけは持っていてもらう。


「今夜の我が君は、闇を総べる女王であらせられますね。一緒に行けないのがとても残念です」


「あなたには、あなたのすべきことがあるでしょう？」


「おっしゃる通りです。ご期待を裏切らないよう、抜かりなく対応する所存です」


「では、いってくるわ」


「いってらっしゃいませ」


レステーアが深く頭を下げたのを合図に、馬車が動きだす。


振動で体が揺れ、抑えていた感情が溢れた。


（もうすぐ会えるのね）


時期的に考えて、見知った顔が娼館に在籍しているのは確かだ。


思い出を振り返ると、高揚を抑えられない。


（落ち着きなさい。みんな初対面よ）


ラウルともそうだった。


彼との衝撃的な再会に比べたら、事前にわかっているだけ心構えができる。


意識的に肩から力を抜き、クラウディアは背もたれに体を預けた。


娼館までの道のりは遠くない。


揺れに身を委ねていると、夜の帳が夕闇を覆っていく。


夜空に浮かぶ細い月がニヒルな笑みを浮かべる。


貴族街の裏通り。


隠されたような一画に、夜の街はあった。


クラウディアを乗せた馬車が進むたび、今目覚めたといわんばかりに次々と店が照明を灯していく。ちょうど開店時間とかち合ったようだ。


目的の娼館は、メイン通りの最奥に鎮座していた。


歴史あるレンガ造りの外観に記憶が刺激される。


（よくホテルと間違えられていたわね）


オーナーのこだわりで、あからさまな看板は設置されなかった。


しかし内装は派手で、入店する前から煌々とした眩しさが思いだされる。


馬車を降りる前に、クラウディアは用意していた帽子を被った。


つばのない黒いトーク帽からは、同じく黒いレースがカーテンのように垂れてクラウディアの美貌を隠す。


最後にステッキを握り、ドアマンに入店を告げた。


ちなみに貴族は社交界デビューを果たせば大人と認められ、娼館も利用できる。


利用方法は、店によってバラバラだ。


例えば、今から利用する娼館「フラワーベッド」では紹介を受けるか、入館料を払うかしないと入店が許されない。


貴族も利用するため、客には一定の品位が求められた。


護衛騎士を含めた入館料を支払い、かつての古巣へ足を踏み入れる。


覚悟していたのに加え、黒のレースが光を遮ってくれたおかげで、店内の照明に目を焼かれることはなかった。


護衛騎士だけが目をパチパチさせている。


「ようこそ、フラワーベッドへ。お客様ははじめてのご利用ですね。ご利用手順はご存じでしょうか？」


オーナーに出迎えられ、軽く頷く。


違和感なく反応したものの、クラウディアは内心、オーナーの上客への嗅覚に驚いていた。


上級貴族からの紹介でもない限り、オーナーは自ら出迎えなどしない。


（護衛騎士を連れているから、ある程度は察せられるでしょうけど）


声音が低くなるよう意識しながら、口調も変えてオーナーに応じる。


「選んだあとは永久指名で間違いないかな」


「その通りでございます。ご理解いただけているのであれば、私のほうで好みに合う者を連れて参りましょう」


永久指名とは、指名後は相手となる娼婦を代えられないことをいう。


これは病気の感染経路を特定するためにおこなわれていた。


性病は娼館、客の双方にとって頭の痛い問題なのだ。


またフラワーベッドでは、永久指名のおかげで指名後は客の争奪戦が起こらず、娼婦たちの諍いが減っている面もあった。


「では君に任せる」


「よろしいのですか？」


「ああ、君はセンスが良さそうだ」


一番困る答えだと知りながら、選別はオーナーに任せた。


嫌な顔一つせず、オーナーは頷く。


「かしこまりました。では今しばらく、こちらでお待ちください」


待合室の中でも上客用のグレードの高い部屋へ通される。


部屋といっても本来ドアが設置される場所に壁はない。廊下から室内は丸見えだった。


ただ客のプライバシーを守るために、衝立は用意されている。


あくまで待合室は指名相手を選ぶための部屋であることを意味していた。


（変わっていないわね）


憎らしいくらい店は何一つ変わっていなかった。


ならばクラウディアが改善したいと考えている部分も同じだろう。


五人は座れる長いソファーの中央に、クラウディアは腰を下ろす。


護衛騎士はいつも通り壁際で控えた。


なんとなく天井に吊されたシャンデリアを見上げる。


（設しつらえが派手なのよね。どうせなら外観と合わせてくれたらいいのに）


クラウディアが座るソファーも、クッション部分は全て赤色だ。


娼館では興奮色として赤色が多用されるので、派手な内装になるのは仕方ないことだった。


娼婦時代、一フロアを与えられていたクラウディアは、自分の部屋だけ内装を替えたものだ。


従業員に飲み物を訊かれ、紅茶と答える。


これといった特徴のない素朴な青年は、恭しく頭を下げて注文を承った。


その姿に懐かしさがこみ上げてくる。


（彼もいたのね……！）


ただ雑用をこなしているように見えて、青年は客の情報を蓄積していた。


彼の助言に、何度助けられたことか。


再会に心が震え、それとなく胸を押さえる。そうでもしないと涙がこみ上げてきそうだった。


しかし青年によって生まれた郷愁は、次の衝撃で上塗りされる。


「お初にお目にかかります。ミラージュと申します」


「マリアンヌと申します」


（ミラージュお姉様！　マリアンヌお姉様……！）


二人とも、ヘレン同様にクラウディアを励ましてくれた先輩娼婦だった。


当時から彼女たちは人気で、フラワーベッドの売上げ二位と三位を冠していたが、反抗的だった新人のクラウディアを温かく見守ってくれた。


谷間が覗くワインレッドのドレスに身を包んだミラージュは、娼館の最古参だ。本人談では三十歳に届いてないらしいが、誰も信じてはいなかった。


波打つ緑色の長い髪と豊満な体付きが特徴で、彼女をママと慕う娼婦も多い。


（でもお姉様と呼ばないと怒られるのよね）


マリアンヌも古参だが、容姿はミラージュと対照的だ。


鎖骨で揃えられた真っ直ぐなプラチナブロンドが、彼女の華奢な肩へと視線を誘導する。


どちらかといえば痩身なマリアンヌは、繊細な容姿と肌のきめ細かさで客を魅了していた。


二人がクラウディアを挟む形でソファーに落ち着いたところで、低姿勢のオーナーが告げる。


「あともう一人お連れする予定でございます。それまでは当店の自慢をお楽しみください」


（この調子だとケイラお姉様まで登場しそうね）


きっと現在のナンバーワンだろう人を頭に浮かべる。


まだ開店して間もない時間なので、準備中であることが予想できた。


（指名料の高い順に連れてくるなんて、カモだと思われているのかしら？）


邪推したくなるが、単純に貴族相手でも接客慣れしている者を連れてきたのだろう。


クラウディアを見たオーナーは、一目で失礼はできないと判断したようだ。


さりげなく前屈みになって谷間を強調させたミラージュが口を開く。


「お客様のことは、何とお呼びしたらいいかしら？」


「ローズと」


考えてきた偽名を口にすると、魅惑的な笑みに視界を占領された。


「まぁ、お名前まで麗しいなんて！　ふふっ、ローズ様の登場で、店の子たちが色めき立って仕方ありませんの。ほら」


促された方向へ視線をやれば、若手の子たちが壁や調度品の蔭から覗いていた。


慌てて引っ込む彼女たちを見たマリアンヌが眉をひそめる。それでいて一緒に窺いながら、クラウディアへ体を寄せるのも忘れない。


「はしたないこと。あとで叱っておきますね」


「……構わない。私のような客は珍しいのだろう」


言葉に詰まりそうになるのを、何とか取り繕う。


会話をしながら、あくまで自然体で距離を縮めてくる二人の色香に目が回りそうだった。


（うう、流石お姉様方ですわ）


気付けばミラージュの胸の柔らかさが腕に伝わっている。


ベテランのアピールは容赦がない。


「女性のお客様は少なくて残念ですわ。けれど彼女たちはローズ様の気品に惹かれておりますのよ」


「わかります、佇まいからして素敵でしたから」


つい先ほどまで厳しい表情を見せていたマリアンヌが、うっとりと頬を染める。


白い肌が色付くのを目の当たりにして、誰が本心ではないと思うだろうか。


（マリアンヌお姉様曰く、演技ではないのよね）


客に恋していると自己暗示をかけるのだという。


言うほど簡単でないことを、クラウディアは実体験で知っていた。


マリアンヌの方法は向き不向きがあり、クラウディアには合わなかったのだ。


（どちらかといえばミラージュお姉様の技能のほうが参考になったわ）


実地で復習させられているような気分だった。


攻められてばかりいるのは性に合わないので、クラウディアもローズとして動く。


まずはミラージュへ顔を向けると、彼女の緑色の長い髪を耳にかけた。


「あまり魅惑的な体で誘惑しないでくれ。何も考えられなくなる」


指先で耳朶をなぞり、首筋を辿る。


鎖骨の手前で折り返し、敏感な喉を軽く撫でれば、くすぐったい刺激にミラージュの瞳が揺れた。


見つめ合い、漂う甘い空気を楽しめば、今度はマリアンヌの番だ。


「君の肌に口付けを落とすのは、まだ早いだろう？」


軽い接触は許されるが、それ以上は永久指名してからになる。


言外に手加減してくれるようお願いしながら、浮き出たマリアンヌの鎖骨に触れ、ドレス越しに横腹の皮膚が薄い部分を探った。


反応はマリアンヌのほうが顕著で、体を僅かに震わせるとクラウディアのイタズラな手を握って制止する。


生活を共にする過程で、彼女たちの弱いところは熟知していた。


甘えるように、マリアンヌが唇を尖らす。


「酷い人、わたしから求めさせる気です？」


「あら、引いたって構わないのよ？」


牽制し合いながらも、二人はクラウディアに密着させていた体を離してくれた。


無事に願いは聞き届けられたようだ。


しかし二人の間に流れる空気に、「本気」を感じてたじろぐ。


（お姉様方っ、本番は必要ありませんのよ!?）


クラウディアの目的は、娼館の現状を知ることである。ベッドを共にしてもらう必要はない。


オーナーには視察を悟られたくないので、永久指名してから相手に協力を仰ぐ予定だった。


まだケイラが姿を見せていないけれど、早々に決めてしまおうかと悩む。


どうしようかと天井を仰ぎそうになったときだった。


隣室から罵声が聞こえる。


「お前っ、これがいくらするか知っているのか!?」


「申し訳ございません……！」


接客中に不手際があったようだ。


すかさずミラージュが手を重ねてくる。


「驚かせてしまって、すみません。様子を見てきますので、少し席を外してもよろしいかしら？」


頷きで答え、彼女を見送る。


しかしすぐにクラウディアも黙って座っていられなくなった。


聞こえてきた声には覚えがあり、パンッと人を叩く音が続いたからだ。


「ローズ様、お待ちください！」


マリアンヌが慌てて縋るが、既にクラウディアの足は動いていた。


待合室から廊下に出ようとしたところで、オーナーが立ちはだかる。


「お見苦しいところをお見せして申し訳ございません。すぐに対応いたしますので、どうぞ席へお戻りください」


余計なことはするな、というのだ。


即座にミラージュが席を立ったことからも、こういった状況に対応できるようオーナーが気を回して人員を配置した可能性があった。


百戦錬磨のミラージュが姿を見せれば、大抵の客は落ち着きを取り戻す。


店側で対処できることに正義感だけで客が介入すれば、場が混乱するだけだ。


百害あって一利なしであることは、クラウディアも理解している。


（けれど今回は相手が悪いのよ。それにあの声……）


怒鳴り声、謝る声の双方に聞き覚えがあった。


護衛騎士に指示し、短剣の紋章をオーナーへ見せる。


そして紋章に気付いたオーナーが驚いている隙に、クラウディアは隣室へ踏み込んだ。


（なんてこと！）


目に映った光景に嫌悪感が露わになる。


床に泣き崩れる若手娼婦の頬が腫れていた。


彼女を庇うように寄り添うミラージュへも、客の手が振り上げられている。


「何だお前は!?　さっさと出ていけ！」


クラウディアの登場で動きを止めた客だったが、オーナーの制止が入ると思ったのか、すぐにまたミラージュへ視線を戻した。


「誰のおかげで商売できると思ってるんだっ、体を売ることしかできない低能が！」


聞くに堪えない罵声と共に平手打ちが飛ぶ。


しかし痛みに喘いだのはミラージュではなかった。


「ぐぅ……っ、貴様ぁあああ！」


怒りに目を染める男へ、男の手を叩き落としたステッキを握ったままクラウディアは冷たい視線を送る。


「ぼくが誰だか知っているのか！　こんなことをして、ただでは済まないぞ！」


「イエーツ伯爵家の三男だろう？　兄たちが病死した結果、転がり込んだ跡目を継いで好き勝手しているとは聞いたが、これほどとは」


視界の端に映る若手娼婦の痛々しさに、怒りでこめかみがチリチリと焼かれた。


口調こそ落ち着いているものの、クラウディアの胸で憎悪が渦巻く。


（彼女の客でもあったなんてっ）


前世では見えていなかった現実を、今になって突き付けられた気がした。


男は毎回、気弱な若手娼婦を指名するのがお決まりだった。


永久指名というシステムがあるにもかかわらず、男の担当がころころ代わるのは、指名された若手娼婦が「もたなくなる」からだ。


見るからに気の強そうなクラウディアが指名されることはなかったが、男は女性の泣き顔や悲鳴に興奮するサディストだった。


娼館にとって娼婦は使い捨てでしかない。


利益に反しない限り、娼館が娼婦を守ることは決してないのだ。


（心底、嫌になるわ）


身分と金でどうにかなると思っている男も、それを黙認している娼館も。


「し、知っているなら話が早いな！　貴様も貴族なら、大人しくしていたほうが身のためだぞ。醜聞を流されたくはないだろう!?」


（相変わらず、貴族の面汚しね）


女性の身で娼館を利用するクラウディアを脅そうというのだ。


溜息を堪えるために黙ると、黒で統一した装いを勘違いした男が嘲る。


「はっ、未亡人なら未亡人らしく、男漁りをすればいいものを。何だ、職場を求め」


ゴッ。


無意識の内に手が動いていた。


誰かが息を呑む音を聞きながら、ステッキの先で側頭部を強打される男を視界に収める。


呆気なく男は白目を剥き、ソファーへ沈んだ。


（いつもとは装いが違うから、気が大きくなっているのかしら）


それとも前世から溜まっていた男への鬱憤が、クラウディアを突き動かしたのか。


手の早さに自分でも驚く。


「首をはねますか？」


「必要ない」


護衛騎士から見れば、公爵令嬢を侮辱した男は斬首されて当然だった。


侮辱罪を犯した男を切り捨てたところで罪には問われない。


しかし、それではことが公になってしまう。


クラウディアは、後ろで控えていたオーナーを振り返った。


「この男はいくらか貴店に出資しているそうだな」


「その通りでございます」


男の横柄な態度は、貴族だけが理由ではなく、出資者でもあるからだった。


（もっと早く対応できていたら被害者を減らせたのに）


質の悪い客の中でも、一番悪質なのがこの男だった。


「では十倍の額を出資しよう。それで後片付けは任せられるかな」


店は買えなくとも、個人資産には出資できる程度の余裕がある。


にもかかわらず、現状把握に留めようとしていた自分の至らなさを痛感しながら額を提示した。


「もちろんでございます。あとは私にお任せくださいませ」


身分を笠に着る相手には、より高い身分でぶん殴るのが手っ取り早い。


あまり好きな手段ではないが、公爵令嬢であるからこそ使える手でもあった。


その上、クラウディアには貴族の相関図も頭に入っている。情報をオーナーへ落とせば、男に抗う術はない。


オーナーが男を受け持ってくれたので、クラウディアは持っていたハンカチを水で濡らし、未だ床に手をついたままの若手娼婦の頬へ添える。


「怖がらせたね」


「っ……いいえ、いいえ！　助けてくださり、ありがとうございますっ」


男に叩かれた若手娼婦は、元同僚だった。


毒を飲んで死んだ彼女だ。


（わたくしと同時期に勤めはじめていたのね）


娼婦になった当初は自分のことで精一杯で、周りが見えていなかった。


同期だったことが判明し、胸が痛む。


（どうか今世では、彼女にも光がありますように）


願い、その光をつくることを固く誓う。


彼女が死を望まずに済むように。


（今はまだ僅かな助けにしかならなくても）


この場にいる全ての娼婦たちが男性に怯えなくて済む世界を、娼婦以外の仕事が選べる世界を目指す。


（出資したからには、金額分の口は出させてもらうわ）


まずは客質の改善からだ。娼婦に手を上げるような客は全て出禁にする。


決意と共に立ち上がったところで、間延びした声が耳に届いた。


「あらぁ～？　出遅れたかしら～？」


「一番良いところを見逃しましたよ」


小首を傾げるケイラに答えたのはマリアンヌだ。


「えぇっ!?　マリちゃん、どうして呼びに来てくれなかったの～!?」


「お客様を待たせるケイラが悪いんです」


「そうね、マイペースにもほどがあるわ。ローズ様、選択肢からケイラは外してくださるかしら？」


「ママまでひどーい！」


「お、ね、え、さ、ま！」


（ケイラお姉様も相変わらずだわ）


おっとりしているところが彼女の魅力であり欠点だった。


見た目が派手なミラージュや、繊細なマリアンヌとはまた毛色が違い、容姿が際立って良いわけではない。


（逆にそれが良いのよね）


美人を前にすれば、大抵の人は緊張してしまう。客として訪れていてもだ。


そんな中、気負わず接せられるケイラは、フラワーベッドの癒しだった。


客に留まらず、娼館のみんなから慕われている。


（ただおっとりしているだけじゃないもの）


今も遅れてきた体で、漂っていた緊張感を和ましてくれた。


ケイラの登場で、娼婦たちの顔に笑顔が戻ったのがその証拠だ。


ナンバーワンは人柄だけで得られるものではない。


「ローズ様、どうかお慈悲をくださいませんか？」


矛先がこちらへ向いたので、考える素振りをする。


うるうると目を潤ますケイラは、女性から見ても可愛く映った。


口元にあるホクロが目を引く。


（わざと縋るように屈んで、上目遣いを作ってるとわかっていても可愛いのだからずるいわ）


「ケイラ、無理を言ってはダメです」


「ローズ様の左右は、もうあたしとマリアンヌで固めてあるの。諦めなさい」


「じゃあ前は空いてますよね～？」


前とは？


首を傾げながらも、姦しい三人に笑みが浮かぶ。


（もう少し感傷に浸っていてもいいかしら）


彼女たちが老衰を遂げられなかったことは、クラウディアだけが知っていた。






完









あとがき






どうも、楢山幕府ならやまばくふです。樽山など、たまに漢字間違いがあるので、「ならやまですよー」と毎回アナウンスしていきたい次第です。ちなみに「幕府」が間違われたことは一度もありません。


幕府で覚えていただけたらとも思うんですが、江戸と鎌倉が強過ぎてエゴサできないんですよね……総攻め検索でも江戸幕府が強いです。


それはさておき二巻です！　手に取っていただき、ありがとうございます！


あまり一作品を長期にわたって執筆しないので、完璧悪女は私の中で挑戦の連続です。


大変なこともありますが、応援に救われています。


各ウェブサイトでの評価も励みになっています。


お話が進むごとに新キャラが増えて、現時点でもだいぶ賑やかになっておりますが、お気に入りのキャラはできましたでしょうか。


えびすしさんのおかげで、私は目移りして仕方がありません。


キャラデザを見るたびに、本編では書けないであろう妄想も捗ります。


成人向けも大好きです。


二巻の書き下ろしは暴走しそうで、自重するのに苦労しました。お姉様方とベッドインさせなかった私、偉い。


シルヴェスターが相手だと、クラウディアがストップをかけてくれるので大丈夫なんですが。


我慢を強いてる点では、申し訳ないです。でも頑張れ。


成人向けの描写はできなくても、いつかきっと初夜を迎えられると信じています。


イニシアチブを取るのは果たしてどちらなのか。どちらにしてもクラウディアが大変そうだなぁと思ったり。


二人の子どもは超絶可愛いこと間違いなし！　と未来への想像は尽きません。


未定の部分も多いので、結果はきまぐれな神様のみぞ知る。


読者のみなさまには、リアルタイムで見守っていただけると嬉しいです。


コミカライズのほうも、よろしくお願いします。


北国さんの描かれるクラウディアたちも素敵なので、ぜひぜひ！






最後に、恒例にしたい感謝を。


ずっと応援してくださっている読者さんや家族、作品を形あるものにしてくださった出版社の方々、いつもありがとうございます。


そして、これからもよろしくお願いいたします。


みなさんにも、またお会いできることを祈って。






楢山幕府　拝










    
  
  




    
  
  




    
  
  




電子版特典SS


悪役令嬢と男性陣は花を愛でる







麗らかな春の日差しが心地良いお昼時。


リンジー公爵家の庭園は賑わいを見せていた。


（女性が三人寄れば姦かしましいと言うけれど、男性も変わらないわね）


シルヴェスター、ラウル、レステーアがクラウディアの視界を占領する。


正確には男性二人と女性一人だが、男性にまとめたところでレステーアも気にしないだろう。


「何故ラウルがここにいる」


「招待されたからに決まってるだろ。つーか、オレのほうがメインだよな!?」


「確かに、招待してくれと強請ねだったのはラウルですね」


「そろそろ温かくなってきたなって言っただけだろうが!?」


銀色にダークブラウン、そして青色が踊る。


庭の花より華やかな面々が揃っていた。


元を辿れば、婚約者候補によるお茶会の席での会話が発端だった。


当時は冬真っ只中で庭園を散策するには寒く、温かくなったらまた、と話していた。


ラウルの言葉でそれを思いだしたクラウディアが今回招待した形だ。


密度が濃く感じられるのは、一定の間隔を空けて座るテーブル席とは違い、芝生の上に敷物を敷いてお茶を楽しんでいるからだろう。


三人はそれぞれ好きなところ──クラウディアの傍──で胡座あぐらをかいていた。


シルヴェスターの斜め後ろに座るトリスタンに至っては、日差しに温められてぼうっとしている。


（珍しく同席しているのはレステーアがいるからかしら？）


シルヴェスターと二人で会うときに、トリスタンの姿はなかった。


同行する条件が何かしらあるようだ。


視界の端で赤毛が船をこぎはじめて笑いが洩もれる。


前世の断罪時には厳しい目を向けられたが、友人として接してみると愛嬌あいきょうのある人だった。


（ルーもこういったところに惹かれたのかしら？）


トリスタンが来るならルイーゼも誘えば良かった。


けれど話の流れで、この面子になってしまったのだ。


クラウディアの笑みを見たラウルが目を細める。


「庭園も素晴らしいが、一番美しい花はクラウディアだな」


「何をわかりきったことを」


「賛美は罪じゃないだろう？　嫌がる女性もいるが、クラウディアはそうじゃないしな」


「ふむ……」


お世辞はいらないという女性は確かにいる。


自己を卑下ひげする人ほど、その傾向が強いように思えた。


（大半の女性は嬉しいものよね）


的外れな賛美には呆れるが、自分が頑張っているところを褒められるのは嬉しい。


日々、美しさに磨きをかけているクラウディアは、努力が報われた気がした。


自然に咲く花のように、自然体が美しい人もいる。


また庭園の花々のように、丁寧な手入れがあってこそ美しさを保てる人もいるのだ。


クラウディアは後者だと自覚し、精進を怠らなかった。


程度の差こそあれ、女性の大半がそうだろう。


公爵家の侍女たちに化粧水を使わない人はいない。


ラウルの言葉を少し考えていたシルヴェスターは、おもむろにクラウディアの手を取った。


「吹く風が輝いて見える中で、君だけが私を捕らえて放さない。今日も美しいよ、ディア」


手の甲にキスまで落とされて、クラウディアは固まる。


パーティーでなら反射的に笑顔を返せたかもしれない。


まったりとした空気に緊張感が薄れ、咄嗟に反応できなかった。


耳が熱くなるのを感じながらお礼を口にする。


「あ、ありがとうございます」


照れを隠すためさらに言葉を続けようとしたところで、今度は空いてる手をレステーアに取られた。


「ぼくの女神。世界が明るく色付いて見えるのは、あなたがいるからです。壮麗な大自然も、あなたなしでは霞んでしまいます」


淡い碧眼が艶めいて見えた。


本気度を感じさせられ、心の中で距離を取る。


レステーアがラウルに引き剥がされると、思わずほっとしてしまった。


気持ちが伝わったのか、そっとシルヴェスターに抱き寄せられる。


「何ちゃっかりオマエまで手を握ってるんだ！」


「ぼくは同性ですから、規約違反はありませんよ」


「そういう問題かっ」


「おい、トリスタン、寝てないで奴らをつまみ出せ」


「はぇ？」


「だから招待されたって言ってるだろうが！」


そこでレステーアからシルヴェスターへ視線を移したラウルは愕然とする。


腕の中にクラウディアがいたからだ。


「オマエは慣習を守れよ!?」


「私的な場でまで守ってられるか。そもそも私が同席しているから、ラウルはディアと会えているのだぞ」


「うぐっ……」


互いの立場に変わりはない。


クラウディアが年頃の令嬢である以上、男性と二人っきりにはなれないし、接触も緊急時以外は許されなかった。


こうして集まれるのは、女性であるレステーアの存在も大きい。


「オマエらばっかりズルい……」


「身のほどを知れ」


「心は自由だろうが！」


「諦めたほうが建設的だと提案してやっている」


「上から目線でしか言えないのかよ!?　高圧的な男は嫌われるぞ！」


「ラウルに嫌われたところで問題はないが……？」


「クラウディア、ちょっと真剣な話をしないか？　コイツのどこがいいんだ？」


どこ、と訊かれてシルヴェスターを見上げる。


興味深げな黄金の瞳とかち合ったが、掘り下げられると羞恥心で死ぬ気がしたので、すぐに目を反らした。


ラウルへ向かって微笑む。


「ラウル様に厳しいのは、シルなりの照れ隠しですわ」


「こんなに可愛くない照れ隠しがあっていいのか……」


クラウディアには可愛く映っているが、ラウルは違うらしい。


（これが恋は盲目というやつなのかしら）


娼婦時代、たくさんの男性と一夜を過ごした。


けれど恋をしたのはシルヴェスターがはじめてだ。


正直に言って、わからないことだらけだった。


「シルヴェスター殿下は根っからのＳですよね」


「ああ、わかります」


レステーアに答えたのはトリスタンだった。


寝起き顔で頷く。


「親しくなるほど容赦がなくなるんですよ。だからクラウディア嬢の言う、照れ隠しっていうのもあながち……なるほど、照れ隠しだったんですか！」


「お前は目を開けたまま寝ているのか？」


「なんだ、シルにも可愛いところがあったんですね。長い付き合いなんだから照れなくて良いのに」


「シルヴェスターと長年一緒にいると、考え方に補整がかかるのか？」


「ポジティブに考えないと生きていけないのかもしれませんね」


憐れみを湛えた二人の視線は、被害者に向けられるそれだった。


（どちらかといえばトリスタン様には、そのきらいがありそうだけれど）


何かと割を食っている気はする。


ただクラウディアも迷惑をかけている自覚があったので、今後は気を付けようと自戒した。


風に緩やかなクセのある黒髪が靡く。


振り返ってみると、こうして穏やかな時間を過ごせているのが信じられない。


人との繋がりは不思議なものだ。


離れても、また違った形で繋がったりする。


レステーアの崇拝ぶりには、まだ慣れないけれど。


逆行前には、みんな違った人生があった。


（縁も自分の行動次第だわ）


誰でもないクラウディアが変わったから、周囲との関係が新しく構築されたのだ。


傍にある温もりのなんと心強いことか。


けれど人前でこれ以上触れ合うのは恥ずかしくて、そっと距離を取る。


「ディア？」


引き留めるシルヴェスターへ、クラウディアは喉が渇きませんか？　と提案した。


テーブル席ではないけれど、軽食と飲み物は用意されている。


元々座っていた位置へ戻り、カップを手に取る。


そこで優しい風に頬を撫でられて視線を上げた。


鮮やかな木々の緑。


咲き乱れる花たちがケンカすることなく、私を見てと主張する。


仰いだ青空は清々しく、視界が広くなったように感じられた。


ほう、と息を吐く。


目に映るもの全てが美しかった。


忙しない日常の中では当たり前に見えて、つい忘れがちになる。


自宅の庭園は特に景色の一部になりやすかった。


美しいものだとわかっていても、実感するには余裕が必要だ。


その余裕が、今の自分にはあることに感動する。


姦しい人の声に覚えるのは、やかましさではなく賑やかさだった。


楽しそうだな、と思う。


この庭園で楽しんでくれたら嬉しいな、と思う。


恋心にはまだ翻弄されるけれど、二度目の人生で精神が成熟している自覚はあった。


だとしても前のクラウディアなら、景色に浸ることなどできなかっただろう。


春の日差しに誘われて、無意識の内に頬が緩んでいた。


ふと視線を動かすと、時が止まっていて目を瞬く。


それは錯覚だったけれど、全員がクラウディアを見て呆けていた。


自分へ集中する視線に戸惑う。


「あの……？」


「すまない、ディアに見惚れていた」


「ああ、高嶺の花なのだと再認識したところだ」


「陽光を受ける姿が神々しくて、居住まいの清らかさに胸を打たれていました……絵に残せないのが残念です」


「とても綺麗でした！」


トリスタンからも率直に褒められ、照れる。


恥じらいを消そうと、肩に落ちる髪を弄りながらお礼を口にする。


同時に感じたことを言うのも忘れなかった。


「ありがとうございます。……幸せだな、と思っておりましたの。こうしてみなさんと過ごせる時間の尊さに浸っておりました」


「ふむ、私には邪魔者でしかないが、ディアが楽しめたならよしとしよう」


言葉は皮肉的だが、シルヴェスターの目差しは優しい。


クラウディアへ向けられたものだからかもしれないが。


「お心まで美しい姿に敬服します。ちょっとラウル、邪魔しないでください」


「オレよりもクラウディアへ近付こうとするな！」


ずずいっと前へ出たレステーアの首へ、ラウルが腕を回す。


後ろから首を絞めるような体勢に、恨みの強さが窺えた。


「悔しかったら性別を変えてきたらどうですか」


「オマエの場合、そういう問題じゃないだろう!?　同性だからって何でも許されると思うなよ！」


確かに、と頷くと、レステーアの瞳が悲哀に満ちる。


（そんな捨てられた子犬のような顔をしなくても……）


でもここで同情すると躾けに悪い気がして、クラウディアはぐっと感情を飲み込んだ。


そこへ後ろから影が落ちる。


「随分と楽しそうだな」


「お兄様！」


まだ日が高いのに、ヴァージルが姿を見せた。


学園を卒業してからは父親と仕事をしているので、帰りはいつも暗くなってからだ。


「今日はお早いのですね」


「シルとトリスタンが来ると聞いていたからな。早めに終わらせた」


言いながらクラウディアのすぐ隣に腰を下ろす。


表向きの理由は旧友の二人だが、一見すると男性ばかりに囲まれるクラウディアを心配したようだ。


「ヴァージルまで居座るつもりか？」


「シル、知ってるか？　ここは俺の屋敷でもあるんだ」


不満を隠さないシルヴェスターに、むしろ客人は帰っていいぞとヴァージルは答える。


「王族を追い返すとは偉くなったものだな？」


「諫言かんげんも貴族の務めだ」


シルヴェスターへ対しても遠慮のないヴァージルに、ラウルは目を輝かせる。


いいぞ、もっと言ってやれと表情が語っていた。


（もしかして私的に集まるのは、これがはじめてなのかしら）


学園へ入学するまで、クラウディアも二人──トリスタンを含めて三人──の仲を知らなかった。


公の場でヴァージルは堅物な姿勢を崩さないため、気が置けない関係を見破るのは困難なのだ。


喜色を浮かべるラウルへ、シルヴェスターが溜息を吐く。


「味方だと思ったら大間違いだぞ。ヴァージルは質の悪い小舅こじゅうとでしかない」


「妹を守るのは兄の役目だろう」


「これだ。ラウルは今以上に近付けなくなるのを覚悟しろ」


シルヴェスターの忠告に、ラウルが石のように固まる。


レステーアは憐れみの視線を向けた。


「どう足掻いても旗色が悪いですね」


「オマエにだけは指摘されたくない！」


この裏切り者が！　と一部シャレにならないことを言いながら、ラウルがレステーアの首を絞める。


騒がしい二人の後ろで、トリスタンはヴァージルから距離を取っていた。


しかしクラウディアが気付いたように、ヴァージルも逃げる赤毛を見逃さない。


「トリスタン、シルの後ろに隠れても無駄だ」


「僕は何も悪いことをしてませんよ!?」


「ならどうして逃げる」


「本能的に……？　クラウディア嬢、助けてください！」


「妹に助けを求めるな。そうか、そろそろ学期試験の時期だな。まさか他国の王族の前で、側近がお粗末な成績を」


「わー！　聞きたくない！」


はじまったお小言に、トリスタンが耳を塞ぐ。


ヴァージルの厳格さが伝わったのか、ラウルも悟られないように距離を置いた。


「お兄様、今日は花を愛でる日でしてよ？」


「そうか。だがディーの前では、どんな花も色褪せてしまうんじゃないか？」


「庭師の腕は確かですわ」


クラウディアを見るときだけ、ヴァージルの目元から険が抜ける。


一瞬にして蕩けた表情に、見ていた者は同じ見解に至った。


──シスコン、と。
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